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はじめにはじめにはじめにはじめに

ここでは次のトピックについて説明します。

� 『Oracle8iレプリケーション・ガイド リリース 8.1』の概要

� 対象読者

� このマニュアルの構成

� 表記規則

このマニュアルには、Oracle8iおよび Oracle8i Enterprise Editionの機能に関する情報が含
まれています。 Oracle8iと Oracle8i Enterprise Editionの基本的な機能は同じです。 ただし、
Enterprise Editionでしか利用できない高度な機能もあります。そのような機能のいくつかは
オプションとなっています。 たとえば、パーティション化を行うには、Enterprise Editionと
パーティション化オプションが必要です。 
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『『『『Oracle8iレプリケーション・ガイドレプリケーション・ガイドレプリケーション・ガイドレプリケーション・ガイド リリースリリースリリースリリース 8.1』の概要』の概要』の概要』の概要
このマニュアルでは、Oracle8i Serverのレプリケーション機能について説明します。 Oracle
のレプリケーション機能を使用するには、Oracleアドバンスト・レプリケーション・オプ
ションをインストールする必要があります。基本レプリケーション（読取り専用スナップ
ショットと更新可能スナップショット）は、Oracleの標準分散機能です。プロシージャ・レ
プリケーションを使用するには、PL/SQLとアドバンスト・レプリケーション・オプション
が必要です。

このマニュアルの情報は、あらゆるオペレーティング・システム上で稼動している Oracle8i 
Serverに適用されます。 このマニュアルでは、次のトピックについて説明します。

� レプリケーション

– 読取り専用スナップショット

– 更新可能スナップショット

– シングル・マスター・レプリケーション

– マルチマスター・レプリケーション（Orcle8i Enterprise Editionのみ）

– 配置テンプレート

� 競合解消

� レプリケート環境の管理

� 高度なテクニック

� トラブルシューティング

� ジョブ・キューの使用方法

� 遅延トランザクション
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、アドバンスト Oracle8i分散システムを開発およびメンテナンスするアプ
リケーションの開発者とデータベース管理者（DBA）を対象にしています。 

前提知識前提知識前提知識前提知識
このマニュアルの読者は、リレーショナル・データベースの概念、および分散データベース
の管理、PL/SQL（プロシージャ・レプリケーションを使用する場合）、Oracleレプリケー
ト環境を動作させるオペレーティング・システムをよく理解している必要があります。 

また、このマニュアルの読者は、次に示すマニュアルを読み、その内容を理解しておく必要
があります。

� 『Oracle8i概要』

� 『Oracle8i管理者ガイド』 

� 『Oracle8i分散システム』 

� 『Oracle PL/SQLユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』（プロシージャ・レプリケー
ションを使用する場合）

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次の章および付録から構成されています。

第第第第 1章「章「章「章「レプリケーションの概要レプリケーションの概要レプリケーションの概要レプリケーションの概要」」」」
 Oracleレプリケーションの概念および用語について説明します。

第第第第 2章「章「章「章「マスター・レプリケーションの概念およびアーキテクチャマスター・レプリケーションの概念およびアーキテクチャマスター・レプリケーションの概念およびアーキテクチャマスター・レプリケーションの概念およびアーキテクチャ」」」」
マルチマスター・レプリケーションの概念およびアーキテクチャについて説明します。

第第第第 3章「章「章「章「スナップショットの概念およびアーキテクチャスナップショットの概念およびアーキテクチャスナップショットの概念およびアーキテクチャスナップショットの概念およびアーキテクチャ」」」」
スナップショット・レプリケーションの概念およびアーキテクチャについて説明します。 こ
の章では、スナップショット環境を作成するための前提条件についても説明します。

第第第第 4章「章「章「章「配置テンプレートの概念およびアーキテクチャ配置テンプレートの概念およびアーキテクチャ配置テンプレートの概念およびアーキテクチャ配置テンプレートの概念およびアーキテクチャ」」」」
配置テンプレートの概念およびアーキテクチャについて説明します。 この章では、配置テン
プレートの設計についても説明します。

第第第第 5章「章「章「章「競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ」」」」
競合解消の概念およびアーキテクチャについて説明します。 この章では、競合解消方法につ
いても説明します。

第第第第 6章「章「章「章「高度な設定高度な設定高度な設定高度な設定」」」」
プロシージャ・レプリケーションの使用方法、耐障害性の設計方法、動的所有権の競合回避
の使用方法および変更をレプリケートせずに表を変更する方法など、レプリケーションの高
度な設定について説明します。
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第第第第 7章「章「章「章「レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画」」」」
初期化パラメータの設定やレプリケーション環境の準備など、レプリケーション環境の計画
について説明します。

第第第第 8章「章「章「章「Replication Managerの概要の概要の概要の概要」」」」
Oracle Replication Managerの機能を紹介します。Oracle Replication Managerは、レプリ
ケーション環境を作成、管理および監視するための Javaベースのツールです。

付録付録付録付録 A「「「「新機能新機能新機能新機能」」」」
このリリースの新機能を概説し、このマニュアルおよびその他のマニュアルでこの新機能の
詳細を記載している項を示します。

付録付録付録付録 B「「「「レプリケーションに関する問題のトラブルシューティングレプリケーションに関する問題のトラブルシューティングレプリケーションに関する問題のトラブルシューティングレプリケーションに関する問題のトラブルシューティング」」」」
レプリケーションに共通する問題の診断および解決方法を説明します。

付録付録付録付録 C「「「「RepAPI用の用の用の用の Oracle8i Serverの構成の構成の構成の構成」」」」
Java RepAPIクライアントからアクセスする Oracle8i Serverの構成方法を説明します。 Java 
RepAPIは、Oracle8i Liteクライアントで Oracle Serverのデータをレプリケートするための
ランタイム・ライブラリです。

このリリースでの変更点このリリースでの変更点このリリースでの変更点このリリースでの変更点
このリリースでは、主に次のような変更があります。

� 以前のリリースでは、Replication Managerの使用方法の詳細を記載していました。 この
リリースでは、Replication Managerの使用方法の詳細は、Replication Managerのオン
ライン・ヘルプのみに掲載しています。 このリリースでは、第 7章「レプリケーション
環境の計画」と第 8章「Replication Managerの概要」の 2つの章が追加されました。

� 付録 B「レプリケーションに関する問題のトラブルシューティング」と付録 C「RepAPI
用の Oracle8i Serverの構成」の 2つの付録が追加されました。

� 移行および互換性に関する付録は、『Oracle8i移行ガイド』マニュアルに移されました。
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表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルで使用する表記上の規則について説明します。 

特記事項特記事項特記事項特記事項
このマニュアルの本文では、特別な情報は次のように示します。

本文について本文について本文について本文について
次に、このマニュアルの本文で使用する規則について説明します。 

大文字大文字大文字大文字
大文字テキストは、文のキーワード、オブジェクト名、初期化パラメータおよびデータ・
ディクショナリ・ビューを明示する場合に使用します。 

たとえば、"プライベート・ロールバック・セグメントを作成する場合、ロールバック・セ
グメントの名前は ROLLBACK_SEGMENTS初期化パラメータに含める必要があります。"
のように使用します。 

二重かぎカッコと二重引用符二重かぎカッコと二重引用符二重かぎカッコと二重引用符二重かぎカッコと二重引用符
二重かぎカッコと二重引用符は、マニュアルのタイトルまたは語句の定義を示します。

定義の例 :　"databaseは、1つの単位として扱われるデータの集合です。データベースの一般
的な目的は、関連する情報を保存および検索することです。 "

他の資料を参照する例 :　詳細は、『Oracle8iパフォーマンスのための設計およびチューニン
グ』を参照してください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細な情報を得られる参照箇所を示します。

注意注意注意注意 : 特別または予備の情報や、システムまたはデータに対して発生す
る可能性があるダメージについての重要な情報を示します。
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コード例コード例コード例コード例
SQL、Server Managerの行モードおよび SQL*Plusの文は、本文と区別するために、固定幅
フォントで示されています。次に例を示します。

INSERT INTO emp (empno, ename) VALUES (1000, 'SMITH'); 
ALTER TABLESPACE users ADD DATAFILE 'users2.ora' SIZE 50K; 

例文には、カンマや引用符などの句読点を含むことがあります。例文の句読点は、すべて必
須です。例文は、すべてセミコロン（;）で終了します。セミコロンまたはその他の終了文字
が文を終了するために必須であるかどうかは、アプリケーションによって異なります。

例文の大文字は、Oracle SQLのキーワードを示しています。ただし、文を発行するときに
は、キーワードの大文字と小文字は区別されません。

例文の小文字は、その単語が単なる例として使用されていることを示しています。たとえ
ば、表、列、ファイルの名前などを表します。
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レプリケーションの
1

レプリケーションの概要レプリケーションの概要レプリケーションの概要レプリケーションの概要

この章では、Oracleレプリケーションに関する基本的な概念および用語について説明しま
す。この章のトピックは次のとおりです。 

� レプリケーションの概要

� レプリケーションを使用するアプリケーション

� レプリケーション・オブジェクト、グループおよびサイト

� レプリケーション環境のタイプ

� レプリケーション環境の管理ツール

� レプリケーションの競合

� マルチマスター・レプリケーションのその他のオプション

注意注意注意注意 : Trusted Oracleを使用している環境でレプリケーションを使用す
る方法は、Oracleセキュリティ関連製品のドキュメントを参照してくださ
い。
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レプリケーションの概要
レプリケーションの概要レプリケーションの概要レプリケーションの概要レプリケーションの概要
レプリケーションとは、分散データベース・システムを構成する複数のデータベースのデー
タベース・オブジェクト（表など）をコピーおよびメンテナンスするプロセスです。1つの
サイトに適用された変更は、ローカルで獲得および格納された後、リモートの各場所に転送
され、適用されます。 Oracleレプリケーションは、Oracle Serverの完全に統合された機能
で、別の独立したサーバーではありません。

レプリケーションは、分散データベース・テクノロジを使用して複数サイト間でデータを共
有する機能です。ただし、レプリケート・データベースと分散データベースは同じものでは
ありません。分散データベースの場合は、多くの場所からデータを使用できますが、特定の
表が存在するのは 1つの場所のみです。たとえば、DB1、DB2および DB3データベースで
構成される分散データベース・システムでは、EMP表は DB1のみに存在しています。レプ
リケーションでは、複数の場所で同一のデータを使用できます。たとえば、DB1、DB2およ
び DB3のどのデータベースでも EMP表を使用できます。

レプリケーションを使用するのは、次のような理由によります。

可用性可用性可用性可用性 レプリケーションを使用すると、様々な方法でデータにアクセスで
きるので、アプリケーションの可用性が向上します。1つのサイト
が使用できなくなった場合でも、それ以外の場所に対して問合せや
更新を続行できます。 つまり、レプリケーションを使用することで、
フェイルオーバーによる完全な保護を確立できます。

パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス レプリケーションを行うと、複数サイト間でアクティビティを均衡
化できるので、共有データに高速にローカル・アクセスできます。
各ユーザーは同時に別々のサーバーにアクセスでき、その結果全
サーバーの負荷が軽減されます。 また、ユーザーはアクセス・コス
トが最も低いレプリケーション・サイト（通常、ユーザーから地理
的に最も近いサーバー）のデータを利用できます。 

モバイル・コンモバイル・コンモバイル・コンモバイル・コン
ピューティングピューティングピューティングピューティング

スナップショットは、ある一時点におけるターゲット・マスター表
の完全または一部のコピー（レプリカ）です。スナップショットを
使用すると、ユーザーは中央のデータベース・サーバーに接続せず
にデータベースのサブセットを操作できます。その後、中央のデー
タベース・サーバーとの接続が確立された時点で、必要に応じてス
ナップショットを同期化（リフレッシュ）できます。 ユーザーがス
ナップショットをリフレッシュすると、スナップショット・サイト
のすべての変更が中央のデータベースに反映されます。また、ユー
ザーが接続されていない間に中央のデータベースで発生した変更が、
スナップショットに反映されます。

ネットワーク負荷のネットワーク負荷のネットワーク負荷のネットワーク負荷の
軽減軽減軽減軽減

レプリケーションを使用すると、複数の場所にデータを分散できま
す。したがって、アプリケーションは中央の 1つのサーバーではな
く様々な地域サーバーにアクセスできます。このように構成するこ
とで、ネットワーク負荷は大幅に軽減されます。
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レプリケーションを使用するアプリケーション
レプリケーションの使用方法の詳細は、以降の章で説明します。

レプリケーションを使用するアプリケーションレプリケーションを使用するアプリケーションレプリケーションを使用するアプリケーションレプリケーションを使用するアプリケーション
レプリケーションは、要件が異なる様々なアプリケーションをサポートしています。アプリ
ケーションの中には、比較的自律的な個別のスナップショット・サイトに適しているものも
あります。 たとえば、営業支援システム、フィールド・サービス、小売りなどの大量配布ア
プリケーションでは、通常、中央のデータベース・システムと、中央のデータベースと非接
続状態にあることが多い多数の小規模リモート・サイトとの間で定期的にデータを同期化す
る必要があります。 営業担当員は、中央のデータベースに接続されているかどうかに関係な
く、トランザクションを完了できる必要があります。 この場合、リモート・サイトは自律的
である必要があります。

これに対し、コール・センターやインターネット・システムなどのアプリケーションでは、
複数のサーバー上のデータを継続的かつほぼ即時に同期化し、常に同じ内容のサービスを利
用できる必要があります。 たとえば、インターネット上の小売りWebサイトでは、顧客が閲
覧する情報がどのサイトのオンライン・カタログでも同じであることが必要です。 この場合、
サイトの自律性よりもデータの整合性が重要です。

Oracleレプリケーションは、どちらのタイプのアプリケーションでも使用できます。また、
両方の側面を併せ持ったアプリケーションにも対応できます。 実際、1つの Oracleレプリ
ケーション環境で、大量配布レプリケーションとサーバー /サーバー・レプリケーションの
両方をサポートできるので、1つの一貫した環境に統合することが可能です。 このような環
境では、たとえば、営業支援システムと顧客サービスのコールセンターの間でデータを共有
できます。

大量配布大量配布大量配布大量配布 組織では、データの使用や操作の能力が高いアプリケーションを多
数配置する必要性が高まってきています。Oracleレプリケーション
では、配置テンプレートを使用することで、複数のスナップショッ
ト環境を迅速に作成できます。個々のニーズにあわせてスナップ
ショット環境をカスタマイズするには、変数を使用します。たとえ
ば、営業支援システムの配置テンプレートを使用する場合は、テン
プレートに様々な販売地域や営業担当員用の変数を含めることがで
きます。
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レプリケーション・オブジェクト、グループおよびサイト
レプリケーション・オブジェクト、グループおよびサイトレプリケーション・オブジェクト、グループおよびサイトレプリケーション・オブジェクト、グループおよびサイトレプリケーション・オブジェクト、グループおよびサイト
次の項では、レプリケーション・オブジェクト、レプリケーション・グループおよびレプリ
ケーション・サイトなど、レプリケーション・システムの基本構成要素について説明しま
す。

レプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクト
レプリケーション・オブジェクトは、分散データベース・システム内の複数のサーバーに存
在するデータベース・オブジェクトです。レプリケーション環境では、1つのサイトのレプ
リケーション・オブジェクトに加えられた更新がすべて、その他の各サイトにあるコピーに
適用されます。Oracleレプリケーションを使用すると、次のタイプのオブジェクトをレプリ
ケートできます。

� 表

� 索引

� ビュー

� パッケージおよびその本体

� プロシージャおよびファンクション

� トリガー

� 順序

� シノニム

レプリケーション・グループレプリケーション・グループレプリケーション・グループレプリケーション・グループ
レプリケーション環境では、レプリケーション・グループを使用してレプリケーション・オ
ブジェクトを管理します。 レプリケーション・グループは、論理的に関連付けられたレプリ
ケーション・オブジェクトの集合です。レプリケーション・グループ内のオブジェクトは、
まとめて管理されます。 

レプリケーション・グループ内に関連するデータベース・オブジェクトを編成すると、多数
のオブジェクトをまとめて簡単に管理できます。通常、レプリケーション・グループを作成
および使用して、特定のデータベース・アプリケーションのサポートに必要なスキーマ・オ
ブジェクトを編成します。ただし、レプリケーション・グループおよびスキーマは、相互に
対応している必要はありません。レプリケーション・グループには、複数のスキーマのオブ
ジェクトを含めることができます。また 1つのスキーマには、複数のレプリケーション・グ
ループ内のオブジェクトを含めることができます。ただし、レプリケーション・オブジェク
トは、1つのレプリケーション・グループのメンバーにしかなれません。 

レプリケーション・サイトレプリケーション・サイトレプリケーション・サイトレプリケーション・サイト
レプリケーション・グループは、複数のレプリケーション・サイトに存在できます。  レプリ
ケーション環境では、マスター・サイトおよびスナップショット・サイトの 2つの基本的な
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レプリケーション環境のタイプ
タイプのサイトをサポートしています。 1つのサイトが同時にマスター・サイトとスナップ
ショット・サイトになることが可能です。 

マスター・サイトとスナップショット・サイトには次のような違いがあります。

� マスター・サイトのレプリケーション・グループは、マスター・グループと呼ばれま
す。スナップショット・サイトのレプリケーション・グループは、スナップショット・
グループと呼ばれます。また、すべてのマスター・グループには、マスター定義サイト
が 1つずつ存在します。レプリケーション・グループのマスター定義サイトは、レプリ
ケーション・グループおよびグループ内のオブジェクトを管理する制御センターとして
機能するマスター・サイトです。

� マスター・サイトでは、レプリケーション・グループ内のすべてのオブジェクトの完全
なコピーがメンテナンスされます。一方、スナップショット・サイトのスナップショッ
トには、マスター・グループ内のすべての表データまたは表データのサブセットを含め
ることができます。 たとえば、SCOTT_MGマスター・グループに EMP表と DEPT表が
含まれている場合、すべてのマスター・サイトに EMP表および DEPT表の完全なコ
ピーがメンテナンスされている必要があります。  これに対して、あるスナップショッ
ト・サイトには EMP表のスナップショットのみを含め、別のスナップショット・サイ
トには EMP表と DEPT表の両方のスナップショットを含めることが可能です。

� マルチマスター・レプリケーション環境のすべてのマスター・サイトは、相互に直接通
信を行って、レプリケーション・グループのデータおよびスキーマの変更を絶えず伝播
します。スナップショット・サイトには、ある一時点における表データのイメージ、す
なわちスナップショットが含まれています。通常、スナップショットは、定期的にリフ
レッシュされてマスター・サイトと同期化されます。スナップショットはリフレッ
シュ・グループに編成できます。 リフレッシュ・グループ内のスナップショットは、1
つ以上のスナップショット・グループに含めることができます。各スナップショット
は、リフレッシュ・グループ内のすべてのスナップショットのデータが、トランザク
ションの一貫性を保つ特定の時点と一致するように、同時にリフレッシュされます。

レプリケーション環境のタイプレプリケーション環境のタイプレプリケーション環境のタイプレプリケーション環境のタイプ
Oracleレプリケーションは、次のタイプのレプリケーション環境をサポートしています。

� マルチマスター・レプリケーション

� スナップショット・レプリケーション

� マルチマスターおよびスナップショットのハイブリッド構成

マルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーション
マルチマスター・レプリケーション（peer-to-peerレプリケーションまたは n-wayレプリ
ケーションとも呼ばれます）を使用すると、同等ピアとして機能する複数サイトでレプリ
ケート・データベース・オブジェクトのグループを管理できます。マルチマスター・レプリ
ケーション環境では、各サイトはマスター・サイトになります。
レプリケーションの概要 1-5



レプリケーション環境のタイプ
アプリケーションは、マルチマスター構成のサイトにある任意のレプリケート表を更新でき
ます。マルチマスター環境でマスター・サイトとして機能している Oracleデータベース・
サーバーで、すべての表レプリカのデータが自動的に収集され、グローバルなトランザク
ション一貫性およびデータ整合性が保証されます。

マルチマスター・レプリケーションをインプリメントする最も一般的な方法は、非同期レプ
リケーションです。その他の方法としては、同期レプリケーションおよびプロシージャ・レ
プリケーションがあります。これらについてはこの章で後述します。非同期レプリケーショ
ンを使用する場合、表の更新は変更が発生したマスター・サイトの遅延トランザクション
キューに格納されます。このような変更は、遅延トランザクションと呼ばれます。遅延トラ
ンザクションは、関係する他のマスター・サイトに一定の間隔でプッシュ（または伝播）さ
れます。 伝播間隔は、変更できます。

同じ行の値が 2つの別のマスター・サイトでほぼ同時に更新される場合があるので、非同期
レプリケーションを使用すると競合が発生する可能性があります。ただし、競合は技術に
よって回避することができます。競合が発生した場合は、Oracleが提供する組込みメカニズ
ムにより問題を解決できます。

図図図図 1-1  マルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーション
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レプリケーション環境のタイプ
マスター・グループの停止マスター・グループの停止マスター・グループの停止マスター・グループの停止
マスター・グループで管理作業を実行するために、マスター・グループのレプリケーショ
ン・アクティビティをすべて停止することが必要な場合があります。たとえば、グループ内
の任意の表に対してデータ定義言語（DDL）文を発行する場合などです。 マスター・グルー
プのレプリケーション・アクティビティをすべて停止することを、グループの停止といいま
す。マスター・グループの停止中は、マスター・グループ内のオブジェクトに対してデータ
操作言語（DML）文を実行できません。

スナップショット・レプリケーションスナップショット・レプリケーションスナップショット・レプリケーションスナップショット・レプリケーション
スナップショットには、ある一時点におけるターゲット・マスター表の完全または一部のコ
ピーが含まれます。スナップショットには、読取り専用スナップショットと更新可能スナッ
プショットがあります。

スナップショットには、次の利点があります。

� ローカル・アクセスが可能なため、応答時間を短縮し、可用性を向上できます。

� ローカル・スナップショットへの問合せが可能なので、マスター・サイトからの問合せ
をオフロードできます。

� ターゲット・マスター表のデータ・セットのうち、選択したサブセットのみをレプリ
ケート可能にすることにより、データのセキュリティを高めることができます。

読取り専用スナップショット読取り専用スナップショット読取り専用スナップショット読取り専用スナップショット
基本構成では、スナップショットを使用して、マスター・サイトのデータをベースにして作
成された表データに読取り専用でアクセスできます。アプリケーションは、ネットワークが
使用可能かどうかにかかわらず、ネットワークにアクセスせずに読取り専用スナップショッ
トのデータを問い合せることができます。 ただし、システム全体で使用するアプリケーショ
ンの場合、更新を行うにはマスター・サイトのデータにアクセスする必要があります。 図 1-2
に、基本的な読取り専用レプリケーションを示します。 読取り専用スナップショットのマス
ター表は、マスター・グループに属している必要はありません。

読取り専用スナップショットには、次の利点があります。

� 更新できないため、競合の可能性はありません。

� 複合スナップショットをサポートしています。 複合スナップショットの例として、集合
演算または CONNECT BY句を含むスナップショットがあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 複合スナップショットの詳細は、3-4ページの「使用可能なス
ナップショット」を参照してください。
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レプリケーション環境のタイプ
図図図図 1-2  読取り専用スナップショット・レプリケーション読取り専用スナップショット・レプリケーション読取り専用スナップショット・レプリケーション読取り専用スナップショット・レプリケーション

更新可能スナップショット更新可能スナップショット更新可能スナップショット更新可能スナップショット
より高度な構成では、更新可能スナップショットを作成できます。更新可能スナップショッ
トを使用すると、ユーザーはスナップショットに対して、挿入、更新および削除の操作を実
行することで、ターゲット・マスター表の行を挿入、更新および削除できます。 また、更新
可能スナップショットには、ターゲット・マスター表のデータの 1つのサブセットのみを含
めることもできます。 図 1-3 に、更新可能スナップショットを使用したレプリケーション環
境を示します。

更新可能スナップショットは、レプリケーションをサポートするように設定された、マス
ター・サイトの表をベースにしています。 実際、更新可能スナップショットは、マスター・
サイトのマスター・グループをベースとするスナップショット・グループの一部であること
が必要です。
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レプリケーション環境のタイプ
図図図図 1-3  更新可能スナップショット・レプリケーション更新可能スナップショット・レプリケーション更新可能スナップショット・レプリケーション更新可能スナップショット・レプリケーション

更新可能スナップショットには、次の特性があります。

� 常に 1つの表をベースとしています。

� 増分リフレッシュ（または高速リフレッシュ）を実行できます。

� 更新可能スナップショットに対して加えられた変更は、スナップショットのリモート・
マスター表に伝播されます。マスター表に加えられた更新は必要に応じて、その他のす
べてのマスター・サイトに順に伝播されます。

� 読取り専用スナップショットをリフレッシュする場合と同様に、リフレッシュ・グルー
プの一部としてリフレッシュできます。
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レプリケーション環境のタイプ
更新可能スナップショットには、次の利点があります。

� マスター・サイトに接続されていない状態でも、ローカルのレプリケート・データ・
セットに対して問合せおよび更新ができます。

� データの更新をサポートしていますが、リソースはマルチマスター・レプリケーション
の場合よりも少なくて済みます。 たとえば、スナップショットを Oracle8i Liteデータ
ベース上に常駐させることができるので、スナップショット・クライアントが必要とす
るディスク領域や必要なメモリー量は、Oracle8i Serverの場合よりも大幅に少なくて済
みます。

スナップショットのリフレッシュスナップショットのリフレッシュスナップショットのリフレッシュスナップショットのリフレッシュ
スナップショットとマスター表との整合性を保つには、スナップショットを定期的にリフ
レッシュする必要があります。スナップショットをリフレッシュするには、次の 3つの方法
があります。

� スナップショット・ログを使用して、最後のリフレッシュ以降に変更が加えられた行の
みを更新する高速リフレッシュ。

� スナップショット全体を更新する完全リフレッシュ。

� 可能なときに高速リフレッシュを実行する強制リフレッシュ。高速リフレッシュが実行
できない場合は、完全リフレッシュが実行されます。

スナップショット間のトランザクションの一貫性を保つことが重要なときは、スナップ
ショットをリフレッシュ・グループに編成できます。リフレッシュ・グループをリフレッ
シュすることで、リフレッシュ・グループ内のすべてのスナップショットのデータが、トラ
ンザクションの一貫性を保つ特定の時点のデータと確実に一致します。リフレッシュ・グ
ループ内のスナップショットを個々にリフレッシュすることも可能です。ただし、リフレッ
シュ・グループ内のその他のスナップショットはリフレッシュされないので、リフレッ
シュ・グループを編成する意味はなくなります。 

スナップショット・ログスナップショット・ログスナップショット・ログスナップショット・ログ
スナップショット・ログは、DMLによってマスター表に加えられたすべての変更を記録す
る表です。 スナップショット・ログは 1つのマスター表と対応付けられていて、各マスター
表には、マスター表からリフレッシュされるスナップショットの数に関係なく、1つのス
ナップショット・ログがあります。スナップショットの高速リフレッシュは、スナップ
ショットのマスター表にスナップショット・ログがある場合にのみ可能です。 スナップ
ショットを高速リフレッシュすると、スナップショットと対応付けられたスナップショッ
ト・ログのエントリで、最後のリフレッシュ以降に追加されたエントリがスナップショット
に適用されます。
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レプリケーション環境のタイプ
配置テンプレート配置テンプレート配置テンプレート配置テンプレート
配置テンプレートを使用すると、多くのリモート・スナップショット・サイトの配置および
メンテナンスの作業が簡単になります。 また、配置テンプレートを使用すると、マスター・
サイトでスナップショット定義の集合を作成でき、その定義中のパラメータを使用してス
ナップショットを個々のユーザーまたはユーザーのタイプに合わせてカスタマイズできま
す。 

たとえば、営業用にテンプレートを作成し、技術員用に別のテンプレートを作成する場合な
どです。 この場合、販売地域または顧客サポート・レベルといったパラメータを使用できま
す。 リモート・ユーザーは、マスター・サイトに接続するときに、使用可能なテンプレート
のリストを問い合せることができます。 ユーザーがテンプレートをインスタンシエートする
と、リモート・サイトで適切なスナップショットが作成され、データが移入されます。 適切
なパラメータ値は、リモート・ユーザーが指定するか、またはマスター・サイトに保持され
た表の値を利用します。

オンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシエーション  ユー
ザーがスナップショット・サイトでテンプレートをインスタンシエートすると、オブジェク
ト DDL（たとえば、CREATE SNAPSHOT...や CREATE TABLE...）が実行されて、スナッ
プショット・サイトに適切なスキーマ・オブジェクトが作成されます。そして、そのオブ
ジェクトに適切なデータが移入されます。

テンプレートのインスタンシエーションは、マスター・サイトに接続した状態でネットワー
クを介して行うことも（オンライン・インスタンシエーション）、あるいはマスター・サイ
トから切断された状態で行うことも（オフライン・インスタンシエーション）可能です。 

オフライン・インスタンシエーションは、ピーク期間中のサーバー負荷を軽減したり、リ
モート接続時間を短縮するために使用されます。 テンプレートをオフラインでインスタンシ
エートするには、テンプレートおよび必要なデータをテープや CD-ROMなどの記憶メディ
アにパッケージ化します。 そして、マスター・サイトではなく、テンプレートとデータが
入った記憶メディアからデータを取り出します。

マルチマスターおよびスナップショットのハイブリッド構成マルチマスターおよびスナップショットのハイブリッド構成マルチマスターおよびスナップショットのハイブリッド構成マルチマスターおよびスナップショットのハイブリッド構成
マルチマスター・レプリケーションとスナップショットは、様々なアプリケーションの要件
に合うようにハイブリッド（複合）構成で結合できます。複合された構成では、任意の数の
マスター・サイトと、各マスター用の複数のスナップショット・サイトを作成できます。

たとえば、図 1-4に示すように、2つのマスター間のマルチマスター（または n-way）レプ
リケーションでは、2つの地域をサポートするデータベース間の全表レプリケーションをサ
ポートできます。スナップショットをマスター上に定義すると、全表または表のサブセット
を各地域内のサイトにレプリケートできます。
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レプリケーション環境の管理ツール
図図図図 1-4  ハイブリッド構成ハイブリッド構成ハイブリッド構成ハイブリッド構成

 

スナップショットとレプリケート・マスターとの主な違いは次のとおりです。

� レプリケート・マスターにはレプリケートされている表全体のデータが含まれている必
要がありますが、スナップショットはマスター表のデータのサブセットをレプリケート
できます。

� マルチマスター・レプリケーションを使用すると、変更が発生するたびに各トランザク
ションの変更内容をレプリケートできます。スナップショット・リフレッシュを使用す
ると、一定の間隔で処理されるので、マルチ・マスター・レプリケーションより少ない
頻度で複数のトランザクションの内容をより効率的に伝播できます。 

� マスター・サイトでは、同じデータの複数のコピーに対して加えられた変更によって生
じた競合を検出し、解消します。

レプリケーション環境の管理ツールレプリケーション環境の管理ツールレプリケーション環境の管理ツールレプリケーション環境の管理ツール
レプリケーション環境を管理および監視するために、いくつかのツールを使用できます。 
Oracle Replication Managerでは、レプリケーション環境の管理に役立つ強力な GUIインタ
フェースが提供されます。また、レプリケーション・マネージメント APIでは、使い慣れた
アプリケーション・プログラミング・インタフェース（API）を使用してレプリケーション
管理のためのカスタマイズ可能なスクリプトを作成できます。レプリケーション・カタログ
を使用すると、レプリケート環境に関する情報を管理することもできます。
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レプリケーション環境の管理ツール
Oracle Replication Manager
マルチマスター・レプリケーションおよびスナップショット・レプリケーションの両方をサ
ポートしているレプリケーション環境では、構成や管理作業が複雑になります。 このような
レプリケーション環境の管理に利用する高度な管理ツール、Oracle Replication Managerが
用意されています。Replication Managerの使用方法および例は、このマニュアルの他の項
で説明しています。 Replication Managerの詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘ
ルプを参照してください。

図図図図 1-5  Replication Manager

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Replication Managerの概説は、第 8章「Replication Manager
の概要」 を参照してください。Replication Managerの使用方法の詳細は、
Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。
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レプリケーション環境の管理ツール
レプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメント API
レプリケーション・マネージメント・アプリケーション・プログラミング・インタフェース
（API）は、Oracleレプリケーション環境を構成する際に使用するプロシージャおよびファ
ンクションをカプセル化した PL/SQLパッケージのセットです。 レプリケーション・マネー
ジメント APIは、Replication Managerの機能をコマンド・ラインで実行するものです。 つ
まり、 Replication Managerは、レプリケーション・マネージメント APIのプロシージャと
ファンクションを使用して処理を実行します。たとえば、Replication Managerを使用して
新しいマスター・グループを作成する場合、Replication Managerは、DBMS_
REPCAT.CREATE_MASTER_REPGROUPプロシージャをコールして作業を完了させます。 
レプリケーション・マネージメント APIを使用すると、レプリケーション環境を管理するカ
スタム・スクリプトを簡単に作成できます。

レプリケーション・カタログレプリケーション・カタログレプリケーション・カタログレプリケーション・カタログ
レプリケーション環境の各マスター・サイトおよびスナップショット・サイトには、レプリ
ケーション・カタログがあります。 サイトのレプリケーション・カタログは、そのサイトの
レプリケーション・オブジェクトとレプリケーション・グループに関する管理情報をメンテ
ナンスしている、データ・ディクショナリの表およびビューの固有のセットです。レプリ
ケーション環境に関係する各サーバーでは、そのレプリケーション・カタログの情報を使用
して、レプリケーション・グループのオブジェクトのレプリケーションを自動化できます。

分散スキーマ管理分散スキーマ管理分散スキーマ管理分散スキーマ管理
レプリケートされたオブジェクトに対しては、Replication Managerまたは DBMS_REPCAT
パッケージのいずれかを使用して DDL文を発行する必要があります。 いずれかのインタ
フェースを使用すると、レプリケーション環境に関係するすべてのサイトにすべての DDL
文がレプリケートされます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント APIの使用方法の詳細は、 
『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレンス』を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  レプリケーション・カタログの詳細は、『Oracle8iレプリケー
ション・マネージメント APIリファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : SQL*Plusなどのツールを使用して直接 DDL文を発行する場合は、
その他のサイトにレプリケートされません。
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レプリケーションの競合
レプリケーションの競合レプリケーションの競合レプリケーションの競合レプリケーションの競合
非同期マルチマスター・レプリケーション環境および更新可能スナップショット・レプリ
ケーション環境では、異なるサイトから発行された 2つのトランザクションがほぼ同時に同
じ行を更新した場合などに発生するレプリケーション競合に対処する必要があります。 デー
タ競合が発生した場合は、ビジネス・ルールに従って競合を解消し、すべてのサイトを適正
に収束するためのメカニズムが必要です。

Oracleレプリケーションでは、レプリケート環境で発生したすべての競合がロギングされる
のみでなく、様々な組込みの競合解消方法が用意されています。これらの方法を使用して
データベースの競合解消システムを定義すると、ビジネス・ルールに従って競合を解消でき
ます。 Oracleの組込みの競合解消方法によって競合を解消できない場合は、独自の競合ルー
チンを作成し、それを使用することもできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� データ競合が発生しないようにデータベースを設計する方法、および競合
が発生した場合に使用する競合解消ルーチンを作成する方法の詳細は、第
5章「競合解消の概念およびアーキテクチャ」を参照してください。 

� Replication Managerを使用して競合解消方法を作成する方法の詳細は、
Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。  

� レプリケーション・マネージメント APIを使用して競合解消ルーチンを作
成する方法の詳細は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメント API
リファレンス』の第 6章「競合解消」を参照してください。
レプリケーションの概要 1-15



マルチマスター・レプリケーションのその他のオプション
マルチマスター・レプリケーションのその他のオプションマルチマスター・レプリケーションのその他のオプションマルチマスター・レプリケーションのその他のオプションマルチマスター・レプリケーションのその他のオプション
マルチマスター・レプリケーションをインプリメントする最も一般的な方法は非同期レプリ
ケーションです。 ただし、他に同期レプリケーションおよびプロシージャ・レプリケーショ
ンという 2つの方法もあります。 

同期レプリケーション同期レプリケーション同期レプリケーション同期レプリケーション
マルチマスター・レプリケーション環境では、非同期レプリケーションまたは同期レプリ
ケーションを使用してデータをコピーできます。 非同期レプリケーションを使用する場合、1
つのマスター・サイトに加えられた変更は、一定時間後に関係するすべてのマスター・サイ
トに反映されます。 同期レプリケーションの場合は、1つのマスター・サイトに加えられた
変更は即時に、関係するすべてのマスター・サイトに反映されます。

同期レプリケーションを使用して表を更新すると、関係するすべてのマスター・サイトで更
新内容が即時にレプリケートされます。 つまり、それぞれのトランザクションはすべてのマ
スター・サイトと関連があります。 したがって、なんらかの理由から 1つのマスター・サイ
トでトランザクションを処理できなかった場合、そのトランザクションはすべてのマス
ター・サイトでロールバックされます。

同期レプリケーションを使用して、競合の発生を回避できますが、処理を円滑に行うには非
常に安定した環境が必要です。 たとえば、ネットワーク上の問題により 1つのマスター・サ
イトと通信できない場合、通信が再び確立されるまでどのトランザクションも完了しませ
ん。

プロシージャ・レプリケーションプロシージャ・レプリケーションプロシージャ・レプリケーションプロシージャ・レプリケーション
バッチ処理アプリケーションでは、1つのトランザクション内で大量のデータを変更できま
す。 この場合、通常の行レベル・レプリケーションを実行すると、大量のデータ変更のため
にネットワークの負荷が増大する可能性があります。 このような問題を回避するために、レ
プリケーション環境で動作するバッチ処理アプリケーションでは、プロシージャ・レプリ
ケーションを使用して、データ・レプリカを収集する簡単なストアド・プロシージャ・コー
ルをレプリケートできます。プロシージャ・レプリケーションでは、アプリケーションが表
の更新に使用するストアド・プロシージャのコールのみがレプリケートされます。 データの
変更自体はレプリケートされません。 

プロシージャ・レプリケーションを使用するには、システムのデータを変更するパッケージ
をすべてのサイトにレプリケートする必要があります。 パッケージをレプリケートした後に、
各サイトでこのパッケージ用のラッパーを生成する必要があります。アプリケーションが
データを変更するパッケージ・プロシージャをローカル・サイトでコールすると、ラッパー
は最終的にレプリケート環境内の他のすべてのサイトで同じパッケージ・プロシージャを
コールします。プロシージャ・レプリケーションは、非同期または同期で実行できます。
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マルチマスター・レプリケーションのその他のオプション
競合の検出およびプロシージャ・レプリケーション競合の検出およびプロシージャ・レプリケーション競合の検出およびプロシージャ・レプリケーション競合の検出およびプロシージャ・レプリケーション
レプリケーション・システムでプロシージャ・レプリケーションを使用してデータをレプリ
ケートするときは、データをレプリケートするプロシージャで、レプリケート・データの整
合性を保証できる必要があります。 つまり、このようなプロシージャは、レプリケーション
の競合を回避または検出し、競合を適切に解消するように設計する必要があります。 した
がって、プロシージャ・レプリケーションは、主に大規模バッチ操作によってのみデータ
ベースを変更する場合に使用されます。このような状況では、多数のトランザクションが同
じデータで競合することはないため、レプリケーションの競合はほとんど発生しません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、6-2ページの「プロシージャ・レプリケーションの使
用方法」を参照してください。
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マルチマスター・レプリケーションのその他のオプション
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マスター・レプリケーションの概念およびアーキテク
2

マスター・レプリケーションの概念およびマスター・レプリケーションの概念およびマスター・レプリケーションの概念およびマスター・レプリケーションの概念および

アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

この章では、シングル・マスター・レプリケーション環境およびマルチマスター・レプリ
ケーション環境での、Oracleのマスター・レプリケーション・サイトの概念およびアーキテ
クチャについて説明します。この章のトピックは次のとおりです。

� マスター・レプリケーションの概念

� マスター・レプリケーションのアーキテクチャ
チャ 2-1



マスター・レプリケーションの概念
マスター・レプリケーションの概念マスター・レプリケーションの概念マスター・レプリケーションの概念マスター・レプリケーションの概念
マスター・レプリケーションのアーキテクチャの詳細を理解するには、マスター・レプリ
ケーションの概念について知っておく必要があります。 マスター・レプリケーションの使用
方法と目的がわかると、アーキテクチャの個々の要素がどのように相互に作用してマルチマ
スター・レプリケーション環境が作成されるのか理解が深まります。

レプリケーションとはレプリケーションとはレプリケーションとはレプリケーションとは
Oracleには、シングル・マスター・レプリケーションおよびマルチマスター・レプリケー
ションの 2つの形式のマスター・レプリケーションがあります。

シングル・マスター・レプリケーションは、マスター・サイトおよびマスター・サイトがサ
ポートする 1つ以上のスナップショット・サイトから構成されます。 接続されているすべて
のスナップショットは、マスター・サイトに対して更新処理を行います。データ競合の検出
および解消はマスター・サイトで実行されます。

マルチマスター・レプリケーション（peer-to-peerレプリケーションまたは n-wayレプリ
ケーションとも呼ばれます）を使用すると、同等ピアとして機能する複数サイトでレプリ
ケート・データベース・オブジェクトのグループを管理できます。 アプリケーションは、マ
ルチマスター構成のサイトにある任意のレプリケート表を更新できます。 図 2-1は、マルチ
マスター・レプリケーション・システムを示します。

マルチマスター・レプリケーション環境でマスター・サイトとして機能している Oracle
データベース・サーバーで、すべての表レプリカのデータが自動的に収束され、グローバル
なトランザクション一貫性とデータ整合性が保証されます。

マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト
マスター・サイトは、マルチマスター・レプリケーション環境のノードまたはシングル・マ
スター・レプリケーション環境の 1つ以上のスナップショット・サイトのマスター（あるい
はその両方）として設定できます。 レプリケート・オブジェクトはマスター・サイトに格納
され、ユーザーはアクセスできます。

マスター定義サイトマスター定義サイトマスター定義サイトマスター定義サイト  マルチマスター・レプリケーション環境では、1つのマスター・サイト
がマスター・グループのマスター定義サイトとして機能します。 この特定のサイトで、マル
チマスター・レプリケーション環境の管理作業やメンテナンス作業の多くが実行されます。

マスター定義サイトはマルチマスター環境のどのマスター・サイトでもかまいませんが、マ
スター・グループ内に設定できるのは 1つのみです。 また、必要に応じて、マスター定義サ
イトを別のマスター・サイトに変更することもできます。

デフォルトでは、スナップショット・レプリケーションをサポートする 1つのマスター・サ
イトがマスター定義サイトになります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : スナップショットの詳細は、第 3章「スナップショットの概
念およびアーキテクチャ」を参照してください。
2-2 Oracle8iレプリケーション・ガイド



マスター・レプリケーションの概念
マルチマスター・レプリケーションの使用目的マルチマスター・レプリケーションの使用目的マルチマスター・レプリケーションの使用目的マルチマスター・レプリケーションの使用目的
基本的に、レプリケーションを使用するのは、必要なときに必要な場所で情報（データ）を
確実に使用するためです。 次の項では、情報の配布要件が異なるいくつかの環境について説
明します。 使用しているレプリケーション環境でも、次の要件を 1つ以上備えています。

フェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバーフェイルオーバー
マルチマスター・レプリケーションは、ミッション・クリティカルなデータベースの可用性
を保護するのに役立ちます。たとえば、マルチマスター・レプリケーション環境では、シス
テムまたはネットワーク障害が発生してプライマリ・サイトが使用できなくなった場合に備
え、データベース内のデータ全体をレプリケートしてフェイルオーバー・サイトを確立でき
ます。 このフェイルオーバー・サイトは、Oracleのスタンバイ・データベース機能と異な
り、プライマリ・サイトが同時に稼動しているときでも、アプリケーションからアクセスで
きる完全に機能したデータベースとして機能します。これに対して、スタンバイ・データ
ベースが完全に機能するのは、プライマリ・サイトが使用できない場合のみです。

図図図図 2-1  マルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーション
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マスター・レプリケーションの概念
Net8を使用すると、自動的に接続時フェイルオーバーを設定できます。この機能により、
最初のマスター・サイトに障害が発生した場合、Net8は別のマスター・サイトに接続を切
り替えることができます。自動的に接続時フェイルオーバーを設定するには、
tnsnames.oraファイルで、FAILOVERオプションを ONに設定し、複数の接続記述子を
指定します。

ロード・バランスロード・バランスロード・バランスロード・バランス
マルチマスター・レプリケーションは、過度のアプリケーション負荷の分配、継続的な可用
性の保証、またはよりローカライズされたデータ・アクセスの提供を目的として複数ポイン
トのデータベース情報にアクセスすることが必要なトランザクション処理アプリケーション
に便利です。

アプリケーション負荷を分散することが必要なアプリケーションとして一般的なものに、
サービス指向のアプリケーションがあります。

図図図図 2-2  複数ポイントの更新アクセスをサポートするマルチマスター・レプリケーション複数ポイントの更新アクセスをサポートするマルチマスター・レプリケーション複数ポイントの更新アクセスをサポートするマルチマスター・レプリケーション複数ポイントの更新アクセスをサポートするマルチマスター・レプリケーション

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 接続時フェイルオーバーの設定の詳細は、『Oracle8i Net8管
理者ガイド 』を参照してください。
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マスター・レプリケーションの概念
非接続スナップショット環境のサポート非接続スナップショット環境のサポート非接続スナップショット環境のサポート非接続スナップショット環境のサポート
スナップショット・レプリケーションを使用すると、ユーザーは、マスター・サイトに接続
せずに、マスター・サイトからレプリケート・データの全部またはサブセットをリモートで
格納できます。 たとえば、営業支援システムでは、個人のラップトップ（非接続デバイス）
に個々の営業担当員に関連するデータのサブセットを格納します。

マスター・サイトは、スナップショット環境のターゲットとして機能します。 マスター・サ
イトのサポートには、次のものがあります。

� 全スナップショットをサポートする 1つのマスター・サイト。競合はすべて 1つのマス
ター・サイトで解消され、データの不一致は発生しません。

� マルチマスター・レプリケーションとスナップショット・レプリケーションの組合せ。
この組合せでは、マルチマスター構成の様々なマスターがスナップショット・グループ
のターゲットになります。 この構成を使用すると、ネットワーク負荷が複数のマス
ター・ノードに分散され、いずれかのマスター・ノードが使用できなくなった場合に備
えてスケーラビリティと可用性を向上できます。

Parallel Serverとレプリケーションとレプリケーションとレプリケーションとレプリケーション

Oracleレプリケーションと Oracle Parallel Serverのどちらを使用するかを考える場合は、
ロード・バランスおよび耐障害性の 2つの観点から検討します。

ロード・バランスロード・バランスロード・バランスロード・バランス :　　　　 Oracle Parallel Serverでは、複数のインスタンスに対する読込みと書
込みの負荷を均衡化します。 Oracleレプリケーションでは、複数のデータベースに対する読
込みロード・バランスを提供します。ただし、書込みロードバランス全体の効果は、それ
ぞれの書込みが各マスター・サイトで実行されることにより提供されます。

耐障害性耐障害性耐障害性耐障害性 :　　　　 レプリケーションの場合、各レプリケーション・サイトが地理的に異なる地域
に置かれている可能性があるので、自然災害、停電またはサボタージュに対する耐障害性
は高くなります。 Oracle Parallel Serverは、クラスタまたはその他の超並列システム上で動
作し、同一の物理環境に存在しています。したがって、レプリケーションの使用で対処で
きる物理的問題に対する耐障害性はありません。
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マスター・レプリケーションの概念
マスター・レプリケーションのタイプマスター・レプリケーションのタイプマスター・レプリケーションのタイプマスター・レプリケーションのタイプ
マスター・レプリケーションには、マルチマスター・レプリケーションとシングル・マス
ター・レプリケーションの 2つのタイプのレプリケーションがあります。 マルチマスター・
レプリケーションは、複数のマスター・サイトを含んでおり、各マスター・サイトが同等ピ
アとして機能します。 シングル・マスター・レプリケーションでは、スナップショット・レ
プリケーションをサポートする 1つのマスター・サイトが、数百、数千のスナップショッ
ト・サイトをサポートします。 また、1つ以上のスナップショット・サイトをサポートする 1
つのマスター・サイトが、複数マスター・サイト環境の一部として、ハイブリッド・レプリ
ケーション環境（マルチマスター・レプリケーションとスナップショット・レプリケーショ
ンの組合せ）を構成することも可能です。

マルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーションマルチマスター・レプリケーション
マルチマスター・レプリケーションは同等な立場の複数のマスター・サイトから構成されて
おり、どのマスター・サイトでも更新が可能です。 個々のマスター・サイトの更新処理は、
関係するすべてのマスター・サイトに伝播されます。

競合解消は、各マスター・サイトで独自に行われます。 マルチマスター・レプリケーション
では、各マスター・サイトのレプリケート表の完全なレプリカが提供されます。

シングル・マスター・レプリケーションシングル・マスター・レプリケーションシングル・マスター・レプリケーションシングル・マスター・レプリケーション
1つのマスター・サイトを、1つ以上のスナップショット・サイトのターゲット・マスター・
サイトとして機能させることもできます。 マルチマスター・レプリケーションでは、1つの
サイトに対して行った更新処理はその他のすべてのマスター・サイトに伝播されましたが、
スナップショットでは、更新はそのターゲット・マスター・サイトにのみ反映されます。 ハ
イブリッド・レプリケーション環境（複数のマスター・サイトと各マスター・サイトがサ
ポートする 1つ以上のスナップショット・サイトから構成される環境）の場合、ターゲッ
ト・マスター・サイトから複数サイトのレプリケーション環境の各マスター・サイトにス
ナップショットのすべての更新内容が伝播されます。

競合解消は、マスター・サイトでのみ行います。 スナップショット・レプリケーションには、
レプリケート表の全部または一部のレプリカを含めることができます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 1つのマスター・サイトを使用するスナップショット・レプリ
ケーションの詳細は、第 3章「スナップショットの概念およびアーキテク
チャ」 を参照してください。
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マスター・レプリケーションの概念
マルチマスター・レプリケーション・プロセスマルチマスター・レプリケーション・プロセスマルチマスター・レプリケーション・プロセスマルチマスター・レプリケーション・プロセス
マルチマスター・レプリケーションには、非同期および同期の 2つのタイプがあります。

非同期レプリケーション（蓄積交換レプリケーションとも呼ばれます）では、ローカルで加
えられたすべての変更を獲得してキューに格納し、一定の間隔でリモート・サイトに伝播し
て変更を適用します。 この形式のレプリケーションでは、すべてのサイトでデータが収束す
るまでに一定の時間がかかります。

同期レプリケーション（リアルタイム・レプリケーションとも呼ばれます）では、1つのト
ランザクションの一部として、レプリケーション環境に関係するすべてのサイトで変更を適
用し、レプリケート・プロシージャを実行します。 いずれかのサイトで DMLまたはプロ
シージャが失敗すると、トランザクション全体がロールバックされます。 同期レプリケー
ションを使用すると、各サイトのデータ整合性がリアルタイムで保証されます。

マスター・サイトの伝播モードは、非同期から同期に、または同期から非同期に変更できま
す。 マスター・グループ内のマスター・サイトの伝播モードを変更した場合、すべてのマス
ター・グループ・オブジェクトに対してレプリケーション・サポートを再度生成する必要が
あります。 また、マルチマスター・レプリケーション環境では、同期レプリケーションおよ
び非同期レプリケーションの両方を混在させることも可能です。

非同期レプリケーション非同期レプリケーション非同期レプリケーション非同期レプリケーション
非同期レプリケーションでは、DMLまたはレプリケート・プロシージャを実行すると、マ
ルチマスター・レプリケーション環境のすべてのマスター・サイトに個別に伝播（送信）さ
れます。 各トランザクションにおいてデータが伝播されるのは、DMLまたはレプリケーショ
ン・プロシージャをローカルで実行した後です。

非同期レプリケーションがデフォルトのレプリケーション・モードです。 非同期レプリケー
ションでは、同期レプリケーションの場合よりもネットワーク・リソースやハードウェア・
リソースの使用を抑えることができるため、可用性およびパフォーマンスが高くなります。

ただし、非同期レプリケーションを使用すると、変更内容が伝播されるまでの一定時間、レ
プリケーション環境にある別のマスター・サイトのデータ・セットと一致しません。 また、
非同期レプリケーションでは、データの競合が発生する可能性もあります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、2-33ページの「複合モードのマルチマスター・シス
テムについて」を参照してください。
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マスター・レプリケーションの概念
非同期レプリケーション・プロセスは次のとおりです。

� ユーザーは、ユーザーは、ユーザーは、ユーザーは、DMLを発行するか、またはレプリケート・プロシージャのラッパーを実を発行するか、またはレプリケート・プロシージャのラッパーを実を発行するか、またはレプリケート・プロシージャのラッパーを実を発行するか、またはレプリケート・プロシージャのラッパーを実
行します。行します。行します。行します。

レプリケーション用に設定した表に対してユーザーが発行した DMLは、各マスター・
サイトへのレプリケーション用にすべて獲得されます。

挿入、更新または削除の対象となる各行に対して、内部トリガーによって遅延リモー
ト・プロシージャ・コール（RPC）が作成されます。 遅延トランザクション・キューに
は、すべての遅延 RPCが入っています。

プロシージャがレプリケートされていて、そのラッパーがマスター・サイトで実行され
る場合、プロシージャ・コールも遅延トランザクション・キューに入れられます。

� 遅延トランザクション・キューに遅延遅延トランザクション・キューに遅延遅延トランザクション・キューに遅延遅延トランザクション・キューに遅延 RPCが格納されます。が格納されます。が格納されます。が格納されます。

遅延トランザクション・キュー内の各トランザクションには接続先リストがあり、遅延
トランザクションの伝播先が定義されています。このリストには、発行元サイト以外の
全マスター・サイトが記載されています。

� 接続先へ遅延トランザクション・キューのエントリを送信します。接続先へ遅延トランザクション・キューのエントリを送信します。接続先へ遅延トランザクション・キューのエントリを送信します。接続先へ遅延トランザクション・キューのエントリを送信します。

スケジュールした間隔で、または必要に応じて、遅延トランザクション・キュー内の遅
延トランザクションがターゲットの接続先に伝播されます。

� 遅延トランザクション・キューのエントリがリモートの接続先で適用されます。遅延トランザクション・キューのエントリがリモートの接続先で適用されます。遅延トランザクション・キューのエントリがリモートの接続先で適用されます。遅延トランザクション・キューのエントリがリモートの接続先で適用されます。

遅延トランザクションがターゲットの接続先へ伝播されると、接続先サイトで各遅延
RPCが適用されます。 接続先サイトで遅延トランザクションの適用に失敗した場合、遅
延トランザクションは再送されて、接続先サイトのエラー・キューに入れられます。
DBAは、このエラー・キューを使用してエラー条件を修正し、遅延トランザクション
を再び適用できます。

遅延トランザクション・キューのエントリがリモートの接続先で適用されるときに、
データ競合がないかがチェックされます。 データ競合が検出された場合、その競合はロ
ギングされ、オプションで競合解消方法が起動します。

同期レプリケーション同期レプリケーション同期レプリケーション同期レプリケーション
同期レプリケーションでは、1つのトランザクションが終了するまでの間に、ローカル・サ
イトで加えられた変更をレプリケーション環境内の同期リンクしたマスター・サイトに伝播
します。 いずれかのマスター・サイトで伝播に失敗した場合、ローカルのマスター・サイト
で最初に加えられた変更を含め、トランザクション全体がロールバックされます。 この厳し
い規則により、レプリケーション環境全体のデータ整合性を保つことができます。 非同期レ
プリケーションとは異なり、マスター・サイト間のデータが一致しない時間はありません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、第 5章「競合解消の概念およびアーキテクチャ」を
参照してください。
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マスター・レプリケーションの概念
同期レプリケーションでは、レプリケーション環境でデータ競合が発生しないことも保証さ
れています。 このようなメリットがある一方で、ダウンタイムに関する制限が多いハード
ウェア・リソースやネットワーク・リソースを必要とするというデメリットもあります。た
とえば ノードが 6つあるマルチマスター環境で、1つのマスター・サイトが使用できなく
なった場合、トランザクションは完了しません。 これに対して非同期レプリケーションでは、
ダウンしたサイトが使用可能になるまで遅延トランザクションが保持されます。

また、問合せはローカルで実行されるため高パフォーマンスを維持できるのに対して、更新
処理には時間がかかります。これは、すべての更新内容が正しく伝播され、リモートの接続
先サイトへ正しく適用できるように、2フェーズ・コミット・プロトコルを使用しているた
めです。

同期レプリケーション・プロセスは次のとおりです。

� ユーザーは、ユーザーは、ユーザーは、ユーザーは、DMLを発行するか、またはレプリケート・プロシージャのラッパーを実を発行するか、またはレプリケート・プロシージャのラッパーを実を発行するか、またはレプリケート・プロシージャのラッパーを実を発行するか、またはレプリケート・プロシージャのラッパーを実
行します。行します。行します。行します。

レプリケーション用に設定した表に対してユーザーが発行した DMLは、各マスター・
サイトへのレプリケーション用にすべて獲得されます。

プロシージャがレプリケートされていて、そのラッパーがマスター・サイトで実行され
る場合、プロシージャ・コールもレプリケーション用に獲得されます。

� DMLまたはラッパーを実行すると即時に接続先のサイトに伝播されます。またはラッパーを実行すると即時に接続先のサイトに伝播されます。またはラッパーを実行すると即時に接続先のサイトに伝播されます。またはラッパーを実行すると即時に接続先のサイトに伝播されます。

内部トリガーは、DMLを獲得し、これらのアクションを即時にレプリケーション環境
の各マスター・サイトに伝播します。 そして、これらのアクションをプロパゲータの
データベース・リンクのセキュリティ・コンテキストで適用し、内部 RPCを使用して
接続先サイトにこれらのアクションを適用します。

内部トリガーと同様に、レプリケート・プロシージャのラッパーは、レプリケーション
環境の各マスター・サイトにプロシージャ・コールを即時に伝播します。

いずれかのマスター・レプリケーション・サイトでトランザクションが失敗した場合、
すべてのマスター・サイトでトランザクションがロールバックされます。 この方法によ
り、すべてのマスター・サイト間でのデータ整合性が保証されます。 トランザクション
がいずれかのサイトで失敗するとロールバックを実行する必要があるので、同期レプリ
ケーションは、可用性の高いネットワーク、データベースおよびそれに関連するハード
ウェアに大きく依存します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 1つの環境で同期レプリケーションと非同期レプリケーション
を混在させる方法の詳細は、2-33ページの「複合モードのマルチマス
ター・システムについて」を参照してください。
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マスター・レプリケーションの概念
競合解消の概念競合解消の概念競合解消の概念競合解消の概念
表がレプリケートされるときに、任意のレプリケーション・サイト（マスター・サイトまた
はスナップショット・サイトのいずれか）のレプリケート表に適用される DMLのうち、
データ競合を引き起こす DMLは、マスター・サイトの Oracle Serverによって自動的に検出
されます。 スナップショット・サイトでは、データ競合の検出も解消も行われません。 ス
ナップショット・サイトで発生したデータ競合は、スナップショットのターゲット・マス
ター・サイトで検出され、解消されます。

たとえば、次のマスター・グループが 1時間に 1回変更を伝播するようにスケジュールされ
ていると仮定します。

2つのデータ伝播の間の時間を伝播間隔とみなした場合、1つの間隔中に複数のサイトが同
じ行を更新すると競合が発生します。

更新による競合のみでなく、挿入および削除時にも競合が発生します。 次のようなタイプの
競合について考えてみます。 各競合は、同じ間隔内に競合するアクションが起こると発生し
ます。

� 更新競合 : 前の更新内容が各サイトに伝播される前に、同じ行に対して別のサイトで更
新が適用される場合。 

� 一意性競合 : 複数のサイトで挿入を実行した結果、主キー（またはその他の一意の列の
セット）に同じ値が存在する場合、またはあるサイトで更新を実行した結果、主キー
（またはその他の一意の列のセット）が変更され、その主キーに別のサイトで挿入した
値と同じ値が存在する場合。

� 削除競合 : あるサイトで行が削除され、別のサイトで同じ行に対して更新が行われる場
合。この結果、存在しない行を更新しようとする可能性や、または複数のサイトで同じ
間隔で同じ行を削除しようとする可能性があります。

表表表表 2–1

時間時間時間時間 マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト A マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト B 状態状態状態状態

8:00 AM マスター・サイト Bに
変更を伝播

マスター・サイト Aに
変更を伝播

データの収束

8:15 AM 行 1を更新

8:30 AM 行 1を更新

9:00 AM マスター・サイト Bに
変更を伝播

マスター・サイト Aに
変更を伝播

行 1で競合検出

関連項目関連項目関連項目関連項目 : その他のタイプのデータ競合の詳細は、第 5章「競合解消の
概念およびアーキテクチャ」を参照してください。
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データ競合が検出されると、次のアクションが発生します。

� 競合解消方法によって、データ競合の解消が試みられます。

� 競合が解消されない場合は、接続先サイトのエラー・キューにデータ競合がロギングさ
れます。

エラー・キューにデータ競合がロギングされた場合、データベース管理者はデータ競合を手
動で解消する必要があります。

Oracleまたはユーザー定義の競合解消方法を使用する場合、Oracle Serverはデータ競合の
自動的な解消を試みます。 インプリメントされている競合解消方法は、レプリケート環境で
定義されているビジネス・ルールに準拠し、データ収束を保証するものであることが必要で
す。

マスター・レプリケーションのアーキテクチャマスター・レプリケーションのアーキテクチャマスター・レプリケーションのアーキテクチャマスター・レプリケーションのアーキテクチャ
このマニュアル、Replication Managerのオンライン・ヘルプおよび『Oracle8iレプリケー
ション・マネージメント APIリファレンス』で説明している手順や例に従えばレプリケート
環境を作成できますが、レプリケーションのアーキテクチャを理解すると、レプリケーショ
ンをサポートするデータベース環境の設定、レプリケーション環境のチューニングやトラブ
ルシューティングを、必要に応じて実施するために重要な情報が得られます。 この項では、
メカニズムとプロセスの観点からレプリケーションのアーキテクチャについて説明します。

マスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズム
Oracleでは、レプリケート環境をサポートするために、マルチマスター・レプリケーション
環境またはシングル・マスター・レプリケーション環境のいずれかに関係する各マスター・
サイトで次のメカニズムを使用しています。 これらのマスター・サイト・メカニズムの一部
は、特定の環境でのみ必要となります。

マスター・サイトのロールおよびユーザーマスター・サイトのロールおよびユーザーマスター・サイトのロールおよびユーザーマスター・サイトのロールおよびユーザー
セキュリティ要件によっては、管理、伝播および受信の 3つのロールが 1人のレプリケー
ション管理者に統合されている場合があります。 実際、ほとんどのマルチマスター・レプリ
ケーション環境では、1人のユーザーがレプリケーションの管理、伝播および受信のロール
を実行します。 セキュリティ要件がより厳格な場合は、次のロールを別々のユーザーに割り
当てることができます。
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レプリケーション管理者レプリケーション管理者レプリケーション管理者レプリケーション管理者  レプリケーション管理者は、レプリケーション環境のマスター・
サイトに関連するすべての管理機能を実行します。 一般的に、1つのレプリケーション環境
に対して 1人のレプリケーション管理者を置くことをお薦めします。 レプリケーション管理
者には、レプリケーションをサポートするデータベースの準備のみでなく、個々のマス
ター・レプリケーション・グループの作成とメンテナンス、各マスター・サイトの追加と削
除、キューの管理およびレプリケーション環境の状態（通常および停止）の制御にも責任が
あります。 レプリケーション管理者のデフォルトのユーザー名は REPADMINですが、別の
ユーザー名を使用することもできます。

プロパゲータプロパゲータプロパゲータプロパゲータ  プロパゲータは、遅延トランザクション・キューに含まれる各トランザク
ションを接続先に伝播する作業を実行します。 プロパゲータは、各データベースに 1人存在
します。 つまり、異なるスキーマを管理するために複数のレプリケーション管理者を置くこ
とはできますが、それぞれのデータベースには 1人のプロパゲータしか配置できません。

受信者受信者受信者受信者  受信者は、プロパゲータから遅延トランザクションを受信し、それを適用します。 受
信者に遅延トランザクション内のコールを適用する適切な権限が付与されていない場合、遅
延トランザクション全体が接続先のエラー・キューに入れられます。

データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンク
データベース・リンクは、マスター・サイトとスナップショット・サイト間でデータをレプ
リケートするための通信パスを指定します。 マルチマスター環境では、各マスター・サイト
からその他の各マスター・サイトに対してデータベース・リンクが存在します。 つまり、各
マスター・サイトにつき N - 1個（Nはマスター・サイトの合計数）のデータベース・リン
クが存在します。

注意注意注意注意 : このコンテキストのロールという用語は、SQL用語のロールとは
関連がありません。 レプリケーションにおけるロールは、PL/SQLのスト
アド・プロシージャまたは個々の権限（あるいはその両方）を使用して付
与されます。
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図図図図 2-3  マスター・サイト間のデータベース・リンクマスター・サイト間のデータベース・リンクマスター・サイト間のデータベース・リンクマスター・サイト間のデータベース・リンク

図 2-3では、各マスター・サイトから他のマスター・サイトに対して 2つ（N-1、すなわち
この例では 3-1=2）のデータベース・リンクが存在します。 この構成では、マルチマスター・
レプリケーションに必要な両方向通信チャネルがマスター・サイト間で保証されます。

最も基本的なデータベース・リンクは、個々のマスター・サイトのレプリケーション管理者
と、関係する他のマスター・サイトのレプリケーション管理者とを結ぶデータベース・リン
クです。

ただし、通常はレプリケーション環境にデータベース・リンクのセットを追加します。 レプ
リケーション管理者のデータベース・リンクを作成する前に、CONNECT TO句を指定せず
に各マスター・サイト間にパブリック・データベース・リンクを作成します。 パブリック・
データベース・リンクでは、USING句を使用して各データベース・リンクのターゲットを
指定します。

パブリック・データベース・リンクを作成した後で、レプリケーション管理者のプライベー
ト・データベース・リンクを作成できます。 CONNECT TO句の指定は必要ですが、パブ
リック・データベース・リンクを作成すると、USING句を指定する必要はありません。 

マスター・�
サイト�

スナップ�
ショット・�
サイト�

マスター・�
サイト�

マスター・�
サイト�
�

ORC1.WORLD ORC2.WORLD

SNAP1.WORLD ORC3.WORLD
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パブリック・データベース・リンクとプライベート・データベース・リンクの両方を使用す
ると、データベース・リンクの管理に必要な労力が軽減されます。 次の利点もあります。

� データベース・リンクのターゲット・データベースが変更された場合に実行する必要が
あるのは、パブリック・データベース・リンクの USING句の変更のみです。 ターゲッ
トが同じプライベート・データベース・リンクはすべて、パブリック・データベース・
リンクの USING句で定義した接続先にリンクされます。

� 複数のセットのプライベート・データベース・リンクで同じパブリック・データベー
ス・リンクを共有でき、しかもデータベース・リンクの管理が簡単になります。

前述のように、レプリケーション管理者は、通常、マルチマスター環境の管理作業および伝
播作業を実行します。 これらの作業を実行するのは 1人のユーザーのみであるため、レプリ
ケーション管理者用に 1つのセットのプライベート・データベース・リンクのみを作成する
必要があります。

ただし、レプリケーション管理者以外のユーザーが伝播を実行するマルチマスター・レプリ
ケーション環境では、これらのユーザー用に適切な数のプライベート・データベース・リン
クを作成する必要があります。

接続修飾子接続修飾子接続修飾子接続修飾子  接続修飾子を使用すると、同じリモート・データベースにリンクされている複
数のデータベース・リンクに異なるパスを指定して接続を確立できます。 たとえば、データ
ベース DBS1では、DBS1.WORLDという名前の 2つのパブリック・データベース・リンク
に異なるパスを指定して、リモート・データベースに接続できます。

� DBS1.WORLD@ETHERNET -イーサネット・リンクを使用して DBS1に接続するリンク
です。

� DBS1.WORLD@MODEM -モデム・リンクを使用して DBS1に接続する別のリンクです。

レプリケーションでは、接続修飾子の使用により、複数のマスター・グループの伝播特性を
より厳密に制御できます。 たとえば、各マスター・サイトに 3つの別のマスター・グループ
があり、接続修飾子を指定していないと想定します。この場合、遅延トランザクション・
キューの伝播のスケジューリング特性はどのマスター・グループも同じです。 この 3つのマ
スター・グループのうち、1つのマスター・グループが遅延トランザクションを 1時間に 1
回伝播し、残りの 2つのマスター・グループが 1日に 1回伝播したとすると、コストが高く
なる可能性があります。

接続修飾子をマスター・グループと対応付けると、遅延トランザクション・キューの伝播の
スケジューリング特性を、前述のようなデータベース・レベルではなくマスター・グルー
プ・レベルで個別に定義できます。

新規マスター・グループを作成するときに、そのグループに対応するすべてのスケジュー
ル・リンクに 1つの接続修飾子を使用するよう指定できます。ただし、マスター・グループ
に接続修飾子を使用すると、各マスター・サイトで接続修飾子を使用してデータベース・リ

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データベース・リンクの接続修飾子の定義方法の詳細は、
『Oracle8i分散システム 』の第 2章を参照してください。
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ンクを作成しないと情報が伝播されません。 マスター・グループを作成した後は、グループ
の接続修飾子の削除、追加または変更はできません。

レプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクトレプリケーション・オブジェクト
レプリケーション環境の中で最も理解しやすいのは、レプリケート・オブジェクト自体で
す。 レプリケート・オブジェクトの中では、レプリケート表がレプリケート環境の基盤です。 
次の項では、関連するデータベース・オブジェクトのレプリケーションについて説明しま
す。 特に、特定のタイプのデータベース・オブジェクトをレプリケートする場合の利点およ
び制限事項を中心に説明します。

表表表表  ほとんどの場合、レプリケート表がレプリケーション環境の基盤です。 レプリケーション
用の表を選択し、レプリケーション・サポートを生成すると、表に対して DMLが適用され
ているかどうかを検出するために、内部トリガーによって監視が行われます（2-19ページの
「内部トリガー」を参照してください）。

表をレプリケートするときは、表構造と表データをリモート・データ・サイトにレプリケー
トすることもできますし、表構造のみをレプリケートすることもできます。 また、同じ名前
と構造の表がターゲットのレプリケーション・サイトにすでに存在する場合は、レプリケー
ション環境内の既存のオブジェクトを使用することもできます。

注意注意注意注意 :  接続修飾されたリンクと複数のマスター・グループを使用するマ
ルチマスター環境でのトランザクションの一貫性を保持するため、接続修
飾子が異なる複数グループのレプリケーション・オブジェクトを 1つのト
ランザクションで操作できません。

注意注意注意注意 : 接続修飾子を使用する場合は、すべてのマスター・サイトの
OPEN_LINKS初期化パラメータの値を大きくすることが必要な場合があ
ります。デフォルトでは、プロセスごとのオープン・リンク数は 4つで
す。 用途に応じて、必要な値を見積もってください。 OPEN_LINKSの詳細
は、7-3ページの「初期化パラメータ」および『Oracle8i リファレンス・
マニュアル』を参照してください。 
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索引索引索引索引  レプリケーション用の表が選択され、リモート接続先サイトで作成されると、表内で
の制約の施行に使用する索引がリモート・サイトで自動的に作成されます。 ただし、パ
フォーマンス上の理由から索引を使用する場合は、レプリケーション用の索引を明示的に選
択して、レプリケーション環境に関係する他のマスター・サイトに作成する必要がありま
す。 索引が別のサイトにレプリケートされると、ローカルで作成されたかのように動作しま
す。 変更を獲得するためのトリガーを監視するレプリケーション・メカニズムはありません。

パッケージおよびパッケージ本体パッケージおよびパッケージ本体パッケージおよびパッケージ本体パッケージおよびパッケージ本体  レプリケーション用のパッケージとパッケージ本体を選
択し、必要なレプリケーション・サポートを生成すると、プロシージャ・レプリケーション
を実行できます。 プロシージャ・レプリケーションを使用すると、レプリケート環境でシリ
アルに実行されて大量の行を処理する、大規模なバッチ指向操作のパフォーマンスが向上し
ます。 

レプリケーション・サポートを使用するプロシージャのパラメータはすべて、INパラメー
タであることが必要です。 OUTモードおよび IN/OUTモードはサポートされていません。 
このパラメータにサポートされているデータ型は、NUMBER、DATE、VARCHAR2、
CHAR、ROWID、RAW、BLOB、CLOB、NCHAR、NVARCHARおよびNCLOBです。 レ
プリケート・プロシージャは、パッケージ内で宣言する必要があります。 スタンドアロンの
プロシージャは、レプリケーション・サポートを使用できません。

注意注意注意注意 : 自己参照型整合性制約がある表では、正しい順序で削除が実行さ
れる保証はありません。 このような表で削除を実行する場合は、プロシー
ジャ・レプリケーションを使用します。 詳細は、6-2ページの「プロシー
ジャ・レプリケーションの使用方法」を参照してください。

表レプリケーションの代替ユーザー表レプリケーションの代替ユーザー表レプリケーションの代替ユーザー表レプリケーションの代替ユーザー

表のレプリケーションは、表データに加えられたすべての変更をレプリケーション環境に
関係するすべてのサイトにレプリケートすることを目的としていますが、これ以外の用途
もあります。

オブジェクトおよびデータの移送オブジェクトおよびデータの移送オブジェクトおよびデータの移送オブジェクトおよびデータの移送 : オブジェクトがターゲットの接続先サイトにレプリケー
トされると、それ以降レプリケーション・サポートは自動的には生成されません。 オブジェ
クトとデータの移送により、オブジェクトとデータをリモートの接続先に簡単に配布でき
ます。 レプリケーション・オブジェクトの削除およびレプリケーション・サポートの生成を
行っていない場合は、表（またはその他のオブジェクト）およびデータはリモートの接続
先サイトに残り、リモートの接続先サイトの変更は一切レプリケートされません。 この方法
により、標準データベース環境とデータ・セットを新しいデータベース環境に配布できま
す。

オブジェクトの移送オブジェクトの移送オブジェクトの移送オブジェクトの移送 : 同様に、データをコピーせずにターゲットの接続先サイトに表をレプ
リケートできます。 この方法により、接続先サイトにオブジェクトが作成されますが、デー
タは移入されません。 したがって、空のデータベース環境を即時に配布できます。
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プロシージャおよびファンクションプロシージャおよびファンクションプロシージャおよびファンクションプロシージャおよびファンクション  パッケージの一部として宣言されていないプロシー
ジャおよびファンクションは、レプリケーション・サポートされません。 スタンドアロンの
プロシージャとファンクションを使用してプロシージャ・レプリケーション環境を作成する
ことはできませんが、レプリケーションを使用してこれらのスタンドアロンのプロシージャ
とファンクションをレプリケーション環境の各サイトに配布することはできます。 スタンド
アロンのプロシージャまたはファンクションがレプリケーションを使用してリモート・サイ
トで作成されると、作成されたオブジェクトはレプリケーション・サポートされず、ローカ
ルで作成されたかのように動作します。

トリガートリガートリガートリガー  各マスター・サイトにアプリケーション・ロジックまたはデータベース・ロジッ
クがあることを確認するために、レプリケーション用のトリガーを選択できます。 トリガー
のレプリケーションの重要な例として、DMLが表に適用されたときに表に自動的にタイム
スタンプを挿入するトリガーのレプリケーションがあります。

トリガーが再起動されないようにするには、APIコールをトリガーに挿入して、トリガーが
ローカル・コールまたはリモート・コールによって起動されているかどうかを検出すること
が重要です。 これにより、トリガーが行を更新して、その更新が別のマスターサイトに伝播
されたときトリガー再起動の原因となる状況を回避できます。 次のコード例の 5行目を見て
ください。

1) CREATE TRIGGER scott.insert_time
2)    BEFORE
3)       INSERT OR UPDATE ON scott.emp FOR EACH ROW
4)    BEGIN
5)       IF DBMS_REPUTIL.FROM_REMOTE = FALSE THEN
6)          :NEW.TIMESTAMP := SYSDATE;
7)       END IF;
8)    END;

DBMS_REPUTIL.FROM_REMOTEファンクションによって挿入または更新がローカルで開
始されたと判断された場合、定義されているアクション（タイムスタンプ割当て）が発生し
ます。 挿入または更新がリモート・サイトから開始されたと判断された場合は、タイムスタ
ンプ値は割り当てられません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : プロシージャ・レプリケーションの使用方法の詳細は、6-2
ページの「プロシージャ・レプリケーションの使用方法」 を参照してくだ
さい。

注意注意注意注意 : 2-16ページの「表レプリケーションの代替ユーザー」で説明した
概念と同様に、レプリケーション・サポートを生成せずにレプリケーショ
ン用のパッケージおよびパッケージ本体を選択すると、このオブジェクト
をリモート・サイトに簡単に配布できます。ただしその場合、パッケージ
に対するコールはレプリケートされません。
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順序順序順序順序  異なるデータベースの 2つの順序で同じ値が生成されることがあるため、順序のレプ
リケーションはサポートしていません。 

順序のレプリケーションのかわりに、一意の値を生成し、一意性のデータ競合を確実に回避
する方法が 3つあります。 第 1の方法として、Oracle8iリリース 8.1.5以降では、次の
SELECT文を実行して一意の識別子を取り出すことができます。

SELECT sys_guid() FROM dual;

SQL演算子は、グローバルに一意な 16バイトの識別子を戻します。 この値は、タイムスタ
ンプと日付スタンプおよびマシン識別子を使用してグローバルに一意な識別子を生成するア
ルゴリズムに基づいています。 グローバルに一意な識別子は、次の形式で表示されます。

4595EF13AB785E73E03400400B40F58B

sys_guid()ファンクションを使用する第 2の方法として、各マスター・サイトに順序を作成
し、サイト名（またはその他のグローバルに一意な値）とローカルの順序を連結する方法が
あります。 この方法は、順序の値の重複や、2-10ページの「競合解消の概念」で説明してい
る挿入競合の発生を回避するのに役立ちます。

さらに、レプリケーション環境内で一意の値を生成するように各マスター・サイトで順序を
作成する方法があります。 これを実現するには、開始値、増分値および最大値の組合せを使
用します。 たとえば、次のように設定すると想定します。

同様の方法を使用して、各サイトに対して一意の範囲を生成する START_WITHと
MAXVALUEを指定することにより、各マスター・サイトごとに異なる範囲を定義できま
す。

表表表表 2–2

パラメータパラメータパラメータパラメータ マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト A マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト B マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト C

start_with 1 3 5

increment_by 10 10 10

範囲の例 1、 11、 21、 31、 41、... 3、 13、 23、 33、 43、... 5、 15、 25、 35、 45、...
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ビューまたはシノニムビューまたはシノニムビューまたはシノニムビューまたはシノニム  ビューまたはシノニムをレプリケーション環境に関係する他のマス
ター・サイトに配布するためには、レプリケーションを使用します。 ビューまたはシノニム
は、他のサイトにレプリケートされると、それがローカルで作成されたかのように動作しま
す。 変更を獲得するためにオブジェクトを監視する内部トリガーまたはパッケージはありま
せん。 ただし、レプリケート・オブジェクトなので、Replication Managerまたはレプリケー
ション・マネージメント APIを使用して削除または変更できます。

内部トリガー内部トリガー内部トリガー内部トリガー
内部トリガーは、レプリケート・データの更新に関する情報の獲得および格納に使用しま
す。 内部トリガーによって、ローカル・サイトで加えられたデータ変更をリモート・サイト
で再生成する RPCが作成されます。 遅延 RPCは、遅延トランザクション・キューに格納さ
れ、レプリケーション環境に関係する他のマスター・サイトに伝播されます。 データ・レプ
リケーションをサポートする内部トリガーは、Oracle Server実行モジュール内の必須コン
ポーネントです。したがって、システム・リソースを最小限に使用して、レプリケート・
データへの更新内容を高速に獲得し、格納できます。

遅延トランザクション遅延トランザクション遅延トランザクション遅延トランザクション
前述の内部トリガーによって生成される RPCを伝播（送信および実行）することにより、
データ・レプリケーション情報が転送されます。 この RPCは、遅延トランザクション・
キューに格納されます。 各 RPCには、接続先サイトでの内部プロシージャの実行コマンドだ
けでなく、ターゲット・サイトにレプリケートされるデータも含まれています。Oracleでは
分散トランザクション・プロトコルを使用しているので、グローバルなデータベース整合性
が自動的に保護され、データの耐障害性が保証されます。

内部プロシージャ内部プロシージャ内部プロシージャ内部プロシージャ
内部トリガーによって作成された遅延 RPCがレプリケーション環境に関係する他のマス
ター・サイトに伝播されると、遅延 RPCは接続先サイトの内部プロシージャによってリ
モート・サイトで適用されます。 この内部プロシージャは、表のレプリケーション・サポー
トを生成するときに自動的にアクティブになります。 また、この内部プロシージャは、発行
元サイトの遅延トランザクション・キューから受信される RPCに基づいて実行されます。
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キューキューキューキュー
次のキューは、Oracleレプリケーションによって生成されるトランザクションを管理しま
す。

遅延トランザクション・キュー遅延トランザクション・キュー遅延トランザクション・キュー遅延トランザクション・キュー  このキューには、マスター・グループ内の別の接続先に伝
播されるトランザクション（たとえば、DML）が格納されます。 遅延伝播用に、サイトの遅
延トランザクション・キューの内部トリガーによって生成される RPCが格納されます。 ま
た、トランザクションを構成するすべての RPCがトランザクションとして伝播されてリ
モートで適用されるように、開始トランザクションに関する情報も記録されます。 Oracleの
レプリケーション機能では、アドバンスト・キュー・メカニズムを使用して遅延トランザク
ション・キューがインプリメントされます。 

エラー・キューエラー・キューエラー・キューエラー・キュー  このキューには、ローカル・サイトでの適用に失敗した遅延トランザク
ションに関する情報が格納されます。 エラー・キューにはレプリケーション環境のその他の
各マスター・サイトのエラー情報は表示されません。 エラー状態が解消されると、DBAは、
トランザクションを再度実行するか、またはエラー・キューからトランザクションを削除で
きます。

ジョブ・キュージョブ・キュージョブ・キュージョブ・キュー  伝播プロセスは、ジョブ・キュー・メカニズムおよび遅延トランザクショ
ンを使用して管理されます。 各サーバーには、ローカル・ジョブ・キューがあります。サー
バーのジョブ・キューは、ジョブの実行を要求する PL/SQLコールやジョブの実行時期な
ど、ローカル・ジョブに関する情報を格納するデータベース表です。 レプリケーション環境
の一般的なジョブには、遅延トランザクションをリモートのマスター・サイトにプッシュす
るジョブ、遅延トランザクション・キューから適用済のトランザクションをパージするジョ
ブおよびスナップショットのリフレッシュ・グループをリフレッシュするジョブがありま
す。

管理メカニズム管理メカニズム管理メカニズム管理メカニズム
通常はレプリケート環境をサポートする管理作業を処理するために、いくつかのメカニズム
が必要です。 このメカニズムを使用すると、レプリケーション環境をオンまたはオフにした
り、レプリケート環境の作成時または変更時に生成される管理作業を監視できます。

レプリケーションの操作モードレプリケーションの操作モードレプリケーションの操作モードレプリケーションの操作モード
レプリケーション環境の操作モードは 3つあります。

通常通常通常通常  通常モードのレプリケート環境では、レプリケーションを使用できます。 レプリケー
ト・オブジェクトに対してトランザクションを実行でき、トランザクションは適切に伝播さ
れます。
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休止休止休止休止  休止モードは、レプリケート環境が通常モードから停止モードに移行する段階のモー
ドです。 レプリケーション環境の休止中は、ユーザーは、レプリケート・オブジェクトに対
してトランザクションを実行できませんが、既存の遅延トランザクションは伝播されます。 
休止表に対する問合せはできます。 各接続先へのすべての遅延トランザクションが正しく伝
播終了すると、レプリケーション環境は停止モードに変わります。 

停止停止停止停止  停止モードのレプリケーション環境では、レプリケーションの通常の使用が不可に
なっていて、主に管理目的（レプリケート・オブジェクトの追加、削除または変更）に使用
されている状態です。 停止状態では、レプリケーションをオフにしない限り、ユーザーは停
止中のマスター・グループのレプリケート・オブジェクトに対してトランザクションを実行
できません。レプリケーションをオフにすると、レプリケーションが再開されたときにデー
タの不一致が発生することがあります。 トランザクションには、レプリケート表に対する
DMLまたはレプリケート・プロシージャのラッパーの実行が含まれます。 マスター表が停止
中の場合は、そのマスター表をベースとするスナップショットからターゲットのマスター表
に変更内容を伝播できませんが、スナップショットをローカルで変更することはできます。

レプリケーション環境は、マスター・グループ・レベルで停止します。 ただし、レプリケー
ト・マスター・グループに関係するすべてのマスター・サイトは影響を受けます。 マス
ター・グループが停止状態になると、遅延トランザクション・キューのトランザクションが
他のマスター・サイトに正常に伝播されたか、またはエラー・キューに入れられたことが確
認できます。 1つのマスター・グループを停止しても、その他のマスター・グループには影
響しません。 通常モードのマスター・グループでは、その他のマスター・グループの停止中
も更新処理を継続できます。 

レプリケーション・モードの制御レプリケーション・モードの制御レプリケーション・モードの制御レプリケーション・モードの制御
レプリケーションの３つの操作モードは、中断および再開の 2つのメカニズムで制御されま
す（休止モードは通常モードから停止モードへの移行段階のモードです）。

中断中断中断中断  中断メカニズムを実行すると、マスター・グループのレプリケーション操作モードが、
通常から停止への移行モードである休止モードになります。 遅延トランザクション・キュー
に、マスター・グループへ未伝播の遅延トランザクションがないときは、レプリケーション
環境は停止モードに変わります。

中断メカニズムを実行できるのは、レプリケーション環境が通常モードの場合のみです。 レ
プリケーション環境を変更する必要が場合は、中断メカニズムを実行します。
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再開再開再開再開  再開メカニズムを実行すると、マスター・グループのレプリケーション操作モードが
停止モードから通常モードに変わります。 レプリケーション環境で管理作業（たとえば、レ
プリケート・オブジェクトの追加）を実行していた場合は、再開メカニズムを実行する前に
管理キュー（DBA_REPCATLOG）が空であることを確認する必要があります。

管理要求管理要求管理要求管理要求
レプリケーション環境を構成および管理するために、関係する各サーバーは Oracleのレプ
リケーション・マネージメント APIを使用します。 サーバーのレプリケーション・マネージ
メント APIは、レプリケーション機能の構成に管理者が使用できるプロシージャおよびファ
ンクションをカプセル化した PL/SQLパッケージのセットです。また、Oracle Replication 
Managerでは、各サイトのレプリケーション・マネージメント APIのプロシージャおよび
ファンクションを使用して作業を実行します。

管理要求とは、Oracleのレプリケーション・マネージメント APIのプロシージャまたは
ファンクションをコールすることです。たとえば、Replication Managerを使用して新しい
マスター・グループを作成するときに、Replication Managerは、DBMS_
REPCAT.CREATE_MASTER_REPGROUPプロシージャをコールして作業を完了させます。
管理要求には、追加のレプリケーション・マネージメント APIコールを生成して要求を処理
するものもあります。

管理要求のメカニズム管理要求のメカニズム管理要求のメカニズム管理要求のメカニズム  Replication Managerを使用するか、または DBMS_REPCATパッ
ケージのプロシージャをコールしてレプリケーション・システムを管理する場合、内部メカ
ニズムによって要求が同期でブロードキャストされます。なんらかの理由で同期でのブロー
ドキャストが失敗した場合は、エラー・メッセージが戻され、それを含むトランザクション
がロールバックされます。

Oracle Serverが管理要求を受信すると、DBA_REPCATLOGビューに要求が記録され、対応
する DDL文が DBA_REPCATLOGビューの子表に記録されます。マスター・サイトのマス
ター・グループの管理要求を表示すると、別のマスター・サイトからのコールバックを待機
している要求が含まれる場合があります。Replication Managerを使用してレプリケーショ
ン・グループの管理要求を作成するたびに、そのグループに対してジョブが存在しない場合
はローカル・ジョブ・キューにジョブが自動的に挿入されます。 このジョブによって、
DBMS_REPCAT.DO_DEFERRED_REPCAT_ADMINプロシージャが定期的に実行されます。
要求を同期でブロードキャストすると、レプリケートされた変更を各マスター・サイトに適
用するためにこのジョブが即時に開始されます。 
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エラーがない場合、バックグラウンド・プロセスがジョブ実行用に使用可能なときは DO_
DEFERRED_REPCAT_ADMINが実行されます。初期化パラメータ JOB_QUEUE_
INTERVALによって、バックグラウンド・プロセスの起動頻度が決定されます。 未処理ジョ
ブを実行するために十分な数のバックグラウンド・プロセスを使用できない場合、処理が遅
れることがあります。 

マスター・サイトで DO_DEFERRED_REPCAT_ADMINをコールするたびに、DBA_
REPCATLOGビューがチェックされ、実行が必要な要求があるかどうかが確認されます。
管理要求が 1つでも存在すると、要求が適用され、ローカル・ビューが適切に更新されま
す。このイベントは、各マスター・サイトで非同期に起こります。 

DO_DEFERRED_REPCAT_ADMINは、所定の順序でローカルの管理要求を実行します。
DO_DEFERRED_REPCAT_ADMINがマスター定義サイトではないマスター・サイトで実行
される場合、可能な範囲で処理が実行されます。ただし、レプリケート表へのデータの移入
などのいくつかの非同期アクティビティでは、マスター定義サイトとの通信が必要になりま
す。通信が不可能な場合は、DO_DEFERRED_REPCAT_ADMINによって管理要求の実行が
停止され、管理要求が順序を無視して実行されるのを防ぎます。マスター定義サイトで管理
要求を更新または削除する最終ステップなど、マスター定義サイトとの通信の中には遅延可
能なものもありますが、そのような通信によって DO_DEFERRED_REPCAT_ADMINによ
る追加の要求の実行が妨げられることはありません。 

各マスター・サイトで管理要求が成功または失敗したことが、各サイトの DBA_
REPCATLOGビューに記述されます。マスター・グループごとに、各管理要求に対応する
状態が Replication Managerに表示されます。最後に、各マスター・サイトは、その管理要
求の状態をマスター定義サイトに伝播します。 マスター・サイトで要求が正常に完了した場
合、マスター定義サイトの DBA_REPCATLOGビューからサイトのコールバックが削除され
ます。 すべてのサイトで要求が正常に完了した場合は、マスター定義サイトを含むすべての
サイトの DBA_REPCATLOGビューのエントリがすべて削除されます。 マスター定義サイト
以外のサイトで要求が失敗した場合は、そのマスター・サイトの要求が削除され、マスター
定義サイトの対応する AWAIT_CALLBACK要求が失敗の理由とともに更新されます。

変更を同期でブロードキャストすることで、すべてのサイトで変更を確実に認識し、同期が
取れた状態に保持できます。後の特定の時点でサイトに変更を適用でき、変更の適用に最も
適した時点を自由に選択できます。

自動的に生成されるレプリケーション・サポートがオブジェクトに必要な場合、オブジェク
トの変更後にレプリケーション・サポートを再生成する必要があります。Oracleでは、内部

注意注意注意注意 : サイトで JOB_QUEUE_PROCESSESがゼロに設定されている場合
は、そのサイトのすべてのグループに対して管理要求を手動で適用する必
要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : JOB_QUEUE_INTERVALおよび JOB_QUEUE_PROCESSES
の詳細は、7-3ページ の「初期化パラメータ」および『Oracle8i リファレ
ンス・マニュアル 』を参照してください。
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トリガーをアクティブにし、パッケージを再生成して、すべてのマスター・サイトにある変
更後のオブジェクトのレプリケーションをサポートしています。

DDL変更によって影響を受けるスナップショット・サイトがあれば、次にスナップショッ
ト・サイトのリフレッシュを実行するときに更新されます。すべてのマスター・サイトが他
のマスター・サイトと通信できるのに対して、スナップショット・サイトが通信できるの
は、対応付けられたマスター・サイトのみです。 

スナップショットのマスターに変更を加えた結果、スナップショットの形式を変更する必要
がある場合、スナップショットを削除し、再作成します。

管理キュー管理キュー管理キュー管理キュー
DBA_REPCATLOGビュー（通常、管理キューと呼ばれます）には、レプリケーション環境
を管理および変更する管理要求が格納されます。 一部の DBMS_REPCATプロシージャは、
実行すると管理キューにリストされます。たとえば、既存のマスター・グループにレプリ
ケート表を追加すると、DBMS_REPCAT.CREATE_MASTER_REPOBJECTプロシージャと
いう名前の要求が表示されます。

SQL*Plusなどのツールを使用して DBA_REPCATLOGビューを問い合せることによって管
理キューを表示するか、または Replication Managerの接続先ノードごとに遅延トランザク
ションを表示できます。

注意注意注意注意 : エラーなしにこれらのプロシージャを完了させるには DDLをマス
ター定義サイトで正常に適用する必要がありますが、これによって、DDL
が各マスター・サイトで正常に適用されることが保証されるわけではあり
ません。Replication Managerにより、すべての管理要求の状態が表示さ
れます。 また、DBA_REPCATLOGビューには、一時的な状態および要求
によって生成される非同期のエラー・メッセージが含まれます。
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各要求には、要求の状態を表す、 次の 4つの状態があります。

� 処理前処理前処理前処理前 : 要求を実行する準備が整っている状態を示します。 管理キューを監視したとこ
ろ、ある要求がしばらく処理前の状態である場合、その処理前要求の前にコールバック
待機中の要求が存在している可能性があります。

� コールバック待機中コールバック待機中コールバック待機中コールバック待機中 : ある要求が別のサイトで実行され、それが確認されるまで待機し
ている状態を示します。 要求がコールバックを受信すると、その要求は削除されるか、
または状態が変更されます。

� エラーエラーエラーエラー : 要求を正常に実行できない場合、エラー状態になります。 エラー番号は、管理
キューのMessage列（Replication Managerを使用している場合は Error列）に表示さ
れます。

� コールバック中コールバック中コールバック中コールバック中 : マスター・サイトの要求がコールバック中の状態にある場合、要求が
成功したか失敗したかどうかをマスター・サイトからマスター定義サイトに知らせる必
要があります。 マスター定義サイトの要求がコールバック中の状態にある場合、他のす
べてのマスター・サイトでカレント・フェーズが完了したときに要求の次のフェーズに
進むように、マスター定義サイトからマスター・サイトに知らせる必要があります。

各マスター・サイトの管理キューには、そのマスター・サイトで実行される管理要求のみが
リストされています。 ただし、マスター・グループのマスター定義サイトには、各マス
ター・サイトで実行される管理要求がリストされています。 DBAは、マスター定義サイトの
管理キューを使用すると、レプリケーション環境のすべてのマスター・サイトの管理要求を
監視できます。

注意注意注意注意 : 要求がエラー状態にある場合は、エラー番号による説明に従って
エラー状態を解消し、要求を再送信してください。
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編成メカニズム編成メカニズム編成メカニズム編成メカニズム
Oracleでは、編成メカニズムを使用して前述のマスター・サイトを編成し、管理メカニズム
を使用して個別のレプリケーション・グループを作成します。 編成メカニズムの中で最も重
要なのは、マスター・グループです。 追加の編成メカニズムは、レプリケート表の競合解消
に使用する列をグループ化するのに役立ちます。

マスター・グループマスター・グループマスター・グループマスター・グループ
レプリケーション環境では、 レプリケーション・グループを使用してレプリケーション・オ
ブジェクトを管理します。 レプリケーション・グループは、常にトランザクションの一貫性
を保つように更新されるレプリケーション・オブジェクトの集合です。 

レプリケーション・グループ内に関連するデータベース・オブジェクトを編成すると、多数
のオブジェクトをまとめて簡単に管理できます。通常、レプリケーション・グループを作成
および使用して、特定のデータベース・アプリケーションのサポートに必要なスキーマ・オ
ブジェクトを編成します。ただし、レプリケーション・グループとスキーマが相互に対応し
ている必要はありません。レプリケーション・グループのオブジェクトは、複数のデータ
ベース・スキーマから作成でき、スキーマには異なるレプリケーション・グループのメン
バーであるオブジェクトを入れることができます。制限は、レプリケーション・オブジェク
トが 1つのグループのメンバーにしかなれないことです。 

マルチマスター・レプリケーション環境では、レプリケーション・グループはマスター・グ
ループと呼ばれます。 異なるサイトの対応するマスター・グループには、レプリケーショ
ン・オブジェクトの同一のセットが含まれている必要があります（2-15ページの「レプリ
ケーション・オブジェクト」を参照してください）。 図 2-4は、各マスター・サイトにレプリ
ケート・オブジェクトの同一のレプリカが含まれているマスター・グループ "SCOTT_MG"
を示します。
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図図図図 2-4  すべてのサイトに同じレプリケーション・オブジェクトを含むマスター・グループすべてのサイトに同じレプリケーション・オブジェクトを含むマスター・グループすべてのサイトに同じレプリケーション・オブジェクトを含むマスター・グループすべてのサイトに同じレプリケーション・オブジェクトを含むマスター・グループ
SCOTT_MG

マスター・サイトのマスター・グループ編成は、スナップショット・サイトでのレプリケー
ション・オブジェクトの編成に不可欠です。 スナップショット・サイトの編成メカニズムの
詳細は、3-23ページの「編成メカニズム」を参照してください。

また、各マスター・サイトに複数のレプリケーション・グループが含まれている例を図 2-5
に示します。各マスター・サイトの各グループに含まれているオブジェクトのセットは、同
一であることが必要です。

ORC2.WORLD

SCOTT MG
SCOTT.EMP
SCOTT.DEPT
SCOTT.BONUS
SCOTT.SALGRADE

ORC1.WORLD

SCOTT MG
SCOTT.EMP
SCOTT.DEPT
SCOTT.BONUS
SCOTT.SALGRADE

ORC3.WORLD

SCOTT MG
SCOTT.EMP
SCOTT.DEPT
SCOTT.BONUS
SCOTT.SALGRADE
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図図図図 2-5  各マスター・サイトで同一のマスター・グループ各マスター・サイトで同一のマスター・グループ各マスター・サイトで同一のマスター・グループ各マスター・サイトで同一のマスター・グループ

列グループ列グループ列グループ列グループ
列グループは、競合解消ルーチンと関係するすべての列をグループ化する編成メカニズムを
提供します。 グループのいずれかの列で競合が発生した場合、残りの列を使用して競合を解
消できます。 たとえば、表の列グループにMIN_PRICE、LIST_PRICE、COST_PRICEおよ
び TIMESTAMPというフィールドが含まれていて、list_priceフィールドで競合が発生した
場合、タイムスタンプによる競合解消ルーチンを使用していたと想定すると、timestamp
フィールドを使用して競合を解消できます。

表のすべての列を 1つの列グループにまとめる必要はありません。 すべての列を 1つの列グ
ループにまとめれば設定や管理は簡単になりますが、レプリケート表のパフォーマンスが低
下し、データ競合が発生する可能性が高くなることがあります。 「パフォーマンス・メカニ
ズム」で説明しているように、最小限の通信機能によって、競合の発生時にその他の列グ
ループから無関係なデータが送信されることはありません。 すべての列を 1つの列グループ
にまとめると、DBMS_REPCAT.SEND_OLD_VALUESプロシージャおよび DBMS_
REPCAT.COMPARE_OLD_VALUESプロシージャを使用しない限り、最小限の通信機能の
利点を失う可能性があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 列グループの詳細は、第 5章「競合解消の概念およびアーキ
テクチャ」を参照してください。

マスター・サイト 1

SCOTT.EMP
SCOTT.DEPT
SCOTT.SALGRADE
SCOTT.BONUS

グループ A

MIKE.CUSTOMER
MIKE.DEPARTMENT
MIKE.EMPLOYEE
MIKE.ITEM

グループ B

マスター・サイト 2

SCOTT.EMP
SCOTT.DEPT
SCOTT.SALGRADE
SCOTT.BONUS

グループ A

MIKE.CUSTOMER
MIKE.DEPARTMENT
MIKE.EMPLOYEE
MIKE.ITEM

グループ B

�
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伝播プロセス伝播プロセス伝播プロセス伝播プロセス
伝播プロセスは、レプリケーション環境のすべてのマスター・サイトにすべてのアクション
を送信または配布するメカニズムであり、レプリケーションにおいて不可欠な要素です。

伝播のタイプ伝播のタイプ伝播のタイプ伝播のタイプ
内部トリガーはレプリケート表に適用されるすべての DMLを獲得するので、レプリケー
ション環境の他のマスター・サイトに DMLを伝播または送信する必要があります。 内部ト
リガーの詳細は、2-19ページの「内部トリガー」を参照してください。

Oracleレプリケーションでは、非同期レプリケーションおよび同期レプリケーションの両方
をサポートしています。

非同期非同期非同期非同期  一般的なレプリケーション構成では、非同期データ・レプリケーションを使用しま
す。非同期データ伝播は、アプリケーションで表のローカル・レプリカを更新し、レプリ
ケーション情報をローカル・キューに格納し、その後で他のレプリケーション・サイトにレ
プリケーション情報を転送する場合に発生します。このため、非同期データ・レプリケー
ションは蓄積交換データ・レプリケーションとも呼ばれます。

図 2-6に示すように Oracleでは、内部トリガー、遅延トランザクション、遅延トランザク
ション・キューおよびジョブ・キューを使用して、更新可能スナップショットからマスター
表に対してのみでなく、レプリケーション・システムのマスター・サイト間でも、データレ
ベルの変更を非同期に伝播します。
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図図図図 2-6  非同期データ・レプリケーションのメカニズム非同期データ・レプリケーションのメカニズム非同期データ・レプリケーションのメカニズム非同期データ・レプリケーションのメカニズム

ソース・データベース�

格納�

ACCTNG レプリケーション・グループ�

宛先データベース�

ACCTNG レプリケーション・グループ�

エラー・ログ�

変更�

エラー・ログ�

内部トリガー�

内部プロシージャ�

内部トリガー�

Empレプリケート�
表�

内部プロシージャ� 交換�

バックグラウンド・�
プロセス�

バックグラウンド・�
プロセス�

Empレプリケート�
表�

遅延�
トランザクション�

・キュー�

遅延�
トランザクション�

・キュー�
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同期同期同期同期  Oracleでは、特定の要件を持つアプリケーションに対しては同期データ伝播もサポー
トしています。 同期データ・レプリケーションは、アプリケーションによって表のローカ
ル・レプリカが更新され、同じトランザクション内で同じ表の少なくとも 1つの他のレプリ
カも更新されたときに発生します。 したがって、同期データ・レプリケーションはリアルタ
イム・データ・レプリケーションとも呼ばれます。アプリケーションでレプリケート・サイ
トを継続的に同期化する必要があるとき以外は、同期レプリケーションを使用しないでくだ
さい。

図図図図 2-7  同期データ・レプリケーションのメカニズム同期データ・レプリケーションのメカニズム同期データ・レプリケーションのメカニズム同期データ・レプリケーションのメカニズム

図 2-7に示すように、同じ内部トリガーを使用して、データレベルの変更をその他のレプリ
ケーション・サイトに非同期にレプリケートして、行レベルの同期データ・レプリケーショ
ンをサポートする RPCを生成します。ただし、この RPCの実行は延期されません。かわり
に、データ・レプリケーション RPCは、ローカル・レプリカを変更する同一のトランザク
ションの境界内で実行されます。 したがって、レプリケート表を管理する同期リンクされた
すべてのサイトで、データレベルの変更が可能な必要があります。可能でない場合は、トラ
ンザクションはロールバックされます。

ソース・データベース�

ACCTNG レプリケーション・グループ�

宛先データベース�

ACCTNG レプリケーション・グループ�

エラー・ログ�

変更�

エラー・ログ 

内部トリガー 

内部�
プロシージャ�

Empレプリケート�
表 

Emp レプリケート�
表 

内部�
プロシージャ� リモート・プロシージャ・コール 

内部トリガー�
マスター・レプリケーションの概念およびアーキテクチャ 2-31



マスター・レプリケーションのアーキテクチャ
同期データ伝播について同期データ伝播について同期データ伝播について同期データ伝播について
図 2-8に示すように、アプリケーションによってローカルのレプリケート表に DMLによる
変更が加えられ、レプリケーション・グループで行レベルの同期レプリケーションを使用し
ているときは常に、変更内容は内部トリガーによってレプリケート環境の他のマスター・サ
イトに同期伝播されます。 アプリケーションでローカルな変更が適用されると、内部トリ
ガーからリモート・マスター・サイトで生成されたプロシージャに対して、レプリケーショ
ン・プロパゲータのセキュリティ・コンテキストでコールが発行されます。障害が発生した
場合は、すべての分散トランザクションがコミットまたはロールバックされます。分散更新
の詳細は、『Oracle8i分散システム』を参照してください。

図図図図 2-8  行レベルの同期レプリケーションを使用した変更の伝播行レベルの同期レプリケーションを使用した変更の伝播行レベルの同期レプリケーションを使用した変更の伝播行レベルの同期レプリケーションを使用した変更の伝播

UPDATE emp SET deptno=20
   WHERE ename='Jones';

サイト A サイト B

EMP 表�

empno ename deptno

100

101
102

Jones

Braun

20

20
20

Kim

EMP 表�

empno ename deptno

100

101
102

Jones

Braun

20

20
20

Kim

パッケージ�

update(oldargs newargs)
     UPDATE emp...
 
insert(newargs)
     INSERT INTO emp...
 
delete(oldargs)
     DELETE FROM emp...

if updating
     update@dbs1(oldargs newargs)

if inserting
     insert@dbs1(newargs)

 
if deleting
     delete@dbs1(oldargs)

内部トリガー�

     update@dbs2(oldargs newargs)

     insert@dbs2(newargs)

     delete@dbs2(oldargs)
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制限制限制限制限  同期レプリケーションで使用されるロック・メカニズムが原因で、デッドロックが発
生することがあります。アプリケーションでレプリケート表への同期更新が実行されると、
まずローカル行がロックされ、次に AFTER ROWトリガーを使用して対応するリモート行
がロックされます。各サイトでトランザクションがコミットされると、ロックは解放されま
す。 

同期を取ってレプリケートされるトランザクションの接続先同期を取ってレプリケートされるトランザクションの接続先同期を取ってレプリケートされるトランザクションの接続先同期を取ってレプリケートされるトランザクションの接続先  同期レプリケーションのサ
ポートに必要なリモート・プロシージャ・コールは、各オブジェクトの内部トリガーに組み
込まれています。レプリケート・オブジェクトのレプリケーション・サポートを生成する
と、すべてのマスター・サイトでトリガーがアクティブになり、新しいサイトに必要なリ
モート・プロシージャ・コールが追加されます。反対に、マスター・グループからマス
ター・サイトを削除すると、内部トリガーからコールが削除されます。 

競合の検出競合の検出競合の検出競合の検出  マスター・グループのすべてのサイトが互いに同期通信している場合は、アプ
リケーションでレプリケーションの競合が発生することはありません。ただし、1つでも別
のサイトに非同期で変更を送信するサイトがあると、レプリケート環境のいずれかのサイト
で競合が発生する可能性があります。 

変更が同期伝播されている場合は、エラーが発生し、ロールバックが必要になります。変更
内容が非同期で伝播されている場合は、競合が自動的に検出され、ログに書き出され、適切
な解消方法を指定している場合には、その競合が解消されます。 

複合モードのマルチマスター・システムについて複合モードのマルチマスター・システムについて複合モードのマルチマスター・システムについて複合モードのマルチマスター・システムについて
状況によっては、一部のマスター・サイトでマスター・グループの変更内容を非同期で伝播
し、他のマスター・サイトでは同期伝播するような複合モード環境の設定が必要な場合があ
ります。新規マスター・サイトをデータ伝播モードが異なるグループに追加するときは、そ
の順番が重要となることがあります。

たとえば、A、Bおよび Cの 3つのマスター・サイトがあると想定します。 まずマスター定
義サイトとしてサイト Aを作成し、次に同期伝播モードでサイト Bを追加した場合、サイ
ト Aからサイト Bへも、サイト Bからサイト Aへも変更は同期を取って送信されます。ど
のサイトでも遅延トランザクションは作成されないため、どちらかのサイトでリンクをスケ
ジュールする必要はありません。

注意注意注意注意 : レプリケーション・データのリアルタイム伝播を使用するレプリ
ケーション・システムは、システム内のすべてのサイトが同時に使用可能
な場合にのみ機能するため、システムとネットワークの可用性に大きく依
存します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 5章「競合解消の概念およびアーキテクチャ」
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次に、非同期伝播モードでマスター・サイト Cを作成するとします。 伝播モードは、図 2-9
に示すようになります。

図図図図 2-9  伝播モードの選択伝播モードの選択伝播モードの選択伝播モードの選択 

次に、サイト Aからサイト C、サイト Bからサイト C、サイト Cからサイト Aおよびサイ
ト Bへの遅延トランザクション・キューの伝播をスケジュールする必要があります。

別の例として、サイト Aをマスター定義サイトとして作成し、サイト Cを非同期伝播モー
ドで追加した後、サイト Bを同期伝播モードで追加する場合を考えてみます。 伝播モード
は、図 2-10に示すようになります。

同期� 同期�

非同期�
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非同期� 非同期�
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図図図図 2-10  順序に関する考慮事項順序に関する考慮事項順序に関する考慮事項順序に関する考慮事項

複合モードのマルチマスター・システムに新規マスター・サイトを追加するときは、その追
加が既存のサイトとのデータ伝播モードに与える影響を考慮してください。 

伝播の開始伝播の開始伝播の開始伝播の開始
同期伝播を使用する場合、DMLが即時に伝播され、自動的に開始されます。 非同期伝播を使
用する場合は、2つの方法で遅延トランザクションを伝播できます。 通常、設定したスケ
ジュール間隔に従って、ジョブを使用して遅延トランザクションを自動的に伝播します。 ま
た、ストアド・プロシージャを実行したり、Replication Managerを使用して、変更を手動
で伝播することもできます。 遅延トランザクションがジョブ・キューによって自動的に伝播
されるまで待機しない場合は、遅延トランザクションを手動で伝播する必要があります。

同期� 同期�
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同期�
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パフォーマンス・メカニズムパフォーマンス・メカニズムパフォーマンス・メカニズムパフォーマンス・メカニズム
他のエンタープライズ・データベース・ソリューションと同様に、データベース管理者に
とってパフォーマンスは常に重要な課題です。 Oracleレプリケーションには、レプリケート
環境のパフォーマンスを高めるいくつかのメカニズムがあります。

パラレル伝播パラレル伝播パラレル伝播パラレル伝播
パラレル伝播では、スループットを向上させるため、複数のパラレル伝送ストリームを使用
してレプリケート・トランザクションを非同期で伝播します。必要に応じて依存トランザク
ションの実行が命令され、グローバルなデータベースの整合性が保証されます。

パラレル伝播では、使用可能なパラレル・サーバー・プロセスのプールが使用されます。こ
れは、パラレル問合せ、パラレル・ロードおよびパラレル・リカバリなどの他のパラレル操
作に使用されるプールと同じです。各サーバー・プロセスでは、シングル・ストリームを介
してトランザクションが伝播されます。これらのサーバー・プロセスは、パラレル・コー
ディネータ・プロセスにより制御されます。コーディネータでは、トランザクション依存性
を追跡しサーバー・プロセスに作業を割り当て、その進行状況を追跡します。 

操作の実行中は、パラレル・プロセスがサーバーのパラレル操作に対応付けられた状態にな
ります。操作が完了すると、サーバー・プロセスは他のパラレル操作の処理に使用できま
す。 たとえば、接続先への遅延トランザクション・キューのパラレル・プッシュが実行され
るときは、キューのプッシュに使用されるすべてのパラレル・サーバー・プロセスは、プッ
シュが完了するまで占有されます。

サーバー用のパラレル・サーバー・プロセスのプールを正しく構成するには、レプリケー
ション・システムの構成に関する問題を考慮する必要があります。

� シリアル伝播を使用するようにすべてのスケジュール・リンクを構成すると、レプリ
ケーション・システムではパラレル・サーバー・プロセスは使用されません。 したがっ
て、レプリケーションを考慮して、パラレル・サーバーのプールのサイズを調整する必
要はありません。

� 1つ以上のスケジュール・リンクをパラレル伝播を使用するように構成する場合、それ
ぞれのリンクが変更を接続先にプッシュするために使用するパラレル・サーバー・プロ
セスの数を考慮する必要があります。 さらに、別の操作によって使用されないように、
各プッシュでパラレル・サーバーを保持する時間を考慮する必要があります。 たとえば、
Delay Seconds値を大きくして連続的な伝播用にスケジュール・リンクを構成すると、
接続先にトランザクションをプッシュするために使用するパラレル・サーバー・プロセ
スが保持されます。したがって、サーバーの他のパラレル操作で使用するプロセスを十
分に確保するために、対応するデータベース・サーバーのパラレル・サーバー・プロセ
スの数を増やす必要があります。
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パラレル問合せプロセスのデータベース・サーバーのプールを構成するには、次の初期化パ
ラメータを使用します。

� PARALLEL_MAX_SERVERS

� PARALLEL_MIN_SERVERS

パラレル伝播の実現パラレル伝播の実現パラレル伝播の実現パラレル伝播の実現  ほとんどのユーザーの場合、パラレル伝播パラメータ値を 1に設定す
れば、レプリケーションで要求されるパフォーマンスを実現できます。 ただし、一部のユー
ザーは、パラレル伝播値をさらにチューニングすることが必要な場合があります。

パラレル伝播値をさらにチューニングする場合、次の手順の実行をお薦めします。

1. パラレル伝播値を 1に設定します。

2. 使用しているデータベース環境をテストし、伝播スループットを慎重に測定します。

パラレル伝播値を 1に設定することで目的のパフォーマンスを実現できた場合は、ス
テップ 5に進みます。

3. パラレル伝播値を 1に設定した場合以上の伝播スループットを実現する場合は、パラレ
ル伝播値を 2に設定します。

4. 使用しているデータベース環境をテストし、伝播スループットを慎重に測定します。

通常、伝播値を 2に設定すると、伝播スループットは低下します。 これは、依存トラン
ザクションを使用可能なスレーブに割り当て、追加トランザクションを割り当てる前に
必要なコミットを待機しているコーディネータに関連したラウンドトリップ・ディレイ
によるものです。

パラレル伝播値を 4に設定してステップ 3と 4を繰り返し、また、パラレル伝播値を 8
に設定して同じステップを繰り返します。 スループットが改善されない場合は、使用し
ている環境のトランザクションの相互依存性が非常に高いことが考えられます。 パラレ
ル伝播値を 1に下げ、ステップ 5に進んでください。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 7-3ページ「初期化パラメータ」 

� 『Oracle8i リファレンス・マニュアル』 

� 『Oracle8i概要 』

注意注意注意注意 : パラレル伝播値を大きくすると、パラレル伝播のパフォーマンス
が向上する一方で、追加のパラレル・スレーブのサポートに必要なリソー
スが増大します。
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パラレル伝播値を 2、4または 8のいずれかに設定することでパフォーマンスが向上し
た場合は、トランザクションの相互依存性は低いといえます。 パラレル伝播値は 8より
大きい値に設定してもかまいません。 必ず使用している環境を完全にテストしてくださ
い。パラレル伝播のパフォーマンスが向上すれば、追加のパラレル・スレーブのサポー
トに必要なリソースは増大することに注意してください。

5. 使用しているデータベース環境のパフォーマンスのニーズを最大限に満たすように、パ
ラレル伝播値の調整を完了しました。

パラレル伝播のチューニングパラレル伝播のチューニングパラレル伝播のチューニングパラレル伝播のチューニング  パラレル伝播のパフォーマンス上の利点を最大限に活用する
には、作成する依存トランザクションの数を減らす必要があります。 依存トランザクション
は、依存関係にあるトランザクションがすべてがコミットされるまで開始できません。

依存トランザクション数を減らす場合、次のことを考慮してください。

� 可能であれば、トランザクションを小さくします（つまり、自律性を損なわない範囲
で、コミットの回数を増やします）。

� 挿入を受け取る各表の空きリスト数を増やします。

� ホットスポット（頻繁に変更される行。同じ行に対して操作が行われる場合、そのトラ
ンザクションはシリアライズ化されます）を回避します。 たとえば、行のカウンターを
使用して手動で増分するのではなく、Oracleの順序を使用します。

最小限の通信最小限の通信最小限の通信最小限の通信
表のレプリケーション・パフォーマンスを向上させるには、レプリケート表のレプリケー
ション・サポートを生成するときに、必ず最小限の通信設定を使用可能にしておきます。

行の更新競合を検出および解消するには、伝播サイトから受信サイトに新旧の行に関する
データを送信する必要があります。 使用している環境によって、更新競合の検出および解消
をサポートするために伝播されるデータの量は異なります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : トランザクション依存性を下げるテクニックの詳細は、2-38
ページの「パラレル伝播のチューニング」を参照してください。
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たとえば、関係するすべてのサイトが Oracle 8.0以降のデータベースを使用している環境で
レプリケート表を作成する場合は、レプリケート表内の変更された各行の競合を検出するた
めに通信する必要があるデータの量を最少化できます。この場合は、次の値が伝播されま
す。 

� 主キーの古い値および変更後の列グループの列の古い値（変更前の値） 

� それぞれの更新された列の新しい値
 

一般的に、Oracleリリース 8.0以降のレプリケーション環境では、データ伝播を最少化し
て、ネットワーク上で送信されるデータの量を減らすことが可能です。それにより、システ
ム全体のパフォーマンスが向上します。 

これに対して、レプリケート環境で Oracle7のサイトと Oracleリリース 8.0以降のサイトが
混在している場合は、更新競合を検出するために通信する行データの量を最少化することは
できません。 この場合、競合を検出するためには、変更された各行の新旧のデータをすべて
伝播する必要があります。

遅延秒数遅延秒数遅延秒数遅延秒数
パフォーマンスに直接かかわるメカニズムではありませんが、DELAY_SECONDSパラメー
タ値を適切に設定すると、遅延トランザクションの伝播のタイミングをより詳細に制御でき
ます。

DELAY_SECONDSは、ジョブが遅延トランザクション・キューを認識し続ける時間を制御
します。 DELAY_SECONDSパラメータ値を最大限に活用した 2つの例を次に示します。

注意注意注意注意 : 挿入された行には古い値はありません。 また、削除された行には新
しい値はありません。   

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 競合解消、最小限の通信およびその他の競合解消テクニック
の詳細は、5-26ページの「パフォーマンス・メカニズム」を参照してくだ
さい。
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DELAY_SECONDS = 0（デフォルト）（デフォルト）（デフォルト）（デフォルト）
間隔を 60分に設定したスケジュール・ジョブが午後 2時 30分に起動され、遅延トランザク
ション・キューをチェックする場合、既存の遅延トランザクションはすべて伝播されます。 
伝播には 2分かかるので、ジョブが完了するのは午後 2時 32分です。 

遅延トランザクションが午後 2時 34分にキューに入れられた場合、ジョブが完了している
ためこの遅延トランザクションは伝播されません。 このシナリオでは、遅延トランザクショ
ンは午後 3時 30分に伝播されます。

DELAY_SECONDS = 300
間隔を 60分に設定したスケジュール・ジョブが午後 2時 30分に起動され、遅延トランザク
ション・キューをチェックする場合、既存の遅延トランザクションはすべて伝播されます。 
伝播には 2分かかるので、ジョブが完了するのは午後 2時 32分です。 

遅延トランザクションが午後 2時 34分にキューに入れられた場合、既存の遅延トランザク
ションの伝播完了後も 300秒間（5分間）はジョブによって遅延トランザクション・キュー
が認識されるので、この遅延トランザクションは伝播されます。 このシナリオでは、この遅
延トランザクションは午後 2時 34分に伝播されます。

さらに頻繁にジョブが実行されるように設定できないかという疑問が生じます。 ジョブを開
始および停止すると、ジョブを開始して一定時間認識し続けるよりもはるかに大きいオー
バーヘッドが発生します。 DELAY_SECONDSパラメータ値を使用すると、ジョブの開始お
よび停止に伴うオーバーヘッドを削減できるのみでなく、スケジュール・ジョブのサポート
に必要な REDOロギングの量を減らすことができます。

パフォーマンスにかかわるほとんどの機能と同様に、デメリットもあります。 いくつかの理
由から、DELAY_SECONDSパラメータ値の長さを常にチェックする必要があります。

� パラレル伝播パラレル伝播パラレル伝播パラレル伝播 :  遅延トランザクション・キューをプッシュするときに使用する各パラレ
ル・プロセスは、その伝播ジョブが完了するまでその他のパラレル・アクティビティで
は使用できません。長い DELAY_SECONDS値を定義すると、他の操作がパラレル・プ
ロセスを使用できなくなる可能性があります。

� シリアル伝播シリアル伝播シリアル伝播シリアル伝播 : （パラレル伝播ではなく）シリアル伝播しか使用しない場合、DELAY_
SECONDS値を設定するとオープン・セッションが遅延時間中スリープするため、この
値を設定しても前述のようなメリットはありません。

� 精度パージ精度パージ精度パージ精度パージ :  DBMS_DEFER_SYS.PURGEプロシージャを使用しているときに precise_
purge方法を指定し、DELAY_SECONDS値に大きい値を定義した場合、指定したパー
ジの実行時にパフォーマンスが低下する可能性があります。
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一般的に、DELAY_SECONDS値を 20分（DELAY_SECONDS=1200）以上に設定するメ
リットはありません。 

また、シリアル伝播しか使用しない場合（パラレル伝播 =0）は、DELAY_SECONDS値を大
きくするメリットも考慮する必要があります。 パラレル伝播と異なりシリアル伝播では、遅
延秒数値の時間が経過した後にキューのみがチェックされます。 パラレル伝播値を 20分に設
定する場合、パラレル・プッシュによって 1分に 1回チェックされます。 リソースを 20分間
ロックできる場合（その他のジョブは SNPプロセスを使用できません）、遅延秒数値を 1200
に設定できます。

リソースを 20分間ロックできない場合は、DELAY_SECONDS値を 10秒または 20秒に設
定します。1200秒に設定した場合よりもジョブの実行回数を多くする必要がありますが、遅
延秒数機能を利用するメリットは残ります（0秒に設定した場合と比較した場合）。

競合解消メカニズム競合解消メカニズム競合解消メカニズム競合解消メカニズム
レプリケーション環境の受信マスター・サイトでは、次のような更新競合、一意性競合およ
び削除競合が検出されます。

� 主キー列または更新された列グループの列のいずれかで、レプリケート行の古い値（変
更前の値）と受信サイトの同じ行のカレント値が異なる場合、受信サイトで更新競合が
検出されます。

� レプリケート行で INSERTまたは UPDATEを実行中に一意性の制約違反が発生した場
合、受信サイトで一意性競合が検出されます。

� 行の主キーが存在しないために UPDATEまたは DELETEの対象の行が見つからない場
合、受信サイトで削除競合が検出されます。 

注意注意注意注意 : 行の更新競合を検出および解消するには、伝播サイトから受信サ
イトに新旧の行に関する一定量のデータを送信する必要があります。パ
フォーマンスを最大にするには、更新競合の検出および解消サポートに使
用するデータの量をチューニングします。詳細は、5-26ページの「最小限
の通信」を参照してください。
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競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別
レプリケーションの競合を正確に検出するには、データ・レプリケーション時に別々のサイ
トで対応する行を一意に識別して、一致させる必要があります。 通常、Oracleのレプリケー
ション機能では、表の主キーを使用して表内の行を一意に識別します。表に主キーがない場
合は、代替キーを指定する必要があります。代替キーとは、データ・レプリケーション時に
表内の行の識別に使用する列または列のセットです。

データ競合の解消データ競合の解消データ競合の解消データ競合の解消
Oracleには、データ競合が検出されたときに競合解消方法を定義するメカニズムがありま
す。 次の競合解消方法があります。

� 最も新しいタイムスタンプおよび最も古いタイムスタンプ

� 上書きおよび廃棄

� 最大値および最小値

� 加算および平均

� タイムスタンプ

� 優先グループ

� サイト優先順位

組込まれている競合解消方法ではレプリケート環境のニーズを満たさない場合、PL/SQLを
使用して独自の競合解消方法を作成して、ユーザー定義の競合解消方法としてインプリメン
トできます。 競合解消の仕組みの詳細は、第 5章「競合解消の概念およびアーキテクチャ」
を参照してください。 

注意注意注意注意 : アプリケーションによって表の識別列を更新しないでください。
この表により、行を識別し、レプリケート・データの整合性を保つことが
できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Replication Managerを使用して競合解消方法をインプリメン
トする方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照
してください。レプリケーション・マネージメント APIを使用して競合解
消方法をインプリメントする方法の詳細は、『 Oracle8iレプリケーショ
ン・マネージメント APIリファレンス 』の第 6章「競合解消」を参照し
てください。
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この章では、スナップショットの概念およびアーキテクチャについて説明します。この章の
トピックは次のとおりです。

� スナップショットの概念

� スナップショットのアーキテクチャ

� スナップショットの準備

� スナップショット・ログの作成

� スナップショット環境の作成
チャ 3-1



スナップショットの概念
スナップショットの概念スナップショットの概念スナップショットの概念スナップショットの概念
Oracleでは、スナップショット（マテリアライズド・ビューとも呼ばれます）を使用して、
レプリケート環境のマスター・サイト以外のサイトにデータをレプリケートし、データ・
ウェアハウス環境のコストのかかる問合せをキャッシュします。 この章およびこの
『Oracle8iレプリケーション・ガイド』マニュアル全体では、レプリケート環境で使用する
スナップショットについて説明します。

スナップショットとはスナップショットとはスナップショットとはスナップショットとは
スナップショットとは、ある一時点におけるターゲット・マスター表のレプリカのことで
す。 マルチマスター・レプリケーションでは、他のマスター・サイトによって継続的に表が
更新されますが、スナップショット・レプリケーションでは、1つのマスター・サイトから
バッチ更新（リフレッシュとも呼ばれます）が実行されるたびに、1つ以上のマスター表に
よって更新されます。図 3-1を参照してください。

図図図図 3-1  レプリケート環境のレプリケート環境のレプリケート環境のレプリケート環境の 1 つのマスター・サイトに接続されたスナップショットつのマスター・サイトに接続されたスナップショットつのマスター・サイトに接続されたスナップショットつのマスター・サイトに接続されたスナップショット

スナップショットにWHERE句を定義して、スナップショット・サイトにカスタマイズした
データ・セットを含めることもできます。 このようなスナップショットは、会社の全ての
データ・セットを必要としない地域事業所や営業担当員に役立ちます。

スナップショットをリフレッシュすると、マスター表に加えられた変更をすべて調査し、ス
ナップショットに適用する変更があるかどうかの確認が行われます。 したがって、スナップ
ショットの最後のリフレッシュ以降にマスター表に変更がある場合は、スナップショットに

関連項目 : データ・ウェアハウスのマテリアライズド・ビューの詳細は、
『Oracle8iデータ・ウェアハウス』を参照してください。

マスター・�
サイト�

スナップ�
ショット・�
サイト�

マスター・�
サイト�

マスター・�
サイト�
�

ORC1.WORLD ORC2.WORLD

SNAP1.WORLD ORC3.WORLD
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適用する変更がない場合も、リフレッシュには多少時間がかかります。 ただし、スナップ
ショットの最後のリフレッシュ以降、マスター表にまったく変更がない場合は、スナップ
ショットのリフレッシュはすぐに完了します。

スナップショットの使用目的スナップショットの使用目的スナップショットの使用目的スナップショットの使用目的
スナップショットを使用する目的には、次のようなものがあります。

� ネットワーク負荷の軽減

� 大量配布

� データのサブセット化

� モバイル・コンピューティング

ネットワーク負荷の軽減ネットワーク負荷の軽減ネットワーク負荷の軽減ネットワーク負荷の軽減
ネットワーク負荷の軽減が目的の一つである場合は、スナップショットを使用して会社の
データベースを地域サイトに分散できます。 会社全体で 1つのデータベース・サーバーにア
クセスするのではなく、ユーザーの負荷を複数のデータベース・サーバーに分散します。 ま
た、スナップショットはマスター表のサブセットでもかまいません。これにより、レプリ
ケートするデータの量が減ります。

マルチマスター・レプリケーションでも会社のデータベースが複数のサイトに分散されます
が、マルチマスター・レプリケーションはトランザクションごとに処理を行うため、スナッ
プショットを使用したレプリケーションよりもネットワーク要件が多くなります。 また、マ
ルチマスター・レプリケーションではリアルタイムまたはほぼリアルタイムに結果が提供さ
れるため、ネットワーク・トラフィックが増大する結果となり、専用のネットワーク・リン
クが必要となることもあります。

スナップショットは、1つのマスター・サイトからバッチ処理によって効率的に更新されま
す。 スナップショット・レプリケーションでは一定時間おきにデータが更新されるので、マ
ルチマスター・レプリケーションの場合よりもネットワーク要件が少なく、依存性も高くあ
りません。 マルチマスター・レプリケーションではネットワーク上で常に通信が行われます
が、スナップショット・レプリケーションでは定期的なリフレッシュのみが必要になりま
す。スナップショットを使用したデータのレプリケーションでは、専用のネットワーク接続
が不要なうえ、ターゲット・データへのローカル・アクセスを実行できるためデータの可用
性が高くなります。 これらのメリットに加え、大量配布およびデータのサブセット化（いず
れもネットワーク負荷を軽減します）というメリットにより、レプリケート・データベース
のパフォーマンスと信頼性が大幅に向上します。
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大量配布大量配布大量配布大量配布
配置テンプレートを使用すると、スナップショット環境をローカルで事前作成できます。 ま
た、配置テンプレートを使用すれば、スナップショット環境を迅速かつ簡単に配置でき、営
業支援システムやその他の大量配布環境をサポートできます。パラメータを使用すると、配
置テンプレートを変更せずに個々のユーザー用のカスタム・データ・セットを作成できま
す。このテクノロジによって、データベースのインフラストラクチャを数百人または数千人
のユーザーに提供できます。

データのサブセット化データのサブセット化データのサブセット化データのサブセット化
マルチマスター・レプリケーションでは、表全体をレプリケートする必要がありますが、ス
ナップショット・レプリケーションでは、列レベルまたは行レベル（あるいはその両方）で
サブセットに基づいたデータをレプリケートできます。 データのサブセットにより、特定の
サイトのみに関係する情報をレプリケートできます。たとえば、各地の営業所ではその地域
に必要なデータのみをレプリケートし、不要なネットワーク・トラフィックを減らすことが
できます。 

モバイル・コンピューティングモバイル・コンピューティングモバイル・コンピューティングモバイル・コンピューティング
マルチマスター・レプリケーションと異なり、スナップショットは専用のネットワーク・リ
ンクを必要としません。ジョブをスケジュールしてリフレッシュ・プロセスを自動化するこ
ともできますが、必要なときに手動でスナップショットをリフレッシュできます。これは、
ラップトップで実行する販売アプリケーションに理想的なソリューションです。 たとえば、
開発者は、必要なときにリフレッシュを実行するための Oracleレプリケーション・マネー
ジメント APIを販売アプリケーションに統合できます。 1日の受注業務を終えた営業担当員
は、ネットワークにダイヤルアップ接続し、統合されたメカニズムを使用してデータベース
をリフレッシュすることによって、本社に受注を転送できます。

使用可能なスナップショット使用可能なスナップショット使用可能なスナップショット使用可能なスナップショット
Oracleでは、様々なレプリケーション環境（および非レプリケーション環境）で使用できる
いくつかのタイプのスナップショットを用意しています。 次の項では、それぞれのタイプの
スナップショットと、各スナップショットに最適な環境について説明します。

次の項では、様々なタイプのスナップショットの作成例を示しています。 どのタイプのス
ナップショットを作成する場合でも、スナップショットの問合せで表所有者のスキーマ名を
指定します。 たとえば、次の CREATE SNAPSHOT文について考えます。

CREATE SNAPSHOT emp_snap AS SELECT * FROM scott.emp@db1.world;

この文では、スキーマ名に SCOTTを指定しています。
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主キー主キー主キー主キー
主キー・スナップショットは、デフォルトのスナップショット・タイプです。 スナップ
ショットをスナップショット・グループの一部として作成し、スナップショットを定義する
ときに "FOR UPDATE"と指定した場合は、主キー・スナップショットは更新可能になりま
す。 変更は、（ROWIDではなく）行の主キー値によって識別される、行レベルの変更に従っ
て伝播されます。 更新可能な主キー・スナップショットを作成するための SQL文は、次のよ
うになります。

CREATE SNAPSHOT sales.customer FOR UPDATE AS
 SELECT * FROM sales.customer@dbs1.acme.com;

リモート・スナップショット・サイトでデータを水平方向にパーティション化したサブセッ
トを作成するために、主キー・スナップショットに副問合せを含めることができます。この
副問合せには、基本的なWHERE句のように単純なものと、マルチレベルのWHERE 
EXISTS句のように複雑なものとがあります。 選択されたクラスの副問合せを含む主キー・ス
ナップショットに対しても、増分リフレッシュ（高速リフレッシュ）を実行できます。副問
合せを含むWHERE句を使用した副問合せスナップショットを次に示します。

CREATE SNAPSHOT sales.orders REFRESH FAST AS
 SELECT * FROM sales.orders@dbs1.acme.com o
 WHERE EXISTS
   (SELECT 1 FROM sales.customer@dbs1.acme.com c
    WHERE o.c_id = c.c_id AND zip = 19555);

ROWID
Oracleでは、下位互換性のために、デフォルトの主キー・スナップショットの他に、
ROWIDスナップショットもサポートしています。ROWIDスナップショットは、マスター
表の行の物理的な行識別子（ROWID）に基づいて作成されます。 ROWIDスナップショット
を使用するのは、Oracle7データベースのマスター表をベースとするスナップショットの場
合のみです。Oracleリリース 8.0以降のデータベースのマスター表をベースとする新しいス
ナップショットを作成するときは使用しないでください。

CREATE SNAPSHOT sales.customer REFRESH WITH ROWID AS
 SELECT * FROM sales.customer@dbs1.acme.com;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : スナップショット・グループの詳細は、3-23ページの「ス
ナップショット・グループ」を参照してください。 副問合せを使用するス
ナップショットの詳細は、3-9ページの「副問合せを使用するスナップ
ショット」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : ROWIDスナップショットと主キー・スナップショットの相
違点の詳細は、3-20ページの「スナップショット・ログ」を参照してくだ
さい。
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複合スナップショット複合スナップショット複合スナップショット複合スナップショット
高速リフレッシュを実行するには、スナップショットの定義問合せで一定の制限事項を守る
必要があります。 スナップショットの定義問合せが汎用的なものであり、制限事項を守るこ
とができない場合は、そのスナップショットは複合スナップショットであり、高速リフレッ
シュを実行できません。

具体的には、スナップショットの定義問合せに次のものが含まれる場合、そのスナップ
ショットは複合スナップショットとみなされます。

� CONNECT BY句。

� 表 3-1「副問合せを使用するスナップショットに関する制限事項」に示した要件と適合
しない句。

� UNION、INTERSECTまたはMINUSなどの集合演算。

� 個別関数または集約関数のほとんど。ただし、定義問合せの中で個別関数または集約関
数を使用しても、簡単なスナップショットにすることは可能です。

複合スナップショットの CREATE文の例を次に示します。

CREATE SNAPSHOT scott.snap_employees AS
 SELECT emp.empno, emp.ename FROM scott.emp@dbs1.acme.com
  UNION ALL
 SELECT new_emp.empno, new_emp.ename FROM scott.new_emp@dbs1.acme.com;

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 複合マテリアライズド・ビューの詳細は、『Oracle8iデータ・
ウェアハウス』を参照してください。 Oracleマニュアルでは、スナップ
ショットとマテリアライズド・ビューは同義で使用しています。マテリア
ライズド・ビューは、『Oracle8iデータ・ウェアハウス』で使用していま
す。

注意注意注意注意 : 複合スナップショットでは高速リフレッシュができないため、
ネットワークのパフォーマンスが低下することがあるので、できるだけ使
用しないでください（詳細は、3-28ページの「リフレッシュ・プロセス」
を参照してください）。
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単純スナップショットと複合スナップショットの比較単純スナップショットと複合スナップショットの比較単純スナップショットと複合スナップショットの比較単純スナップショットと複合スナップショットの比較  アプリケーションによっては、複合
スナップショットを使用することを考慮できます。 図 3-2および次の文章で、いくつかの考
慮事項について説明します。

図図図図 3-2  単純スナップショットと複合スナップショットの比較単純スナップショットと複合スナップショットの比較単純スナップショットと複合スナップショットの比較単純スナップショットと複合スナップショットの比較

� 複合スナップショット複合スナップショット複合スナップショット複合スナップショット :  図 3-2の方法 Aは、複合スナップショットを示しています。 
Database II内のスナップショットでは、スナップショットのリフレッシュ中に結合操作
が完了しているので、非常に効率的に問合せが行われます。 ただし、複合スナップ
ショットであるため、完全リフレッシュを実行する必要があります。多くの場合、完全
リフレッシュは、高速リフレッシュに比べ実行速度が遅くなります。

� 結合ビューを含む単純スナップショット結合ビューを含む単純スナップショット結合ビューを含む単純スナップショット結合ビューを含む単純スナップショット :  図 3-2の方法 Bは、Database II内の 2つの単純
スナップショットと、スナップショットのデータベース内で結合を実行するビューを示
しています。 ビューに対する問合せのパフォーマンスは、方法 Aの複合スナップショッ
トに対する問合せのパフォーマンスに比べ良くありません。ただし、単純スナップ
ショットの方が、高速リフレッシュとスナップショット・ログを使用してより高速にリ
フレッシュできます。
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要約すると、使用する方法は次のようにして判別できます。

� リフレッシュを実行する頻度が少なく、より高速な問合せのパフォーマンスを優先する
場合は、方法 Aを使用します。

� 頻繁にリフレッシュを実行し、問合せのパフォーマンスを優先する必要がない場合は、
方法 Bを使用します。

読取り専用スナップショット読取り専用スナップショット読取り専用スナップショット読取り専用スナップショット
これまでに説明したタイプのスナップショットはすべて、FOR UPDATE句を省略するか、
または Replication Managerの GUIインタフェースの該当するチェックボックスをオフにす
ることによって、読取り専用にできます。 読取り専用スナップショットは、スナップショッ
ト・グループに属している必要がない場合を除き、更新可能スナップショットと同じメカニ
ズムの多くを使用します。

また、読取り専用スナップショットを使用すると、スナップショットが原因でマスター・サ
イトでデータ競合が発生するのを回避できますが、リモート・スナップショット・サイトで
の更新はできなくなります。読取り専用スナップショットの定義例を次に示します。

CREATE SNAPSHOT sales.customer AS
  SELECT * FROM sales.customer@hq.acme.com

スナップショットでのデータのサブセット化スナップショットでのデータのサブセット化スナップショットでのデータのサブセット化スナップショットでのデータのサブセット化
場合によっては、マスター表のデータの水平方向または垂直方向のサブセットをスナップ
ショットに反映させる場合があります。 配置テンプレートを使用してスナップショットを作
成する場合、垂直方向のデータ・サブセットを定義して列境界に沿ってデータをレプリケー
トできます。 垂直パーティション化の詳細は、4-22ページの「垂直パーティション化」を参
照してください。データのパーティション化には、次のような目的があります。

� ネットワーク・トラフィックの軽減ネットワーク・トラフィックの軽減ネットワーク・トラフィックの軽減ネットワーク・トラフィックの軽減 :  スナップショットの定義問合せのWHERE句を満
たす変更のみがスナップショット・サイトに伝播されるため、転送されるデータの量が
減り、ネットワーク・トラフィックが軽減します。

� 機密データの保護機密データの保護機密データの保護機密データの保護 :  スナップショットの定義問合せを満たすデータ以外は表示できませ
ん。

� リソース要件の削減リソース要件の削減リソース要件の削減リソース要件の削減 :  スナップショットがラップトップに格納される場合は、一般に
ハード・ディスクは会社のサーバーよりもはるかに小さくなります。パーティション・

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、3-23ページの「スナップショット・グループ」を参
照してください。

注意注意注意注意 : スナップショットの定義問合せでは、必ずマスター表のすべての
主キー列を参照する必要があります。 
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スナップショットの概念
スナップショットを使用すれば、使用する記憶領域をかなり小さくすることができま
す。

� リフレッシュ時間の短縮リフレッシュ時間の短縮リフレッシュ時間の短縮リフレッシュ時間の短縮 :  スナップショット・サイトに伝播されるデータが少なくなる
ので、リフレッシュ・プロセスは高速になります。このことは、ラップトップからダイ
ヤルアップ・ネットワーク接続を使用してスナップショットをリフレッシュするユー
ザーには非常に有効です。

多くの場合、単純なWHERE句を使用すれば前述の目的を達成できます。 たとえば、次の文
では、zipコード 19555の顧客に関する情報を含むスナップショットを作成できます。

CREATE SNAPSHOT sales.customer AS
  SELECT * FROM sales.customer@dbs1.acme.com
  WHERE zip = 19555;

副問合せを使用するスナップショット副問合せを使用するスナップショット副問合せを使用するスナップショット副問合せを使用するスナップショット
前述の例は、他のスナップショットへの参照制約がない個別のスナップショットでは非常に
うまく機能します。しかし、単なる顧客情報よりも多くの情報が必要な場合は、これまでに
説明したようなスナップショットではメンテナンスや定義が困難になります。 

たとえば、CUSTOMER、ORDERSおよび ORDER_LINEという 3つの表があり、これらの
マスター表の参照整合性を保つ、対応する 3つのスナップショットを作成するとします。営
業担当員が zipコード 19555のすべての顧客について顧客情報、未処理の受注およびその受
注明細を取り出そうとする場合、スナップショットの定義問合せに 1つ以上の副問合せを含
むスナップショットを作成するのが最も効率のよい方法です。

CUSTOMERマスター表は階層の最上位にあるため、CUSTOMERスナップショットに含ま
れるのは次のように非常に簡単な定義問合せです。

CREATE SNAPSHOT sales.customer AS
  SELECT * FROM sales.customer@dbs1.acme.com
  WHERE zip = 19555;
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スナップショットの概念
ORDERSスナップショットを作成するときは、zipコード 19555の顧客のすべての受注を取
り出す必要があります。 図 3-3では、CUSTOMER表と ORDERS表が
C_ID列で関連付けられています。次の文によって、適切なデータ・セットを含む ORDERS
スナップショットを作成できます。

CREATE SNAPSHOT sales.orders AS
  SELECT * FROM sales.orders@dbs1.acme.com o
  WHERE EXISTS
    (SELECT c_id FROM sales.customer@dbs1.acme.com c
     WHERE o.c_id = c.c_id AND c.zip = 19555);

図図図図 3-3  副問合せを使用する高度なサブセット化副問合せを使用する高度なサブセット化副問合せを使用する高度なサブセット化副問合せを使用する高度なサブセット化
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スナップショットの概念
ORDER_LINEスナップショットの作成方法は ORDERSスナップショットの場合と同様です
が、その場合はもう 1つ別の副問合せを使用する必要があります。 図 3-3では、ORDER_
LINE表と ORDERS表が O_ID行で関連付けられています。 次の文によって、適切なデー
タ・セットを含む ORDER_LINEスナップショットを作成できます。

CREATE SNAPSHOT sales.order_line AS
  SELECT * FROM sales.order_line@dbs1.acme.com ol
  WHERE EXISTS
    (SELECT o_id FROM sales.orders@dbs1.acme.com o
     WHERE ol.o_id = o.o_id AND EXISTS
      (SELECT c_id FROM sales.customer@dbs1.acme.com c
       WHERE o.c_id = c.c_id AND c.zip = 19555));

これらの 3つの DDL文で作成したスナップショットは、いずれも高速リフレッシュを実行
できます。ターゲットの zipコードで新しい顧客が識別された場合は、後続のリフレッ
シュ・プロセスで新しいデータがスナップショット・サイトに伝播されます。 同様に、ター
ゲットの zipコードから顧客が削除された場合は、後続のリフレッシュ・プロセスでその
データもスナップショットから削除されます。

前述のスナップショットの例で示した副問合せは、子表から親表への多対 1参照を走査しま
す。 各スナップショットの定義問合せを満たすデータのみがスナップショットに移入され、
これらの定義問合せを満たすデータのみのリフレッシュが実行されます。

割当て表の使用割当て表の使用割当て表の使用割当て表の使用
これまでに説明した副問合せの例ではスナップショットの柔軟性を示してきましたが、これ
らの例にはいくつかの制限事項もあります。 たとえば、営業担当員の担当地域が変更になっ
たか、あるいは既存の地域に別の zipコードが割り当てられた場合、前述のスナップショッ
トの定義では zipコード 19555がハードコードされているため、スナップショットの定義を
変更または再作成する必要があります。

このことを念頭において、副問合せに基づくデータのサブセット化と割当て表を併用すれ
ば、DBAはスナップショット環境の変更を容易に制御できます。 たとえば、図 3-4に示す顧
客と営業担当員の関連付けを考えてみます。

この例では、営業担当員は ASSIGNMENT表に基づいて顧客に割り当てられています。営業
担当員の採用や退職があった場合は、割当て表の内容を変更すれば既存の顧客を新しい営業
担当員に割り当てることができます。副問合せに基づくデータのサブセット化と割当て表を
併用することによって、一元管理が可能になるのみでなく、安全性の高い管理が容易にでき
るようになります。 たとえば、営業担当員 #1001は他の営業担当員の顧客情報を参照できま
せん。顧客情報に機密データが含まれる場合、このことは非常に重要です。
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スナップショットの概念
図図図図 3-4  顧客と営業担当員の関連付け顧客と営業担当員の関連付け顧客と営業担当員の関連付け顧客と営業担当員の関連付け

Assignment 表�
C_ID S_ID 

1001001
001
002

1002
1002

Salesperson  表�
S_ID S_NAME 

Smith1001
1002
1003

Albert
.
.
.
.

Downing

. . .

. .

主キー�一意性制約�

Customer スナップショット�
C_ID zip 

19555001
002
.

19555
.
.
..

. . .

主キー�

Orders スナップショット�
O_ID C_ID 

001100
101
102

003
.
.
.002

103 .001
104 .001

. . .

主キー�

Order_Line スナップショット�
OL_ID O_ID 

100100
102
103

102
.
.
.101

104 .102
105 .101

. . .

主キー�

主キー�
3-12 Oracle8iレプリケーション・ガイド



スナップショットの概念
図 3-4に示す関連付けにおいて、ORDRSスナップショットの定義副問合せが次のように指
定されているとします。

CREATE SNAPSHOT sales.orders AS
 SELECT * FROM sales.orders@hq.acme.com o
    -- conditions for customers
  WHERE EXISTS
  ( SELECT c_id FROM sales.customer@hq.acme.com c
    WHERE o.c_id = c.c_id
      AND EXISTS
    ( SELECT * FROM sales.assignments@hq.acme.com a
     WHERE a.c_id = c.c_id
     AND EXISTS
     ( SELECT * FROM sales.salesperson@hq.acme.com s
       WHERE a.s_id = s.s_id AND s.s_id = 'gsmith')));

この場合、ORDERSスナップショットには営業担当員 'gsmith'に割り当てられた顧客の受注
データが移入されます。 CREATE SNAPSHOT文の最後の行の 'gsmith'値に注意してくださ
い。

このような柔軟性があるため、管理者は割当て表に簡単な変更を加えて、DBAに SQLの修
正を依頼せずにスナップショットのデータ・セットを容易に制御できます。たとえば、ある
営業担当員に 2人の新しい顧客が割り当てられた場合、管理者は割当て表でその営業担当員
に新しい顧客を割り当てるのみです。 次回のスナップショットの高速リフレッシュ後、2人
の顧客のデータは営業担当員のラップトップなどのターゲット・スナップショット・サイト
に伝播されます。逆に、ある営業担当員の顧客の 1人を削除した場合は、次回リフレッシュ
後にその顧客に関するすべてのデータがスナップショット・サイトから削除され、営業担当
員はその情報にアクセスできなくなります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、3-28ページの「リフレッシュ・タイプ」を参照して
ください。
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スナップショットの概念
副問合せを使用するスナップショットに関する制限事項副問合せを使用するスナップショットに関する制限事項副問合せを使用するスナップショットに関する制限事項副問合せを使用するスナップショットに関する制限事項
副問合せを使用するスナップショットは、主キー・タイプのスナップショットである必要が
あります。この他にも、副問合せを使用するスナップショットの定義問合せには、スナップ
ショットの高速リフレッシュ機能を保つためのいくつかの制限事項があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 主キー・スナップショットの詳細は、3-5ページの「主キー」
を参照してください。

注意注意注意注意 :  スナップショットの副問合せが表 3-1の多くの制限事項を満たして
いるかどうかを判別するには、高速リフレッシュを使用するスナップ
ショットを作成します。 単純副問合せスナップショットに関する制限事項
に違反している場合は、エラーが戻されます。 強制リフレッシュを指定し
た場合は、高速リフレッシュが実行できなければ完全リフレッシュが自動
的に実行されるため、エラーは戻されません。
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スナップショットの概念
表表表表 3-1  副問合せを使用するスナップショットに関する制限事項副問合せを使用するスナップショットに関する制限事項副問合せを使用するスナップショットに関する制限事項副問合せを使用するスナップショットに関する制限事項

❏ 副問合せでは、次の場合に子表から親表への多対 1参照を走査できます。 

各親表で参照される結合列に、PRIMARY KEY制約または UNIQUE制約がある場合。

結合式で、完全一致または等価比較（等価結合）を使用する場合。 

❏ 副問合せでは、次の場合にも多対多参照を横断することができます。 

交差部（割当て）表の結合列の両方のセットを含む PRIMARY KEY制約または UNIQUE制約が存在する場合。

交差部表が結合している表の結合列に PRIMARY KEY制約または UNIQUE制約があり、かつ、フィルタ列に別
の UNIQUE制約がある場合。 交差部表しかない場合は、その交差部表の結合列とフィルタ列の両方を含む
PRIMARY KEY制約または UNIQUE制約が必要です。 

副問合せで、完全一致または等価比較が指定される場合。 

注意注意注意注意 : これら 2つのプロパティの組合せは、多対多参照で 1行のみが戻されることを意味します。詳細は、3-11
ページの「割当て表の使用」を参照してください。ASSIGNMENT表の PRIMARY KEY制約には、C_ID結合列
と S_ID結合列の両方が含まれます。SALESPERSON表の S_ID結合列には PRIMARY KEY制約があり、S_
NAMEフィルタ列には UNIQUE制約があります。副問合せでは、S_NAME内の値が定数（この場合は
'gsmith'）と等しいことを指定しています。

❏ スナップショットは、主キー・スナップショットである必要があります。 

❏ マスター表のスナップショット・ログには、副問合せで参照されるすべてのフィルタ列が含まれている必要があ
ります。 フィルタ列の詳細は、3-37ページの「フィルタ列の使用」を参照してください。 

❏ 副問合せは、肯定副問合せであることが必要です。たとえば、EXISTSは使用できますが、NOT EXISTSは使用
できません。

❏ 副問合せは、EXISTSを使用して各ネスト・レベルを接続する必要があります（INは使用できません）。

❏ 各ネスト・レベルの各表に、主キーが存在している必要があります。

❏ 各ネスト・レベルでは、上位のレベルの表のみを参照できます。

❏ 副問合せに AND式を組込むことができますが、各 OR式は 1行に含まれている列のみを参照できます。1つの
副問合せ内の複数の OR式は、AND処理されます。 

❏ 各表は、副問合せ内で 1回に限り結合できます。各表は 1つの EXISTS式のみに存在できます。 

❏ 副問合せで参照される各表は、同じマスター・データベースに存在している必要があります。 

❏ 選択された列数と副問合せで使用される各表の主キー列の数の合計は、表で認められている最大列数（1000列）
より少ないことが必要です。 
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スナップショットの概念
マスター・サイトでのスナップショットの登録マスター・サイトでのスナップショットの登録マスター・サイトでのスナップショットの登録マスター・サイトでのスナップショットの登録
マスター・サイトでは、マスター表をベースとするスナップショットに関する情報が Oracle
データベースに自動的に登録されます。次の項では、スナップショットの登録メカニズムに
ついて説明します。

登録されたスナップショットに関する情報の表示登録されたスナップショットに関する情報の表示登録されたスナップショットに関する情報の表示登録されたスナップショットに関する情報の表示
DBA_REGISTERED_SNAPSHOTSデータ・ディクショナリ・ビューに問い合せて、リモー
ト・スナップショットに関する次の情報を表示することができます。

� 所有者、名前およびスナップショットを含むデータベース

� スナップショットの定義問合せ

� リフレッシュ方法（高速または完全）など、その他のスナップショットの特性

DBA_SNAPSHOT_REFRESH_TIMESビューをマスター・サイトで問い合せて、各スナップ
ショットの最後のリフレッシュ時刻を取得することもできます。管理者は、この情報を使用
してマスター・サイトからスナップショット・アクティビティを監視し、マスター表の削
除、変更または再配置が必要な場合にスナップショット・サイトへの変更を調整できます。

内部メカニズム内部メカニズム内部メカニズム内部メカニズム
スナップショットを作成するとそのマスター・データベースにスナップショットが自動的に
登録され、スナップショットを削除すると登録が解除されます。

注意注意注意注意 : スナップショットの作成時または削除時は、マスター・サイトで
のスナップショットの登録または登録解除は保証されません。スナップ
ショットの作成時にスナップショットが正常に登録されなかった場合は、
次回のスナップショットのリフレッシュ時にその登録が実行されます。ス
ナップショットの削除時にスナップショットが正常に登録解除されなかっ
た場合は、手動で登録解除するまで登録情報はマスター・データベースに
残ります。 複合スナップショットは、登録できない場合があります。

注意注意注意注意 : Oracle7のマスター・サイトでは、スナップショットは登録できま
せん。
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手動によるスナップショットの登録手動によるスナップショットの登録手動によるスナップショットの登録手動によるスナップショットの登録
必要な場合は、登録を手動でメンテナンスできます。マスター・サイトで DBMS_
SNAPSHOTパッケージの REGISTER_SNAPSHOTプロシージャおよび UNREGISTER_
SNAPSHOTプロシージャを使用して、スナップショットの登録情報を追加、変更または削
除します。

スナップショットのアーキテクチャスナップショットのアーキテクチャスナップショットのアーキテクチャスナップショットのアーキテクチャ
図 3-5は、スナップショット・レプリケーションに使用されるメカニズムを示します。これ
らのメカニズムの一部はオプションで、作成したスナップショット環境のサポートに必要な
場合にのみ使用します。 たとえば、読取り専用スナップショットを使用する場合は、リモー
ト・サイトの更新可能スナップショット・ログや内部トリガーは使用できません。また、高
速リフレッシュを実行できない複合スナップショットを使用する場合は、マスター・サイト
のスナップショット・ログは使用できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : REGISTER_SNAPSHOTプロシージャおよび UNREGISTER_
SNAPSHOTプロシージャの詳細は、『Oracle8iレプリケーション・マネー
ジメント APIリファレンス』を参照してください。
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図図図図 3-5  スナップショット・レプリケーションのメカニズムスナップショット・レプリケーションのメカニズムスナップショット・レプリケーションのメカニズムスナップショット・レプリケーションのメカニズム
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マスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズム
図 3-6に示す 3つのメカニズムは、マスター・サイトでスナップショットの高速リフレッ
シュをサポートするために必要なものです。

図図図図 3-6  マスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズムマスター・サイトのメカニズム

マスター表マスター表マスター表マスター表
マスター表はスナップショットの基礎となるもので、ターゲット・マスター・サイトにあり
ます。この表は、スナップショット・レプリケーションとマルチマスター・レプリケーショ
ンの両方に必要です（前述のように、1つのスナップショットは 1つのマスター・サイトに
リンクされています）。

スナップショット・ログに記録されたマスター表への変更は、リフレッシュ・プロセスの実
行時にスナップショットに伝播されます。

内部トリガー内部トリガー内部トリガー内部トリガー
DMLを使用してマスター表が変更されると、内部トリガーによって、影響を受けた行に関
する情報がスナップショット・ログに記録されます。 記録される情報は、主キー値または
ROWID（あるいはその両方）、およびフィルタ列の値です。これは、ターゲット・マスター
表のスナップショット・ログを作成するときに自動的にアクティブになる内部トリガーで
す。

注意注意注意注意 : スナップショットは、表をベースにして作成します。シノニムま
たはビューをベースにして作成することはできません。

注意注意注意注意 :　　　　スナップショットに副問合せが含まれているときは、フィルタ列
が必要です。 副問合せスナップショットの詳細は、3-8ページの「スナップ
ショットでのデータのサブセット化」を参照してください。フィルタ列の
詳細は、3-37ページの「フィルタ列の使用」を参照してください。
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スナップショット・ログスナップショット・ログスナップショット・ログスナップショット・ログ
マスター表のスナップショット・ログを作成すると、スナップショット・ログの基礎となる
表が作成されます。 スナップショット・ログには、主キーまたはマスター表で更新された行
の ROWID（あるいはその両方）が含まれます。 スナップショット・ログには、副問合せを
使用するスナップショットの高速リフレッシュをサポートするために、フィルタ列を含める
こともできます。スナップショット・ログの表の名前は、MLOG$_master_table_nameです。
スナップショット・ログは、ターゲット・マスター表と同じスキーマで作成されます。 1つ
のスナップショット・ログで、マスター表の複数のスナップショットをサポートできます。

前の項で説明したように、ターゲット・マスター表で DMLトランザクションが開始された
ときは常に、内部トリガーによってスナップショット・ログに変更情報が追加されます。

スナップショット・ログには次の 3つのタイプがあります。

� 主キー主キー主キー主キー : マスター表が変更されると、影響を受けた行の主キーに基づいて変更内容が記
録されます。

� ROWID: マスター表が変更されると、影響を受けた行の ROWIDに基づいて変更内容が
記録されます。

� 組合せ組合せ組合せ組合せ : マスター表が変更されると、影響を受けた行の主キーおよび ROWIDの両方に
基づいて変更内容が記録されます。 このスナップショット・ログは、主キー・スナップ
ショットおよび ROWIDスナップショットの両方をサポートしています。これは、混在
環境の場合に便利です。

組合せスナップショット・ログは主キー・スナップショット・ログおよび ROWIDスナップ
ショット・ログと同様に機能しますが、変更された行の主キーと ROWIDの両方が記録され
る点が異なります。

主キーまたは ROWIDに基づくこれらのスナップショット・ログの間に大きな違いはありま
せんが（影響を受けた行を記録するのに、主キーと物理 ROWIDのどちらを使用するかとい
う点のみが異なります）、実際に与える影響は非常に大きくなります。 ROWIDスナップ
ショットとスナップショット・ログを使用すると、マスター表の再編成および切捨てが難し
くなります。これは、ROWIDスナップショットを高速リフレッシュできなくなるためです。 
マスター表の再編成または切捨てを実行した場合は、マスター表の ROWIDが変更されるた
め、ROWIDスナップショットを完全リフレッシュする必要があります。

異なるスキーマへのスナップショットおよびスナップショット・ログのインポート異なるスキーマへのスナップショットおよびスナップショット・ログのインポート異なるスキーマへのスナップショットおよびスナップショット・ログのインポート異なるスキーマへのスナップショットおよびスナップショット・ログのインポート  スナッ
プショットとスナップショット・ログは、DDL文で明示的に指定されたスキーマ名でエク
スポートされます。 したがって、スナップショットとスナップショット・ログをエクスポー
ト元のスキーマと異なるスキーマにインポートすることはできません。 
FROMUSER/TOUSERインポート・オプションを使用してスナップショットまたはスナッ
プショット・ログを含むエクスポート・ダンプ・ファイルをインポートしようとすると、イ
ンポート・ログ・ファイルにエラーが書き込まれ、スナップショットとスナップショット・
ログはインポートされません。
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スナップショット・サイトのメカニズムスナップショット・サイトのメカニズムスナップショット・サイトのメカニズムスナップショット・サイトのメカニズム
スナップショットを作成すると、スナップショットをサポートするために、いくつかのメカ
ニズムがスナップショット・サイトで作成されます。 具体的には、1つのベース表、1つ以上
の索引、および場合によっては 1つのビューが作成されます。 更新可能なスナップショット
を作成する場合は、スナップショット・サイトに内部トリガーとローカル・ログ（更新可能
なスナップショット・ログ）も作成されます。

ベース表ベース表ベース表ベース表
Oracle8iリリース 8.1.5から、ベース表は実スナップショットとなりました（ビューは必要
ありません）。 ベース表には、スナップショットの作成時に指定した名前が付いています。 

スナップショット・サイトの互換性設定がリリース 8.1.0以前の場合、ベース表がビューの
基礎サポート・メカニズムとなります。 互換性設定は、初期化パラメータ・ファイルの
COMPATIBLE初期化パラメータによって定義されます。ベース表がビューのサポート・メ
カニズムとなっている場合は、ベース表の名前は SNAP$_Snapshot_Nameです。スナップ
ショットの作成時に生成される索引は、ベース表に作成されます。

注意注意注意注意 : SNAP$_Snapshot_Nameが 32文字を超える場合、表名が切り捨て
られ、順序番号が追加されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : COMPATIBLEの詳細は、7-3ページの「初期化パラメータ」
および『 Oracle8i移行ガイド 』を参照してください。8.1.0より前のバー
ジョンと互換性を持つスナップショットをサポートして作成されるビュー
の詳細は、3-22ページの「ビュー」を参照してください。
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ビュービュービュービュー
ビューは、Oracleのリリースが 8.0以前の場合、またはリリース 8.1のスナップショット・
サイトの互換性設定が 8.1.0より前の場合に、スナップショット・レプリケーションをサ
ポートするために作成されます。 ビューが作成されると、そのビューには CREATE 
SNAPSHOT文で指定されているのと同じ名前が付きます。 たとえば、CREATE SNAPSHOT 
SALES.SNAP_CUSTOMER AS ....文によって作成されるビューの名前は SNAP_CUSTOMER
となります。

スナップショットのデータ型に関する考慮事項スナップショットのデータ型に関する考慮事項スナップショットのデータ型に関する考慮事項スナップショットのデータ型に関する考慮事項

Oracleでは、NUMBER型、DATE型、VARCHAR2型、CHAR型、NVARCHAR2型、
NCHAR型、RAW型および ROWID型を使用するマスター表列のスナップショットをサ
ポートしています。

また、バイナリ型 LOB（BLOB）、文字型 LOB（CLOB）および各国文字型 LOB（NCLOB）
というラージ・オブジェクト型を使用するマスター表列のスナップショットもサポートし
ています。ただし、スナップショットの定義問合せのWHERE句で LOB列は参照できませ
ん。部分単位の更新と追加がこれらの LOB列に適用されると、レプリケーションに使用す
る遅延および同期のリモート・プロシージャ・コール・メカニズムによって、サポートさ
れている LOBデータ型に部分単位の変更のみが伝播されます。

注意注意注意注意 : Oracle8iは、一部のサイトで Oracle7リリース 7.3が稼動しているレプリケーショ
ン環境では、LOBデータ型のレプリケーションをサポートしていません。

Oracleでは、LONGデータ型を使用する列のレプリケーションはサポートしていません。
LONGデータ型を含む列のデータはスナップショットから単純に削除されます。

また、ユーザー定義のオブジェクト型、外部 LOBやファイル・ベース LOB（BFILE）もサ
ポートしていません。これらのデータ型の列を含むスナップショットを構成しようとする
と、エラー・メッセージが戻されます。

注意注意注意注意 : マスター表の列にデフォルト値が定義されていても、マスター表
をベースとする更新可能スナップショットがそのデフォルト値を自動的に
使用するわけではありません。

注意注意注意注意 : 更新可能スナップショットは、DELETE CASCADE制約をサポー
トしていません。
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索引索引索引索引
リモート・スナップショット・サイトでは、各主キー・スナップショットに少なくとも 1つ
の索引が作成されます。 この索引は、ターゲット・マスター表の主キーと対応しており、名
前は I_SNAP$_Snapshot_Nameになります。副問合せを使用するスナップショットの高速リ
フレッシュをサポートするために、リモート・スナップショット・サイトで追加の索引が作
成されることもあります。

更新可能スナップショット・ログ更新可能スナップショット・ログ更新可能スナップショット・ログ更新可能スナップショット・ログ
更新可能スナップショット・ログ（USLOG$_Snapshot_Name）は、ターゲット・マスター表
からの取り出しが必要なデータを判断するために使用します。 読取り専用スナップショット
では、このログは作成されません。

内部トリガー内部トリガー内部トリガー内部トリガー
マスター・サイトの内部トリガーと同様、スナップショット・サイトの内部トリガーによっ
て、更新可能なスナップショットに加えられた DML変更が USLOG$_Snapshot_Nameログ
に記録されます。

編成メカニズム編成メカニズム編成メカニズム編成メカニズム
前の項で説明したスナップショットのメカニズムの他にも、スナップショット・サイトには
スナップショットを編成するいくつかのメカニズムがあります。このメカニズムによって、
スナップショット・サイトとマスター・サイト間の編成上の整合性、およびターゲット・マ
スター・グループとのトランザクション（読込み）一貫性が保たれます。そのメカニズム
は、スナップショット・グループとリフレッシュ・グループです。

スナップショット・グループスナップショット・グループスナップショット・グループスナップショット・グループ
レプリケーション・システム内のスナップショット・グループでは、ターゲット・マス
ター・グループにあるオブジェクトの一部または完全なコピーがメンテナンスされます。 
スナップショット・グループは、マスター・グループの境界をまたがって作成することはで
きません。 図 3-7は、マスター・サイトのグループ Aおよび Bと、スナップショット・サイ
トのグループ Aおよび Bとの間の相関関係を示しています。

注意注意注意注意 : I_SNAP$_Snapshot_Nameが 32文字を超える場合、表名が切り捨
てられ、順序番号が追加されます。
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図図図図 3-7  スナップショット・グループとマスター・グループの対応スナップショット・グループとマスター・グループの対応スナップショット・グループとマスター・グループの対応スナップショット・グループとマスター・グループの対応

スナップショット・サイトのグループ A（図 3-7を参照）には、マスター・サイトの対応す
るグループ Aにあるオブジェクトの一部しか含まれていません。スナップショット・サイト
のグループ Bには、マスター・サイトのグループ Bのオブジェクトがすべて含まれていま
す。しかし、スナップショット・サイトのグループ Bにマスター・サイトのグループ Aの
オブジェクトが含まれることはありません。 図 3-7に示すように、スナップショット・グ
ループの名前は、ベースとなっているマスター・グループの名前と同じです。 たとえば、
"PERSONNEL"マスター・グループをベースとするスナップショット・グループの名前も
"PERSONNEL"になります。

スナップショット・グループは、スナップショット・サイトとマスター・サイト間の編成上
の整合性を保つため、および更新可能スナップショットをサポートするために必須です。 ス
ナップショットがスナップショット・グループに属していない場合、そのスナップショット
は必ず読取り専用スナップショットであることが必要です。

グループ所有者の使用グループ所有者の使用グループ所有者の使用グループ所有者の使用  スナップショット・サイトの同じデータベース内で複数のユーザー
をサポートする必要がある場合は、1つのターゲット・マスター・グループに複数のスナッ
プショット・グループを作成できます。 複数のスナップショット・グループを作成すれば、
各スナップショット・グループのスナップショット定義に異なる副問合せを定義でき、各
ユーザーが自分用のデータのサブセットのみにアクセスできます。

別々のスナップショット・グループに複数のデータ・セットを定義する方法は、別々のユー
ザーをサポートする複数のビューに別々のWHERE句を定義する方法よりも安全です。 別々
のスナップショット・グループに複数のデータ・セットを定義すると、ユーザーに対して
個々のスナップショット・オブジェクトへのアクセス権限を付与でき、ユーザーによる表
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示、削除および挿入を制御できます。 ビューでWHERE句を使用すると、ユーザーによる表
示は制御できますが、削除または挿入は制御できません。

複数のスナップショット・グループを定義すると、グループ・レベルでデータ・セットを制
御できます。 たとえば、HR、PERSONNELおよびMANUFACTURINGの各部門に別々の
スナップショット・グループを作成した場合、各部門を個々のオブジェクトではなくグルー
プとして管理できます。 それによって、スナップショットを部門グループとしてリフレッ
シュしたり、オブジェクトをグループとして削除したりできます。 

複数のスナップショット・グループを 1つのマスター・グループに基づく同一のスナップ
ショット・サイトに置くには、スナップショット・グループの定義時にグループ所有者を追
加の識別子として指定します。

グループ所有者を指定してスナップショット・グループを定義した後、同じグループ所有者
を定義してスナップショット・オブジェクトをターゲット・スナップショット・グループに
追加します。グループ所有者を使用する場合は、各スナップショット・オブジェクトが一意
の名前を持つ必要があります。 1つのスナップショット・サイトに同じマスター・グループ
をベースとする複数のスナップショット・グループがある場合、スナップショット・グルー
プのオブジェクトの名前を別のスナップショット・グループのスナップショット・オブジェ
クトと同じ名前にすることはできません。名前の競合を避けるには、オブジェクト名の最後
にグループ所有者を追加します。たとえば、グループ所有者が "HR"と "PERSONNEL"なら
ば、"EMP"スナップショット・オブジェクトの名前をそれぞれ "EMP_HR"と "EMP_
PERSONNEL"にします。

また、1つのスナップショット・サイト内の同じマスター・グループをベースとするスナッ
プショット・グループはすべて、同じマスター・サイトにリンクされている必要がありま
す。たとえば、所有者が HRの SCOTT_MGスナップショット・グループが ORC1.WORLD
マスター・サイトの対応するマスター・グループをベースとしており、所有者が HRのグ
ループと所有者が PERSONNELのグループが同じスナップショット・サイトにある場合は、
所有者が PERSONNELの SCOTT_MGスナップショット・グループも ORC1.WORLDの対
応するマスター・グループをベースとしている必要があります。

リフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループ
複数のスナップショット間の参照整合性およびトランザクション（読込み）一貫性を保つた
めに、Oracleでは、個々のスナップショットをリフレッシュ・グループの一部分としてリフ
レッシュできます。 リフレッシュ・グループ内のすべてのスナップショットのリフレッシュ
が終了すると、グループ内のすべてのスナップショットのデータはトランザクション一の貫
性を保つ特定の時点のデータに対応します。

図 3-8に示すように、リフレッシュ・グループには複数のスナップショット・グループのス
ナップショットを含めることができるので、マスター・グループ境界にまたがってトランザ
クション（読込み）一貫性を保つことができます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント APIを使用してグループ
所有者を定義する方法の詳細は、『Oracle8iレプリケーション・マネージ
メント APIリファレンス』の第 7章の「グループの所有者の使用」の項を
参照してください。
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図図図図 3-8  複数のスナップショット・グループのオブジェクトを含むリフレッシュグループ複数のスナップショット・グループのオブジェクトを含むリフレッシュグループ複数のスナップショット・グループのオブジェクトを含むリフレッシュグループ複数のスナップショット・グループのオブジェクトを含むリフレッシュグループ

スナップショット・グループごとに 1つのリフレッシュ・グループを定義するよりも、複数
のスナップショット・グループのオブジェクトを含む 1つの大きなリフレッシュ・グループ
を使用するほうが効率的な場合があります。 このように構成すると、スナップショットのリ
フレッシュに必要なオーバーヘッドの量が削減されます。 リフレッシュ・グループには、最
大で 400のスナップショットを含めることができます。この数は、Oracle Serverの前のバー
ジョンよりも多くなっています。

1つのスナップショット・グループの内容をリフレッシュするために複数のリフレッシュ・
グループを使用する構成は避けてください。複数のリフレッシュ・グループを使用して 1つ
のスナップショット・グループの内容をリフレッシュすると、スナップショット・データの
整合性が失われる原因となり、スナップショット・サイトで参照整合性の問題が発生するこ
とがあります。 このような構成は、データベース環境について十分な知識があり、参照整合
性の問題の発生を回避できる場合にのみ使用してください。
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リフレッシュ・グループのサイズリフレッシュ・グループのサイズリフレッシュ・グループのサイズリフレッシュ・グループのサイズ
リフレッシュ・グループのサイズを決定するときは、サイズの違いによるメリットとデメ
リットの両方を考慮する必要があります。 Oracleは、大規模リフレッシュ・グループに対応
できるように最適化されています。 したがって、大規模リフレッシュ・グループと小規模リ
フレッシュ・グループを比較した場合、グループ内のスナプショットが類似していると想定
すると、大規模リフレッシュ・グループのほうが同じ数のスナップショットを高速にリフ
レッシュできます。 たとえば、スナップショットを 20ずつ含む 5つのリフレッシュ・グルー
プよりも、100のスナップショットを含む 1つのリフレッシュ・グループのほうが高速にリ
フレッシュできます。 また、大規模リフレッシュ・グループを使用すると、1回のレプリ
ケーション・マネージメント APIコールで、より多くのスナップショットをリフレッシュで
きます。

リフレッシュ・グループのリフレッシュ時に、グループ内の各スナップショットは、スナッ
プショット・サイトでグループ内のすべてのスナップショットのリフレッシュが終了するま
でロックされます。 リフレッシュ操作中にユーザーがスナップショットを更新するとデータ
の整合性が損なわれる可能性があるので、これを回避するためにスナップショットのロック
は必須です。 したがって、リフレッシュ・グループの規模が小さいということは、リフレッ
シュ実行時のスナップショットのロック時間が短くなることを意味します。

リフレッシュの実行時は、ネットワーク接続を維持する必要があります。 リフレッシュ実行
時にネットワーク接続が切断または妨害されると、データベースの整合性を保つためにすべ
ての変更がロールバックされます。 したがって、ネットワーク接続を維持することが困難な
場合は、リフレッシュ・グループの規模を小さくします。

リリース 8.1では、NULLリフレッシュの最適化はサポートしていません。 つまり、特定の
スナップショットの最後のリフレッシュ以降にマスター表が変更されなかった場合は、ス
ナップショット・グループのリフレッシュ時にスナップショットがロックされることはほと
んどありません。 ただし、リリース 8.1より前のバージョンでは、更新頻度が少ないマス
ター表のスナップショットを別の独立したリフレッシュ・グループに分けることを検討して
ください。 それによって、更新頻度が高いマスター表のスナップショットを含む他のスナッ
プショット・グループのリフレッシュ時間を短縮できます。

表 3-2に、大規模リフレッシュ・グループと小規模リフレッシュグループのメリットをまと
めます。

表表表表 3-2  大規模リフレッシュ・グループおよび小規模リフレッシュ・グループ大規模リフレッシュ・グループおよび小規模リフレッシュ・グループ大規模リフレッシュ・グループおよび小規模リフレッシュ・グループ大規模リフレッシュ・グループおよび小規模リフレッシュ・グループ

大規模リフレッシュ・グループのメリット大規模リフレッシュ・グループのメリット大規模リフレッシュ・グループのメリット大規模リフレッシュ・グループのメリット 小規模リフレッシュ・グループのメリット小規模リフレッシュ・グループのメリット小規模リフレッシュ・グループのメリット小規模リフレッシュ・グループのメリット

� 同数のスナップショットを複数のリフレッ
シュ・グループに分けてリフレッシュする
よりも高速にリフレッシュできます。

� スナップショットのロック時間が短くなり
ます。

� 1回のレプリケーション・マネージメント
APIコールでリフレッシュできます。

� ネットワーク接続が失われたことが原因で
リフレッシュ実行時に変更がロールバック
される可能性が低くなります。
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リフレッシュ・プロセスリフレッシュ・プロセスリフレッシュ・プロセスリフレッシュ・プロセス
スナップショットのデータは、そのマスター表のカレント・データと常に一致している必要
はありません。 スナップショットは、ある一時点（作成時またはリフレッシュ時）に存在し
ていたデータとして、トランザクション（読込み）一貫性を保ってマスター表を反映したも
のです。 スナップショットのデータを比較的新しいマスター表のデータと一致させるために、
スナップショットを定期的にリフレッシュする必要があります。 スナップショット・リフ
レッシュは、より新しい状態のマスター表をスナップショットに反映させる効果的なバッチ
操作です。

より新しいマスター・データを反映するために、各スナップショットをいつ、どのようにリ
フレッシュするかを決定する必要があります。 たとえば、アプリケーションで更新されるこ
とが多いマスター表のスナップショットは、頻繁にリフレッシュする必要があります。これ
に対して、比較的変化の少ないマスター表のスナップショットは、あまり頻繁にリフレッ
シュする必要はありません。スナップショットの適切なリフレッシュ間隔を判断するために
は、アプリケーションの特性および要件を分析する必要があります。

スナップショットのリフレッシュでは、リフレッシュの開始方法が異なるいくつかのタイプ
がサポートされています。

リフレッシュ・タイプリフレッシュ・タイプリフレッシュ・タイプリフレッシュ・タイプ
スナップショットをリフレッシュするには、高速リフレッシュ、完全リフレッシュまたは強
制リフレッシュのいずれかを使用できます。

完全リフレッシュ完全リフレッシュ完全リフレッシュ完全リフレッシュ  スナップショットの完全リフレッシュを実行するには、スナップショッ
トを管理するサーバーで、スナップショットの定義問合せを実行します。問合せの結果セッ
トで既存のスナップショット・データが置き換えられ、スナップショットがリフレッシュさ
れます。完全リフレッシュはあらゆるスナップショットで実行できます。定義問合せを満た
すデータの量によっては、完全リフレッシュの実行に高速リフレッシュの場合よりもかなり
長い時間がかかる場合があります。

高速リフレッシュ高速リフレッシュ高速リフレッシュ高速リフレッシュ  高速リフレッシュの実行時は、スナップショットを管理しているサー
バーで、スナップショットの最新リフレッシュ後にマスター表に加えられた変更が識別さ
れ、その変更内容がスナップショットに適用されます。 高速リフレッシュは、関係する各
サーバーおよびネットワークでレプリケートするデータが少なくて済むため、マスターに加
えられた変更が少ないときは完全リフレッシュよりも効率的です。 スナップショットの高速
リフレッシュは、マスター表にスナップショット・ログがある場合にのみ実行できます。

SQL*Loaderを使用してマスター表でダイレクト・パス・ロードを行うと、それ以後は高速
リフレッシュを実行してもダイレクト・パス・ロード中に発生した変更は適用されません。 
また、マスター表でその他のバルクロード操作を行った結果加えられた変更も適用されませ

注意注意注意注意 : スナップショットを完全リフレッシュする場合は、効率を最大に
するために、PCTFREEを 0に、PCTUSEDを 100に設定してください。
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ん。 たとえば、APPENDヒントを含む INSERT文や、INSERT ... SELECT * FROM文がこれ
にあたります。

図図図図 3-9  スナップショットの高速リフレッシュスナップショットの高速リフレッシュスナップショットの高速リフレッシュスナップショットの高速リフレッシュ

強制リフレッシュ強制リフレッシュ強制リフレッシュ強制リフレッシュ  スナップショットの強制リフレッシュを実行するためには、スナップ
ショットを管理するサーバーは高速リフレッシュの実行を試みます。高速リフレッシュが実
行できない場合は、完全リフレッシュが実行されます。 高速リフレッシュが実行できない場
合にスナップショットのリフレッシュを実行するには、強制リフレッシュの設定を使用しま
す。
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リフレッシュの開始リフレッシュの開始リフレッシュの開始リフレッシュの開始
管理者は、リフレッシュ・グループを作成するときに、スケジュールした間隔でスナップ
ショットを自動的にリフレッシュするようにグループを構成できます。 逆に、スケジューリ
ング情報を設定せずに、リフレッシュ・グループを手動でまたは必要に応じてリフレッシュ
するようにグループを構成することもできます。 ダイヤルアップ・ネットワーク接続を使用
してリフレッシュを実行する場合は、手動リフレッシュは理想的なソリューションです。

スケジュールしたリフレッシュスケジュールしたリフレッシュスケジュールしたリフレッシュスケジュールしたリフレッシュ  スケジュールに従ってリフレッシュするリフレッシュ・グ
ループを作成するには、作成プロセスで、スケジュールしたリフレッシュ間隔をグループに
指定する必要があります。グループのリフレッシュ間隔を設定するときは、次の特性を考慮
してください。

� リフレッシュ間隔を指定する日付または日付式の値は、将来の特定の時点である必要が
あります。

� リフレッシュ間隔は、リフレッシュの実行に必要な時間よりも長くする必要がありま
す。

� 相対日付式の値は、最新のリフレッシュ日付から計算される特定の時点である必要があ
ります。ネットワークまたはシステムの障害により、グループのリフレッシュがスケ
ジュールどおりに実行されない場合、相対日付式の結果は状況に応じて変更されること
があります。

� 明示日付式の値は、最新のリフレッシュ日付に関係なく特定の時点である必要がありま
す。

� 古いデータに対する環境の許容度を考慮してください。許容度が低い場合はリフレッ
シュ間隔を小さくし、許容度が高い場合はリフレッシュ間隔を大きくします。

必要に応じたリフレッシュ必要に応じたリフレッシュ必要に応じたリフレッシュ必要に応じたリフレッシュ  環境や状況によっては、スケジュールしたスナップショット・
リフレッシュの実行が適切でない場合もあります。 たとえば、マスター表にデータをバルク
ロードした直後は、依存スナップショットにマスター表のデータは反映されていません。次
に実行予定の自動グループ・リフレッシュを待たずに、対応付けられたスナップショットに
マスター表の新規行をすぐに伝播するために、依存スナップショット・グループを手動でリ
フレッシュすることもできます。

スナップショットが非接続環境のラップトップの営業支援システムと統合されている場合
は、スナップショットを必要に応じてリフレッシュすることもできます。 営業支援ソフト
ウェアを設計する開発者がアプリケーション・コントロール（ボタンなど）を作成します。
営業担当員は、1日の受注をサーバーに転送するときに、ダイヤルアップ・ネットワーク接
続を確立し、アプリケーション・コントロールを使用してスナップショットをリフレッシュ
できます。
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スナップショットの準備スナップショットの準備スナップショットの準備スナップショットの準備
スナップショット・レプリケーションに関する問題の多くは、環境の準備が正しく行われて
いないことによるものです。 スナップショット環境を作成するには、事前に次の 4つのこと
を行う必要があります。 

� 必要なスキーマの作成 

� 必要なデータベース・リンクの作成 

� 適切な権限の割当て 

� 十分なジョブ・プロセスの割当て

Replication Managerの「Setup Wizard」では、前述の作業が自動的に実行されます。 以降で
は、DBAがレプリケーション環境について理解するのに役立つ情報、およびユーザーがレ
プリケーション・マネージメント APIを使用する際に役立つ情報について説明します。 
「Setup Wizard」を実行した後で、必要なスナップショット・ログを作成します。 

Replication Managerを使用してスナップショット・サイトを設定する方法の詳細は、
Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。 できる限り、Replication 
Managerを使用することをお薦めします。

Replication Managerを使用できない場合は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメント
APIリファレンス』の第 2章の「スナップショット・サイトの設定」の項の、レプリケー
ション・マネージメント APIを使用したスナップショット・サイトの設定方法の詳細を参照
してください。

次の項では、Replication Managerの「Setup Wizard」または『Oracle8iレプリケーション・
マネージメント APIリファレンス』に記述されているスクリプトを使用してスナップショッ
ト・サイトを設定する方法について説明します。

スナップショット・サイト・ユーザーの作成スナップショット・サイト・ユーザーの作成スナップショット・サイト・ユーザーの作成スナップショット・サイト・ユーザーの作成
各スナップショットには、スナップショット・サイトで管理アクティビティやリフレッ
シュ・アクティビティを実行する何人かのユーザーが必要です。 スナップショットの管理者
とリフレッシャには、必要な権限を作成して付与する必要があります。

マスター・サイト・ユーザーの作成マスター・サイト・ユーザーの作成マスター・サイト・ユーザーの作成マスター・サイト・ユーザーの作成
スナップショット・サイトのユーザーのかわりに作業を実行するには、ターゲット・マス
ター・サイトにも同等のプロキシ・ユーザーが必要です。 通常は、プロキシ・スナップ
ショット管理者とプロキシ・リフレッシャを作成します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-37ページの「スナップショット・ログの作成」
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スキーマスキーマスキーマスキーマ
リモート・データベースのスナップショットを含むスキーマは、マスター・データベースの
マスター表を含むスキーマに対応している必要があります。したがって、スナップショット
を使用してレプリケートするマスター表を含むスキーマを識別してください。マスター・
データベースのターゲット・スキーマを識別した後、リモート・データベースで、対応する
アカウントを同じ名前で作成します。たとえば、すべてのマスター表が DB1データベース
の SALESスキーマ内にある場合、対応する SALESスキーマをスナップショット・データ
ベース DB2に作成します。 

データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンク
スナップショットの定義問合せでは、1つ以上のデータベース・リンクを使用してリモート
表のデータを参照します。スナップショットを作成するには、使用する予定のデータベー
ス・リンクが使用可能になっている必要があります。さらに、リモート・データベースにア
クセスするためにデータベース・リンクで使用するアカウントには、セキュリティ・コンテ
キストが定義されます。そのコンテキストに基づいてスナップショットが作成され、リフ
レッシュが実行されます。 

正常な動作を保証するために、スナップショットの定義問合せでは、ユーザー名とパスワー
ドが定義に埋め込まれているデータベース・リンクを使用する必要があります。スナップ
ショットを作成するときは、パブリック・データベース・リンクを使用できません。ユー
ザー名とパスワードが埋め込まれているデータベース・リンクは常に、指定されたアカウン
トを使用してリモート・データベースとの接続を確立します。また、リンクで使用するリ
モート・アカウントには、スナップショットの定義問合せの中で参照されるデータにアクセ
スするために必要な SELECT権限が必要です。 

スナップショットを作成するには、いくつかの管理データベース・リンクを作成する必要が
あります。 具体的には、スナップショット・サイトからマスター・サイトへの PUBLICデー
タベース・リンクを作成する必要があります。各リンクには USING句を含める必要がない
ため、これによってプライベート・データベース・リンクの定義が容易になります。 また、
スナップショット管理者からプロキシ管理者へのプライベート・リンクおよびプロパゲータ
から受信者へのプライベート・リンクも作成する必要があります。ただし、これらのデータ
ベース・リンクは、Replication Managerの「Setup Wizard」を使用すると自動的に作成さ
れます。 

管理データベース・リンクを作成した後、スナップショット・データベースの各レプリケー
ト・スナップショット・スキーマをマスター・データベースの対応するスキーマに接続する

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレン
ス』では、第 5章「スナップショット・グループの作成」で説明している
スクリプトの一部として、必要なスキーマを作成しています。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリ
ファレンス』の付録 A「セキュリティ・オプション」を参照してくださ
い。
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プライベート・データベース・リンクを作成する必要があります。スナップショット・デー
タベースの各プライベート・データベース・リンクには、対応付けられたマスター・データ
ベースのアカウント情報を埋め込むことが必要です。 たとえば、スナップショット・データ
ベース DB2の SALESスキーマには、SALESというユーザー名とパスワードを使用して接続
するプライベート・データベース・リンク DB1が必要です。

図図図図 3-10  お薦めするスキーマおよびデータベース・リンク構成お薦めするスキーマおよびデータベース・リンク構成お薦めするスキーマおよびデータベース・リンク構成お薦めするスキーマおよびデータベース・リンク構成

権限権限権限権限
スナップショットの作成者と所有者は、ともにスナップショットの定義 SELECT文を発行で
きる必要があります。 スナップショットの所有者とは、スナップショットが含まれているス
キーマのことです。 レプリケーション管理者またはスナップショット管理者以外のユーザー
がスナップショットを作成する場合は、そのユーザーに CREATE SNAPSHOT権限および定
義 SELECT文を実行する適切な SELECT権限が付与されている必要があります。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレン
ス』では、第 5章「スナップショット・グループの作成」で説明している
スクリプトの一部として、必要な権限を付与しています。

データベース・リンク�

スナップ�
ショット・�
データ�
ベース�

�

Snapshots�スナップショット�
�

マスター・�
データ�
ベース�
�

Snapshots�マスター表�

SnapshotsSnapshots�マスター表�

CONNECT TO sales
INDENTIFIED BY . . .

CONNECT TO acct
IDENTIFIED BY . . .

データベース・リンク�

SnapshotsSnapshots�スナップショット�

SALES スキーマ� SALES スキーマ�

ACCT スキーマ�ACCT スキーマ�
スナップショットの概念およびアーキテクチャ 3-33



スナップショットの準備
マスター・サイトでのスケジュール・パージマスター・サイトでのスケジュール・パージマスター・サイトでのスケジュール・パージマスター・サイトでのスケジュール・パージ
遅延トランザクション・キューのサイズを適正に保つために、パージ操作をスケジュールし
て、正常に送信されたすべての遅延トランザクションを遅延トランザクション・キューから
削除する必要があります。 この操作は、マスター・サイトで実行済みの場合もあります。
パージ操作を再スケジュールしてもマスター・サイトに影響はありませんが、パージのスケ
ジューリング特性が変更される可能性があります。

プッシュのスケジュールプッシュのスケジュールプッシュのスケジュールプッシュのスケジュール
スナップショット・サイトでプッシュをスケジュールすると、スナップショット・サイトの
遅延トランザクションが対応付けられたターゲット・マスター・サイトへ自動的に伝播され
ます。これは、スケジュール・リンクとも呼ばれます。 スナップショット・グループは 1つ
のターゲット・マスター・サイトのみを持つので、通常、スナップショット・サイトの各ス
ナップショット・グループには 1つのスケジュール・リンクのみが存在します。

SNPバックグラウンド・プロセスおよび間隔バックグラウンド・プロセスおよび間隔バックグラウンド・プロセスおよび間隔バックグラウンド・プロセスおよび間隔
スナップショットの自動リフレッシュを処理するには、十分な数の SNP（またはジョブ・
キュー）バックグラウンド・プロセスを割り当てることが重要です。 通常、スナップショッ
ト・サイトからターゲット・マスター・サイトにはスケジュール・リンクのみが存在するた
め、スナップショット・サイトでは 1つの SNPプロセスしか必要ありません。ただし、ス
ケジュール・ジョブなどの追加のアクティビティを処理するには、スナップショット・サイ
トに少なくとも 2つの SNPプロセスを割り当てる必要があります。 また、それぞれのパラレ
ル化の程度に合わせて少なくとも 1つの SNPプロセスが必要です。

SNPプロセスは、データベースの初期化パラメータ・ファイルにある JOB_QUEUE_
PROCESSES初期化パラメータを使用して定義されます。 SNPプロセスを設定するには、
Instance Manager（Oracle Enterprise Managerのコンポーネント）を使用するか、または初
期化パラメータ・ファイルを手動で編集します。

SNPジョブ間隔によって、保留中の操作（キューのプッシュなど）を実行するために SNP
プロセスを起動する間隔が決まります。一般的なレプリケート環境ではデフォルト値の 60
秒が適当ですが、要件によってはパフォーマンスを最大にするためにこの値を調整する必要
があります。たとえば、ターゲット・マスター・サイトに 20秒間隔で変更を伝播する場合
は、60秒のジョブ間隔では長すぎます。 これに対し、変更を 1日に 1回伝播する場合は、
SNPプロセスが保留中の操作を検査するのは 1時間に 1回のみで十分ということもありま
す。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : JOB_QUEUE_PROCESSESの詳細は、7-3ページの「初期化パ
ラメータ」および『Oracle8iリファレンス・マニュアル』を参照してくだ
さい。 
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スナップショットの準備
Instance Manager
スナップショット・サイトへの専用ネットワーク・リンクがある場合や、ネットワーク・リ
ンクをスケジュールできる場合は、通常、Instance Managerの「Edit Database」ダイアロ
グ・ボックスを使用してスナップショット・サイトの SNPプロセスおよび SNPジョブ間隔
を設定します。 Instance Managerはスナップショット・サイトにインストールされることは
ほとんどなく、マスター・サイトからリモートで設定する必要があるため、この設定は必須
です。 リモートで設定できない場合は、次の項を参照してください。

図図図図 3-11  Instance Managerを使用したジョブ・プロセスの値の設定を使用したジョブ・プロセスの値の設定を使用したジョブ・プロセスの値の設定を使用したジョブ・プロセスの値の設定

Instance Managerを使用してジョブ・プロセスを設定するには、次の操作を実行します。

1. Instance Managerを起動し、ターゲット・データベースに接続します。

2. ナビゲータ・シートで「Database」を選択します。

3. 右ペインの「General」タブで、「All Initialization Parameters」ボタンをクリックしま
す。 「Edit Database」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. JOB_QUEUE_PROCESSの横の「Value」フィールドに 2（または 2より大きい値）を入
力します。

5. 必要に応じて、JOB_QUEUE_INTERVALを変更します（入力値の単位は秒です）。

6. 「OK」ボタンをクリックします。
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スナップショットの準備
この設定は保存できます。設定を保存すると、Instance Managerを使用してデータベー
スを管理する場合に便利です。 

初期化パラメータ・ファイルの手動による編集初期化パラメータ・ファイルの手動による編集初期化パラメータ・ファイルの手動による編集初期化パラメータ・ファイルの手動による編集
Instance Managerを使用できない場合は、初期化パラメータを手動で編集する方法もありま
す。 初期化パラメータ・ファイルの内容を変更するには、テキスト・エディタを使用します。 

通常、レプリケーションで使用される初期化パラメータはすべて、初期化パラメータ・ファ
イルの "Oracle replication"という項目の下にまとめられています。

図図図図 3-12  テキスト・エディタを使用した初期化パラメータ・ファイルの編集テキスト・エディタを使用した初期化パラメータ・ファイルの編集テキスト・エディタを使用した初期化パラメータ・ファイルの編集テキスト・エディタを使用した初期化パラメータ・ファイルの編集

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Instance Managerの使用方法の詳細は、『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイド リリース 2.1 』および Instance Managerのオンラ
イン・ヘルプを参照してください。

JOB_QUEUE_PROCESSES
初期化パラメータで�
ジョブ・プロセスを設定する�
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スナップショット・ログの作成
初期化パラメータ・ファイルの内容を変更した後で、データベースを再起動して新しい設定
を有効にします。

スナップショット・ログの作成スナップショット・ログの作成スナップショット・ログの作成スナップショット・ログの作成
リモート・スナップショット・サイトのスナップショット・グループおよびスナップショッ
トを作成する前に、必要なスナップショット・ログをマスター・サイトに作成しておく必要
があります。スナップショット・ログは、スナップショットを 1つでも高速リフレッシュで
サポートしているすべてのマスター表に必要です。

スナップショット・ログを作成するには、次の権限が必要です。

� CREATE ANY TABLE

� CREATE ANY TRIGGER

� SELECT（スナップショット・ログのマスター表に対して必要です）

� COMMENT ANY TABLE

フィルタ列の使用フィルタ列の使用フィルタ列の使用フィルタ列の使用
スナップショット・ログを作成するときは、フィルタ列を使用するかどうかを指定できま
す。 フィルタ列は、副問合せスナップショットを使用しているときは必須のコンポーネント
です。 フィルタ列は、WHERE句内にあり、かつ等価結合列の一部ではない列を参照するス
ナップショットをサポートしているスナップショット・ログで定義する必要があります。 

たとえば、次のような DDLを考えます。

1)  CREATE SNAPSHOT sales.orders AS
2)    SELECT * FROM sales.orders@dbs1.acme.com o
3)    WHERE EXISTS
4)      (SELECT c_id FROM sales.customer@dbs1.acme.com c
5)       WHERE o.c_id = c.c_id AND zip = 19555);

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracleレプリケーションの初期化パラメータの詳細は、
『Oracle8iリファレンス・マニュアル 』の第１章の「初期化パラメータ」
を参照してください。データベースの再起動の詳細は、『Oracle8i管理者
ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Replication Managerを使用してマスター・サイトでスナップ
ショット・ログを作成する方法の詳細は、Replication Managerのオンラ
イン・ヘルプの「Creating Snapshot Logs」のトピックを参照してくださ
い。 このトピックを参照するには、「Help」の「Contents」で「Snapshot 
Replication」を開きます。
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スナップショット環境の作成
この DDLの 5行目では、WHERE句内で 3つの列が参照されています。 O.C_IDと C.C_ID
の各列は等価結合句の一部として参照されていますが、ZIP列は追加のフィルタ列です。 し
たがって、SALES.CUSTOMER表の ZIP列のためのフィルタ列をスナップショット・ログに
作成します。

作成するスナップショットの定義問合せを分析し、スナップショット・ログに作成する必要
があるフィルタ列を識別することをお薦めします。スナップショット・ログにフィルタ列を
作成せずに、フィルタ列を必要とするスナップショットを作成またはリフレッシュしようと
した場合、スナップショットの作成またはリフレッシュは失敗します。

スナップショット環境の作成スナップショット環境の作成スナップショット環境の作成スナップショット環境の作成
スナップショット環境は、様々な場所から様々な方法で作成できます。 一般的には、マス
ター・サイトの配置テンプレートを使用してスナップショット環境をローカルで事前作成
し、それをターゲット・スナップショット・サイトに個別に配置します。

また、スナップショット・サイトへの接続を確立してスナップショット環境を直接作成する
方法もあります。

Replication Manager
配置テンプレートを使用して Replication Managerでスナップショット環境をまとめて作成
する方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。

また、リモート・スナップショット・サイトに直接接続し、Replication Managerを使用し
てスナップショット・サイトを個別に作成する方法の詳細は、Replication Managerのオン
ライン・ヘルプを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 副問合せを使用するスナップショットの詳細は、3-8ページの「スナップ
ショットでのデータのサブセット化」を参照してください。

� スナップショット・ログの作成方法の詳細は、3-37ページの「スナップ
ショット・ログの作成」を参照してください。

�  副問合せを使用するスナップショットの詳細は、3-14ページの「副問合
せを使用するスナップショットに関する制限事項」を参照してくださ
い。
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図図図図 3-13  スナップショット作成のフローチャートスナップショット作成のフローチャートスナップショット作成のフローチャートスナップショット作成のフローチャート

レプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメント API
配置テンプレートを使用してレプリケーション・マネージメント APIでスナップショット環
境をまとめて事前作成する方法の詳細は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメント
APIリファレンス』の第 4章「配置テンプレートの作成」を参照してください。

リモート・スナップショット・サイトに直接接続し、レプリケーション・マネージメント
APIを使用してスナップショット環境を個別に作成する方法の詳細は、『Oracle8iレプリ
ケーション・マネージメント APIリファレンス』 の第 5章「スナップショット・グループの
作成」を参照してください。
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配置テンプレートの概念およびアーキテク
4

配置テンプレートの概念およびアーキテクチャ配置テンプレートの概念およびアーキテクチャ配置テンプレートの概念およびアーキテクチャ配置テンプレートの概念およびアーキテクチャ

この章では、配置テンプレートの概要と、配置テンプレートを使用して簡単かつ効率的にス
ナップショット・サイトを配布する方法について説明します。 この章のトピックは次のとお
りです。

� 大量配布の課題

� Oracle配置テンプレートの概念

� 配置テンプレートのアーキテクチャ

� 配置テンプレートの設計

� スナップショット作成のローカル制御

注意注意注意注意 : 配置テンプレートを作成する前に、第 3章「スナップショットの
概念およびアーキテクチャ」を読んでください。 スナップショットについ
ての理解は、配置テンプレートを作成する際に役に立ちます。
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大量配布の課題
大量配布の課題大量配布の課題大量配布の課題大量配布の課題
Oracle配置テンプレートは、広範囲に分散したスナップショット環境を効率的に配置し、管
理するためのツールです。 配置テンプレートの概念、アーキテクチャおよび使用方法につい
て説明する前に、大量配布環境の課題について検討します。

時と場所を問わず正確な情報を入手する必要性は、ますます強くなっています。 また、情報
は分散し、ユーザーもネットワークに接続されていない環境にいることが多く、実際に利用
する場所に情報を配布する必要があります。

たとえば、モバイル端末を使用する営業担当員の場合を考えます。 多くの営業担当員が、単
純な操作でラップトップ上に正確な顧客情報を入手することを必要としています。 これに応
えるため、DBAは、データおよびデータベース・インフラストラクチャ（表、索引、制約、
トリガーなど）を適切なタイミングで効率よくすべてのサイトに提供する必要があります。

これまで DBAは、独自の配置方法を開発する必要がありました。つまり、リモート・ス
ナップショット・サイトにスナップショット環境を作成するための非常に複雑なスクリプト
を作成する必要がありました。 さらに、それに加えて、DBAはデータ・セットをスナップ
ショット・サイトでカスタマイズすることが必要な場合もありました。スクリプトを作成し
た後も、スクリプトを配置するために手動でパッケージ化し、インプリメントする必要があ
り、多くの場合その両方に多大なトラブルシューティングが必要でした。

このような問題点をもとに、効率的な大量配布を行うための新しいテクノロジとリソースが
生まれました。 大量配布とは、データベース・インフラストラクチャ、データおよびフロン
トエンド・アプリケーションを多数のユーザーに配布するプロセスのことです。 Oracleレプ
リケーションでは、大量配布という用語はデータおよびデータ・インフラストラクチャの配
布のみを指します。
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Oracle配置テンプレートの概念
配置テンプレートおよび大量配布の目標配置テンプレートおよび大量配布の目標配置テンプレートおよび大量配布の目標配置テンプレートおよび大量配布の目標
大量配布のツールおよびテクノロジは、データおよびデータベース・インフラストラクチャ
を配布する DBAを支援する必要があります。 配置テンプレートの目標は、一度定義した環
境をもとに必要な数の配置テンプレートのインスタンスを作成し、個々のサイトでカスタマ
イズを行えるようにすることです。 

この目標を実現するために、Oracleの配置テンプレートでは次のことをサポートしていま
す。

大量配布には、モバイル端末を使用する営業担当員やサービス技術員、小売店およびリモー
トの在庫保管サイトなどへの情報の配布といった様々な用途があります。 このような環境で
は、配置テンプレートを使用してリモート・サイトにデータベース・インフラストラクチャ
を作成します。これは主に、配置テンプレートがデータのサブセット化、非接続環境でのレ
プリケーション、および少ないリソース要件をサポートしているからです（これはラップ
トップ・ユーザーに最適です）。

Oracle配置テンプレートの概念配置テンプレートの概念配置テンプレートの概念配置テンプレートの概念
DBAは、Oracleに提供されている配置テンプレートを使用して、スナップショット環境を
パッケージ化し、安全性の高いカスタム配置を簡単に実行できます。 配置テンプレートには、
固定データ・セットを使用する 1つのスナップショットのみを含む単純なものも、1つ以上
の変数に基づく動的データ・セットを使用する数百のスナップショットを含む複雑なものも
あります。 

配置テンプレートには、次の機能があります。

� 集中制御

� 多数のスナップショット環境の配置

� リモート・サイトでのデータのサブセット化およびカスタマイズを可能にする、テンプ
レート・パラメータ

� テンプレートのインスタンシエーションおよびデータ・アクセスを制御する、認証ユー
ザー・リスト

スナップショット環境を配置する前に、マスター・サイトで配置テンプレートを作成しま
す。 このテンプレートには、リモート・サイトのオブジェクトやターゲット・リフレッ

1回のスナップ回のスナップ回のスナップ回のスナップ
ショット環境定義ショット環境定義ショット環境定義ショット環境定義

配置テンプレートを使用してスナップショット環境の構造を 1回定
義することにより、各ユーザー（サイト）がフロントエンド・アプ
リケーションをサポートするデータベース・インフラストラクチャ
を利用できるようにします。

スナップショット・スナップショット・スナップショット・スナップショット・
サイトの個別のカスサイトの個別のカスサイトの個別のカスサイトの個別のカス
タマイズタマイズタマイズタマイズ

配置テンプレートのパラメータを使用して各スナップショット環境
をカスタマイズし、各ユーザーが必要な特定のデータ・サブセット
を受信できるようにします。
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シュ・グループを作成するデータ定義言語（DDL）など、スナップショット環境を配置する
ために必要なすべての情報を格納します。また、このテンプレートには、ユーザーのセキュ
リティ情報へのリンクや、カスタム・スナップショット作成のためのテンプレート・パラ
メータも格納します。 

配置テンプレートの要素配置テンプレートの要素配置テンプレートの要素配置テンプレートの要素
各配置テンプレートには、スナップショット・サイトに必要なスナップショットおよびそれ
に関連するオブジェクトを作成するための設計図を含めます。 具体的には、スナップショッ
ト環境を作成するために必要なスナップショット、トリガー、ビューなどをテンプレートに
追加します。 また、オプションでテンプレート・パラメータや認証ユーザーを定義して、イ
ンスタンシエーション・プロセス実行時の柔軟性や安全性を大幅に向上させることもできま
す。 

配置テンプレートの要素は、次の 4つのカテゴリに分類できます。

� テンプレート一般情報

� オブジェクト定義

� テンプレート・パラメータ

� ユーザー認証

テンプレート一般情報テンプレート一般情報テンプレート一般情報テンプレート一般情報
テンプレート名、ターゲット・リフレッシュ・グループ、およびプライベートまたはパブ
リックの状態から構成されるテンプレート一般情報は、Oracle配置テンプレートの基礎にな
る情報です。 図 4-1に示すように、REFRESH_TEMPLATE_NAMEは、配置テンプレートの
データ・ディクショナリ・ビューのどの場面でも使用します。 DBAは、スナップショット環
境のオブジェクトをテンプレートに追加し、その後、指定されたテンプレートの識別に応じ
て配布するテンプレートをリリースします（図 4-2を参照してください）。 

配置テンプレートは、1つのマスター・サイトで定義します。 マスター・サイトに同じ名前
の配置テンプレートを 2つ定義することはできませんが、配置テンプレートを同じ名前で他
のサイトにコピーすることはできます。
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図図図図 4-1  リフレッシュ・グループのテンプレートのビューの関係リフレッシュ・グループのテンプレートのビューの関係リフレッシュ・グループのテンプレートのビューの関係リフレッシュ・グループのテンプレートのビューの関係

DBA_REPCAT_USER_PARM_VALUES

refresh_template_name
owner
refresh_group_name
template_comment
public_template
parameter_name
default_parm_value
prompt_string
parm_value
user_name

DBA_REPCAT_USER_AUTHORIZATIONS

refresh_template_name
owner
refresh_group_name
template_comment
public_template
user_name

DBA_REPCAT_TEMPLATE_SITES

refresh_template_name
refresh_group_name
template_owner
user_name
site_name
repapi_site_name
status

DBA_REPCAT_REFRESH_TEMPLATES

refresh_template_name
owner
refresh_group_name
template_comment
public_template

DBA_REPCAT_TEMPLATE_OBJECTS

refresh_template_name
object_name
object_type
ddl_text
master_rollback_segment
derived_from_sname
derived_from_oname
flavor_id

DBA_REPCAT_TEMPLATE_PARMS

refresh_template_name
owner
refgresh_group_name
template_comment
public_template
parameter_name
default_parm_value
prompt_string
user_override
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図図図図 4-2  テンプレートに追加する配置テンプレートの要素テンプレートに追加する配置テンプレートの要素テンプレートに追加する配置テンプレートの要素テンプレートに追加する配置テンプレートの要素

オブジェクト定義オブジェクト定義オブジェクト定義オブジェクト定義
配置テンプレートを定義した後で、テンプレートにオブジェクトを追加します。 テンプレー
トがスナップショット・サイトでインスタンシエートされると、オブジェクト DDL
（CREATE SNAPSHOT、CREATE TABLEなど）が実行され、スナップショット・サイトに
適切なオブジェクトが作成されます。

配置テンプレートに追加するオブジェクトは既存のマスター・オブジェクトをベースに作成
できますが、必要な場合は、DDLを定義して新しいテンプレート・オブジェクトを作成す
ることもできます。 新しいオブジェクト DDLを作成した場合は、実行エラーを防ぐために
DDLが字句規則に適合しているかどうかのチェックが行われます。 配置テンプレートに追加
する更新可能スナップショットはマスター・グループ内の表をベースとする必要があります

DDL 1

DDL 2

DDL 3

DDL 4

DT_PERSONNEL
（テンプレート名）

テンプレート・パラメータ

:dblink
:dept

ユーザー・パラメータ値

認可されたユーザー     

Sally, DT_PERSONNEL
Bob, DT_PERSONNEL

USER PARAMETER NAME VALUE

SALLY
SALLY
BOB
BOB

:DBLINK
:DEPT
:DBLINK
:DEPT

HQDB
20
REG2DB
30

CREATE SNAPSHOT scott.snap_bonus AS
SELECT ename, job, sal, comm
FROM scott.bonus@:dblink;

CREATE SNAPSHOT scott.snap_salgrade AS
SELECT grade, losal, hisal
FROM scott.salgrade@:dblink;

CREATE SNAPSHOT scott.snap_dept AS
SELECT deptno, dname, loc
FROM scott.dept@:dblink;

CREATE SNAPSHOT scott.snap_emp AS 
SELECT empno, ename, job, mgr, hiredate, sal, comm, deptno
FROM scott.emp@:dblink WHERE deptno = :dept;
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が、読取り専用スナップショットなどのその他のオブジェクトは、マスター・グループに属
していないオブジェクトをベースとしても構いません。

通常、テンプレートにはスナップショットを追加しますが、必要な場合はその他のオブジェ
クトも追加できます。たとえば、スナップショット・サイトでのデータの整合性を保証する
ための制約を追加したり、データ表示のためのビューを追加したり、またはデータをローカ
ルに格納するための表を追加したりできます。 場合によっては、配置テンプレートにアプリ
ケーションのすべてのオブジェクトを含めることもできます。 配置テンプレートを使用して
作成したスナップショットは、テンプレートに定義されたリフレッシュ・グループに自動的
に追加されます。

配置テンプレートを Oracle8i Liteのスナップショット・サイトでインスタンシエートする
と、スナップショットのみが作成されます。 スナップショットとその他の種類のオブジェク
トを含む配置テンプレートを Oracle8i Liteサイトでインスタンシエートすると、スナップ
ショットは作成されますが、その他のオブジェクトは作成されません。

テンプレート・パラメータテンプレート・パラメータテンプレート・パラメータテンプレート・パラメータ
各ターゲット・スナップショット・サイトで一意のデータ・セットが必要な場合は、オブ
ジェクト DDLで変数を定義できます。 変数を定義してパラメータ付きテンプレートを作成
すると、テンプレートをインスタンシエートするときにカスタム・データ・セットを使用で
きるため、スナップショット・サイトごとに異なるデータ・セットを使用できます。 これら
のパラメータは、オブジェクト DDLに組み込まれます。 テンプレートのインスタンシエー
ション時に、個別のユーザー値がパラメータに代入されます。 

Oracleでは、テンプレートにデフォルト値およびユーザー固有のパラメータ値を指定できま
す。 パラメータ値は、配置テンプレートの作成時または作成後に指定できますが、テンプ
レートをインスタンシエートする前に指定する必要があります。 ユーザーは、テンプレート
のインスタンシエーション時にパラメータに値を指定できません。

ユーザー固有のパラメータ値を使用した場合は、指定されたユーザーがテンプレートをイン
スタンシエートするときにそのパラメータ値が自動的に使用されます。たとえば、変数
REGIONについて考えます。 テンプレート SALES_TEMPに対して次のようなユーザー固有
のパラメータ値を指定したとします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : リフレッシュ・グループの詳細は、4-4ページの「テンプレー
ト一般情報」を参照してください。

USER REGION

SCOTT EAST

LARRY WEST
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この場合、スナップショットの定義 SELECT文は次のようになります。

SELECT cust_id, sales_to_date, status FROM table_x WHERE region_id=:region;

ユーザー SCOTTと LARRYがテンプレート SALES_TEMPをインスタンシエートすると、
スナップショットのデータ・セットはそれぞれ次のようになります。

WHERE句のテンプレート・パラメータとセキュリティ句のテンプレート・パラメータとセキュリティ句のテンプレート・パラメータとセキュリティ句のテンプレート・パラメータとセキュリティ
カスタマイズしたデータ・サブセットを作成する他に、CREATE SNAPSHOT文のWHERE
句でテンプレート・パラメータを指定して、WHERE句の条件を満たすデータのみをスナッ
プショット・サイトで表示および変更するようにできます。 たとえば、ユーザー固有のパラ
メータ・リストの REGIONパラメータに次のように指定したとします。

ユーザー SCOTTがインスタンシエートしたスナップショットにアクセスするユーザーは、
地域 EASTのデータのみを参照でき、このWHERE句に適合するデータのみを表示、更新ま
たは削除できます。 つまり、このスナップショットには地域 EASTのデータしか含まれてい
ないため、このスナップショットのユーザーは地域WESTのデータを表示、更新または削除
できません。

ユーザー認証ユーザー認証ユーザー認証ユーザー認証
配置テンプレートは、パブリックまたはプライベートのいずれかとして定義できます。 これ
は、テンプレートの作成時に設定します。パブリック・テンプレートは、マスター・サイト
へのアクセス権を持つすべてのユーザーがインスタンシエートできます。

テンプレートがプライベート用として作成されている場合は、認証ユーザーのみがターゲッ
ト・テンプレートをインスタンシエートできます。 プライベート用として使用する場合は、
マスター・サイトに認証されたユーザーのリストを作成します。 認証されていないユーザー

ユーザーユーザーユーザーユーザー SCOTT ユーザーユーザーユーザーユーザー LARRY

CUST ID REGION CUST ID REGION

A123 EAST B123 WEST

A234 EAST B234 WEST

A345 EAST B345 WEST

A456 EAST B456 WEST

USER REGION

SCOTT EAST

LARRY WEST
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がターゲット・テンプレートをインスタンシエートしようとすると、そのプロセスは失敗し
ます。

配置サイト配置サイト配置サイト配置サイト
集中制御の目的で、リモート・スナップショット・サイトでインスタンシエートされた環境
の特性の一部を監視および管理できます。 具体的には、配置テンプレートをインスタンシ
エートしたサイト（配置テンプレート名、認証ユーザーおよびインスタンシエートされた環
境の状態を含みます）を監視できます。

配置テンプレートのパッケージ化およびインスタンシエーション配置テンプレートのパッケージ化およびインスタンシエーション配置テンプレートのパッケージ化およびインスタンシエーション配置テンプレートのパッケージ化およびインスタンシエーション
配置テンプレートの定義が完了した後で、テンプレートをパッケージ化して、リモート・ス
ナップショット・サイトでインスタンシエートできます。 パッケージ化した配置テンプレー
トがスナップショット・サイトでインスタンシエートされると、スナップショット・サイ
ト・オブジェクトが作成され、スナップショットにデータが移入されます。 リモート・ス
ナップショット・サイトは、オンライン・インスタンシエーションまたはオフライン・イン
スタンシエーションのいずれかを使用して作成できます。 

オンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーション
オンライン・インスタンシエーションでは、スナップショット・サイトはターゲット・マス
ター・サイトに接続した状態で配置テンプレートをインスタンシエートできます。 オンライ
ンのインスタンシエーション・プロセスでは、スナップショット・サイトの構造が作成さ
れ、指定したデータ・サブセットがマスター・サイトから取り出されて適切なスナップ
ショットに格納されます。

図図図図 4-3  オンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーション

マスター・�
サイト��

スナップショット・サイト�

専用データベース・リンクを介した�
オンラインでのテンプレートの�
インスタンシエーション�
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Oracle8i Enterprise Edition、Oracle8i Standard Editionまたは Oracle8i Personal Editionを
使用するスナップショット・クライアントの場合、オンライン・インスタンシエーション用
の配置テンプレートをパッケージ化することは、スクリプト・ファイルを生成することを意
味します。このスクリプト・ファイルがスナップショット・サイトで実行されると、スナッ
プショット・オブジェクトが作成された後に、マスター・サイトに接続されて、スナップ
ショットにデータが移入されます。 マスター・サイトからスナップショットへのネットワー
クを介したデータの移入には、CREATE SNAPSHOT ... AS SELECTなどの SQL文が使用さ
れます。 

Oracle8i Liteスナップショット・クライアントのオンライン・インスタンシエーション用の
テンプレートをパッケージ化するときは、インスタンシエーション用のスクリプトまたはバ
イナリ・ファイルは必要ありません。 ユーザーは、1回の操作で配置テンプレートのパッ
ケージ化とインスタンシエーションの両方を行えるように、Oracle Client Replication Tool
などのクライアント・アプリケーションを使用してマスター・サイトに接続します。 

オンライン・インスタンシエーションのメリットの 1つは、データ・サブセットがインスタ
ンシエーション・プロセス実行時点の最新の状態である点です。ただし、これにはデメリッ
トもあります。 オンライン・インスタンシエーションの実行中はスナップショット・サイト
とマスター・サイトが接続されている必要があるため、作成するスナップショット環境のサ
イズによっては、ネットワーク・トラフィックが増大する可能性があります。 

また、モデム接続を使用しているラップトップ・ユーザーは、接続時間が長くなることがあ
ります。 接続時間は、作成されるオブジェクトの数、スナップショットの問合せの複雑さ、
送信されるデータの量によって変わります。低帯域幅のモデムで接続している場合、これら
の要素による影響は特に大きくなります。

オフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーション
テンプレートをオフラインでインスタンシエートすれば、ピーク使用期間中のサーバー負荷
を小さくし、リモートの接続時間を短縮できます。 オフライン・インスタンシエーション用
のテンプレートをパッケージ化することは、DDLおよびデータ操作言語（DML）を含むス
クリプトまたはバイナリ・ファイルを生成することを意味します。このスクリプトまたはバ
イナリ・ファイルによって、配置テンプレートに定義したスナップショット環境が作成さ
れ、データが移入されます。 DBAは、スクリプトまたはバイナリ・ファイルをパッケージ化
して記憶メディア（テープ、CD-ROMなど）に保存し、スナップショット・サイトに転送
する方法を提供します。 各スナップショット・サイトで、別々のオフライン・インスタンシ
エーション・スクリプトが必要です。

インスタンシエーション用のテンプレートをパッケージ化すると、スナップショットのベー
スとなっているテンプレートの各マスター表のスナップショット・ログに、変更のロギング
が開始されます。 特定のマスター表のスナップショット・ログに記録された変更内容は、マ
スター表をベースとするすべてのスナップショットがインスタンシエーション後にリフレッ
シュされるまで消去されません。 したがって、テンプレートをパッケージ化した後で、テン
プレートのインスタンシエーションとスナップショットのリフレッシュをできるだけ早く実
行して、スナップショット・ログが大きくなりすぎないようにする必要があります。
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インスタンシエーション時は、テンプレートとデータがマスター・サイトではなく記憶メ
ディアから取り出されます。 これには、ネットワーク・トラフィックを軽減でき、ネット
ワークに常時接続しなくてよいというメリットがあります。 ただし、インスタンシエーショ
ン後は、スナップショット・サイトにはパッケージ化した時点のマスター・サイトのデータ
が反映されているので、リフレッシュによって更新する必要があります。 

図図図図 4-4  オフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーション

オフライン・インスタンシエーションは、多数のラップトップやその他の非接続環境のコン
ピュータでターゲット・テンプレートをインスタンシエートする大量配布に最適なソリュー
ションです。

配置テンプレートのインスタンシエーションのシナリオ配置テンプレートのインスタンシエーションのシナリオ配置テンプレートのインスタンシエーションのシナリオ配置テンプレートのインスタンシエーションのシナリオ
ターゲット・インスタンシエーション・サイトで、次のいずれかの Oracleデータベース・
クライアントが稼動している必要があります。 

� Oracle8i Enterprise Edition

� Oracle8i Standard Edition

� Oracle8i Personal Edition

� Oracle8i Lite

最も一般的な大量配布のシナリオでは、マスター・サイトで Oracle8i Enterprise Editionを
使用し、リモート・サイト（通常、ラップトップ）で Oracle8i Liteを使用します。

スナップショット・サイト� 記憶メディア�

パッケージ化された記憶メディアを�
介したオフラインでのテンプレートの�
インスタンシエーション�
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表 4-1に、配置テンプレートのインスタンシエーションのシナリオの概要を示します。

DBAまたはターゲット・ユーザーのいずれかが、配置テンプレートをパッケージ化できま
す。 配置テンプレートをパッケージ化するには、Replication Managerの「Offline 
Instantiation Wizard」（オフライン・インスタンシエーションの場合）またはレプリケー
ション・マネージメント API（オフラインおよびオンライン・インスタンシエーションの場
合）を使用します。 パッケージ化するには、エンドユーザーはパブリック APIを使用し、
DBAは一般的にプライベート APIを使用します。 通常、配置テンプレートをオフラインで
インスタンシエートする場合は DBAがパッケージ化を実行しますが、配置テンプレートを
オンラインでインスタンシエートする場合はユーザーがパッケージ化を実行する可能性があ

表表表表 4-1  配置テンプレートのインスタンシエーションのシナリオ配置テンプレートのインスタンシエーションのシナリオ配置テンプレートのインスタンシエーションのシナリオ配置テンプレートのインスタンシエーションのシナリオ

インスタンシエーショインスタンシエーショインスタンシエーショインスタンシエーショ
ンのタイプンのタイプンのタイプンのタイプ

スナップショット・クラスナップショット・クラスナップショット・クラスナップショット・クラ
イアントのタイプイアントのタイプイアントのタイプイアントのタイプ

説明説明説明説明

オフライン Oracle8i Enterprise 
Edition

Oracle8i Standard Edition

Oracle8i Personal Edition

ユーザーは、SQL*Plusを使用してオフライン・
インスタンシエーション・スクリプトを実行し
ます。 オフライン・インスタンシエーション・
スクリプトには、スナップショット・サイトの
オブジェクトを作成する CREATE文と、スナッ
プショットにデータを移入する INSERT文が含
まれます。 

オフライン Oracle8i Lite 
（Java RepAPI）

ユーザーは、Oracle Client Replication Toolな
どのクライアント・アプリケーション・ツール
を使用して、オフライン・インスタンシエー
ション用のバイナリ・ファイルを開きます。 次
に、開いたバイナリ・ファイルによってスナッ
プショット・サイト・オブジェクトが作成され、
スナップショットにデータが移入されます。

オンライン Oracle8i Enterprise 
Edition

Oracle8i Standard Edition

Oracle8i Personal Edition

ユーザーは、SQL*Plusを使用してオンライン・
インスタンシエーション・スクリプトを実行し
ます。 オンライン・インスタンシエーション・
スクリプトには、スナップショット・サイトの
オブジェクトを作成する CREATE文が含まれま
す。 スナップショット・オブジェクトの作成時
に、オンライン・インスタンシエーション・ス
クリプトはマスター・サイトに接続します。次
に、CREATE SNAPSHOT ...AS SELECT文を使
用してスナップショットを作成し、データを移
入します。 

オンライン Oracle8i Lite 
（Java RepAPI）

ユーザーは、Oracle Client Replication Toolな
どのクライアント・アプリケーション・ツール
を使用してマスター・サイトに接続します。 こ
のツールを使用すると、配置テンプレートの
パッケージ化とインスタンシエーションを 1回
の操作で実行できます。 クライアント側では、
ファイルは必要ありません。
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ります。 ただし、ユーザーまたは DBAにとっては使用する APIコールが異なること以外に
制約はなく、どちらもオンラインまたはオフラインによるパッケージ化を実行できます。

配置テンプレートをパッケージ化するには、次のレプリケーション・マネージメント APIの
ファンクションを使用できます。

プライベート・ファンクション（DBAのみ使用）:

� DBMS_REPCAT_RGT.INSTANTIATE_OFFLINE

� DBMS_REPCAT_RGT.INSTANTIATE_OFFLINE_REPAPI

� DBMS_REPCAT_RGT.INSTANTIATE_ONLINE

パブリック・ファンクション :

� DBMS_REPCAT_INSTANTIATE.INSTANTIATE_OFFLINE

� DBMS_REPCAT_INSTANTIATE.INSTANTIATE_OFFLINE_REPAPI

� DBMS_REPCAT_INSTANTIATE.INSTANTIATE_ONLINE

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、7-13ページの「配置テンプレートをインスタンシ
エートするスナップショット・サイトの準備」および『Oracle8iレプリ
ケーション・マネージメント APIリファレンス』を参照してください。 

注意注意注意注意 : オフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートを
パッケージ化すると、関連するスナップショット・ログに、テンプレート
にパッケージ化したスナップショットのロギングが開始されます。この即
時ロギングによって、スナップショット・サイトでオフライン・インスタ
ンシエーション完了後に高速リフレッシュを実行できます。 オフライン・
インスタンシエーションの実行後、スナップショット・ログを監視して、
リモート・スナップショット・サイトのリフレッシュが適切なときに実行
されていることを確認してください。 テンプレートをパッケージ化すると
きにロギングが開始されるため、リモート・スナップショット・サイトが
リフレッシュされないとスナップショット・ログが大きくなりすぎること
があります。
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配置テンプレートのアーキテクチャ配置テンプレートのアーキテクチャ配置テンプレートのアーキテクチャ配置テンプレートのアーキテクチャ
Oracleでは、スナップショット環境を迅速かつ効率的に配布するために、配置テンプレート
に標準スナップショット・アーキテクチャを使用しています。 配置テンプレートでは、ス
ナップショット定義の作成、リフレッシュ特性、競合解消およびグループ化に、スナップ
ショット環境を手動で作成する場合と同じ方法を使用します。ただし、配置テンプレートで
は DDLを実行してオブジェクトを即時に作成するのではなく、テンプレートをインスタン
シエートするときに、配置テンプレートに含まれるオブジェクト DDLが実行される点が異
なります。

システム表に格納されたテンプレート定義システム表に格納されたテンプレート定義システム表に格納されたテンプレート定義システム表に格納されたテンプレート定義
配置テンプレートでは、スナップショット・サイトで DDLを実行してスナップショット環
境を即時に作成するのではなく、スナップショットおよび関連するオブジェクト定義が配置
テンプレートに格納されます。 すべてのオブジェクト定義を配置テンプレートに追加した後、
テンプレートをインスタンシエートすると、格納されているすべての DDLがリモート・ス
ナップショット・サイトで実行され、必要なスナップショット環境が作成されます。

これらのオブジェクト定義はすべて、配置テンプレートの定義サイトにあるシステム表に、
配置テンプレート名をキーにして格納されます。 配置テンプレートをパッケージ化すると、
格納されているオブジェクト DDLがシステム表から取り出され、バイナリ・ファイルのイ
ンスタンシエーション・スクリプトが作成されます。 唯一の例外は、Oracle8i Liteスナップ
ショット・サイトのオンライン・インスタンシエーションでは、ローカル・ファイルを必要
としない点です。これは、Oracle Client Replication Toolなどのクライアント・アプリケー
ション・ツールによってマスター・サイトへの接続時にパッケージ化が自動的に実行される
ためです。

標準標準標準標準 DDLの使用の使用の使用の使用
テンプレートのオブジェクト定義は、スナップショット・サイトでローカルにオブジェクト
を作成する場合と同じ DDLを使用して作成されます。 たとえば、スナップショットをロー
カルで作成するときは、次の DDLを実行します。

CREATE SNAPSHOT foo_snap AS SELECT empid, region, dept, salary 
   FROM scott.foo@hq.com;
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これと同じスナップショットを配置テンプレートに追加するには、Replication Managerの
「Deployment Template Wizard」を使用するか、または次の例に示すように CREATE_

TEMPLATE_OBJECTファンクションを使用します。

DECLARE
a NUMBER;
BEGIN
   a := DBMS_REPCAT_RGT.CREATE_TEMPLATE_OBJECT(
      refresh_template_name => ’dt_snapenv’,
      object_name => ’foo_snap’,
      object_type => ’snapshot’,
      ddl_text => ’CREATE SNAPSHOT foo_snap 
                     AS SELECT empid, region, dept, salary
                     FROM scott.foo@hq.com');
END;
/

このファンクションを実行すると、DT_SNAPENVという名前の配置テンプレートにスナッ
プショット定義が追加されます。 このスナップショットをインスタンシエートすると、ス
ナップショット FOO_SNAPが作成されます。 スナップショットを作成するのみでなく、表、
トリガー、プロシージャ、索引およびその他のオブジェクト定義を配置テンプレートに追加
できます。 

スナップショットを作成するときは、スナップショットの問合せで表所有者のスキーマ名を
必ず指定してください。 前述の例では、FOO表の所有者に SCOTTが指定されています。

注意注意注意注意 : DDL_TEXTパラメータの一重引用符で囲まれた DDL文の末尾に
は、セミコロンを付けないでください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : CREATE_TEMPLATE_OBJECTファンクションの使用方法の
詳細は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレンス』
の「DBMS_REPCAT_RGTパッケージ」の「CREATE_TEMPLATE_
OBJECTファンクション」を参照してください。 
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パッケージ化およびインスタンシエーションのプロセスパッケージ化およびインスタンシエーションのプロセスパッケージ化およびインスタンシエーションのプロセスパッケージ化およびインスタンシエーションのプロセス
リモート・スナップショット・サイトでのインスタンシエーション用に配置テンプレートを
パッケージ化するときは、オンライン・インスタンシエーション用とオフライン・インスタ
ンシエーション用のテンプレートを用意します。 インスタンシエーション・プロシージャに
よって、リモート・スナップショット環境が作成され、その環境にデータが移入されます。 

オンライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオンライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオンライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオンライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケー
ジ化ジ化ジ化ジ化
オンライン・インスタンシエーション用に配置テンプレートをパッケージ化すると、リモー
ト・スナップショット環境の作成に必要な DDLが生成され、 すべてのテンプレート・パラ
メータの代入処理が実行されます。 生成された DDLが格納される場所は、スナップショッ
ト・クライアントのタイプによって異なります。

� スナップショット・クライアントが Oracle8i Enterprise Edition、 Oracle8i Standard 
Editionまたは Oracle8i Personal Editionの場合、オンライン・インスタンシエーション
用のスクリプトは、レプリケーション・マネージメント APIを実行してテンプレートを
パッケージ化したコンピュータのハード・ドライブにローカルに格納されます。 このコ
ンピュータがスナップショット・サイトのコンピュータでない場合は、オンライン・イ
ンスタンシエーション・ファイルをスナップショット・サイトに転送する必要がありま
す。

� スナップショット・クライアントが Oracle8i Liteの場合は、ファイルは必要ありませ
ん。 ユーザーは、オンライン・インスタンシエーション時に、Oracle Client Replication 
Toolなどのクライアント・アプリケーション・ツールを使用して、スナップショット・
サイトの構造やデータをマスター・サイトからリモート・スナップショット・サイトへ
直接取り出します。 したがって、クライアント・アプリケーション・ツールによってテ
ンプレートのパッケージ化が自動的に実行されます。

オフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケーオフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケー
ジ化ジ化ジ化ジ化
オフライン・インスタンシエーション用に配置テンプレートをパッケージ化するときに、リ
モート・スナップショット環境の作成に必要な DDLと、スナップショット環境へのデータ
の移入に必要な DMLを、生成したファイルに格納します。 また、パッケージ化の最中に、
すべてのテンプレート・パラメータの代入が実行されます。 
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テンプレートをパッケージ化するときに、オフライン・インスタンシエーション用のスクリ
プトまたはバイナリ・ファイルを作成し、ハード・ディスク、CD-ROM、テープなどの記憶
デバイスに保存します。 オフライン・インスタンシエーション用の配置テンプレートをパッ
ケージ化するには、Replication Managerの「Offline Instantiation Wizard」またはレプリ
ケーション・マネージメント APIを使用できます。 

� スナップショット・クライアントが Oracle8i Enterprise Edition、Oracle8i Standard 
Editionまたは Oracle8i Personal Editionの場合は、オフライン・インスタンシエーショ
ン・スクリプトは、要求を発行してテンプレートをパッケージ化したコンピュータの
ハード・ドライブにローカルに格納されます。 このコンピュータがスナップショット・
サイトのコンピュータでない場合は、オフライン・インスタンシエーション・ファイル
をスナップショット・サイトに転送する必要があります。

� スナップショット・クライアントが Oracle8i Liteの場合は、オフライン・インスタンシ
エーション用のバイナリ・ファイルはマスター・サイトに格納されるので、このファイ
ルをスナップショット・サイトに転送する必要があります。

リモート・スナップショット・サイトでテンプレートをインスタンシエートするときは、記
憶メディアまたはローカルのハード・ドライブからスクリプトまたはバイナリ・ファイルが
実行されます。 これにより、スナップショット環境が作成され、パッケージ化プロセスで定
義したデータ・セットが環境に移入されます。 前述のように、個々のサイト用のデータ・
セットを定義するテンプレート・パラメータはすべて、パッケージ作成プロセスで定義しま
す。

オンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーションオンライン・インスタンシエーション
 オンライン・インスタンシエーション・プロセスでは、スナップショット・サイトの構造が
作成され、指定したデータ・サブセットがマスター・サイトから取り出されて適切なスナッ
プショットに格納されます。 リモート・スナップショット・サイトでオンライン・インスタ
ンシエーション・プロセスを開始すると、配置テンプレート用に定義したパラメータが評価
されます。 パラメータに定義した値は、テンプレートのオブジェクト DDLを実行するとき
に、リモート・スナップショット・サイトにカスタム・データ・セットをインストールする
ために使用されます。 同時に、スナップショットがマスター・サイトに登録され、スナップ
ショット・ログにマスター表への変更のロギングが開始されます。

テンプレート・パラメータ値は、デフォルト・パラメータ値またはユーザー・パラメータ値
を使用して定義できます。  Oracleはこれらのパラメータ値が存在するかどうかをチェック
し、次の順に使用します。

1. ユーザー・パラメータ値

2. デフォルト・パラメータ値
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ユーザー・パラメータ値が定義してあり、リストに含まれているユーザーがテンプレートを
インスタンシエートする場合、テンプレートをインスタンシエートするときにユーザー・パ
ラメータ値が使用されます。 ユーザー・パラメータ値を定義しないと、デフォルト・パラ
メータ値が使用されます。 図 4-5は、パラメータのチェック・プロセスを示します。

図図図図 4-5  オンライン・インスタンシエーション時のパラメータのチェックオンライン・インスタンシエーション時のパラメータのチェックオンライン・インスタンシエーション時のパラメータのチェックオンライン・インスタンシエーション時のパラメータのチェック

パラメータのチェックが終わると、テンプレートによって作成されたオブジェクトが、テン
プレートの作成時に指定したリフレッシュ・グループに追加されます。

オフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーション
大量配布環境では、ほとんどのスナップショット環境でオフライン・インスタンシエーショ
ンを使用して、必要なスナップショット環境を作成します。 配置テンプレートをパッケージ
化すると、スクリプトまたはバイナリ・ファイルが作成され、スナップショット環境の作成
に必要な DDL、インスタンシエーション・プロセスで使用されるパラメータ値およびス
ナップショット環境へのデータの移入に必要な DMLが格納されます。

スクリプトまたはバイナリ・ファイルは、CD-ROMやフロッピィ・ディスクなどの記憶メ
ディアにコピーしたり、Webサイトや FTPサイトに保存してリモート・スナップショット・
サイトにダウンロードしたりできます。このような柔軟な配布メカニズムによって、管理者
とユーザーは最も効率的な方法で配置テンプレートをインスタンシエートできます。

いいえ

テンプレート�
・パラメータが存�
在するか？

ユーザー・�
パラメータが存在�
するか？

いいえ

はい� はい�

テンプレートを�
インスタンシェート�

する�

DBA_REPCAT_
USER_PARM_

VALUES ビューから�
ユーザー値を引き出す�

デフォルト値を使う

スナップショット環境�
を構築する
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パッケージ化およびインスタンシエーションのオプションパッケージ化およびインスタンシエーションのオプションパッケージ化およびインスタンシエーションのオプションパッケージ化およびインスタンシエーションのオプション
配置テンプレートのパッケージ化およびインスタンシエーションには、様々な形態がありま
す。 表 4-2は、パッケージ化およびインスタンシエーションの形態とメカニズム、および操
作の実行時に使用するドキュメントのリストを示します。

表表表表 4-2  パッケージ化およびインスタンシエーションのオプションパッケージ化およびインスタンシエーションのオプションパッケージ化およびインスタンシエーションのオプションパッケージ化およびインスタンシエーションのオプション （１（１（１（１ /２ページ）２ページ）２ページ）２ページ）

インスタンシインスタンシインスタンシインスタンシ
エーションのエーションのエーションのエーションの
タイプタイプタイプタイプ

インスタンシエーインスタンシエーインスタンシエーインスタンシエー
ションを実行するションを実行するションを実行するションを実行する
クライアントのタクライアントのタクライアントのタクライアントのタ
イプイプイプイプ

使用する使用する使用する使用する
テンプレートのテンプレートのテンプレートのテンプレートの
パッケージ化パッケージ化パッケージ化パッケージ化

パッケージ化パッケージ化パッケージ化パッケージ化
ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント

使用する使用する使用する使用する
テンプレートのテンプレートのテンプレートのテンプレートの
インスタンシエーインスタンシエーインスタンシエーインスタンシエー
ションションションション

インスタンシエーインスタンシエーインスタンシエーインスタンシエー
ションのドキュメンションのドキュメンションのドキュメンションのドキュメン
トトトト

オフライン Oracle8i Enterprise 
Edition

Oracle8i Standard 
Edition

Oracle8i Personal 
Edition

Replication 
Managerの
「Offline 

Instantiation 
Wizard」

Replication Manager
のオンライン・ヘル
プの「Package for 
Offline Instantiation: 
Overview」のト
ピックを参照してく
ださい（「Help 
Contents」で
「Deployment 
Templates」>
「Packaging and 
Instantiation」の順
に選択します）

オフライン・イン
スタンシエーショ
ン・スクリプトお
よび SQL*Plus

Replication Manager
のオンライン・ヘル
プの「Instantiate at 
Remote Snapshot 
Site」のトピックを
参照してください
（「Help Contents」
で「Deployment 
Templates」>
「Packaging and 
Instantiation」の順
に選択します）

オフライン Oracle8i Enterprise 
Edition

Oracle8i Standard 
Edition

Oracle8i Personal 
Edition

レプリケーション・
マネージメント
API（PL/SQLパッ
ケージおよび
SQL*Plus）

『Oracle8iレプリ
ケーション・マネー
ジメント APIリファ
レンス』の第 4章の
「インスタンシエー
ションのためのパッ
ケージ化」の項を参
照してください

オフライン・イン
スタンシエーショ
ン・スクリプトお
よび SQL*Plus

『Oracle8iレプリ
ケーション・マネー
ジメント APIリファ
レンス』の第 4章の
「配置テンプレート
のインスタンシエー
ション」の項を参照
してください

オンライン Oracle8i Enterprise 
Edition

Oracle8i Standard 
Edition

Oracle8i Personal 
Edition

レプリケーション・
マネージメント
API（PL/SQLパッ
ケージおよび
SQL*Plus）

『Oracle8iレプリ
ケーション・マネー
ジメント APIリファ
レンス』の第 4章の
「インスタンシエー
ションのためのパッ
ケージ化」の項を参
照してください

オンライン・イン
スタンシエーショ
ン・スクリプトお
よび SQL*Plus

『Oracle8iレプリ
ケーション・マネー
ジメント APIリファ
レンス』の第 4章の
「配置テンプレート
のインスタンシエー
ション」の項を参照
してください
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インスタンシエーション後の作業インスタンシエーション後の作業インスタンシエーション後の作業インスタンシエーション後の作業
リモート・スナップショット・サイトで配置テンプレートのインスタンシエーションを実行
すると、スナップショット・サイトでローカルにスナップショット環境を作成した場合と
まったく同じ構造が作成されます。 具体的には、指定した名前でスナップショットが作成さ
れ、制約整合性を保つために主キーに基づいて索引が作成されます。また、テンプレートの
その他のオブジェクトも、スナップショット・サイトで手動で作成した場合と同じように作
成されます。

オフライン・インスタンシエーションの場合は、サーバーでパッケージ化してからリモー
ト・スナップショット・サイトでインスタンシエートするまでの時間が長くなれば、インス
タンシエーション後の最初のリフレッシュに要する時間も長くなります。 スナップショッ
ト・サイトでは、マスター・サイトのスナップショット・ログを使用して、テンプレートが
パッケージ化された時点以降の高速リフレッシュを実行します。 前述のように、マスター表

オフライン Oracle8i Lite 
（Java RepAPI）

Replication 
Managerの
「Offline 

Instantiation 
Wizard」

Replication Manager
のオンライン・ヘル
プの「Package for 
Offline Instantiation: 
Overview」のト
ピックを参照してく
ださい（「Help 
Contents」で
「Deployment 
Templates」> 
「Packaging and 
Instantiation」の順
に選択します）

オフライン・イン
スタンシエーショ
ン用のバイナリ・
ファイル、および
Oracle Client 
Replication Tool
などのクライアン
ト・アプリケー
ション・ツール

テンプレートのイン
スタンシエーション
の詳細は、Oracle8i 
Liteのドキュメント
を参照してください

オフライン Oracle8i Lite 
（Java RepAPI）

レプリケーション・
マネージメント
API（PL/SQLパッ
ケージおよび
SQL*Plus）

『Oracle8iレプリ
ケーション・マネー
ジメント APIリファ
レンス』の第 4章の
「インスタンシエー
ションのためのパッ
ケージ化」の項を参
照してください

オフライン・イン
スタンシエーショ
ン用のバイナリ・
ファイル、および
Oracle Client 
Replication Tool
などのクライアン
ト・アプリケー
ション・ツール

テンプレートのイン
スタンシエーション
の詳細は、Oracle8i 
Liteのドキュメント
を参照してください

オンライン Oracle8i Lite 
（Java RepAPI）

Oracle Client 
Replication Toolな
どのクライアント・
アプリケーション・
ツール

テンプレートのパッ
ケージ化の詳細は、
Oracle8i Liteのド
キュメントを参照し
てください

Oracle Client 
Replication Tool
などのクライアン
ト・アプリケー
ション・ツール

テンプレートのイン
スタンシエーション
の詳細は、Oracle8i 
Liteのドキュメント
を参照してください

表表表表 4-2  パッケージ化およびインスタンシエーションのオプションパッケージ化およびインスタンシエーションのオプションパッケージ化およびインスタンシエーションのオプションパッケージ化およびインスタンシエーションのオプション （２（２（２（２ /２ページ）２ページ）２ページ）２ページ）

インスタンシインスタンシインスタンシインスタンシ
エーションのエーションのエーションのエーションの
タイプタイプタイプタイプ

インスタンシエーインスタンシエーインスタンシエーインスタンシエー
ションを実行するションを実行するションを実行するションを実行する
クライアントのタクライアントのタクライアントのタクライアントのタ
イプイプイプイプ

使用する使用する使用する使用する
テンプレートのテンプレートのテンプレートのテンプレートの
パッケージ化パッケージ化パッケージ化パッケージ化

パッケージ化パッケージ化パッケージ化パッケージ化
ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント

使用する使用する使用する使用する
テンプレートのテンプレートのテンプレートのテンプレートの
インスタンシエーインスタンシエーインスタンシエーインスタンシエー
ションションションション

インスタンシエーインスタンシエーインスタンシエーインスタンシエー
ションのドキュメンションのドキュメンションのドキュメンションのドキュメン
トトトト
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に対して行った変更は、配置テンプレートをパッケージ化するとただちにスナップショッ
ト・ログに記録されます。

スナップショット・グループスナップショット・グループスナップショット・グループスナップショット・グループ
インスタンシエートした配置テンプレートによって作成されたオブジェクトは、オブジェク
トのマスター・グループ名から付けられた名前を持つスナップショット・グループに自動的
に追加されます。 たとえば、マスター・グループ PERSONNELおよび TECHNICALのオブ
ジェクトを含む配置テンプレート DT_SNAPENVをインスタンシエートした場合、テンプ
レート・オブジェクトはスナップショット・グループ PERSONNEL01および
TECHNICAL01にそれぞれ追加されます（同じマスター・グループのオブジェクトが複数の
テンプレートに含まれる場合は、それぞれ異なる番号付き接尾辞が付けられます）。前述の
ように、スナップショット・グループはターゲット・マスター・グループと編成上の整合性
を保つのみでなく、更新可能なスナップショットを使用するために必要です。

リフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループリフレッシュ・グループ
最初に配置テンプレートを作成するときは、テンプレートのスナップショット・オブジェク
トを追加するリフレッシュ・グループの名前を定義する必要があります。 インスタンシエー
ション・プロセスが完了した後で、マスター・サイトに常時ネットワーク接続している場合
は、リフレッシュ・グループ内のスナップショットを設定した間隔で自動的にリフレッシュ
するように指定できます。

Oracle8i Enterprise Edition、Oracle8i Standard Editionおよび Oracle8i Personal Editionの
場合は、Replication Managerまたは DBMS_REFRESH.CHANGEプロシージャを使用して、
リフレッシュ・グループのリフレッシュ間隔と次回リフレッシュするデータを変更できま
す。 Replication Managerでこれらの設定を変更するには、リフレッシュ・グループを選択し
て、「Next Date」フィールドと「Interval」フィールドを編集します。 DBMS_
REFRESH.CHANGEプロシージャを使用してこれらの設定を変更する場合は、intervalパラ
メータと next_dateパラメータを適切に設定します。 スナップショット・サイトからマス
ター・サイトに常時ネットワーク接続していない場合は、必要に応じてリフレッシュ・グ
ループをリフレッシュできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、3-17ページの「スナップショットのアーキテクチャ」
を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、3-23ページの「スナップショット・グループ」を参
照してください。

注意注意注意注意 : Oracle8i Liteサイトのリフレッシュ・グループのリフレッシュ間
隔をあらかじめ設定しておくことはできません。必要に応じてリフレッ
シュしてください。 また、Oracle8i Liteサイトでインスタンシエートする
配置テンプレートを作成する場合は、リフレッシュ・グループの名前を配
置テンプレートの名前と同じにする必要があります。
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配置テンプレートの設計配置テンプレートの設計配置テンプレートの設計配置テンプレートの設計
配置テンプレートを作成する前に、テンプレートの設計を行う必要があります。 配置テンプ
レートのパラメータと副問合せのサブセット化を組み合せることで、DBAは、割当て表と
垂直パーティション化されたデータを使用して広範囲に分散したデータベース環境を管理で
きます。 垂直パーティション化の要件およびレプリケート環境に必要なデータ・セットにつ
いては、さらにいくつかの設計上の考慮事項があります。 

垂直パーティション化垂直パーティション化垂直パーティション化垂直パーティション化
配置テンプレートを使用すると、垂直パーティション化された更新可能スナップショットを
作成できる利点もあります。 垂直パーティション化は、列のサブセット化とも呼ばれます。
たとえば、多くの軽量なクライアントを含む大量配布環境では、LOBデータ自体を実際にレ
プリケートするのではなく、LOBデータを含む表をレプリケートすることが必要な場合があ
ります。これを行うには、垂直パーティションを定義するときに、レプリケート対象として
選択した列から LOB列を除外します。

配置テンプレートに追加する垂直パーティション化されたスナップショットは、次の要素を
含んでいる必要があります。

� 主キー

� レプリケート列の競合解消に使用するすべての列（図 4-6を参照してください）

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データのサブセット化の詳細は、3-8ページの「スナップ
ショットでのデータのサブセット化」を参照してください。垂直パーティ
ション化の詳細は、4-22ページの「垂直パーティション化」を参照してく
ださい。
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図図図図 4-6  垂直パーティション化されたデータのレプリケーション垂直パーティション化されたデータのレプリケーション垂直パーティション化されたデータのレプリケーション垂直パーティション化されたデータのレプリケーション

列 PK、EmpID、Salaryおよび Level（図 4-6を参照してください）をレプリケートするス
ナップショット・オブジェクトを追加する場合は、列グループ Aに含まれる各列の競合解消
に使用するため、Time Stamp列も含める必要があります。

注意注意注意注意 : 垂直パーティション化を使用できるのは、Oracle Replication 
Managerを使用してスナップショット・オブジェクトを配置テンプレート
に追加する場合のみです。 レプリケーション・マネージメント APIを使用
している場合は、垂直パーティション化は使用できません。

注意注意注意注意 : 垂直パーティションを定義するときは、マスター定義サイトが使
用できる必要があります。配置テンプレートに複数のマスター・グループ
の垂直パーティション化されたスナップショットが含まれている場合は、
各グループのマスター定義サイトが使用可能であることが必要です。

Sales
History
(LOB)

Territory Priority
Site*

SalaryEmpIDPK Level Time
Stamp*

レプリケート・データ�

列グループ A 列グループ B

*列グループの競合解消列を示す�
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割当て表による水平パーティション化割当て表による水平パーティション化割当て表による水平パーティション化割当て表による水平パーティション化
前の項で説明したように、スナップショット・データ・セットはスナップショットの問合せ
に基づいて定義されます。つまり、ユーザーはスナップショットの定義問合せに適合する
データのみ参照できます。

図図図図 4-7  顧客と営業担当員の関連付け顧客と営業担当員の関連付け顧客と営業担当員の関連付け顧客と営業担当員の関連付け

Assignment 表�
C_ID S_ID 

1001001
001
002

1002
1002

Salesperson  表�
S_ID S_NAME 

Smith1001
1002
1003

Albert
.
.
.
.

Downing

. . .

. .

主キー�一意性制約�

Customer スナップショット�
C_ID zip 

19555001
002
.

19555
.
.
..

. . .

主キー�

Orders スナップショット�
O_ID C_ID 

001100
101
102

003
.
.
.002

103 .001
104 .001

. . .

主キー�

Order_Line スナップショット�
OL_ID O_ID 

100100
102
103

102
.
.
.101

104 .102
105 .101

. . .

主キー�

主キー�
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このことを念頭において副問合せに基づくデータのサブセット化と割当て表を併用すれば、
スナップショット環境に加えられた変更を容易に制御できます。 

たとえば、図 4-7に示す顧客と営業担当員の関連付けを考えてみます。 この例では、営業担
当員は割当て表に基づいて顧客に割り当てられています。営業担当員の採用や退職があった
場合は、割当て表の内容を変更すれば既存の顧客を新しい営業担当員に割り当てることがで
きます。 副問合せに基づくデータのサブセット化と割当て表を併用すると、一元管理が可能
になるのみでなく、高い安全性を保ちながら容易に管理ができます。 たとえば、営業担当員
#1001は他の営業担当員の顧客情報を参照できません。顧客情報に機密データが含まれる場
合、これは非常に重要です。

図 4-7に示す関連付けにおいて、ORDRSスナップショットの定義副問合せが次のように指
定されているとします。

CREATE SNAPSHOT sales.orders AS
 SELECT * FROM sales.orders@hq.acme.com o
    -- conditions for customers
  WHERE EXISTS
  ( SELECT c_id FROM sales.customer@hq.acme.com c
    WHERE o.c_id = c.c_id
      AND EXISTS
    ( SELECT * FROM sales.assignment@hq.acme.com a
     WHERE a.c_id = c.c_id
     AND EXISTS
     ( SELECT * FROM sales.salesperson@hq.acme.com s
       WHERE s.s_id = ':salesperson_id')));

この場合、ORDERSスナップショットには、変数 :salesperson_idに指定された営業担当員に
割り当てられている顧客の受注データが移入されます。 CREATE SNAPSHOT文の最後の行
の変数 :salesperson_idに注意してください。

このような柔軟性があるため、管理者は SQLを変更せずに、割当て表を変更することに
よってスナップショットのデータ・セットを容易に制御できます。たとえば、ある営業担当
員に 2人の新しい顧客が割り当てられた場合、管理者の作業は割当て表でその営業担当員に
新しい顧客を割り当てることのみです。 スナップショットの次回の高速リフレッシュ後、2
人の顧客のデータは営業担当員のラップトップなどのターゲット・スナップショット・サイ
トに伝播されます。 反対に、指定した営業担当員から 1人の顧客の割当てを外した場合は、
次回のリフレッシュ後にその顧客に関するすべてのデータがスナップショット・サイトから
削除され、営業担当員はその情報にアクセスできなくなります。
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データ・セットデータ・セットデータ・セットデータ・セット
配置テンプレートを設計するときは、ターゲット・データにアクセスする様々なユーザーの
タイプを考慮する必要があります。 たとえば、営業担当員と技術者はいずれも顧客情報を必
要としますが、両方が販売情報を必要とするわけではありません。

図図図図 4-8  一部のユーザーはすべてのデータを必要とする一部のユーザーはすべてのデータを必要とする一部のユーザーはすべてのデータを必要とする一部のユーザーはすべてのデータを必要とする

ユーザーが自分に無関係なデータを含む配置テンプレートをインスタンシエートすると余分
な記憶領域とリフレッシュ時間が必要となるので、避ける必要があります。

逆に、販売情報と顧客情報の両方を必要とするユーザーが、重複したデータを共有する複数
の配置テンプレートをインスタンシエートする必要があることも不都合です。 複数のテンプ
レートをインスタンシエートすると、データ整合性の問題が発生することがあります。つま
り、各配置テンプレートが異なるリフレッシュ・グループを使用するため、2つの配置テン
プレートのデータが別々のタイミングでリフレッシュされてデータ整合性の問題が生じる可
能性があります。

この場合は、営業担当員、顧客サービス技術者、および両方のデータ・セットを必要とする
ユーザー向けに、それぞれ 1つずつ配置テンプレートを作成するのが最善のソリューション
です。

時間と DBAの手間をかけずに 3種類のテンプレートを作成するには、まず両方のデータ・
セットを含むテンプレートを作成し、それを 2つコピーして、それぞれ不要な項目を削除し
て 2つのテンプレートを作成するのが最善の方法です。

Customer 表� Order 表�Support 表�

Product 表�
4-26 Oracle8iレプリケーション・ガイド



配置テンプレートの設計
図図図図 4-9  営業担当員用テンプレートと顧客サービス技術者用テンプレートの相違営業担当員用テンプレートと顧客サービス技術者用テンプレートの相違営業担当員用テンプレートと顧客サービス技術者用テンプレートの相違営業担当員用テンプレートと顧客サービス技術者用テンプレートの相違

もう 1つの設計上の考慮事項は、パラメータの使用方法です。上の表の多くで Customer ID
フィールドが使用される場合、同じパラメータを各テンプレート・オブジェクトで定義でき
ます。 同じパラメータを使用すると、デフォルト・パラメータ値を一度定義すると、その定
義がインスタンシエーション・プロセスですべてのオブジェクトに使用されます。

副問合せに基づくサブセット化を行うスナップショットで使用する場合は、1つのテンプ
レート・パラメータを使用するとさらに便利です。パラメータを 1つにすることによって、
ユーザーは必要な顧客に関するデータのみを受け取ることができます。たとえば、次の
CREATE SNAPSHOT文について考えます。

CREATE SNAPSHOT sales.orders AS
 SELECT * FROM sales.orders@hq.acme.com o
    -- conditions for customers
  WHERE EXISTS
  ( SELECT c_id FROM sales.customer@hq.acme.com c
    WHERE o.c_id = c.c_id
      AND EXISTS
    ( SELECT * FROM sales.assignment@hq.acme.com a
     WHERE a.c_id = c.c_id
     AND EXISTS
     ( SELECT * FROM sales.salesperson@hq.acme.com s
       WHERE s.s_id = ':salesperson_id')));

Order_lines

Orders

Order 表�

Products

Customers

Product 表�

Customer 表�

販売アプリケーション表�

Support_lines

Support_hdr

Support 表�

Products

Customers

Product 表�

Customer 表�

顧客サポート表�
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CREATE SNAPSHOT sales.customer AS
SELECT c_id FROM sales.customer@hq.acme.com c
-- conditions for customers

  WHERE EXISTS
( SELECT * FROM sales.assignment@hq.acme.com a

     WHERE a.c_id = c.c_id
     AND EXISTS
     ( SELECT * FROM sales.salesperson@hq.acme.com s
       WHERE s.s_id = ':salesperson_id')));

作成する 2つのスナップショットには明示的な SALESPERSON_IDフィールドが含まれてい
ませんが、副問合せに基づくサブセット化を行うことによって、パラメータを使用して必要
なデータ・セットのみをインスタンシエートできるので、非常に効率的です。1つのパラ
メータ（:salesperson_id）を使用すると、スナップショットの管理およびインスタンシエー
ションが、DBAおよび配置テンプレートを使用するユーザーの両方にとって容易になりま
す。

設計に関するその他の考慮事項設計に関するその他の考慮事項設計に関するその他の考慮事項設計に関するその他の考慮事項
最後に、リモート・スナップショット・サイトで他にどのようなオブジェクトを作成する必
要があるかを考えます。 具体的には、次の点を検討してください。

� スナップショット・サイトとマスター・サイト間に必要なデータベース・リンクを作成
する DDLを含める必要があるかどうか

� スナップショット環境で必要となるトリガーまたはプロシージャの種類

� 非レプリケート・データを格納する表を作成する必要があるかどうか

� 索引を追加する必要があるかどうか

スナップショット作成のローカル制御スナップショット作成のローカル制御スナップショット作成のローカル制御スナップショット作成のローカル制御
配置テンプレートは、スナップショット環境を作成および配布するための最も効率的な方法
です。 配布先が 2つまたは 3つのサイトのみの場合でも、配置テンプレートを使用すること
によって、個々のサイトにスナップショット環境を作成するよりもはるかに少ないステップ
でスナップショット環境を作成できます。配置テンプレートを使用すると、一度スナップ
ショット環境を作成すると、必要な数のサイトにそれを配布できます。

ただし、疑問が 1つ残っています。スナップショット環境を作成して配布するのに配置テン
プレートを使用することが最も効率的な方法ならば、どのような場合にリモート・スナップ
ショット・サイトでローカルにスナップショット環境を作成するのかということです。 通常、
スナップショット・サイトでローカル制御を維持する必要がある場合に、「Snapshot Group 
Wizard」を使用してスナップショット環境を作成するか、スナップショット・サイトでロー
カルにスナップショット環境を作成します。
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スナップショットの作成をローカル制御すると便利なシナリオの 1つは、スナップショッ
ト・サイトで、受け取るデータを制御することが望ましい場合です。たとえば、通常は読取
り専用のスナップショット・サイトである意思決定支援サイト（DSS）の場合、特に便利で
す。 DDSサイトでは複雑な問合せを実行することがありますが、OLTPサイトの速度を低下
させないようにしたり、OLTPサイトの DBAをわずらわせないようにするために、ローカ
ル制御が必要です。

スナップショットのローカル制御スナップショットのローカル制御スナップショットのローカル制御スナップショットのローカル制御
配置テンプレートの主な利点の 1つに、DBAが配置テンプレートの作成を集中して管理で
きる点があります。 しかし、スナップショット・サイトでの制御が必要な場合もあります。 

次の場合はローカル制御が必要です。

� スナップショット・サイトに熟練した DBAがいる場合

� スナップショット・サイトが信頼できるサイトである場合

� スナップショット・サイトでデータの水平パーティション化を実行する場合

スナップショット・グループは、スナップショット・サイトの DBAまたは SQLの知識を
持ったシステム・アナリストが Replication Managerの「Snapshot Group Wizard」を使用
してスナップショット・サイトでローカルに作成するため、スナップショット・サイトでも
制御できます。

ローカル制御を行う最適な例として、次の例を考えます。 マルチマスター・レプリケーショ
ンではデータの垂直パーティション化および水平パーティション化ができないため、主に
データのパーティション化を実行するために更新可能スナップショット・サイトを作成する
場合があります。 これらのサイトは通常は安全で、熟練した DBAが存在し、ユーザーやア
プリケーションの要件を満たすためにローカル制御を行う必要があります。 「Snapshot 
Group Wizard」またはレプリケーション・マネージメント APIを使用して作成したスナッ
プショット・グループでは、安全性の高い更新可能スナップショット・サイトの要件を満た
すために必要なローカル制御を行うことができます。

また、前述のように、配置テンプレートを使用してスナップショット環境を作成すると、ス
ナップショット環境のすべてのオブジェクトが同じリフレッシュ・グループに追加されま
す。 このことはほとんどのインストレーションでは問題ありませんが、場合によってはス
ナップショット・グループ内のオブジェクトをいくつかの異なるリフレッシュ・グループに
割り当てる必要があります。
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競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ競合解消の概念およびアーキテクチャ

この章のトピックは次のとおりです。

� 競合解消の概念

� 競合解消のアーキテクチャ 
チャ 5-1



競合解消の概念
競合解消の概念競合解消の概念競合解消の概念競合解消の概念
レプリケーションの競合は、複数のサイトから同じデータを同時に更新できるレプリケー
ション環境で発生します。たとえば、別々のサイトから発生した 2つのトランザクションに
よって、同じ行がほとんど同時に更新されたときに競合が発生します。 レプリケーション環
境を構成するときは、レプリケーションの競合が発生する可能性の有無を考慮する必要があ
ります。システム設計に競合を発生させる可能性がある場合や、競合が発生した場合には、
なんらかの方法で競合を解消しない限りシステム・データは収束しません。 

一般的に、まず必要なのは競合が発生しないレプリケート環境を設計することです。 ほとん
どのシステム設計では、いくつかのテクニックを使用することによって、レプリケートする
データの全体または大部分で競合を回避できます。 しかし、多くのアプリケーションでは、
データの一部を複数のサイトからいつでも更新できる必要があります。 その場合、レプリ
ケーションの競合の発生に対処できる必要があります。

以降の項では、レプリケーションの競合に関する情報、レプリケーションの競合を考慮して
レプリケーション・システムを設計する方法、レプリケート・システム設計においてレプリ
ケーションの競合を回避する方法、設計で競合を回避できない場合に競合を検出および解消
する方法について説明します。

データ要件およびアプリケーション要件の理解データ要件およびアプリケーション要件の理解データ要件およびアプリケーション要件の理解データ要件およびアプリケーション要件の理解
どのようなタイプのデータベース・アプリケーションおよびサポート・データベースを設計
する場合でも、データベースまたはアプリケーション自体を設計する前にアプリケーション
要件を理解することは非常に重要です。 たとえば、各アプリケーションは、機能境界や依存
性（受注入力、出荷および請求など）が正しく定義され、モジュール化されている必要があ
ります。さらに、サポート・データベースのデータを正規化して、アプリケーション・シス
テムのモジュール間の隠れた依存性を軽減する必要があります。 

レプリケーション環境で操作するデータベースを作成する場合は、基本的なデータベース設
計のルールの他に考慮が必要な要件があります。 まず、レプリケート・データを扱うアプリ
ケーションの一般的な要件を考慮します。 たとえば、一部のアプリケーションは読取り専用
スナップショットの使用でも十分に対応できるので、結果的にレプリケーションの競合の発
生を完全に回避できます。これに対して、大部分のレプリケート・データが読取り専用で、
一部のデータ（たとえば、1つまたは 2つの表、あるいは特定の表内の 1つまたは 2つの列）
をすべてのレプリケーション・サイトで更新可能にする必要があるアプリケーションもあり
ます。この場合は、レプリケーションの競合が発生したときにレプリケート・データの整合
性が完全に保たれるように、競合解消方法を決定する必要があります。
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例例例例
競合を考慮したレプリケート・データベースの設計方法をよく理解するために、競合の検出
および解消が可能な場合と不可能な場合がある、次のような環境を考えてみます。

� 通常、同じ商品に対して複数の予約を受け付けることができない予約システムでは、競
合を解消できません。たとえば、コンサートの特定の座席を予約するときには競合を解
消する方法がないため、予約システムの異なるレプリカにアクセスする異なるエージェ
ントが、複数の顧客のために同じ座席を予約できません。 

� 顧客管理システムでは、通常、競合を解消できます。たとえば、複数の営業担当員がレ
プリケート環境内の異なるデータベースの顧客住所情報をメンテナンスできます。競合
が発生しても、レコードに最新の更新内容を適用することで、更新の競合を解消できま
す。

レプリケーションの競合のタイプレプリケーションの競合のタイプレプリケーションの競合のタイプレプリケーションの競合のタイプ
レプリケート・データベース環境で発生するデータ競合には、更新競合、一意性競合および
削除競合の、3つのタイプの競合があります。  この章の後半部分で述べるように、レプリ
ケーション環境で発生する可能性が高いのは更新競合です。ただし、一意性競合および削除
競合にも対処できるように準備する必要があります。 これらの 3つのタイプの競合を回避で
きるようにデータベースを設計することをお薦めします。

更新競合更新競合更新競合更新競合
更新競合は、ある行に対する更新のレプリケーションが同じ行に対する別の更新と競合した
ときに発生します。異なるサイトから発生した 2つの異なるトランザクションによって、同
じ行がほとんど同時に更新されたときに発生することがあります。 

一意性競合一意性競合一意性競合一意性競合
一意性競合は、行のレプリケーションによってエンティティの整合性（PRIMARY KEY制約
または UNIQUE制約など）が失われるときに発生します。たとえば、2つの異なるサイト
から発生した 2つのトランザクションで、同じ主キー値を使用してそれぞれの表レプリカに
行を挿入した場合について考えます。この場合、トランザクションのレプリケーションが原
因で一意性競合が発生します。 
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削除競合削除競合削除競合削除競合
削除競合は、異なるサイトから発生した 2つのトランザクションのうち、1つのトランザク
ションで行が削除され、もう 1つのトランザクションで同じ行に対して更新または削除が行
われたときに発生します。これは、更新または削除の対象となる行が存在しなくなるためで
す。

 

データの競合およびトランザクションの順序データの競合およびトランザクションの順序データの競合およびトランザクションの順序データの競合およびトランザクションの順序

競合競合競合競合

順序競合は、マスター・サイトが 3つ以上あるレプリケーション環境で発生します。なん
らかの理由でマスター・サイト Xへの伝播がブロックされた場合、レプリケート・データ
への更新を他のマスター・サイト間で伝播できます。伝播を再開したときに、これらの更
新がその他のマスターで発生した順序と異なる順序でサイト Xに伝播されると、更新競合
が発生する可能性があります。 デフォルトでは、発生した競合はエラー・ログに記録され、
依存関係にあるトランザクションが伝播および適用された後で再実行できます。 順序競合の
例は、5-9ページの表 5-1を参照してください。

マスター・サイトが 3つ以上あるレプリケーション環境でデータ収束を保証するには、マ
スター・サイトがいくつあっても確実にデータ収束を行える競合解消方法（最も新しいタ
イムスタンプ、最小値 1、最大値1、優先グループ 1、加算 1）を選択する必要があります。

参照整合性参照整合性参照整合性参照整合性

サポート・データがリモート・サイトに正常に伝播されなかった場合、レプリケート・ト
ランザクションが順不同に適用されて、データ競合の他に参照整合性の問題が発生する可
能性もあります。 新規顧客が受注部門に電話をかけた場合を考えます。この場合、顧客レ
コードが作成され、受注が設定されます。 顧客データより先に受注データがリモート・サイ
トに伝播された場合、受注によって参照される顧客がリモート・サイトに存在しないため、
参照整合性のエラーが発生します。

参照整合性エラーが発生した場合は、エラーが生じたトランザクションをサポート・デー
タがリモート・サイトに伝播された後で再度実行すれば、簡単に解決できます。
1 競合解消方法を実行すると、一定の条件が存在する限り、マスター・サイトがいくつあっても
データ収束が保証されます。 詳細は、5-10ページの「競合解消のアーキテクチャ」で説明してい
る競合解消方法を参照してください。
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競合の検出競合の検出競合の検出競合の検出
レプリケーション・システムの各マスター・サイトは、レプリケーションの競合が発生する
とそれを自動的に検出し、解消します。 たとえば、あるマスター・サイトがシステム内の別
のマスター・サイトに遅延トランザクション・キューをプッシュするときに、レプリケー
ションの競合があれば、その競合は呼び出された受信サイトのリモート・プロシージャに
よって自動的に検出されます。

スナップショット・サイトが対応するマスター・サイトに遅延トランザクションをプッシュ
すると、受信マスター・サイトで競合の検出および解消が行われます。スナップショット・
サイトでは、スナップショットのリフレッシュを実行することによってデータをリフレッ
シュします。このリフレッシュの仕組みによって、リフレッシュ完了後には、競合解消結果
を含めたスナップショットのデータが、対応するマスターのデータと同一になります。した
がって、スナップショット・サイトでレプリケーションの競合の検出または解消を実行する
必要はありません。

異なるタイプの競合の検出方法異なるタイプの競合の検出方法異なるタイプの競合の検出方法異なるタイプの競合の検出方法
レプリケーション・システムの受信マスター・サイトでは、次のような更新競合、一意性競
合および削除競合が検出されます。

� レプリケート行の古い値（変更前の値）と受信サイトの同じ行のカレント値が異なる場
合、受信サイトで更新競合が検出されます。

� レプリケート行の INSERTまたは UPDATEの実行中に一意制約違反が発生した場合、受
信サイトで一意性競合が検出されます。

� 行の主キーが存在しないために受信サイトで UPDATE文または DELETE文の対象の行
が見付からない場合、受信サイトで削除競合が検出されます。 

注意注意注意注意 : 行の更新競合を検出および解消するには、伝播サイトから受信サ
イトに行の新旧の値に関するデータを送信する必要があります。パフォー
マンスを最大にするには、更新競合の検出および解消のサポートに使用す
るデータの量をチューニングします。詳細は、5-26ページの「パフォーマ
ンス・メカニズム」を参照してください。
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競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別競合検出時の行の識別
レプリケーションの競合を正確に検出するには、データ・レプリケーション時に別々のサイ
トの対応する行を一意に識別し、一致させる必要があります。 通常、Oracleのレプリケー
ション機能では、表の主キーを使用して表内の行を一意に識別します。表に主キーがない場
合は、代替キーを指定します。代替キーとは、データ・レプリケーション時に表内の行を識
別するために使用する列または列のセットです。

競合解消競合解消競合解消競合解消
競合が検出された場合、すべてのサイトでデータが収束するまで競合を解消することが重要
です。 Oracleには、更新競合を解消する事前作成の競合解消方法が用意されています。通常
は、この方法を使用することで、様々なレプリケーション環境のデータ収束を保証できま
す。 また、一意性競合に対する競合解消方法もありますが、これはデータ収束を保証しませ
ん。

削除競合または順序競合については、事前作成の競合解消方法はありません。 ただし、ビジ
ネス・ルールに固有の競合解消方法を独自に作成できます。 データ収束を保証しない競合解
消方法（特に、一意性競合および削除競合の解消方法）を作成する場合、通知機能を作成し
て DBAにデータ収束を手動で実現するように依頼する必要があります。

事前作成の競合解消方法またはユーザー定義の競合解消方法のいずれを使用する場合も、競
合が検出されると即時に適用されます。 定義した競合解消方法で競合を解消できない場合は、
その競合はエラー・キューにロギングされます。

競合解消が 1つの時点で失敗するのを回避するために、別の競合解消方法を定義して、主要
な競合解消方法の予備を作成できます。 たとえば、タイムスタンプが同一であるため、最も
新しいタイムスタンプによる競合解消方法では競合を解消できない場合（このような状況が
発生することはほとんどにありません）、サイト優先の競合解消方法を定義できます。これ
により、タイムスタンプを使用せずにデータ競合を解消できます。

注意注意注意注意 : アプリケーションによって表の識別列を更新しないでください。
これにより、行を識別してレプリケート・データの整合性を保つことがで
きます。
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競合の回避競合の回避競合の回避競合の回避
Oracleではデータ競合を解消する強力な競合解消方法がありますが、レプリケート・データ
ベースやフロントエンド・アプリケーションの設計時にまず優先する必要があるのは、デー
タ競合を回避することです。以降の項では、レプリケーション競合の一部または全部を回避
するためのテクニックを簡単に説明します。 

プライマリ・サイトおよび動的サイト所有権データ・モデルプライマリ・サイトおよび動的サイト所有権データ・モデルプライマリ・サイトおよび動的サイト所有権データ・モデルプライマリ・サイトおよび動的サイト所有権データ・モデル
レプリケーションの競合の発生を回避する 1つの方法として、システム内でレプリケート・
データに同時更新アクセスできるサイトの数を制限する方法があります。 この方法をサポー
トするレプリケート・データ所有権モデルとして、プライマリ・サイト所有権および動的サ
イト所有権という 2つのモデルがあります。

プライマリ・サイト所有権プライマリ・サイト所有権プライマリ・サイト所有権プライマリ・サイト所有権  プライマリ所有権は、読取り専用レプリケーション環境でサ
ポートされるレプリケート・データ・モデルです。プライマリ所有権によって、一連のレプ
リケート・データに更新アクセスできるサーバーは 1つに限定されるため、すべてのタイプ
のレプリケーションの競合が発生しません。

表レベルでデータの所有権を制御するかわりに、アプリケーションで水平パーティション化
および垂直パーティション化の機能を使用すると、データの静的所有権をより細かく設定で
きます。たとえば、サイト別の基準でレプリケート表の特定の列または行に更新アクセスで
きます。

動的サイト所有権動的サイト所有権動的サイト所有権動的サイト所有権  動的所有権レプリケート・データ・モデルは、プライマリ・サイト所有
権よりも制限の少ないモデルです。動的所有権の場合、データ・レプリカを更新する権利は
サイトからサイトへ移動しますが、ある時点で特定のデータに更新アクセスできるサイトは
1つしかありません。 ワークフロー・システムに動的所有権の概念がわかりやすく示されて
います。たとえば、関連する部門のアプリケーションでは、注文を更新できる時期を判断す
るために、製品注文のステータス・コード（ENTERABLE、SHIPPABLE、BILLABLEなど）
を使用できます。

特定のタイプの競合の回避特定のタイプの競合の回避特定のタイプの競合の回避特定のタイプの競合の回避
プライマリ・サイト所有権および動的所有権データ・モデルを使用するとアプリケーション
要件に対して制限が多すぎる場合には、共有所有権データ・モデルを使用する必要がありま
す。その場合でも、通常は、特定のタイプの競合を回避するためにいくつかの簡単な方法を
使用する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 動的所有権データ・モデルの使用方法の詳細は、6-11ページ
の「動的所有権の競合回避の使用方法」を参照してください。
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一意性競合の回避一意性競合の回避一意性競合の回避一意性競合の回避  一意性競合が発生しないようにレプリケーション環境を構成するのは非
常に簡単です。 たとえば、順序が互いに重複しない一連の順序番号を生成するように、各サ
イトで順序を作成できます。 ただし、この方法を使用する場合、サイト数またはレプリケー
ト表内の項目数が増加するほど問題が多く発生します。 

また、複合主キーの一部として一意のサイト識別子を追加する方法もあります。

最後に、Oracle8iリリース 8.1.5以降では、SYS_GUID ()ファンクションを使用してグロー
バルに一意な値を選択する方法も利用できます。選択した値を主キー（一意の値）として使
用すると、一意性競合をグローバルに回避できます。 

削除競合の回避削除競合の回避削除競合の回避削除競合の回避  削除競合は、すべてのレプリケート・データ環境で必ず回避する必要があ
ります。一般的に、非同期の共有所有権データ・モデル環境で動作するアプリケーションで
は、DELETE文を使用して行を削除しないでください。 かわりに、アプリケーションで行に
削除のマークを付けて、論理的に削除された行をプロシージャ・レプリケーションを使用し
て定期的にパージするようにシステムを構成できます。

更新競合の回避更新競合の回避更新競合の回避更新競合の回避  レプリケーション・システムでは、一意性競合と削除競合の発生を回避す
るように試みた後、さらに更新競合の発生数を少なく抑える必要があります。ただし、共有
所有権データ・モデルでは、更新競合をすべて回避することはできません。更新競合をすべ
て回避できない場合は、発生する可能性のあるレプリケーションの競合のタイプを正確に理
解し、競合が発生したときに解消できるようにシステムを構成する必要があります。

順序競合の回避順序競合の回避順序競合の回避順序競合の回避  順序競合は、可能な限り、回避するかまたは自動的に解消するのが最善で
す。 たとえば、順序競合が発生する可能性のあるマルチマスター構成で収束を保証する競合
解消方法を選択します。 

表 5-1の例は、3つのマスター・サイトでどのような場合に順序競合が発生するかを示して
います。 マスター・サイト Aの優先順位は 30、マスター・サイト Bの優先順位は 25、マス
ター・サイト Cの優先順位は 10です。xは、サイト優先順位による競合解消方法が割り当
てられている列グループ内の特定の行の列です。優先順位の値が最も高いサイトに、最も高
い優先順位が割り当てられています。優先順位値は任意の Oracle番号で、連続する整数で
なくてもかまいません。

注意注意注意注意 : 順序は、レプリケーションの有効なオブジェクト型ではありませ
ん。したがって、各サイトで順序を作成する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、2-18ページの「順序」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 削除を回避する表の作成方法およびマークを付けた行をパー
ジするレプリケート・プロシージャの作成方法は、『Oracle8iレプリケー
ション・マネージメント APIリファレンス』の第 6章の「削除競合の競合
回避方法の作成」の項を参照してください。
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表表表表 5-1  例例例例 :　　　　 サイト優先順位による競合解消方法を使用した場合の順序競合サイト優先順位による競合解消方法を使用した場合の順序競合サイト優先順位による競合解消方法を使用した場合の順序競合サイト優先順位による競合解消方法を使用した場合の順序競合

時間時間時間時間 アクションアクションアクションアクション サイトサイトサイトサイト
A

サイトサイトサイトサイト
B

サイトサイトサイトサイト
C

1 すべてのサイトで x=2に更新され、一致しています。 2 2 2

2 サイト Aで x=5に更新します。 5 2 2

3 サイト Cが使用不能になります。 5 2 ダウン

4 サイト Aがサイト Bに更新をプッシュします。
サイト Aとサイト Bが x=5で一致します。

サイト Cは使用不能のままです。
更新トランザクションはサイト Aのキューに残っています。

5 5 ダウン

5 サイト Cが x=2で使用可能になります。
サイト Aとサイト Bが x=5で一致します。

5 5 2

6 サイト Bで x=5を x=7に更新します。 5 7 2

7 サイト Bがトランザクションをサイト Aにプッシュします。
サイト Aとサイト Bが x=7で一致します。
サイト Cは x=2のままです。

7 7 2

8 サイト Bがトランザクションをサイト Cにプッシュします。
サイト Cの古い値は x=2です。
サイト Bの古い値は x=5です。
競合が検出され、サイト Cの優先順位（10）より高い優先順位（25）を持
つサイト Bの更新を適用することで、競合が解消されます。
すべてのサイトが x=7で一致します。

7 7 7

9 サイト Aがそのトランザクション（x=5）を正常にサイト Cにプッシュし
ます。
競合が検出され、サイト Cの優先順位（10）より高い優先順位（25）を持
つサイト Bの更新を適用することで、競合が解消されます。
サイト C（x=7）がサイト Aの古い値（x=2）と一致しません。 

サイト Aはサイト C（10）より高い優先順位（30）を持ちます。
サイト A（x=5）の古い更新を適用することで、競合が解消されます。 

この競合処理の順序が原因で、サイトのデータは収束しません。

7 7 5
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競合解消のアーキテクチャ競合解消のアーキテクチャ競合解消のアーキテクチャ競合解消のアーキテクチャ
レプリケーション環境に競合解消方法をインプリメントするときに、アーキテクチャ上のメ
カニズムやプロセスを意識することはほとんどありません。 この項では、競合解消に関連す
るいくつかのサポート・メカニズムについて説明します。ただしこの項では、Oracleの事前
作成の競合解消方法を異なる側面から説明することに重点を置いています。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム
Oracleの競合解消に関連する最も重要なメカニズムは、列グループです。更新競合の検出お
よび解消はすべて、列グループに基づいて行われます。 また、エラー・キューには、レプリ
ケーション環境の競合検出アクティビティを監視するための重要な情報が記録されていま
す。

列グループ列グループ列グループ列グループ
Oracleでは、更新競合を検出および解消するために列グループを使用します。列グループ
は、レプリケート表の 1つ以上の列を論理的にグループ化したものです。レプリケート表の
各列は、1つの列グループの一部になります。マスター定義サイトでレプリケート表を構成
するときに、列グループを作成して、各グループに列および対応する競合解消方法を割り当
てることができます。

レプリケート表に複数の列グループが含まれている場合、更新競合が発生しているかどうか
の分析は各列グループごとに個別に行われます。 たとえば、列 A1、A2および A3が列グ
ループ Aに含まれ、列 B1、B2および B3が列グループ Bに含まれている場合を考えます。 
ユーザー 01がサイト 01で行 1の列 A1を更新し、ユーザー 02がサイト 02で行 1の列 B2
を更新した場合、これらの更新内容はレプリケートされ、データ競合は発生しません。 

複数のサイトで同じ行が更新されたことで、両方の更新内容のレプリケーションに影響があ
ります。 しかし、各更新は個別に分析される別々の列グループで発生しており、Oracleでは
各グループを個別に分析しているので、競合は発生しません。 ユーザー 02がサイト 02で行
1の列 A2を更新した場合は、競合が発生します。

複数の列グループでのデータ整合性の保証複数の列グループでのデータ整合性の保証複数の列グループでのデータ整合性の保証複数の列グループでのデータ整合性の保証  列グループを使用すると、データのタイプに応
じて異なる競合解消方法を指定できます。たとえば、数値データの多くには算術的な解消方
法が適しており、文字データの多くにはタイムスタンプによる解消方法が適しています。た
だし、列グループの列を選択するときには、十分に考えた上で列をグループ化することが重
要です。表内の複数の列で相互に整合性を保つ必要がある場合は、データの整合性を保証す
るためにそれらの列を同じ列グループに入れます。 たとえば、顧客表の郵便番号列で 1つの
解消方法を使用し、都市名列には別の解消方法を使用している場合、サイトは都市名に一致
する郵便番号に収束します。したがって、一般的には、競合解消方法が住所全体に対して適
用されるように、1つの住所のすべての構成要素を 1つの列グループに入れる必要がありま
す。

シャドウ列グループシャドウ列グループシャドウ列グループシャドウ列グループ  デフォルトでは、各レプリケート表にシャドウ列グループがあります。 
表のシャドウ列グループには、特定の列グループ内にないすべての列が含まれます。 表の
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シャドウ・グループには、競合解消方法を割り当てることはできません。 したがって、列に
競合解消方法を使用する必要がある場合は、列グループに必ずその列を入れてください。

エラー・キューエラー・キューエラー・キューエラー・キュー
競合解消方法によってデータ競合を解消できない場合、または競合解消方法を定義していな
かった場合は、エラー・キューにデータ競合に関する情報が記録されます。

更新競合の一般的な解消方法更新競合の一般的な解消方法更新競合の一般的な解消方法更新競合の一般的な解消方法
Oracleでは更新競合の解消方法として 8つの事前作成の方法を用意していますが、このうち
最も一般的にインプリメントされるのは、最も新しいタイムスタンプによる競合解消方法お
よび上書きによる競合解消方法です。

この 2つの競合解消方法が最も一般的なのは、概念的に扱いやすく、適切な環境ではデータ
収束が保証されるためです。 最も新しいタイムスタンプによる競合解消方法および上書きに
よる競合解消方法の詳細は、以降の 2つの項で説明します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : エラー・キューの詳細は、2-20ページの「エラー・キュー」
を参照してください。

表表表表 5-2  更新競合の一般的な解消方法のデータ収束プロパティ更新競合の一般的な解消方法のデータ収束プロパティ更新競合の一般的な解消方法のデータ収束プロパティ更新競合の一般的な解消方法のデータ収束プロパティ

解消方法解消方法解消方法解消方法 1つのマスター・サイトつのマスター・サイトつのマスター・サイトつのマスター・サイト 任意の数の任意の数の任意の数の任意の数の
マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト

最も新しいタイムスタンプ 収束します
（予備の方法を設定する
場合）

収束します
（予備の方法を設定する
場合）

上書き 収束します 収束しません
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最も新しいタイムスタンプ最も新しいタイムスタンプ最も新しいタイムスタンプ最も新しいタイムスタンプ
最も新しいタイムスタンプによる方法を使用すると、更新発生時のタイムスタンプによって
識別された最も新しい更新を原因とする競合を解消できます。 

最も新しいタイムスタンプを使用した更新競合の解消方法の例を次に示します。

1. フェニックスの顧客が地元の営業担当員に電話をかけ、自分の住所情報を更新します。 

2. 電話を切った後で、営業担当員に伝えた郵便番号が間違っていたことに顧客が気付きま
す。

3. 顧客は営業担当員に電話して正しい郵便番号を伝えようとしますが、担当者に電話がつ
ながりません。

4. 顧客はニューヨーク本社に電話します。フェニックス・サイトではなく、ニューヨー
ク・サイトで住所情報が正しく更新されます。 

5. ニューヨーク本社とフェニックス営業所を接続するネットワークが一時的にダウンしま
す。 

6. ニューヨークとフェニックスを接続するネットワークが回復すると、同じ住所に対する
2つの更新が認識され、各サイトでの競合が検出されます。 

7. 最も新しいタイムスタンプによる方法を使用して最新の更新内容が選択され、郵便番号
が正しい住所が適用されます。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 最も新しいタイムスタンプによる競合解消方法は、複数のマスター・サイ
トがあるレプリケーション環境でデータが収束するように機能します。 タイムスタンプは常
に増加しているので、この方法は複数のマスター・サイト間でのデータ収束を保証できる数
少ない競合解消方法の 1つです。 また、任意の数のスナップショットがある環境でもうまく
機能します。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム タイムスタンプによる方法を使用するには、レプリケート表内の
DATE型の列を指定する必要があります。アプリケーションで列グループ内の列を更新する
ときは、ローカル SYSDATEで指定されたタイムスタンプ列の値も更新する必要がありま
す。他のサイトから適用される変更については、タイムスタンプ値を発行元サイトのタイム
スタンプ値に設定する必要があります。 

注意注意注意注意 : タイムスタンプによる競合解消方法を使用するときは、2つのサイ
トのタイムスタンプが同じ場合にサイト優先順位などの予備の方法がコー
ルされるように設定する必要があります。  
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最も新しいタイムスタンプによる方法の実現最も新しいタイムスタンプによる方法の実現最も新しいタイムスタンプによる方法の実現最も新しいタイムスタンプによる方法の実現 Replication Managerを使用して最も新しい
タイムスタンプによる競合解消方法を定義する方法は、Replication Managerのオンライン・
ヘルプを参照してください。  レプリケーション・マネージメント APIを使用した場合の定義
方法は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレンス』の第 6章の「タ
イムスタンプによる方法」の項を参照してください。

上書き上書き上書き上書き
上書きによる競合解消方法では、発行元サイトの値は無視されるため、複数のマスター・サ
イトでのデータ収束が保証されることはありません。 この方法は、1つのマスター・サイト
および複数のスナップショット・サイトで使用するように指定されています。 複数のマス
ター・サイトでこの方法を使用することもできますが、データ収束は保証されないので、な
んらかのユーザー定義による通知機能とともに使用する必要があります。

タイムスタンプの設定に関する問題タイムスタンプの設定に関する問題タイムスタンプの設定に関する問題タイムスタンプの設定に関する問題

タイムスタンプによる解消方法を使用する場合は、レプリケート・データを管理している
異なるサイトの標準時間帯を慎重に考慮してください。たとえば、レプリケート環境が複
数の標準時間帯にわたっている場合、システムを使用するアプリケーションは、すべての
タイムスタンプをグリニッジ標準時（GMT）などの共通の標準時間帯に変換する必要があ
ります。さらに、システム内の 2つのサイトのシステム時計が正しく同期化されていない
場合、タイムスタンプの比較が不正確になり、アプリケーション要件を満たすことができ
ない可能性があります。

最も古いタイムスタンプまたは最も新しいタイムスタンプによる更新競合の解消方法を使
用する場合、タイムスタンプ列のメンテナンスには 2つの方法があります。

� 各アプリケーションに、タイムスタンプを同期化する機能を組み込む方法

� すべてのアプリケーションのタイムスタンプを自動的に同期化させる、レプリケート
表のトリガーを作成する方法

クロックは、秒数を増加する値としてカウントします。 タイムスタンプのメカニズムを正し
く設計し、2つのサイトのタイムスタンプが同一である場合の予備の方法を設定したと想定
すると、最も新しいタイムスタンプによる方法で収束が保証されます（最大値による方法
と同様）。 ただし、最も古いタイムスタンプによる方法では、複数のマスターの収束は保証
されません。 
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たとえば、主に問合せに使用する 1つのマスター・サイトがあり、すべての更新をそのス
ナップショット・サイトで実行する場合は、上書きによる競合解消方法を選択できます。上
書きによる方法は、次の場合にも役に立ちます。

� 最大の目的がデータ収束である場合

� マスター・サイトが 1つしかない場合 

� 更新の選択について、ビジネス・ルールが特にない場合 

� 複数のマスター・サイトがある環境で、DEFERRORビューでロギングした競合の解消
をローカルの DBAにまかせる方法ではなく、データが正しく適用されるように確認す
る担当者への通知機能を使用する場合

上書きによる方法では、接続先サイトのカレント値を、発行元サイトの新しい値で上書きし
ます。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 上書きによる競合解消方法では、1つのマスター・サイトと任意の数のス
ナップショットから構成されるレプリケーション環境でのデータ収束が保証されます。 この
点を考慮すると、上書きによる競合解消方法は大量配布環境で理想的な方法です。

競合が検出された場合、スナップショット・サイトの値が使用されます。つまり、最後にリ
フレッシュが実行されたスナップショットに優先順位が与えられます。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 上書きによる競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは
必要ありません。

実施の概要実施の概要実施の概要実施の概要 Replication Managerを使用して上書きによる競合解消方法を定義する方法は、
Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。  レプリケーション・マ
ネージメント APIを使用した場合の定義方法は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメ
ント APIリファレンス』の第 6章の「上書きによる方法と廃棄による方法」の項を参照して
ください。
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更新競合のその他の解消方法更新競合のその他の解消方法更新競合のその他の解消方法更新競合のその他の解消方法
最も新しいタイムスタンプまたは上書き（あるいはその両方）による競合解消方法を使用し
てもレプリケーション環境で発生した更新競合を解消できない場合は、その他の 6つの事前
作成の競合解消方法を使用できます。

加算加算加算加算
加算による競合解消方法は、数値型の単一列のみで構成される列グループで機能します。 競
合が発生した場合、いずれか一方の値を選択するのではなく、2つの値の差がカレント値に
加算されます。

加算による方法では、発行元サイトの古い値と新しい値の差を、接続先サイトのカレント値
に加算します。

current value = current value + (new value - old value)

この方法では、マスター・サイトやスナップショット・サイトがいくつあっても値は収束し
ます。

表表表表 5-3  更新競合のその他の解消方法のデータ収束プロパティ更新競合のその他の解消方法のデータ収束プロパティ更新競合のその他の解消方法のデータ収束プロパティ更新競合のその他の解消方法のデータ収束プロパティ

解消方法解消方法解消方法解消方法 1つのマスター・サイトつのマスター・サイトつのマスター・サイトつのマスター・サイト 任意の数の任意の数の任意の数の任意の数の
マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト

加算 収束する 収束する

平均 収束する 収束しない

廃棄 収束する 収束しない

最も古いタイムスタンプ 収束する
（予備の方法を設定する
場合）

収束しない

最大値 収束する 収束する
（列値は常に増加する必
要あり）

最小値 収束する 収束する
（列値は常に減少する必
要あり）

優先グループ 収束する 収束する
（順序付けられた更新値
がある場合）

サイト優先順位 収束する 収束しない
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ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 加算による競合解消方法では、最も適切なデータを選択するのではなく
データを収束するように設定されています。 この方法は、預金の預入れや引出しが頻繁に行
われてデータ競合が発生する可能性がある金融環境で非常に便利です。収支では、いずれか
一方の値を選択するのではなく、データを収束させることが重要です（引出しの値ではなく
預入れの値を常に選択できればよいのですが）。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 上書きによる競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは
必要ありません。

加算による方法の実現加算による方法の実現加算による方法の実現加算による方法の実現 Replication Managerを使用して加算による競合解消方法を定義す
る方法は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。  レプリケー
ション・マネージメント APIを使用した場合の定義方法は、『Oracle8iレプリケーション・
マネージメント APIリファレンス』の第 6章の「加算による方法と平均による方法」の項を
参照してください。

平均平均平均平均
平均による競合解消方法は、加算による場合と同様に、数値型の単一列のみで構成される列
グループで機能します。 この方法では、カレント値に 2つの値の差を追加するのではなく、
カレント値と新しい値の平均を計算することで競合を解消します。

平均による競合解消方法では、発行元サイトの新しい列値と接続先サイトのカレント値の平
均をとります。

current value = (current value + new value)/2

レプリケート環境に複数のマスター・サイトが存在する場合、平均による方法では収束を保
証できません。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 平均による方法では、複数のマスター・サイトが存在するレプリケーショ
ン環境でのデータ収束を保証できないので、この方法は、1つのマスター・サイトと任意の
数の更新可能スナップショットから構成される大量配布環境でインプリメントするのが理想
的です。

平均による方法は、いずれか一方の値を選択するのではなく、2つの値の平均を取る科学ア
プリケーションで使用すると便利です（たとえば、平均温度や平均体重を計算する場合など
です）。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 平均による競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは必
要ありません。
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平均による方法の実現平均による方法の実現平均による方法の実現平均による方法の実現 Replication Managerを使用して平均による競合解消方法を定義す
る方法は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。  レプリケー
ション・マネージメント APIを使用した場合の定義方法は、『Oracle8iレプリケーション・
マネージメント APIリファレンス』の第 6章の「加算による方法と平均による方法」の項を
参照してください。

廃棄廃棄廃棄廃棄
廃棄による競合解消方法では、発行元サイトの値は無視されるため、複数のマスター・サイ
トでのデータ収束は保証されません。 この方法は、1つのマスター・サイトと複数のスナッ
プショット・サイトの間で使用するか、またはなんらかのユーザー定義による通知機能とと
もに使用してください。

たとえば、主に問合せに使用する 1つのマスター・サイトがあり、すべての更新をそのス
ナップショット・サイトで実行する場合は、廃棄による競合解消方法を選択できます。廃棄
による方法は、次の場合にも役に立ちます。

� 最大の目的がデータ収束である場合

� マスター・サイトが 1つしかない場合 

� 更新の選択について、ビジネス・ルールが特にない場合 

� 複数のマスター・サイトがある環境で、DEFERRORビューでロギングした競合の解消
をローカルの DBAにまかせるのではなく、データが正しく適用されることを確認する
担当者への通知機能を使用する場合

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 廃棄による競合解消方法は、1つのマスター・サイトと任意の数のスナッ
プショット・サイトから構成される大量配布モデルに最も適しています。 競合が検出された
場合、スナップショット・サイトの値は無視されます。つまり、最初にリフレッシュが実行
されたスナップショットに優先順位が与えられます。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 廃棄による競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは必
要ありません。

廃棄による方法の実現廃棄による方法の実現廃棄による方法の実現廃棄による方法の実現 Replication Managerを使用して廃棄による競合解消方法を定義す
る方法は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。  レプリケー
ション・マネージメント APIを使用した場合の定義方法は、『Oracle8iレプリケーション・
マネージメント APIリファレンス』の第 6章の「上書きによる方法と廃棄による方法」の項
を参照してください。
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最も古いタイムスタンプ最も古いタイムスタンプ最も古いタイムスタンプ最も古いタイムスタンプ
 最も古いタイムスタンプによる方法を使用すると、更新発生時のタイムスタンプによって識
別された最も古い更新を原因とする競合を解消できます。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 最も古いタイムスタンプによる競合解消方法は、1つのマスター・サイト
と任意の数のスナップショットから構成されるレプリケーション環境でデータが収束するよ
うに機能します。 タイムスタンプは常に増加しているので、最も古いタイムスタンプによる
競合解消方法では、複数のマスター・サイトがあるレプリケーション環境のデータ収束は保
証できません。 この方法は、2つのトランザクションのタイムスタンプが同じである場合に
備えて予備の競合解消方法を作成してある場合は、スナップショットの数にかかわらず機能
します。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム タイムスタンプによる方法を使用するには、レプリケート表内の
DATE型の列を指定する必要があります。アプリケーションで列グループ内の列を更新する
ときは、ローカル SYSDATEで指定されたタイムスタンプ列の値も更新する必要がありま
す。他のサイトから適用される変更については、タイムスタンプ値は発行元サイトのタイム
スタンプ値に設定する必要があります。 必ず、5-13ページの「タイムスタンプの設定に関す
る問題」を確認してください。

最も古いタイムスタンプによる方法の実現最も古いタイムスタンプによる方法の実現最も古いタイムスタンプによる方法の実現最も古いタイムスタンプによる方法の実現 Replication Managerを使用して最も古いタイ
ムスタンプによる競合解消方法を定義する方法は、Replication Managerのオンライン・ヘ
ルプを参照してください。  レプリケーション・マネージメント APIを使用した場合の定義方
法は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレンス』の第 6章の「タイ
ムスタンプによる方法」の項を参照してください。

最大値最大値最大値最大値
レプリケーション機能によって列グループに競合が検出され、最大値による競合解消方法が
コールされると、列グループの指定した列について、発行元サイトの新しい値と接続先サイ
トのカレント値が比較されます。最小値による競合解消方法を選択する場合は、この列を指
定する必要があります。 

注意注意注意注意 : タイムスタンプによる競合解消方法を使用するときは、2つのサイ
トのタイムスタンプが同じ場合にサイト優先順位などの予備の方法がコー
ルされるように設定する必要があります。  
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指定した列の新しい値がカレント値より大きい場合は、発行元サイトの列グループの値が接
続先サイトに適用されます。このとき、その行のその他のエラーはすべて解消されていると
想定します。 指定した列の新しい値がカレント値より小さい場合は、列グループのカレント
値を変更しないと競合は解消されます。 

列グループ内の列のデータ型に制約はありません。 複数のマスター・サイトのデータ収束が
保証されるのは、列の値が常に増加している場合のみです。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 最大値による競合解消方法を定義済で、競合解消に使用するターゲット列
の値がすべてのサイトで常に増加している場合は、マスター・サイトやスナップショット・
サイトの数にかかわらずデータ収束は保証されます。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 最大値による競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは
必要ありません。

最大値による方法の実現最大値による方法の実現最大値による方法の実現最大値による方法の実現 Replication Managerを使用して最大値による競合解消方法を定
義する方法は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。  レプリ
ケーション・マネージメント APIを使用した場合の定義方法は、『Oracle8iレプリケーショ
ン・マネージメント APIリファレンス』の第 6章の「最小値による方法と最大値による方
法」の項を参照してください。

注意注意注意注意 : 指定した列の 2つの値が同じ場合（たとえば、指定した列が競合
を発生させた列でない場合）、競合は解消されず、列グループの列の値は
変更されません。この場合は、予備の競合解消方法を指定してください。

注意注意注意注意 : 競合解消が制約によって妨げられる可能性があるため、CHECK
制約を使用して常に増加する値を制限しないでください。
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最小値最小値最小値最小値
レプリケーション機能によって列グループに競合が検出され、最小値による競合解消方法が
コールされると、列グループの指定した列について、発行元サイトの新しい値と接続先サイ
トのカレント値が比較されます。最小値による競合解消方法を選択する場合は、この列を指
定する必要があります。 

指定した列の新しい値がカレント値より小さい場合は、発行元サイトの列グループの値が接
続先サイトに適用されます。このとき、その行のその他のエラーはすべて解消されていると
想定します。指定した列の新しい値がカレント値より大きい場合は、列グループのカレント
値を変更しないと競合は解消されます。 

列グループ内の列のデータ型に制約はありません。 複数のマスター・サイトのデータ収束が
保証されるのは、列の値が常に減少している場合のみです。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 最小値による競合解消方法を定義済で、競合解消に使用するターゲット列
の値がすべてのサイトで常に減少している場合は、マスター・サイトやスナップショット・
サイトの数にかかわらずデータ収束は保証されます。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 最小値による競合解消方法では、その他のサポート・メカニズムは
必要ありません。

注意注意注意注意 : 指定した列の 2つの値が同じ場合（たとえば、指定した列が競合
を発生させた列ではない場合）、競合は解消されず、列グループの列の値
は変更されません。この場合は、予備の競合解消方法を指定してくださ
い。

注意注意注意注意 : 競合解消が制約によって妨げられる可能性があるため、CHECK
制約を使用して常に増加する値を制限しないでください。
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最小値による方法の実現最小値による方法の実現最小値による方法の実現最小値による方法の実現 Replication Managerを使用して最小値による競合解消方法を定
義する方法は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。  レプリ
ケーション・マネージメント APIを使用した場合の定義方法は、『Oracle8iレプリケーショ
ン・マネージメント APIリファレンス』の第 6章の「最小値による方法と最大値による方
法」の項を参照してください。

優先グループ優先グループ優先グループ優先グループ
優先グループを使用すると、特定の列に格納される可能性がある各値に優先順位レベルを割
り当てることができます。競合が検出されると、"priority"列の値が小さい表が、より高い
優先順位値を持つ表のデータによって更新されます。 したがって、値が大きいことは優先順
位が高いことを意味します。

図 5–1に示すように、DBA_REPPRIORITYビューに、各優先グループのメンバーに割り当
てられた優先順位レベル（"priority"列に格納される値）が表示されます。"priority"列に格
納される可能性があるすべての値に対して、優先順位を指定する必要があります。 

図図図図 5-1  優先グループの使用方法優先グループの使用方法優先グループの使用方法優先グループの使用方法

Customer表�

custno

153
118
121
204
.
.
.

name

Kelly
Klein
Lee
Potter
.
.
.

addr1

104 First St.
22 Iris Ln.
71 Blue Ct.
181 First Av.
.
.
.

addr2

Jones, NY
Planes, NE
Aspen, CO
Aspen, CO
.
.
.

site

new_york.world
houston.world
houston.world
houston.world
.
.
.

RepPriorityビュー�

... priority-group

site-priority
site-priority
order-status
order-status
order-status
...

priority

1
2
1
2
3
...

... value

houston.world
new_york.world
ordered
shipped
billed
...
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現行の位置で定義されたすべての優先グループの値は、DBA_REPPRIORITYビューに表示
されます。図 5–1の例では、site-priorityと order-statusという 2つの異なる優先グループ
があります。CUSTOMER表は、site-priority優先順位グループを使用しています。 この例の
order-status優先グループでは、"billed"（優先順位値 =3）は "shipped" （優先順位値 =2）
よりも優先順位が高く、"shipped"は "ordered"（優先順位値 =1）よりも優先順位が高く
なっています。

Replication Managerで優先グループによる更新競合の解消方法を選択するには、表内に
"priority"列を指定する必要があります。

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 優先グループによる競合解消方法は、ワークフロー環境用に設定されたレ
プリケート環境で役に立ちます。 たとえば、order-statusが "shipping"状態になると、"order 
entry"部門による更新は常に上書きされます。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム ターゲット列に含まれる値の優先順位を定義する必要があります。 
この優先順位を定義するのは、指定された列値の優先順位に基づいて競合を解消するためで
す。 優先順位の定義は、優先グループに格納されます。

優先グループによる方法の実現優先グループによる方法の実現優先グループによる方法の実現優先グループによる方法の実現 Replication Managerを使用して優先グループによる競合
解消方法を定義する方法は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してくださ
い。  レプリケーション・マネージメント APIを使用した場合の定義方法は、『Oracle8iレプ
リケーション・マネージメント APIリファレンス』の第 6章の「優先グループ」の項を参照
してください。

サイト優先順位サイト優先順位サイト優先順位サイト優先順位
サイト優先順位は、特殊な種類の優先グループです。サイト優先順位を使用する場合、指定
する "priority"列は、更新が発行された サイトのグローバル・データベース名に自動的に更
新されます。 各データベース・サイトに割り当てられた優先順位レベルは、DBA_
REPPRIORITYビューに表示されます。あるサイトが最も正確な情報を持っている可能性が
高いとみなされる場合、サイト優先順位が役に立つことがあります。たとえば、図 5–1で
は、ニューヨーク・サイト（優先順位値 =2）は本社で、ヒューストン・サイト（優先順位
値 =1）は営業所にある更新可能スナップショットです。したがって、本社オフィスは、各
顧客のクレジット限度額に関する最も正確な情報を持っている可能性が営業所よりも高いと
考えられます。
5-22 Oracle8iレプリケーション・ガイド



競合解消のアーキテクチャ
サイト優先順位を使用している場合、複数のマスターの収束は保証されません。ただし、優
先グループを使用していて、"priority"列の値が常に増加している場合は、複数のマスター
の収束が保証されます。 つまり、優先順位列の値は、イベントの順序、たとえば ordered、
shipped、billedに対応します。

優先グループの場合と同様、Replication Managerを使用して列グループに対してサイト優
先順位による競合解消方法を選択する前に、準備することがあります。 

ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境ターゲット環境 優先グループと同様に、サイト優先順位による競合解消方法は、ワークフ
ロー環境でインプリメントされるのが一般的です。 また、サイト優先順位による競合解消方
法を大量配布環境（1つのマスター・サイトおよび任意の数のスナップショット・サイトか
ら構成される環境）で使用すると、データ収束を保証できます。

サイト優先順位による競合解消方法は、主要な競合解消方法が失敗した場合の予備の方法と
しても適しています。

サポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズムサポート・メカニズム 行が更新されたときにサイト情報を格納するための列を指定する必
要があります。 また、行が更新または挿入されたときにこのサイト列に更新中のサイトのグ
ローバル名を移入するトリガーも作成する必要があります。 このトリガーの例は、
Replication Managerのオンライン・ヘルプ、および『Oracle8iレプリケーション・マネー
ジメント APIリファレンス』の第 6章の「サイトの優先順位」の項に示してあります。

レプリケーション環境に関係する各サイトの優先順位も定義する必要があります。 この優先
順位を定義するのは、更新または挿入を実行したサイトの優先順位に基づいて競合を解消す
るためです。 サイト優先順位の定義は、優先グループに格納されます。

サイト優先順位による方法の実現サイト優先順位による方法の実現サイト優先順位による方法の実現サイト優先順位による方法の実現 Replication Managerを使用してサイト優先順位による
競合解消方法を定義する方法は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してく
ださい。  レプリケーション・マネージメント APIを使用した場合の定義方法は、『Oracle8i
レプリケーション・マネージメント APIリファレンス』の第 6章の「サイトの優先順位」の
項を参照してください。

注意注意注意注意 : DBA_REPPRIORITYビューの優先グループ列には、site-priority
優先順位グループおよび order-status優先グループの両方が表示されま
す。
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一意性競合の解消方法一意性競合の解消方法一意性競合の解消方法一意性競合の解消方法
Oracleには、一意性競合を解消する事前作成の方法が 3つ用意されています。

� 発行元サイトのグローバル・サイト名を、発行元サイトの列値に追加する方法

� 生成された順序番号を、発行元サイトの列値に追加する方法

� 発行元サイトの行値を廃棄する方法

次の項では、一意性競合の各解消方法について、詳しく説明します。

サイト名の追加サイト名の追加サイト名の追加サイト名の追加
サイト名の追加による競合解消方法では、トランザクションの発生元サイトのグローバル・
データベース名が、DUP_VAL_ON_INDEX例外を生成しているレプリケートされた列値に
追加されます。 この方法を使用すると一意の整合性制約に違反せずに列を挿入または更新で
きますが、複数のマスター・サイト間での収束は提供されません。 そのために生じた矛盾は、
手動で解決する必要があります。したがって、この方法は、なんらかの通知機能とともに使
用するように想定されています。

サイト名の追加による解消方法は、データの完全な正確さよりもデータの可用性の方が重要
な場合に有用です。データがレプリケートされた後ですぐに使用可能な状態にするには、次
のようにします。

� サイト名の追加による方法を選択します。

� 競合をロギングするのではなく、通知スキームを使用して、適切な担当者に重複を解消
するように警告します。

注意注意注意注意 : Oracleの事前作成の一意性競合の解消方法では、実際にはレプリ
ケート環境のデータは収束しません。これらの方法は、制約違反を解決す
るテクニックのみを提供します。Oracleの一意性競合の解消方法を使用す
る場合には、一意性競合の発生を知らせる通知メカニズムを同時に使用し
て、必要に応じて手動でレプリケート・データを収束する必要がありま
す。

注意注意注意注意 : サイト名の追加および順序の追加は、いずれもキャラクタ列のみ
に使用できます。
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サイト名の追加による方法では、一意性競合が発生すると、トランザクションの発行元サイ
トのグローバル・データベース名が、レプリケートされた列値に追加されます。名前は最初
のピリオド（.）までが追加されます。たとえば、HOUSTON.WORLDはHOUSTONにな
ります。

順序の追加順序の追加順序の追加順序の追加
順序の追加による競合解消方法では、生成された順序番号が、DUP_VAL_ON_INDEX例外
を生成している列値に追加されます。 この方法を使用すると一意の整合性制約に違反せずに
列を挿入または更新できますが、複数のマスター・サイト間での収束は提供されません。 そ
のために生じた矛盾は、手動で解決する必要があります。したがって、この方法は、なんら
かの通知機能とともに使用するように想定されています。

順序の追加による解消方法は、データの完全な正確さよりもデータの可用性の方が重要な場
合に有用です。 データがレプリケートされた後ですぐに使用可能な状態にするには、次のよ
うにします。

� 順序の追加による方法を選択します。

� 競合をロギングするのではなく、通知スキームを使用して、適切な担当者に重複を解消
するように警告します。

順序の追加による方法では、生成された順序番号が列値に追加されます。列値は必要に応じ
て切り捨てられます。列値の生成された部分が列の長さを超えた場合、この競合解消方法で
はエラーは解決されません。

廃棄廃棄廃棄廃棄
一意性の廃棄による競合解消方法では、エラーを発生させた発行元サイトの列を単に廃棄す
ることによって一意性競合を解消します。この方法では、複数のマスター間での収束は保証
されないため、通知機能とともに使用する必要があります。

追加による方法とは異なり、一意性の廃棄による方法では、データの正確さを検証できるま
で、データの伝播が最小限にとどめられます。

注意注意注意注意 : サイト名の追加および順序の追加は、いずれもキャラクタ列のみ
に使用できます。
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削除による競合解消方法削除による競合解消方法削除による競合解消方法削除による競合解消方法
Oracleでは、削除競合を解消する事前作成の方法は提供していません。 5-8ページの「削除
競合の回避」 で説明したように、 削除競合を回避するようにデータベースおよびフロントエ
ンド・アプリケーションを設計する必要があります。そのためには、削除する行に一定の時
間間隔でマーク付けし、マーク付けした行をパージするプロシージャ・レプリケーションを
使用してそれらの行を削除するようにします。

削除競合の回避方法は、5-8ページの「削除競合の回避」を参照してください。 レプリケー
ション環境での削除競合の回避方法は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメント API
リファレンス』の第 6章「競合解消」を参照してください。

パフォーマンス・メカニズムパフォーマンス・メカニズムパフォーマンス・メカニズムパフォーマンス・メカニズム
行の更新競合を検出および解消するには、伝播サイトから受信サイトに行の新旧の値に関す
るデータを送信する必要があります。環境によって、更新競合の検出および解消をサポート
するために伝播されるデータの量は異なります。

最小限の通信最小限の通信最小限の通信最小限の通信
すべての関連サイトが Oracle8以降のデータベースを使用している環境でレプリケート表を
作成する場合、最小限の通信機能を使用可能にすると、表内の変更された各行に競合が発生
しているかどうかを判断するために通信する必要があるデータの量を最小化できます。  最小
限の通信機能を使用可能にすると、次の値が伝播されます。

� 主キーおよび列グループの各列の古い値（変更前の値）

� 列グループの更新された各列の新しい値

一般的に、Oracle8以降のレプリケーション環境では、データ伝播を最小化して、ネット
ワーク上で送信されるデータの量を減らすことが可能です。それにより、システム全体のパ
フォーマンスが向上します。 

これに対して、レプリケート環境に Oracle7のサイトと Oracle8以降のサイトが混在してい
る場合は、行データの通信を最小化して更新競合を解消することはできません。この場合、
競合を解消するには、変更された各行の新旧の値をすべて伝播する必要があります。

注意注意注意注意 : 挿入された行には、古い値はありません。 また、削除された行に
は、新しい値はありません。
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古い値の送信および比較古い値の送信および比較古い値の送信および比較古い値の送信および比較
前述の方法でデータ伝播を最小化している場合、DBMS_REPCAT.SEND_OLD_VALUESプ
ロシージャおよび DBMS_REPCAT.COMPARE_OLD_VALUESプロシージャを使用するこ
とで、データ伝播をさらに削減できる場合があります。これらのプロシージャを使用する
と、競合の検出および解消に必要な場合に限って古い値が送信されます。 たとえば、最も新
しいタイムスタンプによる競合の検出および解消方法では、キーおよびタイムスタンプが設
定されていない列の古い値を必要としません。

データ伝播をさらに削減するには、次のプロシージャを実行します。 

DBMS_REPCAT.SEND_OLD_VALUES(
   sname           IN  VARCHAR2,
   oname           IN  VARCHAR2,
   { column_list   IN  VARCHAR2,
   | column_table  IN  DBMS_REPCAT.VARCHAR2s,}
   operation       IN  VARCHAR2 := 'UPDATE',
   send            IN  BOOLEAN  := TRUE );
 
DBMS_REPCAT.COMPARE_OLD_VALUES(
   sname           IN  VARCHAR2,
   oname           IN  VARCHAR2,
   { column_list   IN  VARCHAR2,
   | column_table  IN  DBMS_REPCAT.VARCHAR2s,}
   operation       IN  VARCHAR2 := 'UPDATE',
   compare         IN  BOOLEAN  := TRUE );

提案提案提案提案 : LOBデータ型をレプリケートしていて、これらの列で競合が発生
しないと考えられる場合は、古い値の伝播をさらに最小化することが特に
有効です。

注意注意注意注意 : 予想される競合を検出および解消できるように、適切な古い値を
伝播する必要があります。ユーザー指定の競合解消プロシージャでは、送
信される古い列値 NULLを適切に処理できる必要があります。 データ伝播
をさらに削減するために SEND_OLD_VALUESプロシージャおよび
COMPARE_OLD_VALUESプロシージャを使用すると、予期しない競合
に対する保護が低下します。
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これらのプロシージャを実行した後で、変更を有効にするために、DBMS_
REPCAT.GENERATE_REPLICATION_SUPPORTプロシージャでMIN_
COMMUNICATIONを TRUEに設定してレプリケーション・サポートを生成する必要があ
ります。

古い列値に指定した動作は、DBA_REPCOLUMNビューの 2つの列、COMPARE_OLD_
ON_DELETE（'Y'または 'N'）および COMPARE_OLD_ON_UPDATE（'Y'または 'N'）に
表示されます。

次の例では、これらのプロシージャを使用してデータ伝播をさらに削減する方法を示しま
す。 3つの列を持つ 'SCOTT.REPORTS'表を考えてみます。列 1は主キーであり、独自の列
グループ（列グループ 1）を構成します。列 2および列 3は、2番目の列グループ（列グ
ループ 2）に属します。 

注意注意注意注意 : operationパラメータを使用すると、行が削除されたときまたは
非キー列が更新されたとき（あるいはその両方）に、非キー列の古い値を
送信するかどうかを決定できます。古い値を送信しない場合、古い値のか
わりに NULLが送信され、更新または削除が適用されるときに古い値と
ターゲット・サイドの列のカレント値が等しいとみなされます。 

列 1 列 2 列 3

主キー� サイト� LOB

列
グループ 1

列
グループ 2
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2番目の列グループの競合解消方法は、サイト優先順位です。 列 2は、サイト名を含む
VARCHAR2型の列です。列 3は、LOB列です。LOBを更新するときは必ず、更新が行わ
れたサイトのグローバル名で列 2も更新する必要があります。LOBに対する個々の更新には
トリガーがないので、LOBに対して個々の更新を行う場合は常に列 2を明示的に更新する必
要があります。   

DBMS_REPCAT.GENERATE_REPLICATION_SUPPORTプロシージャでMIN_
COMMUNICATIONを TRUEに設定して SCOTT.REPORTSのレプリケーション・サポート
を生成し、次に UPDATE文を使用して列 2（サイト名）と列 3（LOB）を変更するとしま
す。サイト名の新しい値と LOBの新しい値が更新されているので、遅延リモート・プロ
シージャ・コール（RPC）にはこれらの値が含まれます。 遅延 RPCには、主キー（列 1）の
古い値、サイト名（列 2）の古い値および LOB（列 3）の古い値も含まれます。 

列 C2または列 C3が更新されたときに LOBの古い値を伝播しない場合は、次のコールを実
行します。 

DBMS_REPCAT.SEND_OLD_VALUES(
   sname           IN  'SCOTT',
   oname           IN  'REPORTS'
   column_list     IN  'C3',
   operation       IN  'UPDATE',
   send            IN  FALSE );
 
DBMS_REPCAT.COMPARE_OLD_VALUES(
   sname           IN  'SCOTT',
   oname           IN  'REPORTS'
   column_list     IN  'C3',
   operation       IN  'UPDATE',
   compare         IN  FALSE);

注意注意注意注意 : 競合の検出および解消には、LOBの古い値は必要ありません。競
合の検出と解消に必要なのは、列 C2（サイト名）のみです。LOBの古い
値を送信すると、伝播時間が大幅に増加する可能性があります。 
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変更を有効にするには、DBMS_REPCAT.GENERATE_REPLICATION_SUPPORTプロシー
ジャでMIN_COMMUNICATIONを TRUEに設定して SCOTT.REPORTSのレプリケーショ
ン・サポートを生成する必要があります。続いて UPDATE文を使用して列 2（サイト名）
と列 3（LOB）を変更するとします。遅延 RPCには、主キー（列 1）の古い値、サイト名
（列 2）の古い値と新しい値、および LOB（列 3）の新しい値が含まれます。遅延 RPCは、
主キーの新しい値と LOBの古い値については NULLを含みます。 

注意注意注意注意 : Oracleの競合解消では、LOBの個々の更新はサポートしていませ
ん。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : DBMS_REPCAT.SEND_OLD_VALUESプロシージャおよび
DBMS_REPCAT.COMPARE_OLD_VALUESプロシージャの詳細は、
『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレンス』を参照
してください。 
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高度な設定高度な設定高度な設定高度な設定

この章では、Oracleのレプリケート・データベース環境をインプリメントするときに使用で
きるいくつかの高度なテクニックについて説明します。

� プロシージャ・レプリケーションの使用方法

� 耐障害性を実現するための設計

� 動的所有権の競合回避の使用方法

� 変更をレプリケートしない表の変更

� レプリケーションの保護メカニズムについて
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プロシージャ・レプリケーションの使用方法
プロシージャ・レプリケーションの使用方法プロシージャ・レプリケーションの使用方法プロシージャ・レプリケーションの使用方法プロシージャ・レプリケーションの使用方法
プロシージャ・レプリケーションを使用すると、レプリケート環境でシリアルに実行される
大量の行を処理する、大規模なバッチ指向操作のパフォーマンスが向上します。 

典型的なアプリケーション適用例は、古いデータや論理的にオンライン・データベースから
削除されたデータを削除するために営業時間外に時々（たとえば 15分ごとなど）実行され
るパージ操作（アーカイブ操作とも呼ばれます）です。プロシージャ・レプリケーションを
使用して、削除した行をパージする例は、5-8ページの「削除競合の回避」を参照してくだ
さい。

プロシージャ・レプリケーションの制限事項プロシージャ・レプリケーションの制限事項プロシージャ・レプリケーションの制限事項プロシージャ・レプリケーションの制限事項
レプリケート・プロシージャのパラメータはすべて、INパラメータである必要があります。
OUTモードおよび IN/OUTモードはサポートされていません。 これらのパラメータにサ
ポートされているデータ型は、NUMBER、DATE、VARCHAR2、CHAR、ROWID、
RAW、BLOB、CLOB、NCHAR、NVARCHARおよび NCLOBです。 

Oracleでは、レプリケート・プロシージャによって発生した更新競合を検出できません。競
合の検出および解消は、レプリケート・プロシージャで行う必要があります。独自の競合解
消ルーチンを作成することは困難なので、単に競合の発生を回避することが最善です。

次のガイドラインを遵守すると、プロシージャ・レプリケーションの使用時にすべてのサイ
トで表の整合性を保持できます。

� 遅延プロシージャの本体内で、行レベルのレプリケーションを使用禁止にします。6-17
ページの「変更をレプリケートしない表の変更」を参照してください。

� 一度に 1つのレプリケート・プロシージャを実行します。詳細は、6-3ページの「トラン
ザクションのシリアライズ化」を参照してください。

� 遅延トランザクションをシリアル伝播します。詳細は、7-10ページの「スケジュール・
リンクのガイドライン」を参照してください。

� レプリケート・プロシージャをパッケージ化します。このパッケージにファンクション
を含めることはできません。スタンドアロンの遅延プロシージャとスタンドアロンまた
はパッケージ化した遅延ファンクションは現在サポートされていません。 

� 遅延プロシージャは、ローカルで所有するデータのみを参照します。

� プロシージャでは、ローカルで生成されたフィールド、値または環境に依存する SQL
ファンクションを使用しません。 たとえば、プロシージャで SYSDATEをコールしませ
ん。

� データ所有権を静的にパーティション化します。 つまり、行の所有権がサイト間で変更
されません。

� マスター・サイトに複数のマスター・グループがあり、1つ以上のマスター・グループ
が停止状態にある場合、マスター・サイトのマスター・グループではプロシージャ・レ
プリケーションを実行できません。 これは、1つのマスター・グループでプロシージャ
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を実行すると、別のマスター・グループのオブジェクトが更新される可能性があるため
です。 マスター・サイトのすべてのマスター・グループがデータを普通にレプリケート
している場合（つまり、停止状態のマスター・グループがない場合）にのみ、プロシー
ジャ・レプリケーションを実行できます。

たとえば、マスター・サイト DB1で、マスター・グループ Aに SAL_RAISEという名
前のプロシージャがあり、そのマスター・サイト DB1のマスター・グループ Bが停止
状態にある場合は、マスター・グループ Aが普通にデータをレプリケートしているとき
でも SAL_RAISEプロシージャを実行できません。 

トランザクションのシリアライズ化トランザクションのシリアライズ化トランザクションのシリアライズ化トランザクションのシリアライズ化
シリアル処理によって、データの整合性が保証されます。 レプリケーション機能は、レプリ
ケート・トランザクションを一度に 1つずつ伝播し、実行します。たとえば、ローカル・
データの更新を実行する 2つのプロシージャ Aおよび Bがあると想定します。次のアク
ションを順序どおり実行するとします。

1. Aおよび Bをローカルで実行します。

2. 他のノードにある Aおよび Bのレプリカを実行する要求をキューに入れます。

3. コミットします。

他のノードにある Aおよび Bのレプリカは、発行元サイトでコミットされた順序と同じ順
序で、完全にシリアルに処理されます。ただし、Aおよび Bが発行元サイトで同時に実行さ
れると、生じる結果がローカルとリモートで異なる場合があります。発行元サイトで Aおよ
び Bをシリアルに処理した場合、すべてのサイトの結果は必ず同じになります。 トランザク
ションをシリアル伝播すると、Aと Bはターゲット・サイトでどのような場合にも必ずシリ
アルに処理されます。

また、確実にシリアライズ化できるように考慮してプロシージャを作成することもできま
す。 たとえば、パラレル伝播を使用している場合、SELECT... FOR UPDATEを使用して問合
せをすると、発行元サイトとターゲット・サイトでシリアライズ化を実現できます。
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レプリケート・プロシージャのサポートの生成レプリケート・プロシージャのサポートの生成レプリケート・プロシージャのサポートの生成レプリケート・プロシージャのサポートの生成
行レベルのレプリケーション・サポートは、プロシージャの最初で使用禁止にし、終わりに
再び使用可能にする必要があります。これにより、プロシージャを実行した結果として生じ
た更新が他のサイトに伝播しないようにできます。 行レベルのレプリケーションは、それぞ
れ次のプロシージャをコールすることによって、使用可能および使用禁止になります。

� DBMS_REPUTIL.REPLICATION_ON

� DBMS_REPUTIL.REPLICATION_OFF

レプリケートしたパッケージにレプリケーション・サポートを生成すると、レプリケーショ
ン・プロパゲータのスキーマにラッパー・パッケージが作成されます。 

ラッパー・パッケージの名前は元の名前と同じですが、接頭辞にはプロシージャのレプリ
ケーション・サポートを生成したときに指定した文字列が使用されます。接頭辞を指定しな
い場合、デフォルトの接頭辞 "defer_"が使用されます。 ラッパー・プロシージャには元のプ
ロシージャと同じパラメータがあり、さらに 2つのパラメータ CALL_LOCALおよび
CALL_REMOTEが追加されます。これらの 2つの CHAR型パラメータによって、プロシー
ジャが実行される場所が決まります。CALL_LOCALが ’Y’の場合は、プロシージャはローカ
ルで実行されます。CALL_REMOTEが ’Y’の場合は、プロシージャは最終的にレプリケート
環境内の他のすべてのマスター・サイトで実行されます。 

変更を同期伝播している場合は、リモート・プロシージャが直接コールされます。変更を非
同期で伝播している場合は、そのプロシージャのコールが遅延トランザクション・キューに
追加されます。デフォルトでは、CALL_LOCALは ’N’に、CALL_REMOTEは ’Y’に設定され
ています。

パッケージのレプリケーション・サポートは、2つのフェーズで生成されます。最初の
フェーズで、すべてのサイトでパッケージ仕様部が生成されます。次のフェーズで、すべて
のサイトでパッケージ本体が生成されます。これら 2つのフェーズは、同期レプリケーショ
ンをサポートするために必要です。

たとえば、1つの引数 ENAMEを使用するプロシージャNEW_DEPTを含むパッケージ
EMP_MGMTを生成すると想定します。このパッケージをシステムのすべてのマスター・サ
イトにレプリケートするには、Replication Managerを使用してこのパッケージをマスター・
グループに追加してから、オブジェクトのレプリケーション・サポートを生成します。 
Replication Managerを使用したマスター・グループおよびレプリケート・オブジェクトの
管理の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。前述のス

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 6-18ページの「レプリケーション機能を使用禁止にする」

注意注意注意注意 : 現行のプロパゲータを登録解除すると、プロパゲータのスキーマ
に生成された既存のラッパーがすべて削除されます。新しいプロパゲータ
を登録した後で、ラップ・ストアド・プロシージャのレプリケーション・
サポートを再生成する必要があります。
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テップが完了した後で、レプリケートしたパッケージのプロシージャを次のようにアプリ
ケーションでコールできます。

defer_emp_mgmt.new_dept( ename         => ’Jones’,
                        call_local    => ’Y’,
                        call_remote  => ’Y’);

図 6-1に示すように、ラッパー・プロシージャの論理では、まずローカル・サイトで、続い
てすべてのリモート・サイトでプロシージャが確実にコールされます。また、ラッパー・プ
ロシージャの論理では、レプリケート・プロシージャがリモート・サイトでコールされると
きは必ず CALL_REMOTEが ’N’となり、そのプロシージャがそれ以上伝播されることはあり
ません。

データ所有権の静的パーティション化で複合レプリケート環境を稼働する場合（つまり、行
レベル・レプリケーションを防止していない場合）は、行レベル・レプリケーションとプロ
シージャ・レプリケーションがともに同じ非同期キューを使用するので、レプリケーション
機能はリモート・ノードでの操作の順序を保持します。
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図図図図 6-1  非同期プロシージャ・レプリケーション非同期プロシージャ・レプリケーション非同期プロシージャ・レプリケーション非同期プロシージャ・レプリケーション

new_dept(arg1)
BEGIN
   lock table in EXCLUSIVE mode
   disable row–level replication
   update emp
   enable row–level replication
END;

new_dept(arg1)
BEGIN
   lock table in EXCLUSIVE mode
   disable row–level replication
   update emp
   enable row–level replication
END;

ラッパー�

defer_emp_mgmt.new_dept('Jones' 'Y', 'Y')

遅延トランザクション・キュー�

. . . packagename procname . . .

EMP 表�

empno ename deptno

100
101
102

Jones

Braun

20
20
20

Kim

EMP 表�

empno ename deptno

100
101
102

Jones

Braun

20
20
20

Kim

update(oldargs newargs)
insert(newargs)
update(oldargs newargs) 
delete(oldargs)
new_dept(Jones)

new_dept(args...)

if call_local='Y'
   call new_dept(Jones)
if call_remote='Y'
   build call to new_dept
      for deferred queue
      with call_remote='N' 

サイト A サイト B
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耐障害性を実現するための設計耐障害性を実現するための設計耐障害性を実現するための設計耐障害性を実現するための設計
耐障害性の機能により、システムまたはサイトの障害時にもアプリケーションを継続して実
行できます。 また、アプリケーションをフェイルオーバー・システム上で実行でき、障害発
生時にプライマリ・システム上でアクセスしていたのと同じか、またはほとんど同じデータ
にアクセスできます。 図 6-2に示すように、Oracle Serverには、Oracle Parallel Serverおよ
びレプリケーション機能という、耐障害性を実現するための 2つのテクノロジがあります。

図図図図 6-2  耐障害性を実現するための方法耐障害性を実現するための方法耐障害性を実現するための方法耐障害性を実現するための方法 :　　　　 レプリケーションとレプリケーションとレプリケーションとレプリケーションと Parallel Server

データ�
ベース�

Oracle Server 

プライマリ・�
データベース�

レプリケーション�
機能�

データ�
ベース�

Oracle Server 

フェイルオーバー・
データベース�

レプリケーション�
機能�

プライマリ�

データ�
ベース�

フェイルオーバー�

Oracle
Parallel
Server

Oracle
Parallel
Server

マルチマスター・レプリケーション�
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Oracle Parallel Serverとレプリケーションとレプリケーションとレプリケーションとレプリケーション
Oracle Parallel Serverは、Oracle Serverのインスタンスをサポートするシステムの障害時に
システムの耐障害性を確保するフェイルオーバーをサポートしています。Oracle Parallel 
Serverには、クラスタまたは超並列ハードウェア・プラットフォームが必要です。それによ
り、クラスタまたは超並列システムが稼動しているローカル環境での処理システムの障害に
対する保護が可能となります。 

このような環境では、Oracle Parallel Serverは耐障害性を実現するための理想的なソリュー
ションです。大量のトランザクションをサポートしており、インスタンスに障害が発生した
場合でもトランザクションの消失やデータの不整合が生じることがありません。インスタン
スに障害が発生した場合、Oracle Parallel Serverの正常なインスタンスによって未完了のト
ランザクションが自動的にリカバリされます。 障害が生じたシステムで実行されていたアプ
リケーションはフェイルオーバー・システムで実行でき、データベースのすべてのデータに
アクセスできます。

ただし、Oracle Parallel Serverには、サイト全体におよぶ障害（洪水、火事、破壊行為など）
によってクラスタまたは超並列システム全体が操作不能になるような状況に対しては耐障害
性がありません。 サイト障害に対して耐障害性を確保するために、レプリケーション機能を
使用して、地理的に離れた場所でデータベースのレプリカをメンテナンスできます。 

ローカル・システムに障害が発生しても、アプリケーションはリモート・サイトで実行を継
続できます。 ただし、レプリケーションによって、すべてのトランザクションの保護が保証
されるわけではありません。また、プライマリ・サイトをリカバリするときは、データの整
合性が損なわれないように細心の注意が必要です。

耐障害性を実現するための設計耐障害性を実現するための設計耐障害性を実現するための設計耐障害性を実現するための設計
耐障害性を実現するためにレプリケーション機能を使用する場合は、次の事項を考慮してく
ださい。

� レプリケーション機能によって、プライマリ・システムと同じ量のトランザクションを
処理できる必要があります。これはアプリケーションによって異なりますが、一般的
に、Oracle Parallel Serverを使用する場合よりもスループットはかなり低くなります。

� プライマリ・サイトで障害が生じた場合、プライマリ・サイトで少し前にコミットされ
たトランザクションは、フェイルオーバー・サイトにまだ非同期に伝播されていない可
能性があります。 このトランザクションは消失したように見えます。

� この消失したトランザクションは、プライマリ・サイトがリカバリされたときに処理す
る必要があります。

注意注意注意注意 : スタンバイ・データベースを構成して、Oracleデータベースをサ
イト障害から守ることもできます。Oracleのスタンバイ・データベース機
能の詳細は、『Oracle8iバックアップおよびリカバリ・ガイド』を参照し
てください。 
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たとえば、リモートのフェイルオーバー・サイトのメンテナンスにレプリケーションを
使用する受注入力システムにおいて、システムの実行時にプライマリ・システムで障害
が発生したとします。 

障害発生時、少し前にプライマリ・サイトで実行された 2つのトランザクションの変更
は、フェイルオーバー・サイトに伝播および適用させていません。最初のトランザク
ションは新規の受注の入力で、2番目のトランザクションは既存の受注の取消しです。

新規受注入力の場合、フェイルオーバー・システムでの処理の継続中にその受注が存在
しないことが発見されると、再入力されると考えられます。既存の受注の取消しの場合
は、受注の取消しは発見されずに、受注処理が継続されると考えられます。つまり、取
り消された商品が出荷されて、顧客に請求が送られます。

プライマリ・サイトがリストアされた場合を考えます。 フェイルオーバー・システムで
実行されたすべての変更をプライマリ・システムに単に戻すと、競合が発生します。 

具体的には、プライマリ・システムに障害が発生する直前に受注された商品が重複する
ことになります。さらに、プライマリ・システムでは取り消されているはずの受注の出
荷および請求トランザクションにより、データが変更されます。

こうした状況に対処するには、システムを綿密に設計する必要があります。次の項で
は、このプロセスについて説明します。 

耐障害性の高いシステムの実現耐障害性の高いシステムの実現耐障害性の高いシステムの実現耐障害性の高いシステムの実現
Oracleのレプリケーション機能を使用すると、複数のレプリケート・マスター・サイトによ
り、サイト障害に対する耐障害性を実現できます。次のいずれかの方法でシステムを構成す
る必要があります。実現の難易度が低いものから順に列記しています。 

� フェイルオーバー・サイトは読取り専用で使用します。 つまり、プライマリ・サイトで
障害が発生した場合でも、フェイルオーバー・サイトでは更新できません。

� 障害の後、プライマリ・サイトは、エクスポートおよびインポート、または完全バック
アップによって、フェイルオーバー・サイトからリストアされます。

� すべてのデータおよびトランザクションでは、競合を完全に解消します。このために
は、綿密な設計および実現が必要です。重複トランザクションなど、プライマリ・サイ
トがリストアしたときに発生する競合を、適切かつ確実に解消する必要があります。

� アプリケーション・レベルのルーチンやプロシージャを独自に作成して、プライマリ・
サイトがリストアされたとき、およびアクティブなフェイルオーバー・システムで
キューに入れられていたトランザクションがプライマリ・サイトに伝播および適用され
たときに発生するデータの不整合を処理します。
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Net8を使用すると自動的に接続時フェイルオーバーを構成できます。つまり、Net8を使用
すれば、最初のマスター・サイトで障害が発生した場合に別のマスター・サイトに処理を切
替えが可能です。 自動的に接続時フェイルオーバーを設定するには、tnsnames.oraファイ
ルで、FAILOVERオプションを ONに設定し、複数の接続記述子を指定します。 

レプリケーション・システムにおけるデータベースのバックアップおよレプリケーション・システムにおけるデータベースのバックアップおよレプリケーション・システムにおけるデータベースのバックアップおよレプリケーション・システムにおけるデータベースのバックアップおよ
びリカバリびリカバリびリカバリびリカバリ
レプリケーションを使用するデータベースは分散データベースです。 レプリケーション・
データベースのバックアップを作成するときは、『Oracle8i管理者ガイド』で概説している
分散データベースのバックアップのガイドラインに従ってください。 レプリケーション・
データベースをリカバリするときは、『Oracle8i管理者ガイド 』で説明している協調分散リ
カバリのガイドラインに従ってください。 

協調分散リカバリのガイドラインに従わない場合、レプリケーション・データベースの整合
性は保証されません。たとえば、リストアされたマスター・サイトが別のマスター・サイト
に異なるトランザクションを伝播していることがあります。場合によっては、不正確なリカ
バリ操作を修正するために、追加のステップを実行する必要があります。その方法の 1つ
は、リカバリしたデータベース内のすべてのレプリケート・オブジェクトを削除し、再作成
する方法です。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 接続時フェイルオーバーの設定方法の詳細は、『Oracle8i Net8
管理者ガイド』を参照してください。

推奨事項推奨事項推奨事項推奨事項 : レプリケート・オブジェクトの削除および再作成を実行する
前に、リストアしたデータベースから保留中の遅延トランザクションおよ
び遅延エラー・レコードを削除し、未解決の分散トランザクションを解決
してください。リストアされたデータベースがいくつかのレプリケート環
境のマスター定義サイトであった場合、オブジェクトを削除および作成す
る前に新しいマスター定義サイトを設定する必要があります。リストアさ
れたデータベースがマスターであるスナップショット、およびリストアさ
れたデータベース内のスナップショットは、完全にリフレッシュする必要
があります。 

データに対する継続的なアクセスを可能にするため、マスター定義サイト
の変更（リストアされるデータベースがマスター定義サイトであった場
合）、またはスナップショット・サイトのマスターの変更（それらのマス
ター・サイトがリストアされている場合）が必要な場合があります。
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インポートされたデータに対するチェックの実行インポートされたデータに対するチェックの実行インポートされたデータに対するチェックの実行インポートされたデータに対するチェックの実行  レプリケート・オブジェクト、またはレ
プリケーション機能で使用するオブジェクト（たとえば、DBA_REPSITESビュー）のエク
スポートおよびインポートを実行した後で、DBMS_REPCATパッケージの REPCAT_
IMPORT_CHECKプロシージャを実行します。 

次の例では、プロシージャは、スナップショット・サイトの ACCTレプリケート・オブジェ
クト・グループのオブジェクトをチェックして、オブジェクト識別子と状態値が適切である
ことを確認します。

DBMS_REPCAT.REPCAT_IMPORT_CHECK( gname     =>   ’acct’,
                                 master    =>   FALSE);

動的所有権の競合回避の使用方法動的所有権の競合回避の使用方法動的所有権の競合回避の使用方法動的所有権の競合回避の使用方法
この項では、競合を回避するアプリケーションを設計するさらに高度な方法を説明します。 
トークン渡しという方法は、次に説明するワークフローによる方法と類似しています。 この
項ではトークン渡しを使用して行全体の所有権を制御する方法について説明しますが、この
方法に変更を加えた形式を使用して、行内の個々の列グループの所有権を制御することもで
きます。

ワークフローでもトークン渡しでも、データの動的所有権を使用できます。動的所有権を使
用すると、行を更新できるのは一度に 1つのサイトのみになりますが、行の所有権をサイト
からサイトに渡すことができます。ワークフローおよびトークン渡しはいずれも、1つ以上
の識別子列の値を使用して、現在誰が行を更新できるかを判断します。 

ワークフローワークフローワークフローワークフロー
ワークフロー・パーティション分割を使用した場合、データの所有権がサイトからサイトへ
とプッシュされると考えることができます。識別子列の値を変更することによって行の所有
権を別のサイトにプッシュできるのは、その行の現行の所有者のみです。

受注、出荷および請求用の個別のサイトの簡単な例を取り上げます。識別子列は受注の状態
を示すために使用されます。その状態によって、どのサイトで行を更新できるかが決まりま
す。受注サイトのユーザーは、受注を入力した後でこの行の状態を SHIPに更新します。こ
れ以後は受注サイトのユーザーはこの行を変更できません。所有権は出荷サイトにプッシュ
されています。 

受注品を出荷した後で、出荷サイトのユーザーはこの行の状態を BILLに更新するので、所
有権は請求サイトにプッシュされます。これ以降、同様にプッシュされます。

競合を適切に回避するには、動的データ所有権をインプリメントするアプリケーションが次
の条件に必ず適合する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリ
ファレンス』の「REPCAT_IMPORT_CHECKプロシージャ」の説明を参
照してください。
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動的所有権の競合回避の使用方法
� 行を更新できるのは行の所有者のみであること

� 行が複数のサイトによって所有されないこと

� 順序競合がすべてのサイトで正常に解消できること

ワークフローをパーティション分割すると、識別子列を更新し、その行の所有権を次のサイ
トにプッシュできるのは、行の現行の所有者のみになります。あるサイトが所有権を手放す
まで、他のサイトは所有権を取得できません。したがって、複数の所有者が存在しないこと
が確実になります。

作業のフローが順序付けられているので、作業のフローで最後に発生する変更を適用するこ
とによって順序競合を解消できます。順序競合はすべて、ワークフロー・プロセスの各ス
テップごとに優先順位値が増加する、優先順位による競合解消方法で解消できます。 

優先順位による競合解消方法では、優先値が常に増加している限り、複数のマスターが正常
に収束します。

トークン渡しトークン渡しトークン渡しトークン渡し
トークン渡しは、動的所有権の基準を満たす、より一般的な方法です。トークン渡しをイン
プリメントするには、識別子列のかわりに、レプリケート表に所有者列およびエポック列が
必要です。所有者列には、現在その行を所有していると思われるサイトのグローバル・デー
タベース名が格納されます。 

トークン渡しのメカニズムを設計すると、それを使用して、ワークフローを含むデータ所有
権の様々な形式の動的パーティション分割をインプリメントできます。

アプリケーションは、トークン渡しを自動的にインプリメントするように設計する必要があ
ります。このアプリケーションの管理外で、所有者列またはエポック列が更新されないよう
にしてください。
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行を更新するときは常に、アプリケーションで次の処理を実行する必要があります。 

1. 行の現行の所有者を検索します。

2. 所有権の変更中に行が更新されるのを回避するため、行をロックします。

3. 行の所有権を取得します。

4. 更新を実行します。 Oracleでは、トランザクションがコミットされるとロックが解除さ
れます。

たとえば、図 6-3は、従業員番号 100の所有権が ACCT_SFデータベースから ACCT_NY
データベースへ渡される仕組みを示します。
高度な設定 6-13



動的所有権の競合回避の使用方法
図図図図 6-3  トークンの取得トークンの取得トークンの取得トークンの取得
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動的所有権の競合回避の使用方法
行の所有権の検索行の所有権の検索行の所有権の検索行の所有権の検索
ACCT_NYデータベースは、所有権を取得するために簡単な再帰アルゴリズムを使用して行
の所有者を検索します。このアルゴリズムの疑似コードは次のとおりです。

-- Pseudo code for locating the token owner.
-- This is for a table TABLE_NAME with primary key PK.
-- Initial call should initialize loc_epoch to 0 and loc_owner
-- to the local global name.
get_owner(PK IN primary_key_type, loc_epoch IN OUT NUMBER, 
          loc_owner IN OUT VARCHAR2)
{
  -- use dynamic SQL (dbms_sql) to perform a select similar to
  -- the following:
  SELECT owner, epoch into rmt_owner, rmt_epoch
     FROM TABLE_NAME@loc_owner
     WHERE primary_key = PK FOR UPDATE;
  IF rmt_owner = loc_owner AND rmt_epoch >= loc_epoch THEN
   loc_owner := rmt_owner;
   loc_epoch := rmt_epoch;
   RETURN;
  ELSIF rmt_epoch >= loc_epoch THEN 
   get_owner(PK, rmt_epoch, rmt_owner);
   loc_owner := rmt_owner;
   loc_epoch := rmt_epoch;
   RETURN;
  ELSE
   raise_application_error(-20000, 'No owner for row');
  END IF;
}

所有権の取得所有権の取得所有権の取得所有権の取得
行の所有者が見つかると、ACCT_NYサイトは次のステップを実行することにより ACCT_
SFサイトから所有権を取得します。

1. 所有権の交換中に変更が発生するのを回避するため、SFサイトの行をロックします。

2. SFサイトおよびNYサイトの両方で、所有者情報を同期更新します。これにより、常に
1つのサイトのみが所有者となることが保証されます。 SFサイトでの更新は、DBMS_
REPUTIL.REPLICATION_OFFを使用してレプリケートできません。 NYサイトでの所
有権の変更はレプリケートされ（ステップ 4）、最終的に、SFサイトを含め（影響はあ
りませんが）、レプリケート環境のすべてのサイトに伝播されます。

3. 現行の所有者サイト SFの情報を使用して、新しい所有者サイト NYの行の情報を更新
します。更新されたデータは、必ず最新のものになります。このとき、NYサイトでの
変更はレプリケートされる必要はありません。 SFサイトでキューに入れられた、この
データに対する変更はすべて、通常の方法ですべてのサイトに伝播されます。 次のス
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テップで説明しているように、SFの変更がNYに伝播されると、エポック番号の値のた
めにこの変更は無視されます。

4. 新しい所有者サイトのエポック番号を、以前のサイトでの値より 1大きくなるように更
新します。この更新を、新しい所有者に対してのみ実行してから、他のマスター・サイ
トに非同期伝播します。新しい所有者サイトのエポック番号を増やすことで、順序競合
が回避されます。 

（前述のステップ 2で遅延キュー内にあった）SFの変更が最終的に NYサイトに伝播さ
れたとき、そのエポック番号は NYサイトの同じデータのエポック番号よりも小さいの
で、NYサイトは変更を無視します。 

別の例として、HQサイトが NYの変更を受信した後に SFの変更を受信したと想定し
ます。この場合、NYサイトから適用された変更にはより大きなエポック番号があるた
め、HQサイトは SFの変更を無視します。

変更の適用変更の適用変更の適用変更の適用
更新の実行時、常に自動的にトークン渡しがインプリメントされるようにアプリケーション
を設計する必要があります。このアプリケーションの管理外で、所有者列またはエポック列
を更新できません。所有権を変更するときに取得したロックは、実際の更新を適用すると解
除されます。 変更された情報、および更新された所有者情報とエポック情報は、通常の方法
で各サイトに非同期伝播されます。
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変更をレプリケートしない表の変更変更をレプリケートしない表の変更変更をレプリケートしない表の変更変更をレプリケートしない表の変更
レプリケート・オブジェクトを変更しても、その変更をレプリケート環境の他のサイトにレ
プリケートしない場合もあります。たとえば、次の状況ではレプリケーションを使用禁止に
します。

� 変更の伝播にプロシージャ・レプリケーションを使用している場合。この場合は、プロ
シージャの先頭で行レベルのレプリケーションを常に使用禁止にする必要があります。

� トリガー・アクションが複数回レプリケートされるのを回避するため、レプリケート表
に定義されているトリガーのレプリケーションを使用禁止にする必要がある場合。「ト
リガーおよびレプリケーション」を参照してください。

� 手動で競合を解消する場合で、この変更を表の他のコピーにレプリケートする必要がな
い場合。 

たとえば、あるサイトのレコードの状態を訂正し、エラー・トランザクションの再実行
時に競合するレプリケート更新を成功させる必要がある場合、この処理が必要となりま
す。あるいは、トランザクションが接続先サイトで適用されなかったため、レプリケー
トされていない変更を使用して送信元サイトの変更を戻すことが必要な場合もありま
す。この例では、Replication Managerを使用して、競合するトランザクションを接続
先サイトから削除できます。

変更をレプリケートせずに表を変更するには、DBMS_REPUTILパッケージの
REPLICATION_ONプロシージャおよび REPLICATION_OFFプロシージャを使用します。
これらのプローシージャは引数を必要とせず、生成されたレプリケーション・トリガー中で
フラグとして使用されます。

注意注意注意注意 : レプリケーションを使用可能および使用禁止にするには、DBMS_
REPUTILパッケージに対する EXECUTE権限が必要です。
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レプリケーション機能を使用禁止にするレプリケーション機能を使用禁止にするレプリケーション機能を使用禁止にするレプリケーション機能を使用禁止にする
DBMS_REPUTIL.REPLICATION_OFFプロシージャは、カレント・セッションの内部レプ
リケーション変数の状態を FALSEに設定します。すべてのレプリケート・トリガーはトラ
ンザクションをキューに入れる前にこの変数の状態をチェックするため、行レベルのレプリ
ケーションを使用するレプリケート表が変更されても、遅延トランザクションがキューに入
ることはありません。 

プロシージャ・レプリケーションを使用している場合、次の例に示すように、プロシージャ
の最初に REPLICATION_OFFをコールする必要があります。 これにより、レプリケーショ
ン機能では、変更の伝播に行レベル・レプリケーションを使用しません。

CREATE OR REPLACE PACKAGE update AS
  PROCEDURE update_emp(adjustment IN NUMBER);
END;
/
CREATE OR REPLACE PACKAGE BODY update AS
  PROCEDURE update_emp(adjustment IN NUMBER) IS
  BEGIN
   -- turn off row-level replication for set update
   dbms_reputil.replication_off;
   UPDATE emp . . .;
   -- re-enable replication
   dbms_reputil.replication_on;
  EXCEPTION WHEN OTHERS THEN
   . . . 
   dbms_reputil.replication_on;
  END;
END;

注意注意注意注意 : レプリケーションのオンまたはオフは、カレント・セッションの
みに影響します。つまり、同じサーバーに接続している他のユーザーは、
コミットされた変更を遅延トランザクション・キューに入れる場合の制限
は受けません。
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レプリケーション機能を再び使用可能にするレプリケーション機能を再び使用可能にするレプリケーション機能を再び使用可能にするレプリケーション機能を再び使用可能にする
競合を解消した後、またはレプリケート・プロシージャの終わりで、DBMS_
REPUTIL.REPLICATION_ONをコールして、レプリケート表またはスナップショットに対
する変更の通常のレプリケーションを再開します。このプロシージャには引数はありませ
ん。REPLICATION_ONをコールすると、内部レプリケーション変数が TRUEに設定され
ます。

トリガーおよびレプリケーショントリガーおよびレプリケーショントリガーおよびレプリケーショントリガーおよびレプリケーション
レプリケート・トリガーをレプリケート表に定義していた場合、トリガーがそれぞれの変更
に対して 1回のみ起動することを確認する必要があります。 一般的に、最初の変更時にのみ
トリガーが起動され、その変更がリモート・サイトにレプリケートされたときには、リモー
トのトリガーは起動しません。

DBMS_REPUTIL.FROM_REMOTEパッケージ変数の値をトリガーの最初にチェックする必
要があります。トリガーが表を更新するのは、この変数の値が FALSEであるときのみです。

また、トリガーが起動される原因となった行以外の行を修正するときは、トリガーの最初に
レプリケーションを使用禁止にし、トリガーの終わりで再び使用可能にできます。この方法
を使用すると、元の変更のみがリモート・サイトにレプリケートされます。 その後、レプリ
ケート・トリガーが各リモート・サイトで起動します。 レプリケート・トリガーによって実
行される更新は、他のサイトにはプッシュされません。 

このアプローチを使用すると、競合解消は実行されません。したがって、トリガーによる変
更がデータの整合性に影響していないことを確認する必要があります。 

スナップショットのレプリケーションを使用可能または使用禁止にするスナップショットのレプリケーションを使用可能または使用禁止にするスナップショットのレプリケーションを使用可能または使用禁止にするスナップショットのレプリケーションを使用可能または使用禁止にする
現行サイトでのスナップショットに対するローカル・レプリケーション・トリガーをすべて
使用禁止にするには、次の例に示すように、SET_I_AM_A_REFRESHをコールして内部リフ
レッシュ変数を TRUEに設定します。

DBMS_SNAPSHOT.SET_I_AM_A_REFRESH(value => TRUE);

トリガーを再び使用可能にするには、次に示すように、内部リフレッシュ変数を FALSEに
設定します。

DBMS_SNAPSHOT.SET_I_AM_A_REFRESH(value => FALSE);

内部リフレッシュ変数の値を判別するには、次に示すように、I_AM_A_REFRESHファンク
ションをコールします。

ref_stat := DBMS_SNAPSHOT.I_AM_A_REFRESH;
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レプリケーションの保護メカニズムについて
レプリケーションの保護メカニズムについてレプリケーションの保護メカニズムについてレプリケーションの保護メカニズムについてレプリケーションの保護メカニズムについて
マルチマスター・レプリケーション環境では、障害の発生時でも、リモート・サイトに伝播
されたトランザクションは消失されず、再伝播されないことが保証されています。 

� 1つのローカル・トランザクション内で発行された複数のプロシージャ・コールは、1つ
のトランザクションとしてリモートで実行されます。 

� 伝播の実行中にネットワークまたはリモート・データベースに障害が発生した場合、ト
ランザクションはリモート・サイトでロールバックされ、リモート・データベースが再
度アクセス可能になり、伝播が正常に完了するまで、ローカル・キューに残ります。     

� トランザクションがローカル・サイトのキューから削除されるのは、すべての接続先サ
イトへの伝播および適用が正常に完了してからです。 

障害からの保護は、シリアル伝播とパラレル伝播の両方に対して提供されています。 

� シリアル伝播の場合、レプリケーション機能で 2フェーズ・コミットが使用されます。 

� パラレル伝播の場合は、パラレル操作用に最適化された特殊な分散トランザクション・
プロトコルが使用されます。リモート・サイトは、正常に伝播されたトランザクション
を記録し、この情報を定期的にローカル・サイトに戻します。ローカル・サイトは、こ
の情報を記録し、すべての接続先サイトに伝播されたエントリをローカル・キューから
パージします。障害が発生した場合、ローカル・サイトは、適切な時点から伝播を続行
できるように、正常に伝播されたトランザクションに関する情報をリモート・サイトに
要求します。

注意注意注意注意 : 伝播が正常に完了しても、必ずしもトランザクションがリモート・
サイトで正常に適用されるとは限りません。解消不能な競合や記憶領域不
足などのエラーが発生すると、トランザクションでエラーが発生すること
があり、そのエラーは、リモート・サイトに記録されます。 Replication 
Managerを使用したエラー・トランザクションの表示および管理の詳細
は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。
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レプリケーションの保護メカニズムについて
データ伝播の依存性の維持データ伝播の依存性の維持データ伝播の依存性の維持データ伝播の依存性の維持
Oracleは、レプリケート・トランザクションがリモート・システムに伝播されたときの依存
性の順序を維持します。次に例を示します。

1. トランザクション Aが受注を取り消します。

2. トランザクション Bが取消しを検出して返金を処理します。

トランザクション Bは、ローカル・システムでの受注の取消し（トランザクション A）のコ
ミット済の更新を参照するので、トランザクション Bはトランザクション Aに依存してい
ます。 

トランザクション A（受注の取消し）が正常に伝播された後で、トランザクション B（返
金）が伝播されます。 取消しの適用後に返金を処理する更新が適用されます。

パラレル伝播の依存性の追跡パラレル伝播の依存性の追跡パラレル伝播の依存性の追跡パラレル伝播の依存性の追跡
ローカル・システムで新しいトランザクションが実行されるときに、次のことが行われま
す。

1. データを更新した最新のシステム・コミット番号が記録されます。これは、新規トラン
ザクションにより従属システム・コミット番号として参照されます。

2. 従属システム・コミット番号以下のシステム・コミット番号を持つトランザクション
が、リモート・システムに正常に伝播されます。

3. 待機中の依存トランザクションが伝播されます。

パラレル伝播は、シリアル伝播とは異なる方法でデータの整合性を保持します。シリアル伝
播では、依存性を維持するために、ローカル・システム上でコミットするときと同じ順序で
すべてのトランザクションが適用されます。パラレル伝播では、依存性を追跡し、依存性が
あるときはコミットされた順に実行し、依存性がないときはパラレルで実行します。シリア
ル伝播でもパラレル伝播でも、トランザクション内の実行順序は保持されます。遅延トラン
ザクションは各システムで、ローカル・トランザクション内で実行された順序と同じ順序
で、リモート・プロシージャ・コールを実行します。

注意注意注意注意 : トランザクション間で依存関係の可能性がないときは、トランザ
クションはパラレルで伝播されます。
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レプリケーションの保護メカニズムについて
パラレル化を改善するためのトランザクション依存性の最小化パラレル化を改善するためのトランザクション依存性の最小化パラレル化を改善するためのトランザクション依存性の最小化パラレル化を改善するためのトランザクション依存性の最小化
アプリケーション条件によっては、トランザクション間に依存関係を確立して、遅延トラン
ザクションの伝播を強制的にシリアライズ化できます。複数の非関連トランザクションに
よってレプリケート表内の同じデータ・ブロックが変更される場合、対応するトランザク
ションはリモート接続先へシリアル伝播されます。

データ・ブロック・レベルで作成されたトランザクション依存性を最小化するには、デー
タ・ブロックの変更が 1つまたは少数のデータ・ブロックに集中することを回避します。次
に例を示します。

� レプリケート表に INSERTアクティビティが頻繁に発生する場合は、表の空きリストを
複数作成することで、新しい行の記憶域を複数のデータ・ブロックに分散できます。

� 多数のトランザクションすべてが同一の小さい表を更新する状態は、可能な限り避けて
ください。たとえば、複数のトランザクションが 1つの小さい表に読込みと更新を行
い、主キーの順序番号生成をシミュレートするのは、望ましいアプリケーション設計と
は言えません。このように設計すると、すべてのトランザクションが同じデータ・ブ
ロックを更新します。より優れたソリューションは、順序を作成し順序番号をキャッ
シュに格納することで、主キーの生成を最適化し、パラレル伝播のパフォーマンスを改
善できます。

注意注意注意注意 : シングル・コーディネータ・プロセスは、リモート・サイトに対
する各データベース・リンクに存在しています。同じリモート・サイトに
対する各データベース・リンクには、異なる接続修飾子が必要です。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-14ページの「接続修飾子」
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レプリケーション環境の
7

レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画レプリケーション環境の計画

レプリケーション環境の計画を開始する前に、これまでの章で説明したレプリケーションの
概念およびアーキテクチャについて理解することが重要です。 この章では、レプリケーショ
ンの概念およびアーキテクチャについて理解していることを前提に、レプリケーション環境
の計画に関する重要な考慮事項について説明します。

この章のトピックは次のとおりです。

� レプリケート表に関する考慮事項

� 初期化パラメータ

� マスター・サイトおよびスナップショット・サイト

� スケジュール・リンクのガイドライン

� 遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイドライン

� シリアル伝播およびパラレル伝播

� 配置テンプレート

� 競合解消

� セキュリティ
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レプリケート表に関する考慮事項
レプリケート表に関する考慮事項レプリケート表に関する考慮事項レプリケート表に関する考慮事項レプリケート表に関する考慮事項
次の項では、レプリケーション環境で使用する表に関する考慮事項について説明します。

主キー主キー主キー主キー
各レプリケート表には、可能な限り主キーを設定します。 主キーを設定できない場合、各レ
プリケート表に、表の各行の一意の識別子として使用できる列のセットが含まれている必要
があります。 レプリケーション環境で使用する表に主キーまたは一意の列のセットがない場
合は、レプリケート表を必要に応じて修正します。 また、マスター表をベースに主キー・ス
ナップショットを作成する場合は、マスター表に主キーを設定する必要があります。

データ型に関する考慮事項データ型に関する考慮事項データ型に関する考慮事項データ型に関する考慮事項
マルチマスター・レプリケーションでは、NUMBER型、DATE型、VARCHAR2型、
CHAR型、NVARCHAR2型、NCHAR型、RAW型、ROWID型を使用する列を含む表の
レプリケーションをサポートしています。

また、バイナリ型の LOB（BLOB）、文字型の LOB（CLOB）、および各国文字型の LOB
（NCLOB）といったラージ・オブジェクト型を使用する列を含む表のレプリケーションもサ
ポートしています。部分単位の更新と追加が LOB列に適用されると、マルチ・マスター・
レプリケーションで使用する遅延および同期のリモート・プロシージャ・コール・メカニズ
ムによって、LOBデータ型に対する部分単位の変更のみが伝播されます。

Oracleでは、LONG型および LONG RAW型を使用する列のレプリケーションはサポート
していません。これらのデータ型を含む列は、レプリケート表から単純に削除されます。 
Oracle8iでは、LONG型を LOBに変換する必要があります。

また、ユーザー定義オブジェクト型や、外部 LOBまたはファイル・ベース LOB（BFILE）
もサポートしていません。 これらのデータ型の列を含む表をマスター表として構成すると、
エラー・メッセージが戻されます。

注意注意注意注意 : Oracle8iは、一部のサイトで Oracle7リリース 7.3が稼動している
レプリケーション環境での LOB型のレプリケーションをサポートしてい
ません。
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初期化パラメータ
初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ
初期化パラメータには、レプリケーション環境の操作性、信頼性およびパフォーマンスに
とって重要なものがあります。 表 7-1に、それらのパラメータを示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : これらの初期化パラメータの詳細は、『Oracle8iリファレン
ス・マニュアル 』を参照してください。

表表表表 7-1  レプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータ （１（１（１（１ /５ページ）５ページ）５ページ）５ページ）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値 説明説明説明説明

COMPATIBLE デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 8.0.0

範囲範囲範囲範囲 : 8.0.0～カレント・リリース
番号

COMPATIBLEパラメータを使用すると、新しい
リリースが使用でき、また古いリリースとの下
位互換性も保証されます。 これは、古いリリー
スを使用する必要が生じた場合に便利です。 

このパラメータには、Oracle Serverが互換性を
保つ必要のあるリリースを指定します。 

スナップショット・サイトの COMPATIBLE設
定が 8.1.0より前の場合、各スナップショットの
スナップショット・ビューが作成され、8.1.0よ
り前のリリースとの互換性が維持されます。 ス
ナップショット・サイトの COMPATIBLE設定
が 8.1.0以降の場合は、スナップショットのス
ナップショット・ビューは作成されません。

ENQUEUE_RESOURCES デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : SESSIONSパラメータ
の値
範囲範囲範囲範囲 : 10～無限

ENQUEUE_RESOURCESパラメータには、
ロック・マネージャによって同時にロックでき
るリソースの数を設定します。 エンキューは高
度なロック・メカニズムであり、同時に稼動し
ている複数のプロセスによって、異なるレベル
で認識済のリソースが共有されます。 同時に使
用できるオブジェクトはすべて、エンキューを
使用して保護できます。 たとえば、表を異なる
レベルで共有する場合、2つのプロセスが 1つ
の表をそれぞれ共有モードまたは共有更新モー
ドでロックできます。

Oracle Serverが Java RepAPIをサポートしてい
る場合は、ENQUEUE_RESOURCESパラメー
タを 1000以上に設定する必要があります。

GLOBAL_NAMES デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : FALSE

範囲範囲範囲範囲 : TRUEまたはFALSE

GLOBAL_NAMESパラメータには、データベー
ス・リンクの名前を接続先データベースの名前
と同じにするかどうかを指定します。 Oracleレ
プリケーションを使用する場合は、GLOBAL_
NAMESパラメータを TRUEに設定する必要があ
ります。
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初期化パラメータ
JAVA_POOL_SIZE デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 0

範囲範囲範囲範囲 : 0～4 GB

JAVA_POOL_SIZEパラメータには、Javaプー
ルのサイズをバイト単位で指定します。Javaメ
モリー・マネージャは、実行時に、このプール
から大部分の Javaの状態を割り当てます。 この
領域には、メモリー上に展開された共有 Javaメ
ソッド、クラス定義、およびコールの終わりに
Javaセッション領域に移行される Javaのオブ
ジェクトが含まれます。 

Oracle Serverが Java RepAPIをサポートしてい
る場合は、JAVA_POOL_SIZEパラメータを
50000000以上に設定する必要があります。

JOB_QUEUE_INTERVAL デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 60 (秒)

範囲範囲範囲範囲 : 1～3600 (秒)

JOB_QUEUE_INTERVALパラメータには、イン
スタンスの各 SNPnバックグラウンド・プロセ
スを起動する間隔を秒単位で指定します。 このパ
ラメータは、少なくとも最も頻繁に起動される
ジョブと同じ値に設定する必要があります。

JOB_QUEUE_PROCESSES デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 0

範囲範囲範囲範囲 : 0～36

JOB_QUEUE_PROCESSESパラメータには、各
インスタンスの SNPnジョブ・キュー・プロセ
スの番号を指定します（SNP0、...SNP9、SNPA、 
... SNPZなど）。  ジョブ・キュー・プロセスで
は、DBMS_JOBによって作成された要求が処理
されます。 

このパラメータは、1以上で、かつ同時に実行
できるジョブの最大数と同じ値に設定する必要
があります。

サイトで JOB_QUEUE_PROCESSESを 0に設定
した場合、サイトのすべてのグループに対して
手動で管理要求を適用し、遅延トランザクショ
ン・キューを手動でプッシュおよびパージする
必要があります。

表表表表 7-1  レプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータ （２（２（２（２ /５ページ）５ページ）５ページ）５ページ）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値 説明説明説明説明
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初期化パラメータ
MAX_ENABLED_ROLES デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 20

範囲範囲範囲範囲 : 0～148

MAX_ENABLED_ROLESパラメータには、そ
の他のロールに含まれているロールを含め、
ユーザーが使用可能にできるデータベース・
ロールの最大数を指定します。  

各ユーザーは PUBLICロールとユーザー自身の
ロールの 2つを持っているため、ユーザーが使
用可能にできる実際のロールの数は、MAX_
ENABLED_ROLESの値に 2を加えた数になり
ます。 たとえば、MAX_ENABLED_ROLESが 5
の場合、ユーザー SCOTTは 7つのロールを使
用可能にできます。つまり、MAX_ENABLED_
ROLESで使用可能にした 5つのロールと、
PUBLICのロールおよび SCOTTのロールです。

Oracle Serverが Java RepAPIをサポートしてい
る場合は、MAX_ENABLED_ROLESパラメー
タを 30以上に設定する必要があります。

MTS_DISPATCHERS デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : なし

範囲範囲範囲範囲 : なし

MTS_DISPATCHERSパラメータを使用すると、
マルチスレッド・サーバー（MTS）のアーキテ
クチャにディスパッチャ・プロセスが構成され
ます。 解析ソフトウェアは name-value構文をサ
ポートしているので、位置独立で大文字小文字
を区別しない属性を指定できます。

Oracle Serverが Java RepAPIをサポートしてい
る場合は、MTS_DISPATCHERSパラメータを
次のように設定する必要があります。

MTS_DISPATCHERS = "(PROTOCOL=TCP)
  (PRE=oracle.aurora.server.SGiopServer)"

表表表表 7-1  レプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータ （３（３（３（３ /５ページ）５ページ）５ページ）５ページ）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値 説明説明説明説明
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初期化パラメータ
OPEN_CURSORS デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 50

範囲範囲範囲範囲 : 1～4294967295 
(4 GB -1)

OPEN_CURSORSパラメータには、セッション
が一度に保持できるオープン・カーソル（プラ
イベート SQL領域に対するハンドル）の最大数
を指定します。 このパラメータを使用すると、
セッションでカーソルをオープンしすぎるのを
回避できます。 また、このパラメータは、
PL/SQLのカーソル・キャッシュのサイズも制
約します。このカーソル・キャッシュは
PL/SQLによって使用され、ユーザーが文を再
実行するときの再解析を回避します。

アプリケーションのオープン・カーソル数が不
足しないように、OPEN_CURSORSには十分に
大きな値を設定することが重要です。 この値は、
アプリケーションによって異なります。 OPEN_
CURSORSに指定した数のカーソルがセッショ
ンでオープンされないとしても、実際に必要な
数よりも大きい値を設定したことによってオー
バーヘッドが増えることはありません。

Oracle Serverが Java RepAPIをサポートしてい
る場合は、OPEN_CURSORSを 100以上に設定
する必要があります。

OPEN_LINKS デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 4

範囲範囲範囲範囲 : 0～255

OPEN_LINKSパラメータには、1つのセッショ
ンで同時にオープンするリモート・データベー
ス接続の最大数を指定します。 この接続には、
データベース・リンクと呼ばれるスキーマ・オ
ブジェクトと、外部プロシージャおよびカート
リッジ（それぞれ別のプロセスを使用します）
が含まれます。 

Oracle Serverが Java RepAPIをサポートしてい
る場合は、OPEN_LINKSを 10以上に設定する
必要があります。

PARALLEL_MAX_SERVERS デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト :　　　　次のパラメータの値
を使用します。

CPU_COUNT

PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING 

PARALLEL_ADAPTIVE_MULTI_
USER

範囲範囲範囲範囲 : 0～ 3599

PARALLEL_MAX_SERVERSパラメータには、イ
ンスタンスのパラレル実行プロセスおよびパラ
レル・リカバリ・プロセスの最大数を指定しま
す。 インスタンス起動時に作成されるプロセス
の数は、要求が増えるに従い、このパラメータ
に指定した値まで増えます。

パラレル伝播を使用する場合は、パラレル伝播
をサポートするのに十分に大きい値を指定して
ください。

表表表表 7-1  レプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータ （４（４（４（４ /５ページ）５ページ）５ページ）５ページ）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値 説明説明説明説明
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初期化パラメータ
PARALLEL_MIN_SERVERS デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 0

範囲範囲範囲範囲 : 0～PARALLEL_MAX_
SERVERSの値

PARALLEL_MIN_SERVERSパラメータには、イ
ンスタンスのパラレル実行プロセスの最小数を
指定します。 この値は、インスタンスの起動時
に作成されるパラレル実行プロセスの数です。

パラレル伝播を使用する場合、各ストリームに
少なくとも 1つのプロセスがあることを確認し
てください。

PROCESSES デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : PARALLEL_MAX_
SERVERSの値

範囲範囲範囲範囲 : 6～オペレーティング・シス
テムに固有の原価位置

PROCESSESパラメータには、Oracleに同時に
接続できる、オペレーティング・システムの
ユーザー・プロセスの最大数を指定します。 こ
の値には、ロック、ジョブ・キュー・プロセス
およびパラレル実行プロセスなどの、すべての
バックグラウンド・プロセスを考慮する必要が
あります。

REPLICATION_DEPENDENCY_TRACKING デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : TRUE

範囲範囲範囲範囲 : TRUEまたはFALSE 

REPLICATION_DEPENDENCY_TRACKING
パラメータは、データベースに対する読込み /
　書込み操作の依存性の追跡を使用可能または
使用禁止にします。 依存性の追跡は、レプリ
ケーション環境で変更をパラレル伝播するとき
は必須です。

TRUE:　 依存性の追跡を使用可能にします。

FALSE:　 データベースに対する読込み /　
書込み操作の実行を高速化しますが、パラレ
ル伝播を実行するための依存性情報は生成し
ません。 アプリケーションがレプリケート表
に読込み / 書込み操作を実行しないことが確
認できない限り、FALSEを指定しないでく
ださい。

SHARED_POOL_SIZE デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト : 16 MB
(64ビットの場合は64MB)

範囲範囲範囲範囲 : 300 KB～オペレーティン
グ・システムに固有の限界値
 

SHARED_POOL_SIZEパラメータには、共有
プールのサイズをバイト単位で指定します。 共
有プールには、共有カーソル、ストアド・プロ
シージャ、制御構造およびその他の構造が含ま
れます。 この値を大きくするほど、マルチユー
ザー・システムのパフォーマンスは向上します。 
この値を小さくすれば、使用するメモリー量は
減ります。

一般的に、Oracle Serverの共有プールは、非レ
プリケーション環境よりもレプリケーション環
境の場合のほうを大きくする必要があります。 

共有プールの使用率は、ビュー V$SGASTATを
問い合せることにより監視できます。 

Oracle Serverが Java RepAPIをサポートしてい
る場合は、SHARED_POOL_SIZEを 50000000
以上に設定する必要があります。

表表表表 7-1  レプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータレプリケーションにおいて重要な初期化パラメータ （５（５（５（５ /５ページ）５ページ）５ページ）５ページ）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 値値値値 説明説明説明説明
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マスター・サイトおよびスナップショット・サイト
マスター・サイトおよびスナップショット・サイトマスター・サイトおよびスナップショット・サイトマスター・サイトおよびスナップショット・サイトマスター・サイトおよびスナップショット・サイト
レプリケーション環境を計画するときは、レプリケーション環境に関係する各サイトをマス
ター・サイトにするかスナップショット・サイトにするかを決定する必要があります。 これ
を決定する際は、両方のタイプのレプリケーション・サイトの特性と利点を考慮してくださ
い。 1つのレプリケーション環境で、マスター・サイトとスナップショット・サイトの両方
をサポートできます。

表表表表 7-2  マスター・サイトおよびスナップショット・サイトの特性マスター・サイトおよびスナップショット・サイトの特性マスター・サイトおよびスナップショット・サイトの特性マスター・サイトおよびスナップショット・サイトの特性

マスター・サイトマスター・サイトマスター・サイトマスター・サイト スナップショット・サイトスナップショット・サイトスナップショット・サイトスナップショット・サイト

� 通常、少数のマスター・サイトと通信しま
すが、多数のスナップショット・サイトと
も通信する場合もあります。

� 1つのマスター・サイトと通信します。

� 他のマスター・サイトのデータの完全なコ
ピーである大量のデータを含んでいます。

� マスター・サイトのデータのサブセットで
ある少量のデータを含んでいます。

� 通常、データ伝播の間隔は短く、継続的に
通信します。

� バルクデータ移送の間隔は長く、定期的に
通信します。

注意注意注意注意 : マスター・サイトでは、Oracle8i Enterprise Editionまたは
Oracle8i Standard Editionを使用する必要があります。 Oracle8i Standard 
Editionは、シングル・マスター・サイト構成のみをサポートしています。 
スナップショット・サイトでは、Oracle8i Enterprise Edition、Oracle8i 
Standard Edition、Oracle8i Personal Editionまたは Oracle8i Liteのいずれ
かが必要です。 また、レプリケーションは、すべてのマスター・サイトお
よびスナップショット・サイトにインストールする必要があります。
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マスター・サイトおよびスナップショット・サイト
マスター・サイトの利点マスター・サイトの利点マスター・サイトの利点マスター・サイトの利点
マスター・サイトには次のような利点があります。

� リモート・サイトからのデータ・アクセスの可用性を高めるサポートを提供します。

� 変更が自動的にかつ通常は短い間隔で伝播されるので、データ操作言語（DML）による
変更が頻繁に行われても適切に対処できます。

� 表をロックせずに、DMLによる変更とデータ伝播を同時に行うことができます。

� フェイルオーバーによる保護を提供できます。

マスター・サイトの設定には、 Replication Managerの「Setup Wizard」またはレプリケー
ション・マネージメント APIのいずれかを使用できます。

スナップショット・サイトの利点スナップショット・サイトの利点スナップショット・サイトの利点スナップショット・サイトの利点
スナップショット・サイトには次のような利点があります。

� モバイル・コンピューティングをサポートしています。

� マスター・サイトのデータのサブセットを含めることができます。

スナップショット・サイトの設定には、 Replication Managerの「Setup Wizard」またはレプ
リケーション・マネージメント APIのいずれかを使用できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Replication Managerの「Setup Wizard」を使用してマスター・サイトを
設定する方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参
照してください。 

� レプリケーション・マネージメント APIを使用してマスター・サイトを設
定する方法の詳細は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメント API
リファレンス』の第 2章「マスター・サイトの設定」を参照してくださ
い。

� フェイルオーバーによる保護を使用したレプリケーション環境の設計の詳
細は、6-7ページの「耐障害性を実現するための設計」を参照してくださ
い。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� Replication Managerの「Setup Wizard」を使用してスナップショット・
サイトを設定する方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘ
ルプを参照してください。 

� レプリケーション・マネージメント APIを使用してスナップショット・サ
イトを設定する方法の詳細は、『Oracle8iレプリケーション・マネージメ
ント APIリファレンス』の第 2章の「スナップショット・サイトの設定」
を参照してください。
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スケジュール・リンクのガイドライン
スケジュール・リンクのガイドラインスケジュール・リンクのガイドラインスケジュール・リンクのガイドラインスケジュール・リンクのガイドライン
スケジュール・リンクによって、あるマスター・サイトから別のマスター・サイトへの遅延
トランザクション・キューの伝播方法、あるいは、あるスナップショット・サイトからその
マスター・サイトへの遅延トランザクションの伝播方法が決定されます。スケジュール・リ
ンクを作成すると、遅延トランザクション・キューをシステムの別のサイトにプッシュする
ジョブがローカル・ジョブ・キューに作成されます。リモート・マスター・サイトへの遅延
トランザクションの伝播は、レプリケーション・プロパゲータのセキュリティ・コンテキス
ト内で行われます。 

スケジュール・リンクを構成すると、シリアル伝播またはパラレル伝播を使用して情報を
プッシュできます。 一般的に、パラレル伝播値を 1に設定した場合でも、パラレル伝播を使
用する必要があります。

レプリケーション・システムのスケジュール・リンクを作成する前に、レプリケーションを
システム全体でグローバルに発生させる方法を慎重に検討する必要があります。 たとえば、
一定の間隔で遅延トランザクションを伝播できます。 この場合、プッシュする頻度と時刻を
決定する必要があります。 また、リアルタイム・レプリケーション（同期レプリケーション）
をシミュレートするために、各スケジュール・リンクを使用して、マスター・サイトの遅延
トランザクション・キューをその接続先に絶えずプッシュする場合もあります。 

あるいは、夜間など、必ず接続できる時間帯や通信コストが最低の時間帯にリンクをスケ
ジュールする場合もあります。さらに、レプリケーションによるネットワーク・リソースへ
の負荷を分散するために、各マスター・サイト間でリンクのスケジュールをずらすこともで
きます。

定期的なプッシュのスケジューリング定期的なプッシュのスケジューリング定期的なプッシュのスケジューリング定期的なプッシュのスケジューリング
サイトの遅延トランザクション・キューをリモートの接続先に定期的にプッシュするように
スケジュールできます。 たとえば、1日に 1回または 1時間に 1回というように設定できま
す。 Replication Managerの「Setup Wizard」、「Create Scheduled Link」プロパティ・シート
または「Edit Scheduled Link」プロパティ・シートを使用してスケジュール・リンクを構成
する場合、まず「Option」ページの「Delay Seconds」をデフォルト値の 0に設定します。 次
に、「General」ページの「Next Date」および「Interval」を使用して、遅延トランザクショ
ン・キューをプッシュする間隔を設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : シリアル伝播およびパラレル伝播に関連する問題の詳細は、
7-12ページの「シリアル伝播およびパラレル伝播」を参照してください。
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遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイドライン
連続的なプッシュのスケジューリング連続的なプッシュのスケジューリング連続的なプッシュのスケジューリング連続的なプッシュのスケジューリング
非同期レプリケーション・メカニズムを使用している場合でも、スケジュール・リンクを構
成すると、連続的なリアルタイム・レプリケーションをシミュレートできます。 Replication 
Managerの「Setup Wizard」、「Create Scheduled Link」プロパティ・シートまたは「Edit 
Scheduled Link」プロパティ・シートを使用してスケジュール・リンクを構成する場合、
「Option」ページの「Delay Second」を 1200に設定し、「Interval」を「Delay Seconds」 の値
より小さい値に設定します。 このように設定すると、「Interval」に設定した時間中ずっと、
遅延トランザクション・キューに入れられるトランザクションが連続的にプッシュされま
す。 遅延時間中に伝播するトランザクションが遅延トランザクション・キューにない場合、
ジョブが使用するリソースは解放されます。そして、次の SNPプロセスが使用可能になっ
たときにリフレッシュが開始されます。 
 

遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイ遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイ遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイ遅延トランザクション・キューのスケジュール・パージのガイ
ドラインドラインドラインドライン

スケジュール・パージによって、マスター・サイトまたはスナップショット・サイトの遅延
トランザクション・キューから適用済のトランザクションをパージする方法が決定されま
す。 Replication Managerの「Setup Wizard」を使用してマスター・サイトまたはスナップ
ショット・サイトを作成すると、各サイトのローカル・ジョブ・キューに、一定の基準で
ローカル遅延トランザクション・キューをパージするジョブが作成されます。 レプリケー
ション環境のサイトを構成する前に、パージを発生させる方法を慎重に検討する必要があり
ます。 たとえば、次のような方法があります。

� サイトの遅延トランザクション・キューのプッシュ（スケジュール・リンク）とパージ
を同期化できます。たとえば、トランザクション・キューのプッシュとパージを連続的
に行うように構成できます。 このように構成した場合、パフォーマンスが向上すること
があります。これは、最後にプッシュされたトランザクションに関する情報が、対応す
るパージ操作に使用するサーバーのバッファ・キャッシュにすでに存在していることが
多いためです。

� サーバーが CPUの限界に達していない場合、遅延トランザクション・キューの連続的
なパージをスケジュールすると、可能な限りキューのサイズを小さく保つことができま
す。

� 通常の営業時間帯にトランザクションのスループットが非常に大きくなるサーバーの場
合、オフピーク時にパージが行われるようにスケジュールできます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 遅延秒数の設定の詳細は、2-39ページの「遅延秒数」を参照
してください。
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シリアル伝播およびパラレル伝播
定期的なパージのスケジューリング定期的なパージのスケジューリング定期的なパージのスケジューリング定期的なパージのスケジューリング
サイトの遅延トランザクション・キューを定期的にパージするようにスケジューリングでき
ます。 たとえば、1日に 1回または 1週間に 1回というように設定できます。 Replication 
Managerの「Setup Wizard」、または「Edit DB Connection」プロパティ・シートの「Purge 
Scheduling」ページを使用してサイトのスケジュール・パージを構成する場合、まず
「Delay Seconds」をデフォルトの 0に設定します。 次に、「Next Date」および「Interval」を
使用して遅延トランザクション・キューをパージする間隔を設定します。

連続的なパージのスケジューリング連続的なパージのスケジューリング連続的なパージのスケジューリング連続的なパージのスケジューリング
Replication Managerの「Setup Wizard」または「Edit DB Connection」プロパティ・シー
トの「Purge Scheduling」ページを使用してサイトの遅延トランザクション・キューの連続
的なパージを設定するには、「Delay Seconds」を 500000に設定し、「Interval」を「Delay 
Seconds」の値より小さい値に設定します。

シリアル伝播およびパラレル伝播シリアル伝播およびパラレル伝播シリアル伝播およびパラレル伝播シリアル伝播およびパラレル伝播
レプリケーション環境のスケジュール・リンクを作成すると、シリアル伝播またはパラレル
伝播を使用して各サイトから接続先に変更を非同期伝播できます。 レプリケーション環境を
構成する前に、シリアル伝播またはパラレル伝播のいずれを使用するかを決定する必要があ
ります。

� シリアル伝播では、レプリケート・トランザクションは、ソース・システムでコミット
されたのと同じ順序で一度に 1つずつ伝播されます。 シリアル伝播を使用するスケ
ジュール・リンクを構成するには、「Create Scheduled Link 」プロパティ・シートまた
は「Edit Scheduled Link」プロパティ・シートを使用して、「Options」ページの
「Parallel Propagation」設定を使用禁止にします。 通常、シリアル伝播は、レプリケート
環境内に Oracle7を使用しているサイトがある場合にのみ使用します。

� パラレル伝播では、スループットを向上させるため、レプリケート・トランザクション
は複数のパラレル・ストリームを使用して伝播されます。必要に応じて依存トランザク
ションの実行命令が発行されるので、データの整合性が保持されます。 パラレル伝播を
使用するスケジュール・リンクを構成するには、「Create Scheduled Link」プロパティ・
シートまたは「Edit Scheduled Link」プロパティ・シートを使用して、「Options」ペー
ジの「Parallel Propagation」設定を使用可能にします。 「Processes」を必要な並列度
（1以上）に設定します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-36ページの「パラレル伝播」
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配置テンプレート
配置テンプレート配置テンプレート配置テンプレート配置テンプレート
レプリケーション環境にスナップショットを含める場合、配置テンプレートを使用してス
ナップショット・サイトにレプリケート・オブジェクトを作成できます。

配置テンプレートをインスタンシエートするスナップショット・サイトの配置テンプレートをインスタンシエートするスナップショット・サイトの配置テンプレートをインスタンシエートするスナップショット・サイトの配置テンプレートをインスタンシエートするスナップショット・サイトの
準備準備準備準備

配置テンプレートを使用する場合、配置テンプレートをインスタンシエートするスナップ
ショット・サイトを準備する必要があります。 配置テンプレートがうまく設計されていれば、
リモート・スナップショット・サイトで必要な準備作業はほとんどありません。 この項では、
リモート・スナップショット・サイトで実行する最も一般的な準備作業について説明しま
す。必要な準備作業がすべて完了した後で、オンライン・インスタンシエーションまたはオ
フライン・インスタンシエーションを実行できます。

次の点を考慮して、リモート・スナップショット・サイトでインスタンシエーションを実行
するために必要な準備作業を決定します。

� リモート・スナップショット・サイトからターゲット・マスター・サイトにネットワー
ク接続されているかどうか。

� スナップショット・サイトで Oracle8i Enterprise Edition、Oracle8i Standard Editionま
たは Oracle8i Personal Editionのリリース 8.1.5以降のデータベースを使用しているかど
うか。 あるいは、スナップショット・サイトで Oracle8i Liteのリリース 4.0以降のデー
タベースを使用しているかどうか。

� リモート・スナップショット・サイトがスナップショット・レプリケーションをサポー
トするように設定されているかどうか。

� 配置テンプレートに必要なスキーマがスナップショット・サイトに存在するかどうか。

� 必要なデータベース・リンクが配置テンプレートに含まれていない場合、スナップ
ショット・サイトからマスター・サイトに必要なデータベース・リンクが存在するかど
うか。

� スナップショットで配置テンプレートをインスタンシエートするために、オンライン・
インスタンシエーションまたはオフライン・インスタンシエーションのいずれを使用す
るか。

� 配置テンプレートに必要なロールバック・セグメントがスナップショット・サイトに存
在していて、かつそれがオンラインであるかどうか。

次の項では、これらの考慮事項に対する指針を示します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 配置テンプレートの詳細は、第 4章「配置テンプレートの概
念およびアーキテクチャ」を参照してください。
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ネットワーク接続性ネットワーク接続性ネットワーク接続性ネットワーク接続性
ネットワーク接続性は、すべてのレプリケート環境において Oracleレプリケーションの重
要な要素です。 Oracle8i Enterprise Edition、Oracle8i Standard Editionおよび Oracle8i 
Personal Editionを使用している場合、リモート・スナップショット・サイトからターゲッ
ト・マスター・サイトに対して SQL*Netまたは Net8による適切なネットワーク接続が確立
されていることを確認してください。 

Java RepAPIを使用する Oracle8i Liteスナップショット・サイトの場合、マスター・サイト
との通信には Internet Inter-ORB Protocol（IIOP）によるネットワーク接続が必要です。

データベースのバージョンデータベースのバージョンデータベースのバージョンデータベースのバージョン
スナップショット・サイトで配置テンプレートをインスタンシエートするには、Oracle8iリ
リース 8.1.5以降のデータベースを使用している必要があります。 Oracle8i Liteを使用してい
る場合は、リリース 4.0以降がインストールされている必要があります。 スナップショット・
サイトがこれらの要件を満たしていない場合は、配置テンプレートをインスタンシエートす
る前にデータベースをアップグレードする必要があります。

スナップショット・サイトの設定スナップショット・サイトの設定スナップショット・サイトの設定スナップショット・サイトの設定
各スナップショット・サイトには、スナップショット・サイトをサポートするための特別な
権限を持ったユーザーが何人か必要です。これらのユーザーは、管理に必要な権限を持ち、
さらにデータの伝播とリフレッシュも実行します。

スナップショット・サイトの設定では、スナップショットの自動リフレッシュ（オプショ
ン）や遅延トランザクション・キューのパージを実行するいくつかの自動化ジョブをスケ
ジュールする必要もあります。

スナップショット・サイトを設定するには、次のいずれかを使用します。

� Replication Manager:　　　　Replication Managerを使用してリモート・スナップショット・
サイトに接続し、「Setup Wizard」を使用してスナップショット・サイトを設定できま
す。

 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : SQL*Netまたは Net8を使用したネットワーク接続の設定の
詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : IIOPを使用するスナップショット・クライアントの設定の詳
細は、Oracle8i Liteのドキュメントを参照してください。このクライアン
トの接続先サーバーの設定の詳細は、付録 C「RepAPI用の Oracle8i 
Serverの構成」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Replication Managerを使用してスナップショット・サイトを
設定する方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参
照してください。
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� レプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメント API:　　　　Replication Managerでリモート・スナップ
ショット・サイトに接続できない場合は、レプリケーション・マネージメント APIを使
用してスナップショット・サイトを設定します。 スナップショット・サイトを設定する
APIコールを含む SQLスクリプトを作成するときに、その他の準備作業（必要なス
キーマ、データベース・リンクおよびロールバック・セグメントの作成など、次の 3つ
の項で説明する作業）を実行するための DDLと APIコールも追加できます。作成した
スクリプトは、オフライン・インスタンシエーション・ファイルとともに配布し、オフ
ライン・インスタンシエーション・ファイルよりも前に実行する必要があります。

必要なスキーマの作成必要なスキーマの作成必要なスキーマの作成必要なスキーマの作成
インスタンシエートしようとする配置テンプレートで複数のスキーマ内にオブジェクトを作
成する場合、必要なスキーマがすべて作成済であることを確認する必要があります。 また、
配置テンプレートをインスタンシエートするユーザーは、そのスキーマに対する適切な
CREATE権限を持っている必要があります。 たとえば、配置テンプレートでスキーマMARY
にプロシージャを作成し、ユーザー SCOTTがテンプレートをインスタンシエートする場合、
SCOTTにはスキーマMARYに対する CREATE ANY PROCEDURE権限が必要です。

データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成
リモート・スナップショット・サイト用に必要なすべてのデータベース・リンクを作成する
DDLを配置テンプレートに含めると便利ですが、必ずしもそうする必要はありません。 デー
タベース・リンク DDLが配置テンプレートに含まれていない場合は、配置テンプレートを
インスタンシエートする前に、ターゲット・マスター・サイトへのデータベース・リンクを
手動で作成します。 データベース・リンクは、オンライン・インスタンシエーション時にス
ナップショットのベース表にデータを移入したり、スナップショット環境を適切にメンテナ
ンスするために必要です。

オンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシオンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・インスタンシ
エーションエーションエーションエーション
配置テンプレートをスナップショット・サイトでインスタンシエートするときは、オンライ
ン・インスタンシエーションまたはオフライン・インスタンシエーションのいずれかを選択
できます。 オンライン・インスタンシエーションでは、スナップショットのデータはインス
タンシエーション時にマスター・サイトから取り出されます。 オフライン・インスタンシ
エーションでは、スナップショットのデータはテンプレート自体にパッケージ化されてお
り、テンプレートをインスタンシエートするときにローカルで適用されます。 一般的に、ス
ナップショットに大量のデータが含まれている場合は、オフライン・インスタンシエーショ
ンの方がネットワーク・リソースの使用率を最小化できます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション・マネージメント APIを使用してスナップ
ショット・サイトを設定する方法の詳細は、『Oracle8iレプリケーション・
マネージメント APIリファレンス』の第 2章の「スナップショット・サイ
トの設定」を参照してください。
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必要なロールバック・セグメントの作成必要なロールバック・セグメントの作成必要なロールバック・セグメントの作成必要なロールバック・セグメントの作成
インスタンシエートしている配置テンプレートで、現在リモート・スナップショット・サイ
トに存在しない特定のロールバック・セグメントを使用する場合は、必要なロールバック・
セグメントを作成します。 テンプレート・オブジェクトがデフォルトのロールバック・セグ
メントと特定のロールバック・セグメントのうちのどちらを使用しているのかを確認するに
は、DBA_REPCAT_TEMPLATE_OBJECTSビューを問い合せます。

競合解消競合解消競合解消競合解消
非同期マルチマスター・レプリケーション環境および更新可能スナップショット・レプリ
ケーション環境では、たとえば異なるサイトで発行された 2つのトランザクションによって
ほぼ同時に同じ行が更新されたときなどに発生するレプリケーション競合に対処できる必要
があります。 可能な限り、競合の発生を回避できるようにレプリケーション環境を計画して
ください。 レプリケーション環境でデータ競合が発生した場合は、ビジネス・ルールに従っ
て競合を解消し、すべてのサイトでデータを適正に収束することを保証するメカニズムが必
要です。

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
セキュリティは、マルチマスター・レプリケーション環境およびスナップショット・レプリ
ケーション環境のどちらの環境でも重要な課題です。 レプリケーション環境を構成する場合、
まずセキュリティ対策を講じる必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : オンライン・インスタンシエーションおよびオフライン・イ
ンスタンシエーションの詳細は、4-9ページの「配置テンプレートのパッ
ケージ化およびインスタンシエーション」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 競合の回避および競合が発生した場合の競合解消方法の詳細
は、「競合解消の概念およびアーキテクチャ」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : レプリケーション環境のセキュリティ・オプションの詳細は、
『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレンス』の付録

A「セキュリティ・オプション」を参照してください。
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8

Replication Managerの概要の概要の概要の概要

Oracle Replication Managerでは、グラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）を使
用してレプリケーション環境を設定、管理および監視できます。 また、多くの重要な操作を
ウィザードに従って実行できます。 Replication Managerを使用すると、マルチマスター・レ
プリケーション環境およびスナップショット・レプリケーション環境の両方を管理できま
す。 Replication Managerは、Oracle Enterprise Managerと統合されています。

この章では、Replication Managerの機能について説明します。 ただし、Replication 
Managerの使用方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してくだ
さい。この章のトピックは次のとおりです。

� Replication Managerの用途

� Replication Managerの起動

� Replication Managerのインタフェース

� Replication Managerのウィザード

� レプリケート環境を作成するためのフローチャート

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Enterprise Managerの使用方法の詳細は、Oracle 
Enterprise Managerのドキュメント・セットおよびオンライン・ヘルプを
参照してください。
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Replication Managerの用途
Replication Managerの用途の用途の用途の用途
Replication Managerを使用すると、次のことを行うことができます。

� マスター・サイトおよびスナップショット・サイトの設定

� レプリケーション環境でのマスター・サイトの追加および削除

� マスター・グループの作成および管理

� 接続先マップを使用したマスター・グループおよびマスター・サイトの監視

� スナップショット・ログの作成および管理

� スナップショット・グループの作成および管理

� 個々のスナップショットの作成および管理

� スナップショットのリフレッシュ・グループの作成および管理

� 配置テンプレートの作成および管理

� オフライン・インスタンシエーション用配置テンプレートのパッケージ化（オンライ
ン・インスタンシエーション用の配置テンプレートをパッケージ化する場合は、レプリ
ケーション・マネージメント APIを使用する必要があります）

� 競合解消方法の設定

� スケジュール・リンクの作成、監視および管理

� 管理要求の監視および管理

� 遅延トランザクションの監視および管理

� エラー・トランザクションの監視および管理

� ローカル・ジョブの作成、監視および管理
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Replication Managerの起動の起動の起動の起動
Replication Managerは、Oracle Enterprise Manager Consoleを使用して起動するか、また
は独立のアプリケーションとして起動します。

Oracle Enterprise Manager Consoleからのからのからのからの Replication Managerの起動の起動の起動の起動
Oracle Enterprise Manager Consoleから起動するには、次の順に選択します。

「Tools」>「Extended Database Applications」>「Oracle Replication Manager」

独立のアプリケーションとしての独立のアプリケーションとしての独立のアプリケーションとしての独立のアプリケーションとしての Replication Managerの起動の起動の起動の起動
Replication Managerを独立のアプリケーションとして起動する方法は、使用しているオペ
レーティング・システムによって異なります。

Windowsプラットフォームの場合プラットフォームの場合プラットフォームの場合プラットフォームの場合 : 「スタート」メニューから次の順に選択します。

「プログラム」>「Oracle - OEM_LABEL 」> 「Extended Database Administration」>
「Replication Manager」

OEM_LABELには、Oracle Enterprise Managerのインストール時に指定されたラベルが入り
ます。

UNIXシステムの場合システムの場合システムの場合システムの場合 : コマンド・プロンプトに次のように入力します。

oemapp repmgr

Replication Managerへのログインへのログインへのログインへのログイン
Replication Managerに最初にログインするときは、SYSTEMまたは SYSでログインする必
要があります。 SYSTEMまたは SYSでログインした後で、「Setup Wizard」を使用して、マ
スター定義サイトと、その他のマスター・サイト（マルチマスター・レプリケーション環境
を使用する場合）を設定します。 

設定が完了した後で、「Setup Wizard」で指定したレプリケーション管理者として
Replication Managerにログインします。 規則に従えば、レプリケーション管理者のユーザー
名は REPADMINです。 設定完了後は、Replication Managerにログインできるのはレプリ
ケーション管理者のみとし、その他のユーザーはログインしないでください。
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Replication Managerのインタフェースのインタフェースのインタフェースのインタフェース
Replication Managerのインタフェースには、2つのペイン、1つのツールバーおよび様々な
メニュー項目が含まれています。

図図図図 8-1  Replication Managerのインタフェースのインタフェースのインタフェースのインタフェース

ツールバー

ナビゲータ

右ペイン

・シート
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ペインペインペインペイン
Replication Managerのインタフェースには、ナビゲータ・シートおよび右ペインの 2つの
ペインがあります。

ナビゲータ・シートナビゲータ・シートナビゲータ・シートナビゲータ・シート
Replication Managerのナビゲータ・シートの機能は、Oracle Enterprise Managerの他のア
プリケーションのナビゲータ・シートと同じです。 ナビゲータ・シートでは、次の処理を実
行できます。

� レプリケーション環境内のすべてのノードへのアクセス（Replication Managerを
Oracle Enterprise Manager Consoleから起動した場合）。 

� コンテナを拡大および縮小して、監視または管理対象のオブジェクトのナビゲートがで
きます。 オブジェクトには、マスター・グループ、スナップショット・グループ、ス
ナップショット、スナップショット・ログ、配置テンプレートなどがあります。

� オブジェクト上の右クリック。オブジェクトに対する操作が実行できます。

Replication Managerのナビゲータ・シートには、次の主要なコンテナがあります。

右ペイン右ペイン右ペイン右ペイン
Replication Managerの右ペインには、レプリケーション環境の監視を可能にする情報とレ
プリケーション環境の管理を可能にするプロパティ・シートが含まれています。 図 8-2は、
プロパティ・シートの例を示します。

「「「「Database 
Information」」」」

選択したデータベースの一般的なプロパティ、およびデータベース
の遅延トランザクション・キューのパージ・スケジューリングを表
示および編集できます。

「「「「Configuration」」」」 マスター・グループ、スナップショット・グループ、スナップ
ショットおよびスナップショット・ログを管理できます。

「「「「Template 
Management」」」」

配置テンプレート、配置テンプレートの認証ユーザー、および配置
テンプレートをインスタンシエートしたサイトを管理できます。

「「「「Scheduling」」」」 スケジュール・リンクおよびリフレッシュ・グループを管理できま
す。

「「「「Administration」」」」 遅延トランザクション、ローカル・エラーおよびローカル・ジョブ
を管理できます。
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図図図図 8-2  Replication Managerで「で「で「で「Scheduled Links」を開いたときに表示される「」を開いたときに表示される「」を開いたときに表示される「」を開いたときに表示される「General」」」」 プロプロプロプロ
パティ・シートパティ・シートパティ・シートパティ・シート

プロパティ・シート上のボタンをクリックすると、新しいダイアログ・ボックスが開きま
す。 たとえば、「Interval」フィールドと対応付けられている「Set」ボタンをクリックする
と、図 8-3に示すように、「Set Time Interval」ダイアログ・ボックスが表示されます。

「Scheduled Links」の「General」プロパティ・シート
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図図図図 8-3  Replication Managerの「の「の「の「Set Time Interval」ダイアログ・ボックス」ダイアログ・ボックス」ダイアログ・ボックス」ダイアログ・ボックス

 

Replication Managerの右ペインでは、レプリケーション環境の監視も行えます。 使用できる
監視ツールの例として「Destination Map」があります。 「Destination Map」には、次のよ
うな情報が表示されます。

� 選択したマスター・グループ内のすべてのマスター・サイト

� 各マスター・サイトの遅延トランザクションの数

� 各マスター・サイトの管理要求の数

� マスター・サイトで使用しているレプリケーションのタイプ（非同期または同期）

� マスター・サイトでのローカル・エラーの有無

「Set Time Interval」ダイアログ・ボックス
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たとえば、図 8-4の「Destination Map」では次のことが分かります。

� データベース DBS2には、未処理の管理要求が 2つあります。

� データベース DBS2の遅延トランザクション・キューには、DBS3で適用される 2つの遅
延トランザクションがあります。 

� データベース DBS2の遅延トランザクション・キューには、DBS4で適用される 2つの遅
延トランザクションがあります。 

� データベース DBS3および DBS4には、それぞれ未処理の管理要求が 1つあります。

さらに、「Destination Map」で右クリックすると、「Destination Map」のリフレッシュや、
表示されているマスター・グループの編集などのアクションを実行できるメニューが開きま
す。
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図図図図 8-4  Replication Managerの「の「の「の「Destination Map」」」」
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Replication Managerのインタフェース
ツールバーツールバーツールバーツールバー
Replication Managerのツールバーを使用すると、レプリケーション環境で頻繁に実行する
操作を迅速に行えます。 ツールバーには、次のようなボタンがあります。

「「「「Change Database Connection」」」」
「Database Connect Information」ダイアログ・ボックスが開きます。このダイアログ・ボッ
クスを使用すると、別のデータベースに接続できます。

「「「「Refresh」」」」 
Replication Managerのインタフェースをリフレッシュして、最新の情報を表示します。 
Replication Managerのインタフェースは、自動的にはリフレッシュされません。したがっ
て、レプリケーション環境の様々な側面（遅延トランザクション・キューなど）を監視する
には、インタフェースの手動リフレッシュが重要です。

「「「「Setup Wizard」」」」
Replication Managerの「Setup Wizard」が開きます。このウィザードの指示に従って操作
すると、マスター・サイトおよびスナップショット・サイトを設定できます。 Replication 
Managerの「Setup Wizard」を使用するときは、必ず SYSまたは SYSTEMでログインして
ください。

「「「「Create Master Group」」」」
「Create Master Group」ダイアログ・ボックスが開きます。このダイアログ・ボックスを使
用すると、新しいマスター・グループを作成できます。 マスター・グループを作成するとき
は、接続先サイトがマスター・グループのマスター定義サイトになります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : データベース接続の変更方法の詳細は、Replication Manager
のオンライン・ヘルプの「Changing the Database Connection」のトピッ
クを参照してください。 このトピックを参照するには、「Help Contents」
で「Replication Administration」>「Miscellaneous」の順に選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Replication Managerの「Setup Wizard」の詳細は、8-18ペー
ジの「Setup Wizard」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Create Master Group」ダイアログ・ボックスを使用してマ
スター・グループを作成する方法の詳細は、Replication Managerのオン
ライン・ヘルプの「Flowchart for Creating a Master Group」のトピックを
参照してください。 このトピックを参照するには、「Help Contents」で
「Multimaster Replication」>「Create Master Group」の順に選択します。
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「「「「Create Snapshot Group」」」」
「Snapshot Group Wizard」が開きます。このウィザードの指示に従って操作すると、スナッ
プショット・グループを設定できます。 スナップショット・グループを作成するときは、ス
ナップショット・グループに含めるスナップショットが存在するスナップショット・サイト
に接続していることを確認してください。

「「「「Create Refresh Group」」」」 
「Create Refresh Group」ダイアログ・ボックスが開きます。このダイアログ・ボックスを使
用すると、新しいリフレッシュ・グループを作成できます。 リフレッシュ・グループを作成
するときは、リフレッシュ・グループに含めるスナップショットが存在するスナップショッ
ト・サイトに接続していることを確認してください。

「「「「Create Snapshot」」」」
「Create Snapshot」ダイアログ・ボックスが開きます。このダイアログ・ボックスを使用す
ると、新しいスナップショットを作成できます。 スナップショットを作成するときは、ス
ナップショットを作成するスナップショット・サイトに接続していることを確認してくださ
い。

「「「「Create Snapshot Log」」」」 
「Create Snapshot Log」ダイアログ・ボックスが開きます。このダイアログ・ボックスを使
用すると、マスター表の新しいスナップショット・ログを作成できます。 スナップショッ
ト・ログを作成するときは、スナップショット・ログを作成するマスター表が存在するマス
ター・サイトに接続していることを確認してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Snapshot Group Wizard」の詳細は、8-20ページ の
「Snapshot Group Wizard」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Create Refresh Group」ダイアログ・ボックスを使用してリ
フレッシュ・グループを作成する方法の詳細は、Replication Managerの
オンライン・ヘルプの「Creating a Refresh Group」のトピックを参照し
てください。 このトピックを参照するには、「Help Contents」で
「Snapshot Replication」>「Manage」>「Refresh Groups」の順に選択し
ます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Create Snapshot」ダイアログ・ボックスを使用してスナップ
ショットを作成する方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・
ヘルプの「Creating a Snapshot」のトピックを参照してください。 このト
ピックを参照するには、「Help Contents」で「Snapshot Replication」>
「Manage」>「Snapshots」の順に選択します。
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「「「「Create Scheduled Link」」」」
「Create Scheduled Link」ダイアログ・ボックスが開きます。このダイアログ・ボックスを
使用すると、新しいスケジュール・リンクを作成できます。

「「「「Create Local Job」」」」
「Create Local Job」ダイアログ・ボックスが開きます。このダイアログ・ボックスを使用す
ると、新しいローカル・ジョブを作成できます。

「「「「Create Template」」」」
「Deployment Template Wizard」が開きます。このウィザードの指示に従って操作すると、
新しい配置テンプレートを作成できます。 配置テンプレートを作成するときは、配置テンプ
レートに含めるオブジェクトが存在するマスター・サイトに接続していることを確認してく
ださい。

「「「「Offline Instantiation File Generation」」」」
「Offline Instantiation Wizard」が開きます。このウィザードの指示に従って操作すると、配
置テンプレートのパッケージ化およびオフライン・インスタンシエーション・ファイルの生
成を行えます。 Oracle8i Liteおよび Oracle Server（Oracle8i Enterprise Edition、Oracle8i 
Standard Editionおよび Oracle8i Personal Editionを含みます）用のオフライン・インスタ
ンシエーション・ファイルを生成できます。 オフライン・インスタンシエーション・ファイ
ルを生成するときは、配置テンプレートが存在するマスター・サイトに接続していることを
確認してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Create Snapshot Log」ダイアログ・ボックスを使用してス
ナップショット・ログを作成する方法の詳細は、Replication Managerの
オンライン・ヘルプの「Creating Snapshot Logs」のトピックを参照して
ください。 このトピックを参照するには、「Help Contents」で「Snapshot 
Replication」を選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Create Scheduled Link」ダイアログ・ボックスを使用してス
ケジュール・リンクを作成する方法の詳細は、Replication Managerのオ
ンライン・ヘルプの「Creating a Scheduled Link」のトピックを参照して
ください。 このトピックを参照するには、「Help Contents」で
「Replication Administration」>「Scheduled Links」の順に選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Create Local Job」ダイアログ・ボックスを使用してローカ
ル・ジョブを作成する方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・
ヘルプの「Creating a Local Job」のトピックを参照してください。 このト
ピックを参照するには、「Help Contents」で「Replication 
Administration」>「Local Jobs」の順に選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Deployment Template Wizard」の詳細は、8-22ページの
「Deployment Template Wizard」を参照してください。
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「「「「Help」」」」
Replication Managerのオンライン・ヘルプが開きます。

メニューメニューメニューメニュー
Replication Managerのインタフェースのリフレッシュなどのアクションを実行したり、
ウィザードやダイアログ・ボックスを開くときは、Replication Managerのメニューを使用
します。 各メニューのメニュー項目を次に示します。

「「「「File」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
「File」メニューのメニュー項目は、Oracle Enterprise Manager Consoleを使用して

Replication Managerを起動した場合と、独立のアプリケーションとして Replication 
Managerを起動した場合とでは異なります。 

Replication Managerを Oracle Enterprise Manager Consoleを使用して起動した場合、「File」
メニューのメニュー項目は次のとおりです。

Replication Managerを独立のアプリケーションとして起動した場合の、「File」メニューの
メニュー項目は次のとおりです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Offline Instantiation Wizard」の詳細は、8-24ページの
「Offline Instantiation Wizard」を参照してください。

注意注意注意注意 : オンライン・インスタンシエーション・ファイルを生成する場合
は、レプリケーション・マネージメント APIを使用する必要があります。 
オンライン・インスタンシエーション・ファイルの生成の詳細は、
『 Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレンス』を参照
してください。

「「「「Connect」」」」 ナビゲータ・シートで選択したデータベースに接続できます。 

「「「「Disconnect」」」」 ナビゲータ・シートで選択したデータベースから接続を切断できま
す。

「「「「Exit」」」」 Replication Managerを終了できます。

「「「「Change Database 
Connection」」」」

データベース接続を変更できます。 独立のアプリケーションとして
接続する場合は、一度に接続できるデータベースは１つのみです。

「「「「Exit」」」」 Replication Managerを終了できます。
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「「「「Edit」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
「Edit」メニューのメニュー項目は、次のとおりです。

「「「「View」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
「View」メニューのメニュー項目は、次のとおりです。

「「「「Group」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
「Group」メニューのサブメニューおよびメニュー項目は、次のとおりです。

「「「「Preferences」」」」 マスター・グループ、スナップショット、リフレッシュ・グループ、
スケジュール・リンクおよびローカル・ジョブのデフォルト設定を
編集できます。 デフォルトとして指定した設定は、新しいオブジェ
クトを作成するときに適用されます。

たとえば、新しいマスター・グループを作成する場合、「Copy Row 
Data」はオプションとなっています。 「Copy Row Data」をデフォ
ルトとして使用可能にすると、新しいマスター・グループを作成す
るたびにこのオプションが使用可能になります。 ただし、マスター・
グループの作成時に必要に応じてこのオプションを使用禁止にする
こともできます。

注意注意注意注意 :　　　　 「Preferences」メニューの設定を変更しても、その変更が
適用されるのはその時点の Replication Managerセッションのみで
す。 Replication Managerをいったん閉じてから再起動すると、
「Preferences」メニューのメニュー項目はデフォルト設定に戻りま
す。

「「「「Refresh」」」」 Replication Managerのインタフェースをリフレッシュできます。 
ツールバーの「Refresh」ボタンと同じアクションが実行されます。

「「「「Master Group」」」」 「Master Group」サブメニューには、次のメニュー項目があります。

「「「「Create」」」」:　　　　「Create Master Group」ダイアログ・ボックスが開きま
す。このダイアログ・ボックスを使用すると、新しいマスター・グ
ループを作成できます。

「「「「Add Object」」」」:　　　　「Add Object(s) to Group」ダイアログ・ボックス
が開きます。このダイアログ・ボックスを使用すると、選択したマ
スター・グループにオブジェクトを追加できます。 

「「「「Remove」」」」:　　　　選択したマスター・グループを削除できます。
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「「「「Template」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
「Template」メニューのサブメニューおよびメニュー項目は、次のとおりです。

「「「「Snapshot Group」」」」 「Snapshot Group」サブメニューには、次のメニュー項目がありま
す。

「「「「Create」」」」:　　　　「Snapshot Group Wizard」が開きます。このウィザー
ドを使用すると、新しいスナップショット・グループを作成できま
す。

「「「「Add Object」」」」:　　　　「Snapshot Group Edit Wizard」が開きます。この
ウィザードを使用すると、選択したスナップショット・グループに
オブジェクトを追加できます。 

「「「「Remove」」」」:　　　　選択したスナップショット・グループを削除できま
す。

「「「「Create」」」」　 「Deployment Template Wizard」が開きます。このウィザードの指
示に従って操作すると、配置テンプレートを作成できます。

「「「「Copy」」」」 「Copy Template Wizard」が開きます。このウィザードを使用する
と、配置テンプレートを同じマスター・サイトまたは別のマス
ター・サイトにコピーできます。

「「「「Compare」」」」 「Compare Deployment Templates」ダイアログ・ボックスが開きま
す。このダイアログ・ボックスを使用すると、2つの配置テンプ
レートを比較できます。

「「「「Add」」」」 「Add」サブメニューには、次のメニュー項目があります。

「「「「Object」」」」:　　　　選択した配置テンプレートをインスタンシエートして
いない場合、テンプレートにオブジェクトを追加できます。

「「「「Parameter」」」」:　　　　選択した配置テンプレートをインスタンシエートし
ていない場合、テンプレートにパラメータを追加できます。

「「「「Authorized User」」」」:　　　　プライベート配置テンプレートに認証ユー
ザーを追加できます。

「「「「Instantiate」」」」 「Offline Instantiation Wizard」が開きます。このウィザードの指示
に従って操作すると、配置テンプレートのオフライン・インスタン
シエーション・ファイルを生成できます。

「「「「Remove」」」」　 選択した配置テンプレートを削除できます。配置テンプレートを削
除しても、そのテンプレートをインスタンシエートしたリモート・
スナップショット・サイトに影響はありません。
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「「「「Object」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
「Object」メニューのメニュー項目は、次のとおりです。

「「「「Scheduling」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
「Scheduling」メニューのサブメニューおよびメニュー項目は、次のとおりです。

「「「「Drop Instantiated 
Site」」」」

インスタンシエート済のスナップショット・サイトを選択した場合、
そのサイトを削除できます。 インスタンシエート済のサイトを選択
するには、ナビゲータ・シートで「Template」>「template_name > 
Sites」を選択します。template_nameは、配置テンプレートの名前で
す。

「「「「Create Snapshot」」」」 「Create Snapshot」ダイアログ・ボックスが開きます。このダイア
ログ・ボックスを使用すると、スナップショット・サイトでスナッ
プショットを作成できます。

「「「「Create Snapshot 
Log」」」」

「Create Snapshot Log」ダイアログ・ボックスが開きます。このダ
イアログ・ボックスを使用すると、マスター・サイトのマスター表
にスナップショット・ログを作成できます。

「「「「Remove」」」」 選択したスナップショットまたはスナップショット・ログを削除で
きます。

「「「「Create Scheduled 
Link」」」」

「Create Scheduled Link」ダイアログ・ボックスが開きます。このダ
イアログ・ボックスを使用すると、新しいスケジュール・リンクを
作成できます。

「「「「Create Local Job」」」」 「Create Local Job」ダイアログ・ボックスが開きます。このダイア
ログ・ボックスを使用すると、新しいローカル・ジョブを作成でき
ます。

「「「「Refresh Group」」」」 「Refresh Group」サブメニューには、次のメニュー項目があります。

「「「「Create」」」」:　　　　「Create Refresh Group」ダイアログ・ボックスが開き
ます。このダイアログ・ボックスを使用すると、新しいリフレッ
シュ・グループを作成できます。

「「「「Add Object」」」」:　　　　「Add Snapshot(s) to Refresh Group」ダイアログ・
ボックスが開きます。このダイアログ・ボックスを使用すると、選
択したリフレッシュ・グループにスナップショットを追加できます。 

「「「「Remove」」」」:　　　　選択したリフレッシュ・グループを削除できます。

「「「「Remove」」」」 選択したスケジュール・リンクまたはローカル・ジョブを削除でき
ます。
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「「「「Setup」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
「Setup」メニューのメニュー項目は、次のとおりです。

「「「「Help」メニュー」メニュー」メニュー」メニュー
「Help」メニューのメニュー項目は、次のとおりです。

Replication Managerのウィザードのウィザードのウィザードのウィザード
Replication Managerのウィザードは、複数のステップが必要な作業に対して画面ごとに指
示を提供します。 ウィザードを使用すると、その指示に従って作業を進めることができるの
で、複雑な作業を簡単に行えます。 次の項では、Replication Managerのウィザードについて
説明します。

� Setup Wizard

� Snapshot Group Wizard

� Deployment Template Wizard

� Offline Instantiation Wizard

� Copy Template Wizard

「「「「Master Sites」」」」 Replication Managerの「Setup Wizard」が開きます。このウィザー
ドの指示に従って操作すると、マスター・サイトを設定できます。

「「「「Snapshot Sites」」」」 Replication Managerの「Setup Wizard」が開きます。このウィザー
ドの指示に従って操作すると、スナップショット・サイトを設定で
きます。

「「「「Contents」」」」 Replication Managerのオンライン・ヘルプが開きます。

「「「「About Replication 
Manager」」」」

Replication Managerのバージョン番号および著作権情報を表示する
ウィンドウが開きます。
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Setup Wizard
「Setup Wizard」の指示に従って操作すると、レプリケーション用のマスター・サイトおよ
びスナップショット・サイトを設定できます。「Setup Wizard」を使用することで、レプリ
ケーション・サイトを簡単に準備できます。 指定した各マスター・サイトごとに、このウィ
ザードで次のステップを実行します。

� レプリケーション管理者の役割をするデータベース・アカウントの作成。 デフォルトで
は、このアカウントにはレプリケーション・プロパゲータおよび受信者の役割もありま
す。 マスター・サイトのレプリケーション管理者のデフォルトのユーザー名は
REPADMINで、スナップショット・サイトのデフォルトのユーザー名は
SNAPADMINです。このユーザー名は変更可能です。

� レプリケーション管理者アカウントに対する必要な権限の付与。

� 各サイトの新規レプリケーション管理者アカウントに対応するデータベース・リンクの
作成。

� マスター・サイトの場合、各マスター・サイト相互間で変更をプッシュするジョブのス
ケジュール。

� システム内のすべてのサイトの遅延トランザクション・キューから、完了したトランザ
クションをパージするジョブのスケジュール。

「Setup Wizard」は、マスター・サイト用とスナップショット・サイト用で多少異なります。 
マスター・サイト用の「Setup Wizard」を開くには、メニュー・バーで「Setup」>「Master 
Sites」の順に選択します。 
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図図図図 8-5  マスター・サイト用「マスター・サイト用「マスター・サイト用「マスター・サイト用「Setup Wizard」の画面」の画面」の画面」の画面

スナップショット・サイト用の「Setup Wizard」を開くには、メニュー・バーで「Setup」>
「Snapshot Sites」の順に選択します。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Setup Wizard」を使用してマスター・サイトを設定する方法
の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプの「Setup Master 
Site: Overview」のトピックを参照してください。 このトピックを参照する
には、「Help Contents」で「Setup Replication Sites」>「Master Site」の
順に選択します。
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図図図図 8-6  スナップショット・サイト用「スナップショット・サイト用「スナップショット・サイト用「スナップショット・サイト用「Setup Wizard」の画面」の画面」の画面」の画面

Snapshot Group Wizard
「Snapshot Group Wizard」の指示に従って操作すると、マスター・グループをベースとする
スナップショット・グループを作成できます。 各スナップショットは、ソース・マスター・
グループのマスター表の一部のコピーでも、完全なコピーでもかまいません。 スナップ
ショット・グループはリモート・スナップショット・サイトに置かれており、マスター・サ
イトの 1つのターゲット・マスター・グループをベースとしています。

「Snapshot Group Wizard」は、スナップショット・グループを作成するスナップショット・
サイトで実行します。 「Snapshot Group Wizard」を開くには、Replication Managerのツー
ル・バーの「Create Snapshot Group」ボタンをクリックします。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Setup Wizard」を使用してスナップショット・サイトを設定
する方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプの「Set 
Up Snapshot Site: Overview」のトピックを参照してください。 このトピッ
クを参照するには、「Help Contents」で「Setup Replication Sites」>
「Snapshot Site」の順に選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : マスター・サイトの詳細は、第 2章「マスター・レプリケー
ションの概念およびアーキテクチャ」を参照してください。スナップ
ショット・サイトの詳細は、第 3章「スナップショットの概念およびアー
キテクチャ」を参照してください。
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図図図図 8-7  「「「「Snapshot Group Wizard」の画面」の画面」の画面」の画面

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Snapshot Group Wizard」を使用してスナップショット・グ
ループを作成する方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘ
ルプの「Create Snapshot Group: Overview」のトピックを参照してくださ
い。 このトピックを参照するには、「Help Contents」で「Setup Snapshot 
Replication」> 「Create」の順に選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  スナップショット・グループの詳細は、3-23ページの「ス
ナップショット・グループ」を参照してください。
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Deployment Template Wizard
配置テンプレートを使用すると、多くのリモート・スナップショット・サイトの配置および
メンテナンスの作業が簡単になります。 また、配置テンプレートを使用すると、マスター・
サイトでスナップショット定義の集合を定義し、その定義中のパラメータを使用してスナッ
プショットを個々のユーザーまたはユーザーのタイプに合わせてカスタマイズできます。

たとえば、営業用に 1つのテンプレートを作成し、サービス技術員用に別のテンプレートを
作成する場合などです。 この場合、販売地域または顧客サポート・レベルなどのパラメータ
値を使用できます。 ユーザーがテンプレートをインスタンシエートすると、リモート・サイ
トで適切なスナップショットが作成され、データが移入されます。

「Deployment Template Wizard」の指示に従って操作すると、配置テンプレートを作成でき
ます。 「Deployment Template Wizard」の各画面では、次の処理を実行できます。

� 配置テンプレートの命名およびパブリックまたはプライベートの指定。 プライベート・
テンプレートの場合は、認証ユーザーを指定できます。

� 配置テンプレートへのオブジェクトの追加。

� 配置テンプレートのパラメータの指定。

「Deployment Template Wizard」は、配置テンプレートを作成するマスター・サイトから実
行します。 「Deployment Template Wizard」を開くには、Replication Managerのツール・
バーの「Create Template」ボタンをクリックします。
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図図図図 8-8  「「「「Deployment Template Wizard」の画面」の画面」の画面」の画面

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Deployment Template Wizard」を使用して配置テンプレー
トを作成する方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプ
の「Overview of Creating a Deployment Template」のトピックを参照し
てください。 このトピックを参照するには、「Help Contents」で
「Deployment Templates」>「Create」の順に選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 配置テンプレートの詳細は、第 4章「配置テンプレートの概
念およびアーキテクチャ」を参照してください。
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Offline Instantiation Wizard
オフライン・インスタンシエーションの場合、エンド・ユーザーは、マスター・サイトに
ネットワーク接続しない状態で、生成されたファイルを使用してテンプレートをインスタン
シエートできます。 オフライン・インスタンシエーションでは、必要な DDLとデータをす
べてオフライン・インスタンシエーション・ファイルに書き込み、そのファイルをスナップ
ショット・サイトに転送して実行できます。 これは、低速のWAN接続を使用しているラッ
プトップ・ユーザー、あるいはネットワーク接続が不安定または低速な場合に最適なソ
リューションです。

つまり、このソリューションは、オンライン・インスタンシエーションを困難にする低速の
WAN接続を使用するラップトップ・ユーザーに最適です。

「Offline Instantiation Wizard」の指示に従って操作すると、オフライン・インスタンシエー
ション用の配置テンプレートをパッケージ化できます。 また、「Offline Instantiation Wizard」
で生成するオフライン・インスタンシエーション・ファイルを使用して、スナップショッ
ト・サイトにスナップショットおよびその他のオブジェクトを作成できます。 

「Offline Instantiation Wizard」は、オフライン・インスタンシエーション・ファイルを生成
するテンプレートを含むマスター・サイトで実行します。 「Offline Instantiation Wizard」を
実行するには、Replication Managerのツール・バーの「Offline Instantiation File 
Generation」ボタンをクリックします。
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図図図図 8-9  「「「「Offline Instantiation Wizard」の画面」の画面」の画面」の画面

注意注意注意注意 : オンライン・インスタンシエーション・ファイルを生成する場合
は、レプリケーション・マネージメント APIを使用する必要があります。 
オンライン・インスタンシエーション・ファイルの生成の詳細は、
『 Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレンス』を参照
してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Offline Instantiation Wizard」を使用してオフライン・イン
スタンシエーション用に配置テンプレートをパッケージ化する方法の詳細
は、Replication Managerのオンライン・ヘルプの「Package for Offline 
Instantiation: Overview」のトピックを参照してください。 このトピックを
参照するには、「Help Contents」で「Deployment Templates」>
「Packaging and Instantiation」の順に選択します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 配置テンプレートのパッケージ化およびインスタンシエー
ションの詳細は、4-16ページの「パッケージ化およびインスタンシエー
ションのプロセス」を参照してください。
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Copy Template Wizard
「Copy Template Wizard」の指示に従って操作すると、配置テンプレートをコピーできま
す。 様々な理由から、配置テンプレートを複数のマスター・サイトにコピーすることが必要
な場合があります。 たとえば、次の場合です。

� ネットワーク負荷を分散させる場合 :　 ユーザーがテンプレートをインスタンシエート
する前に、ターゲット・スナップショット・サイトのマスター・サイトにテンプレート
を配置する必要があります。 ネットワークの規模が大きい場合、テンプレート定義を複
数のマスター・サイトにコピーして、複数のスナップショット・サイトのネットワーク
負荷を分散できます。

� テンプレートを変更する場合 :　 最初に作成したテンプレートと共通の特性を多く持つ
別のテンプレートの作成が必要になることがあります。つまり、まったく新しいテンプ
レートを作成するのではなく、テンプレートをコピーし、必要に応じて変更する場合で
す。

「Copy Template Wizard」は、配置テンプレートを含むマスター・サイトから実行します。 
「Copy Template Wizard」を開くには、メニュー・バーで「Template」> 「Copy」の順に選
択します。
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図図図図 8-10  「「「「Copy Template Wizard」」」」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 「Copy Template Wizard」を使用して配置テンプレートをコ
ピーする方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプの
「Copy Deployment Template」のトピックを参照してください。 このト
ピックを参照するには、「Help Contents」で「Deployment Templates」>
「Manage」の順に選択します。
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レプリケート環境を作成するためのフローチャートレプリケート環境を作成するためのフローチャートレプリケート環境を作成するためのフローチャートレプリケート環境を作成するためのフローチャート
図 8-11のフローチャートは、Replication Managerを使用してレプリケーション環境を作成
するときに必要な主な決定事項と作業内容を示しています。 このフローチャートでは、マル
チマスター環境の場合とスナップショット環境の場合に分けて表示しています。 フロー
チャートの各ステップでは、このマニュアルでその作業の詳細を説明している項を示してい
ます。 これらの作業を完了する方法の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを
参照してください。 
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図図図図 8-11  Replication Managerを使用してレプリケート環境を作成する手順を使用してレプリケート環境を作成する手順を使用してレプリケート環境を作成する手順を使用してレプリケート環境を作成する手順

 マスター・サイトでマスター・グループ
を作成する（8-10ページの「Create 
Master Group」を参照）

「Deployment Template Wizard」を使用して配
置テンプレートを作成する（8-22ページ の
「Deployment Template Wizard」を参照）

マスター スナップショット

1

2

環境をどこで作成
するか ?

配置テンプレートがある
マスター・サイト

「Snapshot Group Wizard」を使用し
てスナップショット・グループを作
成する（8-20ページの「Snapshot 
Group Wizard」を参照）

3

作成するレプリケーショ
ン・サイトのタイプ

スナップショット・
サイト

スナップショット・サ
イトのマスター・サイ
トが存在するか ?

存在しない

存在する

データ競合が発生する
可能性があるか ?

終了

あり

3

なし

マスター表の競合解消方法を構成する
（第 5章を参照）

開始

Setup Wizardを使用してスナップショット・サイトを設
定する（8-18ページの「Setup Wizard」を参照）

1

配置テンプレートをパッケージ化およびインスタ
ンシエートする（4-16ページの「パッケージ化お
よびインスタンシエーションのプロセス」を参照）

4

3

「Create Snapshot Log」マスター・サイトで高速リフ
レッシュ用のスナップショット・ログを作成する（8-11
ページの「Create Snapshot Log」を参照）

2

「Setup Wizard」を使用してマスター・サイ
トを設定する（8-18ページの「Setup 
Wizard」を参照）
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A

新機能新機能新機能新機能

この付録では、Oracle8iの新しいレプリケーション機能を簡単に説明し、このマニュアルで
さらに詳細な情報を参照できる箇所を示します。 また、Oracle7から Oracle8i（リリース 8.1）
に移行するユーザーのために、Oracle8（リリース 8.0）から提供されている新機能も示しま
す。

新機能には次のものがあります。

Oracle8i

� パフォーマンスの改善

� 大量配布サポートの改善

� セキュリティの改善

� Replication Manager 

� Oracle8i Liteの統合の改善

Oracle8

� パフォーマンスの強化

� 副問合せに基づくデータのサブセット化

� システムベースのセキュリティ・モデルの強化

� Replication Managerの新機能
機能 A-1



Oracle8iの新しいレプリケーション機能
Oracle8iの新しいレプリケーション機能の新しいレプリケーション機能の新しいレプリケーション機能の新しいレプリケーション機能
以降に示す Oracle8i（リリース 8.1）のレプリケーション機能と拡張機能は、レプリケー
ションのパフォーマンスを最適化し、スナップショット環境の配布とセキュリティの効率を
向上させることを目的としています。 

パフォーマンスの改善パフォーマンスの改善パフォーマンスの改善パフォーマンスの改善
PL/SQLレプリケーション・パッケージの内部化、およびスナップショット・リフレッシュ
の最適化によって、レプリケーションのパフォーマンスが大幅に向上しました。

内部適用パッケージ内部適用パッケージ内部適用パッケージ内部適用パッケージ
Oracle8から続く取組みとして、Oracle8iでは、より多くのレプリケーション・コードが
データベース・エンジン内に移動しました。リモート・サイトにレプリケート・トランザク
ションを適用するときに使用される PL/SQL生成パッケージが内部化されました。 その結
果、レプリケート・トランザクションはより効率的にリモート・サイトで適用されます。ま
た、パッケージが生成されないため、サイトをさらに短時間でインスタンシエートできま
す。内部パッケージの改ざんが防止されており、セキュリティも高くなっています。

スナップショット・リフレッシュの高速化スナップショット・リフレッシュの高速化スナップショット・リフレッシュの高速化スナップショット・リフレッシュの高速化
スナップショット・リフレッシュは、大規模リフレッシュ・グループをサポートするように
最適化されました。副問合せスナップショットおよび NULLリフレッシュ（最後のリフレッ
シュ以降マスター表に変更がない場合）のサポートが改善されました。1つのリフレッ
シュ・グループは 400スナップショットまで含むことができ、リフレッシュ・グループ内の
スナップショットのリフレッシュに必要なラウンドトリップ数が削減されました。

大量配布サポートの改善大量配布サポートの改善大量配布サポートの改善大量配布サポートの改善
Oracle8iでは、拡大するフロント・オフィス・アプリケーション市場、特に大量配布アプリ
ケーションに対するレプリケーション・サポートが改善されました。

パラメータ付きスナップショット配置テンプレートパラメータ付きスナップショット配置テンプレートパラメータ付きスナップショット配置テンプレートパラメータ付きスナップショット配置テンプレート
配置テンプレートを使用すると、情報の大量配布が容易になり、フィールド・サービスや営
業支援システムなどのアプリケーションをサポートできます。これらのテンプレートは、あ
るノードでインスタンシエートされるスナップショットやその他のデータベース・オブジェ
クトをグループ化したものです。DBAは、これらのテンプレートを使用することで、ス
ナップショット環境を一元的にパッケージ化し、1つ以上のサイトに簡単かつ安全にユー

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 2章「マスター・レプリケーションの概念およびアーキテ
クチャ」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 3章「スナップショットの概念およびアーキテクチャ」
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Oracle8iの新しいレプリケーション機能
ザー定義を配布できます。 目標は、環境を一度作成した後で、テンプレートを必要なときに
いつでも配置できるようにすることです。 

テンプレートのパラメータを使用することで、テンプレートを再定義せずにリモート・サイ
トでデータをサブセット化できます。また、テンプレートはパブリックまたはプライベート
として定義できます。パブリック・テンプレートはどのサイトでもインスタンシエートでき
ますが、プライベート・テンプレートは事前定義された認証サイトでのみインスタンシエー
トできます。 DBAは、Oracle Replication Managerの「Deployment Template Wizard」を使
用して、テンプレートに追加するスキーマ・オブジェクトの選択、パラメータの選択、およ
び認可の定義を実行できます。 配置テンプレートを使用すると、Oracle8i Enterprise Edition、
Oracle8i Standard Edition、Oracle8i Personal Editionおよび Oracle8i Liteを使用しているス
ナップショット・サイトにスナップショット環境を作成できます。

列レベルでのスナップショットのサブセット化列レベルでのスナップショットのサブセット化列レベルでのスナップショットのサブセット化列レベルでのスナップショットのサブセット化
更新可能スナップショットを水平方向（行を選択）または垂直方向（列を選択）にサブセッ
ト化できるようになりました。 前のリリースでは水平方向のサブセット化のみが可能でした。
垂直パーティション化により、リモート・サイトで必要な最小限のデータを配置できるの
で、接続時間が短縮されました。また、対応付けられたマスター・サイトが変更されても、
スナップショット・サイトは保護されます。マスター・サイトで列を追加してもスナップ
ショット・サイトに影響しません。また、スナップショット・サイトである列を参照してい
ない場合は、マスター・サイトでその列を削除してもスナップショット・サイトに影響しま
せん。

オフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーションオフライン・インスタンシエーション
スナップショット配置テンプレートは、オンラインまたはオフラインでインスタンシエート
できます。オンライン・インスタンシエーションの場合は、スナップショット・サイトと
ターゲット・マスター・サイトが接続された状態でテンプレートをインスタンシエートでき
ます。 オンライン・インスタンシエーションの利点は、データがインスタンシエーション実
行時点のデータである点です。 ただし、長時間にわたってアクティブな接続が必要となる可
能性が高いという短所があります。 

オフライン・インスタンシエーションの場合は、DBAは、配置テンプレートと必要なデー
タをなんらかの記憶メディア（テープ、CD-ROMなど）にパッケージ化して、スナップ
ショット・サイトに配布できます。マスター・サイトに接続する必要はなく、記憶メディア
からテンプレートとデータを取り出してインスタンシエーションを実行できます。 ユーザー
は、オフライン・インスタンシエーションの完了後すぐに高速リフレッシュを実行できま

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 4章「配置テンプレートの概念およびアーキテクチャ」

関連項目関連項目関連項目関連項目 :

� 3-8ページの「スナップショットでのデータのサブセット化」

� 4-22ページの「垂直パーティション化」

� 4-24ページの「割当て表による水平パーティション化」
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す。完全リフレッシュは必要ありません。 オフライン・インスタンシエーションは、ネット
ワークに接続されていない多数のラップトップがターゲット・テンプレートをインスタンシ
エートする大量配布環境に理想的なソリューションです。

セキュリティの改善セキュリティの改善セキュリティの改善セキュリティの改善
スナップショット・サイトでのインスタンシエーションに使用されるスクリプトはマス
ター・サイトで生成され、データへのアクセスを制御できますが、受信者とプロキシ・ス
ナップショット管理者に接続して、レプリケート・トランザクションの伝播やスナップ
ショットのリフレッシュを行う必要があります。Oracle8iでは、レプリケーションのセキュ
リティ・モデルが拡張され、信頼されないサイトへの権限の付与に関するセキュリティの問
題点が排除されました。

� マスター・サイトでのリモート・プロシージャ・コール（RPC）の受信者に必要なオブ
ジェクトの権限は自動的に管理されるようになりました。信頼されないサイトには、必
要なオブジェクト権限しか付与されません。

� プロキシ・スナップショット管理者は、余分な権限が付与されていなくても、オブジェ
クト・グループ内のオブジェクトにアクセスできるようになりました。

Replication Manager
Oracle Replication Managerの機能が大幅に改善されました。 主な改善点は、新しい Oracle 
Enterprise Manager（OEM） Javaインタフェースに準拠するように作成し直されたことで
す。 Oracle Replication Managerは、ネットワーク上のどこからでも、またWindowsプラッ
トフォーム以外でも実行できます。また、OEMにはイベントのレプリケーション・クラス
があり、たとえばエラーや遅延スナップショット・リフレッシュの監視に使用できます。

Oracle8iの Replication Managerには、新たに次のウィザードが追加されました。

� 「Deployment Template Wizard」。配置テンプレートを作成するときに使用します。

� 「Offline Instantiation Wizard」。オフライン・インスタンシエーション用の配置テンプ
レートをパッケージ化するときに使用します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 4-9ページの「配置テンプレートのパッケージ化およびインス
タンシエーション」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレン
ス』の付録 A「セキュリティ・オプション」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 8章「Replication Managerの概要」および Replication 
Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。
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Oracle8i Liteの統合の改善の統合の改善の統合の改善の統合の改善
Oracle8i Serverと Oracle8i Liteの間の統合が改善され、パフォーマンスと機能性が向上しま
した。 前述の新しいレプリケーション機能はすべてサポートされており、特にリモート・サ
イトでラップトップを使用する Oracle8i Liteユーザーにとって、接続時間の短縮による利点
は大きいものがあります。

Java RepAPI
Java RepAPIは、クライアントが Oracle Serverのデータをレプリケートできるようにするラ
ンタイム・ライブラリです。 Java RepAPIは、Oracle8i Liteクライアントやフロント・オ
フィス自動アプリケーションを実行するデータベースなど、シン・クライアント・データ
ベースにレプリケーション・サービスを提供します。 Oracle8iの配置テンプレートの新機能
を基盤として、Java RepAPIでは、CORBAの Internet Inter-ORB Protocol (IIOP) を通信に
使用して、LOBや更新可能スナップショットの垂直サブセット化をサポートしています。 
Oracle8iは、サーバーと非接続状態での Oracle8i Liteサイトのインスタンシエーションをサ
ポートしています。 Java RepAPIは、Oracleリリース 8.1.6以降のバージョンのみで使用でき
ます。

Oracle8の新しいレプリケーション機能の新しいレプリケーション機能の新しいレプリケーション機能の新しいレプリケーション機能
以降に示す Oracle8（リリース 8.0）のレプリケーション機能と拡張機能は、マルチマス
ター・レプリケーションのパフォーマンスを最適化し、特定のタイプのスナップショットの
サブセットを高速リフレッシュすることを目的としています。Oracle8では、LOBのサポー
トが追加されました。 また、Oracle8では管理性とセキュリティも向上しました。 次の項で説
明する機能はすべて Oracle8iにも適用されます。

パフォーマンスの強化パフォーマンスの強化パフォーマンスの強化パフォーマンスの強化
Oracle8では、次の新機能によってパフォーマンスが大幅に改善されました。 

遅延トランザクションのパラレル伝播遅延トランザクションのパラレル伝播遅延トランザクションのパラレル伝播遅延トランザクションのパラレル伝播
データの整合性とトランザクション依存性を維持しながら、レプリケーション・トランザク
ション・ストリームの伝播をパラレル化することによって、スループット・パフォーマンス
が大幅に向上しました。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 詳細は、付録 C「RepAPI用の Oracle8i Serverの構成」を参
照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 7-10ページの「スケジュール・リンクのガイドライン」
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レプリケーション・トリガーの内部化レプリケーション・トリガーの内部化レプリケーション・トリガーの内部化レプリケーション・トリガーの内部化
Oracle8の古いバージョンでは外部化されていたレプリケーション・トリガーが内部化され
ました。内部トリガーには次の利点があります。 

� 応答時間パフォーマンスの改善

� 処理オーバーヘッドの削減

� 管理作業の低減

データ伝播の削減データ伝播の削減データ伝播の削減データ伝播の削減
Oracle8では、ネットワークを介して伝播されるレプリケート・データの量が削減されまし
た。 伝播されるのは次の値のみです。 

� 更新された列の新しい値

� 競合の検出および解消のために必要な列の古い値

� 主キー値

この機能は、LOBをレプリケートするときのパフォーマンスを改善するのに特に重要です。 

副問合せに基づくデータのサブセット化副問合せに基づくデータのサブセット化副問合せに基づくデータのサブセット化副問合せに基づくデータのサブセット化
特定のタイプの副問合せを使用して定義されているスナップショットを高速リフレッシュで
きるようになりました。これにより、データのサブセットの定義とメンテナンスが容易にな
りました。 この機能は、営業支援システムや支部の自動化などのような大量配布アプリケー
ションでは重要です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 2章「マスター・レプリケーションの概念およびアーキテ
クチャ」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-38ページの「最小限の通信」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-8ページの「スナップショットでのデータのサブセット化」
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ラージ・オブジェクト型（ラージ・オブジェクト型（ラージ・オブジェクト型（ラージ・オブジェクト型（LOB）のサポート）のサポート）のサポート）のサポート
Oracle8では、次のラージ・オブジェクト型のレプリケーションをサポートしています。

� バイナリ型の LOB（BLOB）

� 文字型の LOB（CLOB）

� 各国語サポート型の LOB（NCLOB）

管理方法の改善と使用方法の簡易化管理方法の改善と使用方法の簡易化管理方法の改善と使用方法の簡易化管理方法の改善と使用方法の簡易化
Oracle8では、次の機能によってデータベースの管理が簡単になりました。

きめ細かな停止きめ細かな停止きめ細かな停止きめ細かな停止
レプリケーション・マスター・グループは、他のレプリケーション・グループに影響を与え
ずに個々に停止できます。 マスター・グループは、他のマスター・グループが停止している
間も更新処理を継続できます。 

主キー・スナップショット主キー・スナップショット主キー・スナップショット主キー・スナップショット
主キー・スナップショットを使用すると、高速リフレッシュ機能を保持しながら、マスター
表を再編成できます。 Oracle8では、デフォルトで主キー・スナップショットを追加すると
ともに、引き続き ROWIDスナップショットをサポートしています。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : マスター・サイトへのオブジェクト定義のレプリケーション
の詳細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してくださ
い。また、3-22ページの「スナップショットのデータ型に関する考慮事
項」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 2-20ページの「レプリケーションの操作モード」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-4ページの「使用可能なスナップショット」を参照してくだ
さい。また、Oracle 8での ROWIDスナップショットの使用方法の詳細
は、『Oracle8i移行ガイド』の付録 G「レプリケーション環境の移行およ
び互換性」を参照してください。 
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マスター・サイトでのスナップショットの登録マスター・サイトでのスナップショットの登録マスター・サイトでのスナップショットの登録マスター・サイトでのスナップショットの登録
Oracle8では、スナップショットと対応付けられたマスター・サイトにスナップショットの
情報が自動的に登録されます。これは、監視および分散管理に役立ちます。

高速リフレッシュ機能での表の再編成高速リフレッシュ機能での表の再編成高速リフレッシュ機能での表の再編成高速リフレッシュ機能での表の再編成
Oracle8には、マスター・スナップショット・ログの整合性を保持しながらマスター表を再
編成できるユーティリティが用意されています。 

エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート /インポートを使用したオフライン・インスタンシエーインポートを使用したオフライン・インスタンシエーインポートを使用したオフライン・インスタンシエーインポートを使用したオフライン・インスタンシエー
ションのサポートションのサポートションのサポートションのサポート
エクスポート /インポートを使用したスキーマおよびデータベースのオフライン・インスタ
ンシエーションがさらに自動化されました。

更新可能スナップショットの遅延制約更新可能スナップショットの遅延制約更新可能スナップショットの遅延制約更新可能スナップショットの遅延制約
更新可能スナップショットで、宣言参照制約と一意性制約がサポートされるようになりまし
た。

パーティション表と索引パーティション表と索引パーティション表と索引パーティション表と索引
Oracle8では、パーティション表および索引のレプリケーションをサポートしています。マ
スター定義サイトの表と同一のパーティションをレプリケート表に作成する場合にこの機能
を使用します。 

システムベースのセキュリティ・モデルの強化システムベースのセキュリティ・モデルの強化システムベースのセキュリティ・モデルの強化システムベースのセキュリティ・モデルの強化
Oracle8のシステムベースのセキュリティ・モデルでは、次の点が強化されました。

� 1つのシステムレベル・モデルが同期環境でも非同期環境でも同一の動作をすることに
より、整合性が向上しました。

� 受信サイトでの権限の不足によるトランザクションの失敗の可能性が低くなったため、
信頼性が向上しました。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 3-16ページの「マスター・サイトでのスナップショットの登
録」

関連項目関連項目関連項目関連項目 : マスター表の再編成の詳細は、『Oracle8iレプリケーション・
マネージメント APIリファレンス』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレン
ス』の第 7章の「エクスポート / インポートを使用したオフラインのイン
スタンシエーションの実行」の項を参照してください。
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� 1人のユーザーが REPADMINとしても REPSYSとしても動作できるようになり、リンク
が単純化されました。

� ユーザーレベル・モデルが必要なくなりました。

� 1人以上のスナップショット所有者がスナップショットのリフレッシュを実行できるよ
うになりました。

Replication Managerの新機能の新機能の新機能の新機能
新しい Replication Managerには、システムを迅速に構成するのに役立つウィザードがいく
つか用意されています。

� アカウント、スキーマおよびリンクの作成を含め、マルチマスター構成を設定するため
の「Setup Wizard」

� アカウント、スキーマおよびリンクの作成を含め、スナップショット・サイト構成を設
定するための「Setup Wizard」

� スナップショット・グループを設定するための「Snapshot Group Wizard」

Oracle Replication Managerは、次のような Oracle8レプリケーションの新機能の大部分を
サポートしています。

� 各サイトのデータベースのバージョンの自動認識、およびリリース 8.xとリリース 7.3の
両方のデータベースを管理する動的構成

� スナップショット・ログの管理のサポート

� ジョブ、リフレッシュ・グループおよびスケジュール・リンクの日付式および間隔式の
簡単な入力

� レプリケーション・サポートの再生成が必要な表を示すフラグ（Oracle8のデータベー
スの場合）

� サイトのレプリケーション管理者およびプロパゲータの登録のサポート

� マスター・グループのデータベース・オブジェクトを表示するデータベース・オブジェ
クト・フォルダ

� すべてのマスター・サイトのマスター・グループの妥当性チェックのサポート

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 『Oracle8iレプリケーション・マネージメント APIリファレン
ス』の付録 A「セキュリティ・オプション」を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 第 8章「Replication Managerの概要」および Replication 
Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。
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レプリケーションに関する問題のトラブルシューティ
B

レプリケーションに関する問題のトラブルレプリケーションに関する問題のトラブルレプリケーションに関する問題のトラブルレプリケーションに関する問題のトラブル

シューティングシューティングシューティングシューティング

この付録では、レプリケーション環境を管理するためのトラブルシューティングのガイドラ
インについて説明します。 この章のトピックは次のとおりです。

� データベース・リンクに関する問題の診断方法

� マスター・サイトに関する問題の診断方法

� 遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法

� スナップショットに関する問題の診断方法
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データベース・リンクに関する問題の診断方法
データベース・リンクに関する問題の診断方法データベース・リンクに関する問題の診断方法データベース・リンクに関する問題の診断方法データベース・リンクに関する問題の診断方法
データベース・リンクが正常に機能していないと考えられる場合、Oracle Enterprise 
Manager、SQL*Plusまたは別のツールを使用して、データベース・リンクを削除し、再作
成できます。

� スケジュールした間隔が意図したとおりであることを確認します。

� スケジュールした間隔が、必要な実行時間よりも短くないことを確認します。

指定サイトへのデータベース・リンクで接続修飾子を使用した場合は、そのサイトにリンク
する他のサイトでもまったく同じ接続修飾子を使用する必要があります。たとえば、次のよ
うにデータベース・リンクを作成するとします。

CREATE DATABASE LINK dbs1.world@myethernet CONNECT TO repadmin
  IDENTIFIED BY secret USING 'connect_string_myethernet'

マスター・サイトかスナップショット・サイトかを問わず、dbs1.world@myethernetと対応
付けられたすべてのサイトで、接続修飾子myethernetを使用する必要があります。

マスター・サイトに関する問題の診断方法マスター・サイトに関する問題の診断方法マスター・サイトに関する問題の診断方法マスター・サイトに関する問題の診断方法
マルチマスター・レプリケーション・システムでは、様々な問題が発生します。以降の項で
は、これらの問題とトラブルシューティングの方法をいくつか説明します。

新しいマスター・サイトでレプリケート・オブジェクトが作成されない場合新しいマスター・サイトでレプリケート・オブジェクトが作成されない場合新しいマスター・サイトでレプリケート・オブジェクトが作成されない場合新しいマスター・サイトでレプリケート・オブジェクトが作成されない場合
マスター・グループに新しいマスター・サイトを追加しても、新しいマスター・サイトで適
切なオブジェクトが作成されない場合は、次の処理を実行します。

� 必要なプライベート・データベース・リンクが新しいマスター・サイトと既存のマス
ター・サイトの間に存在することを確認します。 Replication Managerの「Setup 
Wizard」を使用してサイトを設定した場合は、何も問題はありません。リンクは、既存
の各サイトから新しいサイトへ、および新しいサイトから既存の各サイトへ相互に存在
している必要があります。

� すべてのサイトで管理要求が正常に終了していることを確認します。管理要求がまだ実
行されていない場合、保留になっている管理要求を手動で実行し、即時に操作を完了さ
せることができます。
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マスター・サイトに関する問題の診断方法
DDLによる変更がマスター・サイトに伝播されない場合による変更がマスター・サイトに伝播されない場合による変更がマスター・サイトに伝播されない場合による変更がマスター・サイトに伝播されない場合
新しいマスター・グループ・オブジェクトを作成しても、あるいはマスター定義サイトでマ
スター・グループ・オブジェクトの定義を変更しても、変更がマスター・サイトに伝播され
ない場合は、すべてのサイトで管理要求が正常に完了していることを確認します。管理要求
が保留になっている場合は、手動で実行して即時に操作を完了させることができます。

レプリケーション APIを通して DDL文を実行すると、DDLを送信するユーザー名において
DDL文が実行されます。発行者のスキーマ以外のスキーマ内のオブジェクトに DDL文を適
用するときは、発行者に文を実行する適切な権限が必要です。また、文の中でスキーマを明
示的に指定する必要があります。たとえば、レプリケーション管理者のユーザーが DBMS_
REPCAT.CREATE_MASTER_ REPOBJECTプロシージャの DDL_TEXTパラメータとして次
のように記述するとします。

CREATE TABLE scott.new_emp AS SELECT * FROM hr.emp WHERE ...;

それぞれの表名にはスキーマ名が含まれるので、レプリケーション管理者が SCOTTやHR
または別のユーザーであっても、必要な権限があれば、この文は正しく機能します。

DMLによる変更が他のサイトに非同期で伝播されない場合による変更が他のサイトに非同期で伝播されない場合による変更が他のサイトに非同期で伝播されない場合による変更が他のサイトに非同期で伝播されない場合
マスター・サイトのデータを更新し、その変更がレプリケート環境の他のサイトに非同期で
正しく伝播されない場合は、次の処理を実行します。

� Replication Managerを使用して、対応する遅延トランザクションが接続先にプッシュ
されているかどうかをチェックします。プッシュされていない場合、スケジュール・リ
ンクがキューを接続先サイトにプッシュするまでの待ち時間をチェックできます。リン
クによるスケジュール・プッシュを待機できない場合、遅延トランザクションを手動で
実行できます。 

� スケジュール・リンクのプッシュ間隔が経過しても対応する遅延トランザクションが
プッシュされない場合は、リンクの対応するジョブをチェックします。 

� 遅延トランザクションが接続先に伝播されても、エラーのために実行できない場合もあ
ります。 

注意注意注意注意 : 各スキーマ・オブジェクトの名前を適切なスキーマで修飾してく
ださい。
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マスター・サイトに関する問題の診断方法
DMLをレプリケート表に適用できない場合をレプリケート表に適用できない場合をレプリケート表に適用できない場合をレプリケート表に適用できない場合
レプリケート表を修正するときに DEFERRED_RPC_QUIESCE例外を受け取った場合、ロー
カル・サイトにある 1つ以上のマスター・グループは休止または停止になっています。先に
進むには、レプリケーション管理者がグループのレプリケーション・アクティビティを再開
する必要があります。

バルク更新および制約違反バルク更新および制約違反バルク更新および制約違反バルク更新および制約違反
1つの UPDATE文をレプリケート表に適用すると、ゼロ以上の行を更新できます。
UPDATE文を実行すると、ゼロ以上の更新要求が、更新される行ごとに 1つずつ遅延実行
用のキューに入れられます。Oracleでは文末で制約のチェックをまとめて行うので、制約が
存在する場合はこの機能が重要になります。たとえば、バルク更新では一意性制約違反が発
生しなくても、同じ順序で 1行ずつ更新すると一意性制約違反が発生する場合があります。

更新順序が重要である場合は、適切な順序で 1行ずつ更新します。これによって、遅延 RPC
キューにおける更新要求の順序を定義できます。

レプリケート・オブジェクトの再作成レプリケート・オブジェクトの再作成レプリケート・オブジェクトの再作成レプリケート・オブジェクトの再作成
パッケージ、プロシージャまたはビューなどのオブジェクトをマスター・グループに追加す
る場合、オブジェクトの状態は VALIDになっている必要があります。オブジェクトの状態
が INVALIDの場合は、マスター・グループにオブジェクトを追加する前に、オブジェクト
を再コンパイルするか、またはオブジェクトを削除して再作成してください。

表のレプリケーション・サポートを生成できない場合表のレプリケーション・サポートを生成できない場合表のレプリケーション・サポートを生成できない場合表のレプリケーション・サポートを生成できない場合
表のレプリケーション・サポートを生成すると、ローカル・サイトで内部トリガーがアク
ティブになります。 レプリケーションに関連する大部分のパッケージ（DBMS_REPCATや
DBMS_DEFERなど）に対する EXECUTE権限を、レプリケート・オブジェクトを所有する
レプリケーション管理者およびユーザーに付与する必要があります。 レプリケーション管理
者が多くの一般的なレプリケーション・シナリオで必要とする権限は、Replication Manager
の「Setup Wizard」および DBMS_REPCAT_ADMINパッケージを使用して付与します。た
だし、レプリケート・オブジェクトの所有者がレプリケーション管理者でない場合は、
DBMS_DEFERに対する EXECUTE権限をオブジェクトの所有者に対して明示的に付与する
必要があります。
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レプリケート・プロシージャまたはレプリケート・トリガーに関する問題レプリケート・プロシージャまたはレプリケート・トリガーに関する問題レプリケート・プロシージャまたはレプリケート・トリガーに関する問題レプリケート・プロシージャまたはレプリケート・トリガーに関する問題
予期しない未解消の競合を発見した場合で、プロシージャ・レプリケーションと行レベルの
レプリケーションが表に混在しているときは、プロシージャを注意深く検証し、レプリケー
ト・プロシージャが競合の原因かどうかを確認します。プロシージャでの更新と行レベルの
更新の実行順序による競合がかどうかを確認してください。レプリケート・プロシージャ
で、更新の実行前に表を EXCLUSIVEモードにロックしているかどうか（または、行レベル
の更新との競合を回避するための他のメカニズムを使用しているかどうか）をチェックしま
す。レプリケート・プロシージャの最初で行レベルのレプリケーションを使用禁止にし、最
後に再び使用可能にしていることをチェックします。プロシージャの実行時に例外が発生し
た場合も、行レベルのレプリケーションを再び使用可能にしていることを確認します。さら
に、レプリケート・プロシージャがすべてのマスター・サイトで実行されたことをチェック
します。レプリケート表で定義したレプリケート・トリガーのすべてについて、同様の
チェックを行う必要があります。

ON DELETE CASCADEおよび整合性制約に関する問題および整合性制約に関する問題および整合性制約に関する問題および整合性制約に関する問題
ON DELETE CASCADEは、次の例と類似した構成のレプリケート表をサポートしていませ
ん。 この例では、A、B、Cの 3つの表があると想定します。

� 表 Bに、外部キー制約のために表 Aのレコードに依存するレコードがあります。

� 表 Cに、外部キー制約のために表 Bのレコードに依存するレコードがあります。

� 表 Cには、外部キー制約のために表 Aのレコードに依存するレコードもあります。

このような構成で ON DELETE CASCADEを使用すると、レコードを削除した順序とは異な
る順序で伝播される可能性があります。 この場合、次のエラーが戻されます。

ORA-02292: 整合性制約(SCOTT.FK_CB)に違反しました。子レコードがあります。

このようなエラーが発生した場合は、ON DELETE CASCADEを使用せず、レプリケーショ
ンを認識してこの機能を実行するトリガーを作成します。
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遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法
遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法遅延トランザクション・キューに関する問題の診断方法
サイトの遅延トランザクションが接続先にプッシュされない場合、いくつかの理由が考えら
れます。次の項では、考えられる原因のいくつかを説明します。

スケジュール・リンクのジョブのチェックスケジュール・リンクのジョブのチェックスケジュール・リンクのジョブのチェックスケジュール・リンクのジョブのチェック
スケジュール・リンクを作成すると、対応するジョブがサイトのジョブ・キューに追加され
ます。スケジュール・リンクが定期的な間隔で遅延トランザクションをプッシュするように
設定しているときに問題が検出された場合は、まずジョブ・キューに関する問題かどうかを
確認する必要があります。

分散トランザクションに関する問題分散トランザクションに関する問題分散トランザクションに関する問題分散トランザクションに関する問題
シリアル伝播を使用してリモート・サイトに遅延トランザクションをプッシュする場合は、
分散トランザクションが使用されるので、トランザクションは必ずリモート・サイトで正し
くコミットされた後にローカル・サイトのキューから削除されます。分散トランザクション
（2フェーズ・コミット）に関する問題の診断方法は、『Oracle8i分散システム』を参照して
ください。

データベース・リンク指定の不備データベース・リンク指定の不備データベース・リンク指定の不備データベース・リンク指定の不備
指定したリモート・サイトにトランザクションがプッシュされていない場合、トランザク
ションの接続先の指定方法に問題がある場合があります。スケジュール・リンクを作成する
ときは、完全なデータベース・リンク名を指定する必要があります。Replication Manager
を使用している場合は、問題はありません。

不適切なレプリケーション・カタログ・ビュー不適切なレプリケーション・カタログ・ビュー不適切なレプリケーション・カタログ・ビュー不適切なレプリケーション・カタログ・ビュー
ビューの定義が不適切であると、遅延トランザクションが正しく動作しない場合がありま
す。 DEFCALLDESTビューと DEFTRANDESTビューは、CATDEFER.SQLと
CATREPC.SQLとで定義が異なります。 レプリケーションを使用するときは常に、
CATREPC.SQLの定義を使用する必要があります。CATDEFER.SQLを（再）ロードする場
合は、その後で CATREPC.SQLのビュー定義がロードされるようにしてください。
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スナップショットに関する問題の診断方法スナップショットに関する問題の診断方法スナップショットに関する問題の診断方法スナップショットに関する問題の診断方法
レプリケーション・システムのスナップショット・サイトでは、様々な問題が発生します。
以降の項では、これらの問題とトラブルシューティング方法をいくつか説明します。

スナップショット・サイトでのレプリケート・オブジェクトの作成に関すスナップショット・サイトでのレプリケート・オブジェクトの作成に関すスナップショット・サイトでのレプリケート・オブジェクトの作成に関すスナップショット・サイトでのレプリケート・オブジェクトの作成に関す
る問題る問題る問題る問題

スナップショット・サイトで新しいオブジェクトの作成に失敗した場合は、次の処理を実行
します。

� 更新可能スナップショットの場合、対応付けられたマスター表にスナップショット・ロ
グがあるかどうかをチェックします。

� オブジェクトを作成する権限があるかどうかを確認します。 スナップショットの場合は、
マスター表およびそのスナップショット・ログに対する SELECT権限が必要です。 詳細
は、3-33ページの「権限」を参照してください。

� 既存のスナップショットをスナップショット・グループに追加する場合は、スナップ
ショットを再作成してグループに追加します。

� 高速リフレッシュを実行する、主キー・スナップショットや副問合せスナップショット
を作成する場合は、マスター表のスナップショット・ログに主キーがロギングされてい
ることを確認します。

� 高速リフレッシュを実行する ROWIDスナップショットを作成する場合は、マスター表
のスナップショット・ログに ROWIDがロギングされていることを確認します。

� スナップショット・ログに副問合せスナップショットに必要なフィルタ列があるかどう
かをチェックします。

� 高速リフレッシュを実行するスナップショットと関係があるすべての表に、スナップ
ショット・ログが存在することを確認します。 スナップショットに副問合せが含まれる
場合は、副問合せで参照する表ごとにスナップショット・ログが存在している必要があ
ります。

リフレッシュに関する問題のトラブルシューティングリフレッシュに関する問題のトラブルシューティングリフレッシュに関する問題のトラブルシューティングリフレッシュに関する問題のトラブルシューティング
次の項では、スナップショットのリフレッシュに関するいくつかの一般的な問題について説
明します。

一般的な問題一般的な問題一般的な問題一般的な問題
次のようないくつかの一般的な要因で、スナップショットのグループの自動リフレッシュが
実行されない場合があります。

� スナップショット・データベースの SNPバックグラウンド・プロセスの不足
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スナップショットに関する問題の診断方法
� ネットワークまたはサーバー障害の影響

� サーバー・シャットダウンの影響

スナップショットのリフレッシュ・グループで問題が発生したときは、前述の状況が原因か
どうかを確認します。

自動リフレッシュの再試行自動リフレッシュの再試行自動リフレッシュの再試行自動リフレッシュの再試行
グループの自動リフレッシュが失敗すると、グループはリフレッシュ実行予定のままになり
ます。次の条件に基づいて、グループの自動リフレッシュが再試行されます。

� グループのリフレッシュを初回は 1分後、次は 2分後、その次は 4分後というように、失
敗するたびに再試行間隔を倍にします。

� 再試行間隔はリフレッシュ間隔自体より長い時間にはなりません。

� 最高 16回まで自動リフレッシュを再試行します。

リフレッシュ・グループのリフレッシュを 16回再試行してもエラーが発生する場合は、グ
ループは破損しているとみなされます。Schema Managerの「Refresh Group」プロパティ・
シートの「General」ページを参照すると、いつリフレッシュ・グループが破損したかがわ
かります。USER_REFRESHおよび USER_REFRESH_CHILDRENデータ・ディクショナ
リ・ビューの BROKEN列を問い合せて、リフレッシュ・グループの現在の状態を知ること
もできます。

スナップショットのリフレッシュ・グループの破損によるエラーは、トレース・ファイルに
記録されます。リフレッシュ・グループが正常にリフレッシュされない原因となった問題を
修正し、グループを手動でリフレッシュする必要があります。この結果、破損フラグがリ
セットされ、自動リフレッシュが実行できるようになります。

スナップショットのリフレッシュの継続スナップショットのリフレッシュの継続スナップショットのリフレッシュの継続スナップショットのリフレッシュの継続
スナップショット・グループのリフレッシュが継続的に繰り返される場合、グループのリフ
レッシュ間隔をチェックします。グループの自動リフレッシュ間隔は、リフレッシュを開始
する前に評価されます。グループのリフレッシュ間隔がグループのすべてのスナップショッ
トのリフレッシュに要する時間よりも短い場合、SNPバックグラウンド・プロセスで未処理
ジョブのキューがチェックされるたびに、グループ・リフレッシュが繰り返し開始されるこ
とになります。

無制限に増大するスナップショット・ログ無制限に増大するスナップショット・ログ無制限に増大するスナップショット・ログ無制限に増大するスナップショット・ログ
スナップショット・ログが無制限に増大する場合は、ネットワークまたはサイトの障害が原
因で、スナップショットが削除されたことをマスターが認識できなくなっていないかを

関連項目関連項目関連項目関連項目 : スナップショット・トレース・ファイルの名前の形式は
SNPnで、nはオペレーティング・システム固有です。 各システムにおける
名前は、オペレーティング・システム固有の Oracleドキュメントを参照
してください。
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チェックします。 場合によっては、スナップショット・ログを部分的にパージするか、また
はスナップショットの登録を解除する必要があります。

リフレッシュに関する問題の高度なトラブルシューティングリフレッシュに関する問題の高度なトラブルシューティングリフレッシュに関する問題の高度なトラブルシューティングリフレッシュに関する問題の高度なトラブルシューティング
スナップショットのリフレッシュに関する問題が発生している場合、次の処理を実行しま
す。

� リフレッシュがスケジュールされているかどうかを判断するには、DBA_SNAPSHOTS
ビューの NEXT値をチェックします。

� リフレッシュ間隔が経過している場合は、DBA_REFRESHビューで、スナップショット
のリフレッシュが対応付けられたジョブ番号をチェックして、ジョブ・キューに関する
問題の診断を行います。

� 実行中のジョブ・キュー・プロセスがあるかどうかをチェックします。 JOB_QUEUE_
PROCESSES初期化パラメータをチェックし、DBA_JOBS_RUNNINGビューを問い合
せ、オペレーティング・システムを使用して SNPバックグラウンド・プロセスがまだ
稼動中かどうかをチェックします。

� 2つのスナップショット間のマスター・ディテール関係を定義すると、エラーが発生す
ることもあります。宣言参照整合性制約を使用して、マスター表にのみマスター・ディ
テール関係を定義する必要があり、この関係を保つため、関連のあるスナップショット
は同じリフレッシュ・グループに入れる必要があります。 

� スナップショットのリフレッシュが継続的に繰り返されている場合、指定したリフレッ
シュ間隔をチェックします。この間隔は、スナップショットがリフレッシュされる前に
評価されます。 指定した間隔がスナップショットのリフレッシュに要する時間より短い
場合は、SNPバックグラウンド・プロセスで未解決ジョブのキューがチェックされるた
びに、スナップショットがリフレッシュされます。

� スナップショットのマスター・サイトに未解消の競合が記録されている場合、
REFRESH_AFTER_ERRORSを TRUEに設定しないとスナップショットをリフレッシュ
できません。このパラメータは、スナップショットのリフレッシュ・グループの作成ま
たは変更時に設定できます。（Replication Managerのプロパティ・シートに、対応する
パラメータがあります。）

� スナップショット・ログが大きくなりすぎる場合は、『Oracle8iレプリケーション・マ
ネージメント APIリファレンス』でスナップショット・ログの管理方法を参照してくだ
さい。

� 同じリフレッシュ・グループ内のスナップショットでは、行は 1つのトランザクション
で更新されます。 このようなトランザクションは非常に大きくなる可能性があるので、
大きなロールバック・セグメント（リフレッシュ中に使用するように指定したロール
バック・セグメントを含む）がスナップショット・サイトで必要になります。あるい
は、リフレッシュをより頻繁に実行してトランザクションのサイズを小さくする必要が
あります。
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� Oracleエラー ORA-12004が発生した場合は、スナップショット・ログを管理するため
にマスター・サイトでロールバック・セグメントが不足したか、スナップショット・ロ
グの情報が古い可能性があります。たとえば、スナップショット・ログがパージまたは
再作成された可能性があります。 

� 1つの表の完全リフレッシュでは、内部的に TRUNCATE機能が使用されるので、処理
速度が向上し、ロールバック・セグメントの必要量が少なくなります。ただし、スナッ
プショットのリフレッシュが完了するまで、ユーザーは一時的にスナップショット内の
データが確認できない場合があります。複数のスナップショット（リフレッシュ・グ
ループなど）をリフレッシュするときは、TRUNCATE機能は使用されません。

� マスター表を再編成するとき（たとえば、システム・リソースの再生などの目的で）
は、マスター表を切り捨て、ROWIDスナップショットの完全リフレッシュを実行する
必要があります。 そうしないと、スナップショットがマスター表への誤った ROWIDを
持つことになります。 

� リフレッシュの実行中にエラー ORA-942（表またはビューが存在しないことを示すエ
ラー）が発生した場合は、データベース・リンクをチェックし、マスター表とスナップ
ショット・ログに対して必要な権限を持っていることを確認します。

� 高速リフレッシュが成功した後で障害が発生した場合、次の点をチェックします。

� スナップショット・ログの切捨て、パージまたは削除が実行されたかどうか

� スナップショット・ログに対する必要な権限を持っているかどうか

� 強制リフレッシュに非常に長い時間を要する場合は、リフレッシュ時に使用するスナッ
プショット・ログが削除されていないかチェックします。

� BUILD DEFERREDを使用して作成したスナップショットの最初の高速リフレッシュが
失敗した場合は、その他の問題をチェックする前に、前の完全リフレッシュが成功して
いたことを確認します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  スナップショット・ログの管理の詳細は、『Oracle8iレプリ
ケーション・マネージメント APIリファレンス』を参照してください。
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RepAPI用の用の用の用の Oracle8i Serverの構成の構成の構成の構成

この付録では、RepAPIクライアントからアクセスする Oracle8i Serverの構成方法について
説明します。 この章のトピックは次のとおりです。

� RepAPIとは

� RepAPIの概念およびアーキテクチャ

� RepAPIサーバー・オブジェクトのロードおよび公開

� オフライン・インスタンシエーション・ファイルの生成

� RepAPIの管理

� クライアントのサンプル・プログラム
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RepAPIとは
RepAPIとはとはとはとは
RepAPIは、クライアントが Oracle Serverのデータをレプリケートできるようにするランタ
イム・ライブラリです。 RepAPIは、Oracle8i Liteクライアントやフロント・オフィス・
オートメーション・アプリケーションを使用するクライアントなどの、シン・クライアン
ト・データベースに対してレプリケーション・サービスを提供します。 RepAPIサーバー・
ランタイム・ライブラリは、ORACLE_HOME/rdbms/jlibディレクトリにインストールさ
れます。 Oracle8i Liteクライアントにインストールされている RepAPIファイルの場所の詳
細は、Oracle8i Liteのドキュメントを参照してください。

RepAPIは、古いバージョンでは C言語で記述されていましたが、Oracle8iでは完全に Java
で書き直されました。 Javaベースの RepAPI機能は、C言語で記述されていた以前のものに
比べて、必要とするリソースが少なく、使用しやすくなっています。 また、Oracle8iでは、
クライアント側で保持するメタデータの量を減らし、SQLによるスナップショットの問合せ
を完全にマスター側で行うことで、クライアントとサーバー間でのネットワーク通信のラウ
ンドトリップを最小限に抑えています。

Oracle8iの新しい配置テンプレート（リフレッシュ・グループをベースとしています）を、
スナップショットを操作するための唯一のメカニズムとして使用することで、クライアン
ト・サイトの管理と構成が簡素化されています。 さらに、Oracle8iの RepAPI機能は、LOB
や、配置テンプレートのオフライン・インスタンシエーションおよびオンライン・インスタ
ンシエーションをサポートしています。

オフライン・インスタンシエーションは、パッケージ化とインスタンシエーションという 2
つの作業から構成されます。 通常、マスター・サイトの DBAが、特定のサイトでのオフラ
イン・インスタンシエーション用に配置テンプレートをパッケージ化します。 パッケージ化
によって、各クライアント・サイト用のオフライン・インスタンシエーション・ファイルが
生成されます。 DBAがパッケージ化を完了すると、関連するスナップショット・ログに、テ
ンプレートにパッケージ化されたスナップショットの更新のロギングが開始されます。 オフ
ライン・インスタンシエーション・ファイルは各クライアントで一意です。また、1つのク
ライアントで複数のテンプレートをインスタンシエートできます。

ファイル転送プロトコル（FTP）、コンパクト・ディスクまたはその他の配布メカニズムに
よってオフライン・インスタンシエーション・ファイルがクライアント・サイトで使用でき
る状態になった後、クライアント・サイトのユーザーは、Oracle Client Replication Toolを
使用して Oracle8i Liteデータベースにファイルをロードします。 オフライン・インスタンシ
エーションは大規模な高速配置に非常に便利な方法で、クライアントとサーバー間のネット
ワーク接続を必要としません。

オンライン・インスタンシエーションは、Oracle Client Replication Toolを使用すると 1つ
のステップで完了できます。 Oracle Client Replication Toolでは、パッケージ化とインスタン
シエーションが 1つのステップに結合されています。 オンライン・インスタンシエーション
を実行するには、クライアントとサーバー間をネットワークで接続する必要があります。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 配置テンプレートの詳細は、第 4章「配置テンプレートの概
念およびアーキテクチャ」を参照してください。 また、Oracle Client 
Replication Toolの詳細は、Oracle8i Lite のドキュメントを参照してくだ
さい。
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RepAPIの概念およびアーキテクチャの概念およびアーキテクチャの概念およびアーキテクチャの概念およびアーキテクチャ
RepAPIは、次の 3つのコンポーネントから構成されています。

� Oracle8iの Java仮想マシンに常駐する小規模サーバー・コンポーネント

� Oracle8i Liteでインプリメントされ、Java Accessクラスに統合されたコールアウト・ク
ラスのセット 

� クライアント・エンジン

これらのコンポーネントはすべて Javaで記述されており、クライアントおよびサーバー・
コンポーネントは、Common Object Request Broker Architecture (CORBA) のスタブを介し
て通信を行います。 Java RepAPIプロトコルは、本来はバイト・ストリームである行データ
を行セットにカプセル化します。 各行セットは、少量の記述データを送信します。 クライア
ントおよびサーバーによって交換された行セットはすべて、スナップショットと対応付けら
れます。 RepAPIクライアントからマスター・サイトにデータがプッシュされると、各行
セットはトランザクションにバインドされます。 マスター・サイトから RepAPIクライアン
トにデータが取り出されると、各行セットは特定のスナップショットおよび DML操作
（INSERT、UPDATEまたは DELETE。これらは行セットの中で、SQLではなくフラグに
よって示されます）にバインドされます。

図図図図 C-1  RepAPIのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ

次の項では、RepAPIアーキテクチャの各コンポーネントの詳細を説明します。
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サーバー・コンポーネントサーバー・コンポーネントサーバー・コンポーネントサーバー・コンポーネント
RepAPIのサーバー・コンポーネントは、次の基本的な分散操作をサポートする CORBAイ
ンタフェースです。 

� 使用可能なリフレッシュ・グループのリスト表示

� リフレッシュ・グループのインスタンシエーション用の配置テンプレートのパッケージ
化

� リフレッシュ・グループの同期の開始

� リフレッシュ・グループの削除

これらの操作はすべて完全にリフレッシュ・グループ・レベルで実行されます。 リフレッ
シュ・グループの名前は、これらの操作要求のパラメータとして送られます。 個々のスナッ
プショットに対する分散操作は、サポートしていません。 リフレッシュ・グループの名前と
記述は、DBAが配置テンプレートの形式で事前に設定します。 リフレッシュ・グループの名
前は、配置テンプレートの名前と同じです。

DBAは、Oracle8iで提供されている loadjavaユーティリティを使用して、サーバーの Java
オブジェクトを仮想マシン（VM）にロードします。 DBAは、Oracle 8iの公開ユーティリ
ティを使用して、クライアントにサーバー・オブジェクトを公開します。 具体的には、DBA
は、oracle.repapi.server.RServerという名前の Javaオブジェクトをロード、および公開し
て、サービス URLでアクティブにできるようにします。 このオブジェクトを参照する URL
の一般的な例を次に示します。 

sess_iiop://myserver:2481:RNDM/etc/repapi

この URLの各要素は次のとおりです。

� myserverは、ホスト名を表します。

� 2481は、Internet Inter-ORB Protocol（IIOP）のリスナー・ポート番号を表します。

� RNDMは、データベースの SIDを表します。

� /etc/repapiは、オブジェクトの公開された名前を表します。

DBAは、このオブジェクトの公開された名前を設定できます。 デフォルトでは、この名前は
/etc/repapiです。 エンドユーザーはアプリケーションで URLを指定するのみで、その他の
クライアント設定は必要ありません。 RepAPIクライアントが接続すると、Object Request 
Broker（ORB）によって、サーバーの一時オブジェクトがインスタンシエートされます。こ
のオブジェクトは、スナップショット・プロセッシング・コードと対話します。 セッション
が切断されると、一時オブジェクトは削除されます。

サーバー・オブジェクトは、Java Native Interface（JNI）を介して Oracle8i Serverと対話し
ます。 RepAPIのスナップショット・プロセッシングの大部分は、サーバー上で発生し、JNI
のコールアウト後に実行されます。 サーバーは、適切な配置テンプレートで定義されている、
事前作成済みのスナップショットの問合せを実行します。 サーバーにクライアントに送信す
る行データがあるときは、サーバーは JNIを介して VMにコールバックし、メッセージを
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RepAPIクライアント・エンジンに戻します。 したがって、RepAPIサーバー・コンポーネン
トは、CORBAの全多重メッセージ機能を十分に利用できます。 

コールアウト・クラスコールアウト・クラスコールアウト・クラスコールアウト・クラス
コールアウト・クラスは、RepAPIクライアントと Oracle8i Liteを結び付けるクラスです。 
このクラスには、クライアント・エンジンと対話できる、データベースおよび表操作の汎用
セットが用意されています。 コールアウト・クラスは、Oracle8i Liteから直接コールされる
のではなく、Oracle8i Lite固有の RepAPIクライアント・エンジンによって起動されます。 
したがって、RepAPIコールアウト・クラスによって外部データ・ストア固有の動作がクラ
イアント・エンジンから隠され、RepAPIクライアント・エンジンは汎用性と柔軟性が高い
ものとなります。 

クライアント・エンジンクライアント・エンジンクライアント・エンジンクライアント・エンジン
RepAPIクライアント・エンジンは、RepAPIの基盤であり、 サーバー・コンポーネントおよ
びコールアウト・クラスへの接続を行います。 Rep APIクライアント・エンジンは、次の処
理を行います。

� CORBA IIOPベースのプロトコルによるサーバーへの要求のディスパッチ

� クライアントのスナップショット・リフレッシュ・グループの管理

� 同期（リフレッシュ）操作の駆動

� マスターへの変更のプッシュ

� リフレッシュによる変更のクライアントでの適用

� アプリケーション開発用インタフェースの提供

2つのオブジェクト（RepAPIとリフレッシュ・グループ）は、アプリケーション開発用の
パブリック・メソッドを提供しています。 RepAPIオブジェクトには、アプリケーション駆
動でリフレッシュ・グループを操作する、次のようなパブリック・メソッドが含まれていま
す。 

� クライアントで使用可能なリフレッシュ・グループの表示

� リフレッシュ・グループの削除および作成

� オフライン・インスタンシエーション

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle8iの Java仮想マシンの詳細は、『Oracle8i Java開発者
ガイド』を参照してください。
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Refresh Groupオブジェクトは、パブリック同期メソッドを提供します。このメソッドには、
高速、完全および強制といった標準のリフレッシュが含まれます。 また、同期を使用して
プッシュ専用の操作を実行できます。この操作を実行すると、クライアントからサーバーに
対してのみ変更が伝播されます。

RepAPIクライアント・エンジンによって、メタデータ表の小さいセットが Oracle8i Lite
データベースに保持されています。 このメタデータには、次のものが含まれています。

� サーバー・オブジェクトの URL。次回接続を試みるときに使用します。

� 最後に正常にプッシュされたトランザクションのトランザクション ID（更新可能スナッ
プショットが含まれていた場合）。

� リフレッシュ・グループのリスト。リフレッシュ・グループ名、識別番号およびリフ
レッシュ順序番号が含まれています。 リフレッシュ順序番号は、2つの側の妥当性
チェックとして動作します。

� スナップショットのリスト。スナップショット名、識別番号、および更新可能かどうか
を示すフラグが含まれています。

このメタデータの他に、RepAPIには、Oracle8i Liteクライアントの更新可能スナップ
ショットのトランザクションのキュー表がメンテナンスされます。 トランザクション・
キューは、特定のマスター・サイトとバインドされ、トリガーによって更新可能スナップ
ショットの更新が獲得されると、データ移入が実行されます。 更新可能スナップショットを
含まないグループに対してリフレッシュ要求が送られた場合でも、リフレッシュが開始され
ると、トランザクション・キューは常に、リフレッシュ・グループと対応付けられたマス
ター・サイトに完全にプッシュされます。   Oracle8i Serverへキューをプッシュするとき、ト
ランザクション境界は保持されます。
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Oracle8i Serverでででで RepAPIを使用する前の作業を使用する前の作業を使用する前の作業を使用する前の作業
Oracle8i Serverで RepAPIを使用する前に、次の処理ステップを実行します。

1. 初期化パラメータ・ファイルの初期化パラメータを編集します。

a. 次の初期化パラメータが次の値以上に設定されていることを確認します（必要に応
じて値を大きくすることはできますが、この値より小さい値は設定しないでくださ
い）。 

SHARED_POOL_SIZE= 50000000 

JAVA_POOL_SIZE=50000000 

OPEN_LINKS=10

b. 次の初期化パラメータが初期化パラメータ・ファイルに存在しない場合は、初期化
パラメータを追加します。 初期化パラメータが存在する場合は、次の値以上に値が
設定されていることを確認します（必要に応じて値を大きくすることはできます
が、この値より小さい値は設定しないでください）。

ENQUEUE_RESOURCES=1000

OPEN_CURSORS=100

MAX_ENABLED_ROLES=30

c. MTS_DISPATCHERS初期化パラメータが次のように設定されていることを確認し
ます。

MTS_DISPATCHERS = 
"(PROTOCOL=TCP)(PRE=oracle.aurora.server.SGiopServer)"
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2. ORACLE_HOME/network/adminディレクトリの listener.oraファイルに、次のよ
うな LISTENER構成の行が含まれていることを確認します。ホスト名は、myserverで
す。

(DESCRIPTION =
     (PROTOCOL_STACK =
        (PRESENTATION = GIOP)
        (SESSION = RAW))
     (ADDRESS = 
        (PROTOCOL = TCP)
        (HOST = myserver)
         (PORT = 2481)))

3. Oracle8i Serverをいったんシャットダウンしてから再起動し、初期化パラメータの変更
を有効にします。

注意注意注意注意 : Secure Sockets Layer（SSL）を使用している場合は、PROTOCOL
を TCPSに、PORTを 2482に設定します。 2481と 2482は、標準のインス
トールのデフォルトの PORT設定です。ただし、別の値を設定することも
できます。
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RepAPIサーバー・オブジェクトのロードおよび公開サーバー・オブジェクトのロードおよび公開サーバー・オブジェクトのロードおよび公開サーバー・オブジェクトのロードおよび公開
RepAPIクライアントから RepAPIのサーバー・コンポーネントにアクセスできるようにす
るには、loadjavaユーティリティを使用して、適切な RepAPIサーバー・オブジェクトを
Oracle8iの仮想マシン（VM）にロードします。 そして、公開ユーティリティを使用してオブ
ジェクトを公開します。

RepAPIサーバー・オブジェクトをロードおよび公開するには、次のステップを実行します。

1. loadjavaユーティリティを実行して、repapi_s.jarファイルをデータベースにロー
ドします。

コマンド・プロンプトから repapi_s.jarファイルをロードするための構文は、次の
ようになります。

loadjava 
   -synonym 
   -resolve 
   -thin 
   -user sys/SYS_PASSWORD@HOST:LISTENER_PORT:ORACLE_SID 
   -grant public 
   ORACLE_HOME/rdbms/jlib/repapi_s.jar

インストール時にロードおよび公開されるインストール時にロードおよび公開されるインストール時にロードおよび公開されるインストール時にロードおよび公開される RepAPIサーバー・オブジェクサーバー・オブジェクサーバー・オブジェクサーバー・オブジェク
トトトト : Oracle8iの Javaオプションをインストールした場合は、インストー
ル時に RepAPI サーバー・オブジェクトが自動的にロードおよび公開され
ています。 次に示すステップを参考にしてください。 RepAPIサーバー・オ
ブジェクトが正常にロードおよび公開されているかどうかを確認するに
は、C-12ページのステップ 3に進みます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : この項では、RepAPIをサポートする Oracle8i Serverの構成
方法を説明します。 

� Oracle8i Liteクライアントでの RepAPIの使用方法の詳細は、Oracle8i Lite
のドキュメントを参照してください。

� loadjavaユーティリティおよび公開ユーティリティの詳細は、『Oracle8i 
Enterprise JavaBeansと CORBA開発者ガイド』を参照してください。
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この構文に含まれている変数は次のとおりです。

� SYS_PASSWORD
SYSユーザーのパスワードを指定します。

� HOST
Oracle8i Serverがインストールされているホストの名前を指定します。

� LISTENER_PORT
リスナーのポートを指定します。 デフォルトは 1521です。

� ORACLE_SID
Oracle8i Serverに指定されたシステム識別子（SID）を指定します。

� ORACLE_HOME
Oracle8i Serverがインストールされているディレクトリを指定します。

たとえば、次のような環境を想定します。

� SYS_PASSWORDは change_on_install

� HOSTはmyserver

� LISTENER_PORTは 1521

� ORACLE_SIDは DB1

� ORACLE_HOMEは /oracle/product/8.1ディレクトリ

この環境での、正しい loadjavaユーティリティ構文は次のとおりです。

loadjava -synonym -resolve -thin 
   -user sys/change_on_install@myserver:1521:DB1
   -grant public /oracle/product/8.1/rdbms/jlib/repapi_s.jar

2. 公開ユーティリティを実行し、サービス URLを使用して RepAPIオブジェクトを公開
します。

publish 
   -u system 
   -password SYSTEM_PASSWORD 
   -s sess_iiop://HOST:ORB_PORT:ORACLE_SID/PUBLISHED_OBJECT    
   oracle.repapi.server.RServer 
   oracle.repapi.serverstub.RSHelper 
   -schema SYS
   -grant public

注意注意注意注意 : この loadjava構文は、UNIXシステムでもWindowsプラット
フォームでも使用できます。 適切なファイル・パス指定に変更してくださ
い。
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この構文に含まれている変数は次のとおりです。

� SYSTEM_PASSWORD
SYSTEMユーザーのパスワードを指定します。

� HOST
Oracle8i Serverがインストールされているホストの名前を指定します。

� ORB_PORT
IIOPのリスナー・ポート番号を指定します。 デフォルトでは、TCP接続の場合は
2481に、Secure Sockets Layer（SSL）を使用した TCP接続の場合は 2482に設定さ
れています。

� ORACLE_SID
Oracle8i Serverに指定されたシステム識別子（SID）を指定します。

� PUBLISHED_OBJECT
公開オブジェクトの名前を指定します（デフォルトは、/etc/repapiです）。

たとえば、以下のような環境を想定します。

� SYSTEM_PASSWORDはmanager

� ORB_PORTは 2481

� HOSTはmyserver

� ORACLE_SIDは DB1

� PUBLISHED_OBJECTは /etc/repapi

この環境での、正しい公開ユーティリティ構文は次のとおりです。

publish -u system -password manager 
   -s sess_iiop://myserver:2481:DB1/etc/repapi    
   oracle.repapi.server.RServer 
   oracle.repapi.serverstub.RSHelper 
   -schema SYS -grant public

注意注意注意注意 : この公開構文は、UNIXシステムでもWindowsプラットフォーム
でも使用できます。 適切なファイル・パス指定に変更してください。
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3. 次のステップを実行して、オブジェクトが正常に公開されたことを確認します。

a. 次のコマンドを入力して、公開オブジェクトを表示するセッションを作成します。

sess_sh 
   -user system 
   -password SYSTEM_PASSWORD 
   -service sess_iiop://HOST:AURORA_ORB_PORT:ORACLE_SID

この構文に含まれている変数は次のとおりです。

� SYSTEM_PASSWORD
SYSTEMユーザーのパスワードを指定します。

� HOST
Oracle8i Serverがインストールされているホストの名前を指定します。

� AURORA_ORB_PORT
Javaオブジェクトを公開したときに指定されたポート番号を指定します。 デフォル
トでは、TCP接続の場合は 2481に、SSLを使用した TCP接続の場合は 2482に設
定されています。 Auroraは、Oracle8i Serverの Java仮想マシンです。

� ORACLE_SID
Oracle8i Serverに指定されたシステム識別子（SID）を指定します。

たとえば、次のような環境を想定します。

� SYSTEM_PASSWORDはmanager

� HOSTはmyserver

� AURORA_ORB_PORTは 2481

� ORACLE_SIDは DB1

この環境での、正しい公開ユーティリティ構文は次のとおりです。

sess_sh -user system -password manager 
   -service sess_iiop://myserver:2481:DB1
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b. シェルが表示されるまで待機します。 プロンプトが使用可能になると、画面に次の
ように表示されます。 

AURORA ORB  shell
$

c. 次のように入力して、公開オブジェクト etc/repapiに対する許可をチェックしま
す。

cd test
ls -l

Read、Writeおよび Executeに対する許可が行の先頭に表示されます。次のよう
に、Read列と Execute列の下に PUBLICと表示されている必要があります。 

Read     Write    Exec     
PUBLIC   SYSTEM   PUBLIC
    
Read列と Execute列に PUBLICと表示されていない場合は、次のコマンドを実行
します。

chmod +r public repapi
chmod +e public repapi

許可を再度チェックし、repapiに対する READおよび EXECUTE許可が PUBLIC
に付与されたことを確認します。

ls -l

d. 次のように入力して、セッションを終了します。

exit

注意注意注意注意 : プロンプトにこのように表示されるまで、操作を続行しないでく
ださい。 これには、数分かかることもあります。 
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オフライン・インスタンシエーション・ファイルの生成
オフライン・インスタンシエーション・ファイルの生成オフライン・インスタンシエーション・ファイルの生成オフライン・インスタンシエーション・ファイルの生成オフライン・インスタンシエーション・ファイルの生成
RepAPI クライアント用のオフライン・インスタンシエーション・ファイルは、レプリケー
ション・マネージメント APIの DBMS_REPCAT_INSTANTIATE.INSTANTIATE_
OFFLINE_REPAPIファンクションを使用して生成します。 

オフライン・インスタンシエーション・ファイルの命名規則は、次のとおりです。 

user_templatename_siteid.oli 

したがって、ユーザー名が SCOTT、テンプレート名がMYTEMPLATE、サイト識別番号が
1234の場合、ファイル名は次のようになります。

scott_mytemplate_1234.oli

サイト識別番号は、ファンクションを実行するときに SITE_IDパラメータを使用して指定で
きます。 サイト識別番号を指定しない場合は、番号が自動的に生成されます。 サイト識別番
号は、一時プレース・ホルダです。 Oracle8i Liteでは、この値はOracle8i Liteのグローバル
に一意なサイト識別子と置き換えられます。

ユーザーは、次の例のように、オフライン・インスタンシエーション・ファイルを生成でき
ます。

DECLARE
  i number;
BEGIN
  i := dbms_repcat_instantiate.instantiate_offline_repapi(
       refresh_template_name => ’PRODUCTS_DT’,
       trace_vector => 0);
END;
/

デフォルトでは、オフライン・インスタンシエーション・ファイルはサーバーの ORACLE_
HOME/dbsディレクトリに生成されます。 また、配置テンプレートにテンプレート・パラ
メータが含まれている場合は、接続しているユーザーのパラメータ値が適用されます。
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DBA権限を持つユーザーは、次の例のように、ユーザー名とオフライン・インスタンシ
エーション・ファイルのパスを指定できます。 

DECLARE
  i number;
BEGIN
  i := dbms_repcat_rgt.instantiate_offline_repapi(
       refresh_template_name => ’PRODUCTS_DT’,
       user_name => ’SCOTT’,
       offline_dirpath => ’/mydirectory’,
       trace_vector => 0);
END;
/

この例では、配置テンプレートの名前は PRODUCTS_DT、オフライン・インスタンシエー
ション・ファイルのディレクトリ・パスは /mydirectory、デバッグのトレース・レベル
は 0（ゼロ）です。 また、配置テンプレートにテンプレートパラメータが含まれている場合
は指定したユーザーのパラメータ値が適用されるので、この例では、ユーザー SCOTTのパ
ラメータ値が適用されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  DBMS_REPCAT_INSTANTIATE.INSTANTIATE_OFFLINE_
REPAPIファンクションの使用方法の詳細は、『Oracle8iレプリケーショ
ン・マネージメント APIリファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : RepAPIクライアント用のオフライン・インスタンシエーション・
ファイルは、Replication Managerを使用して生成することもできます。 詳
細は、Replication Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。
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RepAPIの管理の管理の管理の管理
RepAPIの管理および監視には、次のツールを使用できます。 

Replication Manager
Replication Managerを使用すると、配置テンプレートおよび RepAPIクライアント・サイ
ト用のオフライン・インスタンシエーション・ファイルを作成できます。 また、ネットワー
クを介してクライアント・サイトを使用できるときは、Replication Managerを使用して、
クライアント・サイトのスナップショットを監視し、必要に応じて、リフレッシュできま
す。

レプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメントレプリケーション・マネージメント API
レプリケーション・マネージメント APIには、次の PL/SQLファンクションおよびプロ
シージャが含まれています。

� DBMS_REPCAT_INSTANTIATE.INSTANTIATE_OFFLINE_REPAPI

� DBMS_REPCAT_RGT.INSTANTIATE_OFFLINE_REPAPI

� DBMS_REPCAT_RGT.DROP_SITE_INSTANTIATION

レプリケーション・カタログレプリケーション・カタログレプリケーション・カタログレプリケーション・カタログ
DBA_REPCAT_TEMPLATE_SITESスタティック・データ・ディクショナリ・ビューを使用
すると、RepAPIクライアント・サイトでのテンプレートのインスタンシエーションの状態
を監視できます。
   

Oracle Client Replication Tool
Oracle Client Replication Toolは、グラフィカル・ユーザー・インタフェースを使用した
Javaアプリケーションで、Oracle8i Liteとともにインストールされます。 ユーザーは、
Oracle Client Replication Toolを使用して配置テンプレートをインスタンシエートできます。
また、アプリケーション開発者は、Oracle Client Replication Toolをサンプル・コードとし
て使用してカスタム・アプリケーションを作成できます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Replication Managerの使用方法の詳細は、Replication 
Managerのオンライン・ヘルプを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :  PL/SQLファンクションおよびプロシージャを使用して
RepAPIクライアント・サイトを管理する方法の詳細は、『Oracle8iレプリ
ケーション・マネージメント APIリファレンス』を参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : DBA_REPCAT_TEMPLATE_SITESスタティック・データ・
ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle8iレプリケーション・マネー
ジメント APIリファレンス』を参照してください。
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さらに、Oracle Serverのインストール完了時にクライアントの Jarファイルが組み込まれま
す。 Jarファイルは、サーバーの ORACLE_HOME/rdbms/jlibディレクトリに置かれていま
す。
   

クライアントのサンプル・プログラムクライアントのサンプル・プログラムクライアントのサンプル・プログラムクライアントのサンプル・プログラム
RepAPIの Javaサンプル・プログラムが、Oracle8i Server配布プログラムに含まれていま
す。 このサンプル・プログラムを使用すると、Oracle8i Liteのクライアント環境をテストで
きます。また、Oracle8i Liteクライアント環境で RepAPIを使用してアプリケーションを作
成するための統合テクニックを学べるようになっています。

サンプル・プログラムのインストールサンプル・プログラムのインストールサンプル・プログラムのインストールサンプル・プログラムのインストール
サンプル・プログラムをインストールするには、次のステップを実行します。

1. ORACLE_HOME/rdbms/demoディレクトリの RepSample.javaファイルを任意のディ
レクトリにコピーします。 

2. ステップ 1でファイルをコピーしたディレクトリが、CLASSPATH環境変数に含まれて
いることを確認します。

3. コマンド・プロンプトで次のコマンドを入力して、RepSample.javaをコンパイルし
ます。

javac RepSample.java

このコマンドを実行すると、RepSample.classという名前のクラス・ファイルが作成
されます。

サンプル・プログラムの使用方法サンプル・プログラムの使用方法サンプル・プログラムの使用方法サンプル・プログラムの使用方法
サンプル・プログラムでは、Oracleの Java RepAPIレプリケーション・ライブラリを使用し
て、Oracle8i Serverと Oracle8i Liteクライアント間でデータをレプリケートします。 
Oracle8i Liteサイトのユーザー名とパスワードは、SYSTEM/MANAGERと想定します。 
ユーザー名とパスワードが異なる場合は、サンプル・プログラムを適切に編集してくださ
い。 サンプル・コードでは最低で 9つの引数を使用する必要があります。引数は正しい順序
で指定する必要があります。 

サンプル・プログラムでは、オフライン（マスター・サイトに接続されていない状態）とオ
ンライン（マスター・サイトに接続されている状態）の両方のモードで作業を実行できるよ
うになっています。オフライン・モードでは、特定の配置テンプレート（リフレッシュ・グ
ループ）、ユーザーおよびサイトに関するメタデータと初期データを含む既存のファイル
（拡張子が *.oliのファイル）のインスタンシエーションのみを実行できます。 オンライ

関連項目関連項目関連項目関連項目 : Oracle Client Replication Toolの使用方法の詳細は、Oracle8i 
Lite のドキュメントを参照してください。 
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ン・モードでは、マスター・サイトとの接続中にリフレッシュ・グループを作成し、リフ
レッシュ・グループとマスター・サイトを同期化できます。 

サンプル・プログラムの完全な構文を次に示します。 

java RepSample ( -offline | -online ) 
   -user USER_NAME 
   -pass USER_PASSWORD 
   -master MASTER_DATABASE_NAME
   -dbid ORACLE_LITE_DATABASE
   [-url SERVICE_URL] 
   [-offlineinstantiate OFFLINE_FILE_NAME] 
   [-create TEMPLATE_NAME] 
   [-sync | syncf TEMPLATE_NAME]
   [-drop TEMPLATE_NAME]
   [-list]

この構文に含まれている変数は次のとおりです。

� USER_NAME
Oracle8i Serverの認証ユーザーの識別子を指定します。

� USER_PASSWORD
Oracle8i Serverの USER_NAMEのパスワードを指定します。

� MASTER_DATABASE_NAME
Oracle8i Liteクライアントに格納されている、Oracle8i Serverのラベルを指定します。 
このラベルは、個々の Oracle8i Serverのトランザクション・キュー表の命名に使用しま
す。 

 

� ORACLE_LITE_DATABASE
Oracle8i Liteデータベースの完全修飾されたファイル名を指定します。    

� SERVICE_URL
次の形式で指定します。 

sess_iiop://HOST:AURORA_ORB_PORT:ORACLE_SID/PUB_OBJECT

注意注意注意注意 : MASTER_DATABASE_NAMEの値には、ハイフンやダッシュなど
の特殊文字は使用できません。 これは、Oracle8i Liteの表のネーミング制
限です。
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この URLの各要素は次のとおりです。

� HOST
Oracle8i Serverがインストールされているホストの名前を指定します。

� AURORA_ORB_PORT
Javaオブジェクトを公開したときに指定されたポート番号を指定します。 デフォル
トでは、TCP接続の場合は 2481に、SSLを使用した TCP接続の場合は 2482に設
定されています。

� ORACLE_SID
Oracle8i Serverに指定されたシステム識別子（SID）を指定します。

� PUB_OBJECT
RepAPIサーバー構成の一部として公開コマンドで設定された公開オブジェクト名
を指定します。 デフォルトでは、/etc/repapiが公開オブジェクト名です。 この名前
は DBAが設定できます。

� OFFLINE_FILE_NAME
オフライン・インスタンシエーション・ファイルの完全修飾されたファイル名を指
定します。 このファイルは、DBAが Replication Managerまたは DBMS_REPCAT_
INSTANTIATE.INSTANTIATE_OFFLINE_REPAPIファンクションを使用してマス
ター・サイトで生成したファイルで、シリアライズ化されています。 OFFLINE_
FILE_NAMEには、次のファイル型の識別子が付いています。

.oli

� TEMPLATE_NAME
操作を行う配置テンプレート（およびリフレッシュ・グループ）の名前を指定します。 
配置テンプレートとリフレッシュ・グループの名前は同じである必要があります。 エン
ドユーザーは、これらの名前を設定できません。 配置テンプレート名は、DBAが指定し
ます。 
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使用例使用例使用例使用例
ここでは、サンプル・プログラムの使用例を示します。

例例例例 1  以前にオフラインでインスタンシエートしたテンプレートからデータをロードするに
は、次のコマンドを実行します。

java RepSample -offline -user scott -pass tiger -master sales 
   -dbid c:¥orant¥oldb40¥polite.odb -offlineinstantiate SCOTT_T1_CLNT2.oli

例例例例 2  T2という名前の配置テンプレートをオンラインでインスタンシエートするには、次の
コマンドを実行します。 

java RepSample -online -user scott -pass tiger -master sales 
   -dbid c:¥orant¥oldb40¥polite.odb 
   -url sess_iiop://salespc.us.oracle.com:2481:db1/etc/repapi   
   -create T2

例例例例 3  例 2で作成したグループ T2の完全リフレッシュを実行するには、次のコマンドを実行
します。

java RepSample -online -user scott -pass tiger -master sales 
   -dbid c:¥orant¥oldb40¥polite.odb 
   -url sess_iiop://salespc.us.oracle.com:2481:db1/etc/repapi 
   -sync T2

例例例例 4  例 2で作成したグループ T2の強制リフレッシュを実行するには、次のコマンドを実行
します。この場合は、syncパラメータではなく syncfパラメータを使用します。

java RepSample -online -user scott -pass tiger -master sales 
   -dbid c:¥orant¥oldb40¥polite.odb 
   -url sess_iiop://salespc.us.oracle.com:2481:db1/etc/repapi 
   -syncf T2

例例例例 5  T3とうい名前の配置テンプレートをオンラインでインスタンシエートし、例 2で作成
したリフレッシュ・グループ T2と同期化させるには、次のコマンドを実行します。

java RepSample -online -user scott -pass tiger -master sales 
   -dbid c:¥orant¥oldb40¥polite.odb 
   -url sess_iiop://salespc.us.oracle.com:2481:db1/etc/repapi 
   -create T3  -sync T2

例例例例 6  例 2で作成したリフレッシュ・グループ T2をオンラインで削除するには、次のコマン
ドを実行します。

java RepSample -online -user scott -pass tiger -master sales
   -dbid c:¥orant¥oldb40¥polite.odb
   -url sess_iiop://salespc.us.oracle.com:2481:db1/etc/repapi 
   -drop T2
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例例例例 7  使用可能でかつインスタンシエートされているリフレッシュ・グループのリストを表示
するには、次のコマンドを実行します。

java RepSample -online -user scott -pass tiger -master sales
   -dbid c:¥orant¥oldb40¥polite.odb
   -url sess_iiop://salespc.us.oracle.com:2481:db1/etc/repapi 
   -list
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